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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「うーん、おいしー♪　そうそう、ほうれん草入りのお味み噌そ汁しる、これがなんだかうちの味って感じがするわぁー……また腕を上げたわね、春はる亮あき！」

　父親と名乗った謎の女がにこにこと食事を続けるのを、春亮達はジト目で眺めているしかなかった。

　食卓に並んでいるのは手料理が半分、店屋物が半分。手料理と言っても、味噌汁を含めてそのほとんどが残り物だ。春亮はこのはを取り戻すいざこざの中で怪け我がをしていたので、包丁など勿もち論ろん持たせてはもらえなかった──そもそもこんなふうに色々なものを保留したまま食事をしているのも、謎なぞの女に対して詰きつ問もんしようとした矢先にまた春亮の肩の傷が痛み始めたのが原因である。

（……）

　春亮は思い出す。黒くろ絵えが治ち癒ゆ力りよくアップの髪を用意したりこのはが春亮の服を脱がせようとしたりしてドタバタする中、

「怪我してるの？　大変ねー、はい」

　と、探すまでもなく最初からその在り処を知っていたように、居間の棚から救急箱を持ち出してきた謎の女の姿を。

　そしてその治ち療りようが終わったところでフィアが腹が減ったと言いだし、それからなんやかやとなし崩し的に謎の彼女もテーブルについて──今に至るのだった。

「おっと、この煮物も懐なつかしい味がするわねぇ。外国じゃ煮物とか全然食べられないから、もうこの醬しよう油ゆの味が禁断症状出るくらいに……はむはむ。くー、きくー！」

　年ねん齢れい不ふ詳しような外見ではある。大学生くらいにも、それより上の若奥様というようにも見える。身に着けているのはクリーム色のタイトスカートとスーツで、ボリュームのある胸部とスラッとした下半身がバランスよくその下に押し込められていた。髪はゆるふわで柔らかそうなロング。表情はころころとよく変わる雄弁さを持ち、その顔立ち自体には、見覚えが──どうなのだろう。そもそも親の顔の細部など意い識しきして思い出すようなものではないのだ。似ているのか似ていないのか。わからない。

　そもそも全すべてが矛む盾じゆんしている。父親は勿論男。この人はどう見ても女。無精ひげを生はやした親おや父じ。つるつるの顎あごのこの人。中肉中背の父親。ナイスバディのこの人。男の声。女の声。

　不一致だ。対極的だ。ありえない。ありえるはずがない。だが。だが──

「……ウッ」

　右腕は傷ついた肩を動かさないように三さん角かく巾きんで吊つられている。春はる亮あきは左手で持っていた湯のみをテーブルに置き、呻うめき声ごえを発しながら掌てのひらを顔に押し当てた。

「ど、どうした春亮！　しっかりしろ！」

「夜や知ち!?　まだ傷が痛むのか!?」

「は、春亮くん！　黒くろ絵えさん、疲れてるところすみませんけどもう一回──」

　同じ食卓を囲むフィア達が騒さわがしく腰を浮かせるのを感じつつ、そこで春亮はガバリと顔を上げた。もう我慢がならなかったのだ。

　そして──ビシリビシリと食卓を指差し、

「好きなものを最後に残す癖くせ！　プチトマトはヘタごと丸かじり！　微妙に変な箸はしの持ち方！　あと他ほかにもいろいろ！」

　そこで気力が途と絶だえ、ヘタリ、とまた背中を丸めて片手で顔を覆おおう。

「認めたくはないが、間違いない……親おや父じだ。この人、俺おれの親父だぁ……」

　絶望的に呟つぶやきながら、頭をフルフルと振った。そうするしかなかった。

「やーね、まだ信じてなかったの？　最初からそう言ってるじゃない」

　平然と言う謎なぞの女。錐きり霞かはそんな彼女（？）の様よう子すをちらちらと見つつ、

「ほ、本当……なのか、夜知？」

「信じたくないけど、いんちょーさん……どうやら、マジみたいだぞ……？」

　大きな部分（主に性別と体型）に矛む盾じゆんはあれど、その他の細々とした動作や雰囲気には確たしかに覚えがあるのだった。今までの人生で、当たり前に春亮と共に暮らし──同時に、それとほとんど同じだけの時間、当たり前に共に暮らしてはこなかった、この世で最も近しい他人に。

　困惑顔の錐霞は助けを求めるように視し線せんを動かす。口をへの字にしていたこのはが、

「まあ……上うえ野のさんの気持ちもわかりますが。残念ながら、わたしにもなんとなーく、中身は崩ほ夏なつさん、のような気がしちゃうんですよねえ……」

「うーむ。あの廃城の隠し倉庫で初めて会ったときのホナツは、勿もち論ろんこんな姿はしておらんかったのだが。なんというか、確かに同じニオイがしなくもないな」

「そーね。うちも、誰だれかのなりすましとかじゃない気がするよ……」

　謎の客に対抗するように皿の料理を片付けていたフィアと、疲労しているせいだろう、いつも以上にボケーッとした様子の黒絵もそう言った。ちなみに黒絵は治ち療りようの髪パワーの使いすぎのせいで髪の一房を真っ白にしており、春亮としては微妙に申し訳なく思う。

　予備のテーブルをくっつけ、それでもなお狭い食卓にはもう一人ひとり、くるくる髪の和装少女──もとい、和装少年の虎こ徹てつが座っている。彼はたまに顔を上げるだけで、それ以外は基本的に無関心そうな様子で煮物をつついていた。「和食……ずいぶん久しぶり、だ……」などと最初に食卓を見て呟いていたので、あるいは煮物に夢中だと言い換えてもいいのかもしれないが。

　ともあれ錐霞は一同の反応を受け、それ以上何かを言うのを諦あきらめた様子で口を閉じた。最後にいつもの一言を食卓の上に残していくのを忘れてはいなかったが。

　そうだ、馬ば鹿かげている。認めなくてはならない部分は認めざるを得ないが、だからといって納得できたわけではない。

　じろりと春はる亮あきは食卓越しに彼女を──もう認めてもいいだろう、自分の父親である夜や知ち崩ほ夏なつらしき女を睨にらんだ。問わねばならない。今まで保留していた、根本的な一言を。

「で……なんで女の姿になってるんだよ、親おや父じ……」

　顔を上げる彼女。瞳ひとみは真ま面じ目めだ。惰だ性せいのようにしばらく口がもぐもぐ動く。ごくんと嚥えん下か。それから湯のみのお茶で喉のどを湿らせる。テーブルに湯のみを戻す音。背筋を伸ばした姿勢で、息子むすこの視し線せんをしっかりと受け止めて、言うべきことを考えるかのようにそっと瞑めい目もくする。

　そして、次に目を開いたとき。

　彼女は小さく首を傾かしげて、はにかむように微笑ほほえんで──答えたのだった。

「んー……イメチェン？」

「そんな・イメチェンが・あるかー！」

　反射的に全力でツッコミを入れながら、春亮は考えていた。

　悪びれる様よう子すもなく首を傾げている、彼女の顔。そこから感じるもの。

　それを自分は──知っている。

　飄ひよう々ひようとした気配けはい。たまに子供のようなところがある。摑つかみどころのない感じ。少し目を離はなしただけでふわふわと飛んでいってしまうような、たんぽぽの綿毛じみた自由感。

　ああ。そうだ。やはり。眼がん前ぜんにいるこの存在は、やはり──

「……」

　どうしようもなくそれを実感してしまったことが、何かの引き金になったのか。

　不意に、言いようもない疲労感が背中に圧のし掛かかってきた。あらゆる活力を、あらゆる言葉を奪う虚脱。何もしたくないという虚無的な気分と、どうにでもなれという捨すて鉢ばちな気分が自分を包むのを春亮は感じた。

　ゆっくりと膝ひざを伸ばして、座ざ布ぶ団とんから立ち上がる。

「ごちそうさま。悪いけど、後片付け、任せちゃっていいかな……なんか、すげぇ疲れた。とりあえず早く部へ屋やで寝たいんだ」

「それは、勿もち論ろん大丈夫ですけど……」

　心配そうな視線を向けてくるこのはの横を通り過ぎ、居間を出ようとする。怪け訝げんなフィアの顔、ぼーっとした黒くろ絵えの顔、真面目な錐きり霞かの顔、無関心な虎こ徹てつの顔──

　父親らしき誰だれかの顔は、見なかった。

「このはも帰ってきたし……早く怪け我がを治していつも通りに戻らなくちゃな、ってだけだよ。やっぱり普通の日常が一番だからさ。そうそう、もうすぐ中間テストもあるし、これからは勉強もしなくちゃ。お前らも早めにやっといたほうがいいと思うぞー」

　このは達に心配されているような気がしたので、適当な苦笑いでそんなことを言って。

　そのまま、春はる亮あきは居間を後にした。




　どこかフラフラした足取りで、春亮が居間を出ていく。最後の台詞せりふもなんだか現実逃とう避ひ気味なものだったし、平気なように見えてショックは受けているのだろうなとこのはは思う。

「──さて」

　このはが湯のみを置いたのに合わせたわけではないだろうが、その瞬しゆん間かん、食卓の上の動きが止まった。フィアに錐きり霞かに黒くろ絵え、虎こ徹てつすらも、同じ方向に視し線せんを向けていた。

　このはは瞳ひとみを細めて、崩ほ夏なつ──信じられないことだが本当にそうらしい──を睨にらむ。一応、自分をこの家に連れてきた恩人だと言えなくもないのだが、こうなってしまってはそんな恩など綺き麗れいさっぱり忘れてしまいたい気分だ。長い間家を空けていたかと思えば、帰ってきたときには女になっていた──そんなふざけた状況を作り出す厄やつ介かい者ものに敬意などあろうはずもない。

　何にしても、今ならば実の息子むすこの前ではしにくいような話もしてくれるかもしれなかった。単刀直入に聞いてみる。

「で、どうしてそうなってるんです？　もう少し詳しいところを聞かせてもらってもいいんじゃないですかね」

「だから、それはイメチェンよー」

　急きゆう須すのお茶を勝手に自分の湯のみに注そそぎつつ、崩夏はふわふわした髪を揺らしながら首を傾かしげた。あくまでもそこはとぼける気らしい。

　同じ言葉をもう一度繰くり返すことから喉のど笛ぶえを摑つかんでその声帯を人質に取ることまで対処策は無数に思い浮かんだが、いかんせん今日きようはこれまでの出来事で精神も肉体も限界レベルに疲ひ弊へいしていた。忘れてはならないことと、忘れたくないこと。自分の犯した罪と、これから進むべき未来と、彼の唇の感触。その他ほかの面めん倒どう事ごとは全すべて放っておいて、布団に潜もぐって延々とそれらのことについて考えていたいというのが今の本音ではある。

　それに、もしこれが自分の知っている崩夏であればそう簡かん単たんに口を割りはすまい。飄ひよう々ひようとした風来坊なくせに、一度こうと決めたことは容易には動かさない頑固な意志力も持っているのが夜や知ち崩夏という人物だ。ある意味──息子と同じに。

　とりあえず自分が不満を感じているということは嘆息で示しておいてから、

「では……少しだけ質問を変えましょう。今までずっと家を空けていたのに、連絡もなしにいきなり帰ってきた理由は何ですか？」

「あら、駄だ目めだったかしら。ここはいちおー、私の家でもあるはずだけど」

「というかだな、私をここに送りつけてから、お前は一体何をしておったのだ？」

　食後の煎せん餅べいの袋をバリバリと破りながら、フィアがじろりと崩夏を睨む。

「うーん……それもまだ秘密、かな？」

「ヒミツが多いねえ、ほなっつぁん」

「……ほなっつぁん？」

「きりりんに説明しちょくと、ほなつのとっつぁん、ね」

　話が脱だつ線せんしそうになっていたので、このはは一つ咳せき払ばらいして、

「じゃあ、このタイミングで家に帰ってきたのはたまたま……と、いうわけですか」

「あ、それは別にたまたまじゃないわよ？」

　あっさりとした調ちよう子しで、予想外の答え。先を促す視線を向けると、崩ほ夏なつは軽く肩を竦すくめる。

「今はその話題一色かと思っていたけど……どうやらそれどころじゃなかったみたいね。私にしてみれば、今帰ってきた理由なんて一個しかないと思うんだけど」

　テーブルに両の肘ひじをつき、組み合わせた細い指の上に可愛かわいらしく顎あごを乗せた彼女は。

　にっこりと笑って、続けた。

「だって──やっぱり、息子むすこの誕たん生じよう日びくらいは一いつ緒しよに祝ってあげないと駄だ目めじゃない？」
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　電話の相手が伝えてきた報告はなかなか面おも白しろいものだった。

　だから彼は薄うすく唇を曲げ、その言葉を鸚おう鵡む返がえしに口にする。

「そうか。ニルシャーキが負けた、か」

　目を閉じる。その行為は些さ細さいな懐かい古ことはとても相性が良い。三つの能力を持つ仮面、攻こう撃げきを無効化するシャツ、そして長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ──何度か手合わせをした彼女の姿が想起される。

　瞑めい目もくにはそれ以外の副次的な効能もあった。全身を包む慣なれた揺動の感覚が、僅わずかに強くなったように思える。普段ふだんは意い識しきすらしない、この居場所全体を支配する心地ここちの良いリズム。

　椅い子すに座ったまま、そのリズムにぼんやりと身を預けていると、

「なー、何考えてんだ？」

　すぐ耳元で、声。彼はにやりと片目だけを開けて、

「あン？　決まってんだろ……見所のあるいい女だったのになー、ってな」

「なっ、またか！　この浮気うわきモン！　あたしらだけじゃ足りねーっていうのかよー！」

　耳元の声のトーンが急上昇。がっくんがっくん首が揺さぶられる。

「死んだ相手に嫉しつ妬としてどーするよ」

「そーいう問題じゃないし！　オンナゴコロの問題だし！」

　軽く首を捻ひねると、すぐそこに頰ほおを膨ふくらませた彼女の顔がある。じっと見つめてやった。

「な、なんだよ」

　さらにじーっと見つめてやると、やがて彼女は頰を赤くして視線を背け、

「ま、まあ？　あたしも鬼じゃねーし、お前が反省してるんなら、その反省の証拠を見せてくれたら許してやんなくもないし。つまり、その……えと……んちゅー」

　ひとしきりもじもじとしたあと、目を閉じて唇を突き出し、こちらに顔を近付けてくる。

　しかし彼がそれに何か反応するより早く、どこかから別の手がにゅっと伸びてきて、彼女の小さな顔の上半分をがっしり摑つかんだ。

「んっ、あれっ、進めないし？　照れてんのか？　そーいうプレイ？　障害を乗り越えてこそ二人ふたりの絆きずなは強まるのだ的な？　よーし、んっ、むっ、うぎー……」

「平生と変わらず、飽きることなく元気でとても好ましく／疎うとましく存じます……ところで、いかがなさるのですか」

　その手の持ち主が、いつもの涼やかな声こわ音ねと奇異な台詞せりふ回しでそう言った。

　顔面にアイアンクローを受けたままこちらに唇を近付けようと四苦八苦している少女と、そのアイアンクローを無表情で繰くり出している女性。

　二人それぞれにちらりと視し線せんを向けてから、彼は特に意味もなく天てん井じようを見上げた。

「ま、急ぐ必要はなくなった……だが、他ほかにも用事があるのは変わらんからな」

「──それでは？」

「針路変更の必要はない。どうせ召集はかけちまってるんだ。連中が揃そろうのを待ちながら、のんびり行くとしようぜ」

「それは楽／面めん倒どうだと存じます。承知いたしました、マスター」

　僅わずかに首を縦たてに動かし、彼女が了解の意を示す。

　彼は未いまだアイアンクローと戦っている少女の顔に二本の指を伸ばし、その唇を上下に摘つまんだ。適当に引っ張ったりねじったりして玩具おもちやにしてみる。

「ん!?　んんん!?　何にやにこれどーいうテてクふ？　スゴイし!?」

　いろいろ勘違いしたままの彼女の声に、ふっと頰ほおが緩ゆるむ。

　そこで、これからのことを意外に楽しみにしている自分に気付いた。

　ひょっとしたらそれも、のんびり行こうということにした理由の一因にはなっていたのかもしれない。ただ単純に、何かに期待している今の気分をもう少しだけ味わっておきたいというような。

　目を細めて、独りごちた。

「そうだな──懐なつかしい奴やつにも、会えるかもしんねーからな」

「キスしながら普通に喋しやべったし!?　てことは違うじゃん！　なんかおかしーとは思ってたけど、さてはこの手であたしをブロックしてるのも……んぐっ」

　ようやく少女が状況に気付いて騒さわぎ始めたので、今までのお詫わびとばかりに、本当に唇を合わせて静かにさせてやった。
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　きっと、いろいろなことが、変わりつつあるのだと思う。

　正直なところ、春はる亮あきはその変化に困惑するしかなかった。変わっていく物事の全すべてに、答えが出ない。わからないことだらけだった。

　錐きり霞かのことを考える。一年生のときから一いつ緒しよのクラスだった友達のことを。真ま面じ目めなクラス委員長のことを。弁当対決の相手のことを。呪のろいという秘密を共有する仲間のことを。

「異性として好きだ」と告白してくれた、彼女のことを。

　彼女は呪われたボンデージ服から逃れられない。しかしそんなことは自分の気持ちに何の影えい響きようも及ぼさなかった。彼女は彼女だ。頭がよく、美人で、優やさしく、負けず嫌いで。

　とても、可愛かわいい。

　嫌いなわけがない。むしろ──好き、なのかもしれない。

　だって、想像するだけで、どきどきするのだ。

　たとえば、彼女と二人ふたりきりで歩いたり。楽しい場所で遊んだり。一緒に料理を作ったり。ごはんを食べたり。そして、彼女の身体からだに──触れたり。

　それはとても幸せなことだと思う。紛れもない幸福だと思う。

　だが。そこで、思考は止まってしまう。その先に進むべき道が見み出いだせない。

　だからどうすればいいのか。どんな言葉が必要なのか。どんな行動が必要なのか。

　自分の感情が、ひどくごちゃごちゃとしている。まとまらない。初めての体たい験けんだった。その中に焦りという感情が含まれているのだけは辛かろうじてわかった。

　彼女には、答えを待ってもらっているのだ。このはのことがあったから。

　実際に台所で話し、釘くぎを刺されてもいる。そうだ、このはが無事に戻ってきたのだから、答えを出さなくてはならない。急がなくてはならない。

　だが……答えとは、何だ？

　新しく見つけた道に逃げ込むように、頭に浮かんできたもう一人ひとりのことを考えた。

　このはのことを。ずっと昔に出会った、呪われた刀のことを。姉のようになった家族のことを。高校生になって一緒に学校に通い始めた同級生のことを。

　好きだと告白し、さらに口づけをしてきた、彼女のことを。

　このははこのはだった。しかし冷静になって考えれば、彼女も間違いなく一人の女性だった。優しい笑顔えがおで、自分のことを誰だれよりもよく知っており、ひたすらに自分の味方で、スタイルが良く、傍そばにいるだけで安らげるような空気を持つ彼女。

　そう、彼女と共にいるのはとても心地ここち好よい。幸せだ。自分が彼女から受け取るものは、これからもずっと同じだろう。

　けれど──このはに対しても、答えが、必要なのだ。きっと。

　同じような、思考の行き止まり。

　では、どうすればいい？　自分は、どんな答えを出せばいい？　答えを出すために、どんなことを考えればいい？

「……春はる亮あきくん……」

　ああ、このは。ごめんな。急せかしに来たんだろ？　ちょっと待ってくれ。

「春亮くん……うふふ……」

　怒っていない。それどころか、含み笑いのような声が聞こえているのだった。

　おかしいな？　と首を傾かしげたとき、自分の全身に、なんというか《このは感》みたいなものが満ちているのがわかる。それは素す晴ばらしくこのはで、実にこのはっぽく、それどころかこのはですらあるのだった。猛烈にこのはっている、と言ってもいいかもしれない。

（……？）

　何考えてんだ自分何かおかしいぞ、と頭の片隅で思ったとき、初めてこのは感以外のはっきりとした感覚が顔に生まれた。つんつん、と何かに頰ほおをつつかれている感触。

「ああ……春亮くん……やっぱり……」

　その声。つんつんという感触。それらは現実のものであると、脳のう味み噌そが不意に理解した。

　ということは？　そうだ。

　つまり、今まで現実ではなかったのは、自分のほうで──




　そして春亮が目を開くと、このはの顔がすぐ近くにあった。

　吐息を感じるような距きよ離りで、どこかうっとりしたような微笑で。

　その人差し指を使って、ぷにぷにと優やさしくこちらの頰をつついている。

　彼女はこちらが目を開けたのに気付いても、慌てる様よう子すなく、

「あら。おはようございます、春亮くん」

　にこりと笑って言ってきた。

　その顔の近さは同時に、彼女が同じ布団に潜もぐり込んでいるということを意味していて、夢うつつに感じていた《このは感》なるものは要するにその狭い空間でこのはと密着することによって生まれていたむにむにぷよんとした気持ちいい感覚の総称だということはもはや明白で、

「──ぬわあああっ!?」

　春亮は慌てて跳ね起き、掛け布団を巻き込むようにしながら後退。一いつ瞬しゆんだけ、このはは裸なのではないかという根拠のない予想が頭をよぎったが、幸いにしてちゃんと服は着ていた──逆にその予想に羞しゆう恥ちを覚える。なんという妄想をしているのか自分。

「ど、どうして、俺おれの布団に……!?」

　このはは悪びれた様よう子すもなく、残った敷しき布ぶ団とんの上で頰ほお杖づえをつくような姿勢で首を傾かしげた。

「えーっと。起こしに来たらですね、あんまりにも春はる亮あきくんの寝顔が可愛かわいかったので……つい」

「つ、つい？」

「ええ。つい、です。ごめんなさい」

　にっこりと笑う。見み慣なれた笑顔えがお。だがその意味は今までとは違う。これまでのこのはとは確かく実じつに行動パターンが変わっている。変化した距きよ離り感かん。今までよりも──積せつ極きよく的てきな、距離感。

　そんなとき、ふとこのはが瞳ひとみを揺らして視し線せんを落とした。

「あの──本当に、春亮くんが嫌いやな思いをしたんだったら……ごめんなさい。真ま面じ目めに、謝あやまります」

　それがあまりにも寂しそうな顔だったので、

「い、いや……別に、いいん、だけど」

「そうですか？　だったら、よかったです」

　また、にっこり。見つめ合う。布団の上にいる彼女との距離感。心しん臓ぞうの鼓動が速くなる。

　ごくり、と春亮が唾つばを飲み込んだとき──

「……」

「ヒッ!?」

　いつのまにか、見覚えのない人ひと影かげが部ヘ屋やの入口に無言で佇たたずんでいた。しかしよく見ればそれは虎こ徹てつで、ぱっと見でわからなかったのは、いつもと違って髪を解ほどいており、さらにこのはのお古のパジャマという姿だったからだ。彼も起きたばかりなのだろう。

　何かを言われるかと思いきや、虎徹はじーっと部屋の中に目を向けているだけだった。微妙な半はん眼がんの視線。怒声などはいつまでも飛んでこない。

　だが、どういうわけか。

　春亮は、自分に向けられたその視線に、別種の糾きゆう弾だんの気配けはいを感じていた。そう、それはたとえば──『この意気地なしめ！』と無言で罵ののしられているかのような。

「いや、えーと、これはだな……」

　何はともあれ状況を説明しようと口を開いたとき、続けて虎徹の背後に新たな人影。

　今度も、昨日きのうまではこの家にいなかった人物。

　本人のものであるはずのパジャマ、その上半身をキツキツにしている誰だれか。ボタンを何個か開けて谷間を見せている誰か。その寝ぼけ眼まなこにどこか見覚えがあるような気がするのが、逆に強烈な違和感を覚えさせられる誰か。

　しかし彼女は虎徹の頭の上からひょいと部屋の中を覗のぞき込むや否や、クワッと目を見開いてスピード覚かく醒せい。

「まあ！　春はる亮あき、私がいない間に大人おとなの階段を……！」

「違う！」

「こんなことになる予感がしていたから、このはには離はなれに住んでもらうようにしてたのに……いつのまにか勝手にルール変更して一いつ緒しよに住んでるし！　一度箍たがが外れてしまえば、後はもう肉欲に溺おぼれるのみよね……ああ、なんて爛ただれた青春。責任を感じるわ。よよよ……」

　わざとらしい噓うそ泣なきで目頭を押さえる崩ほ夏なつ。

　もはや付き合う気もなく、春亮は嘆息するしかなかった。

　このはを取り戻せたのは、いつもの日常に帰ってこれたのは、本当によかった。それでも、これからの日々には依然として道筋が見えない部分が多々あるような気がする。

　錐きり霞かのこと、このはのこと、新しく家に来た虎こ徹てつのこと、この父親らしき謎なぞの生物のこと。

　どれから片付ければいいのか。どこから手をつければいいのか。何を優ゆう先せんして考えればいいのか。わからない──

「なんだなんだ、ニクヨクがどうした!?　いろんな意味でハレンチな気配けはいしかせん単語だ。者ども、そこを動くなー！」

　部へ屋やの外からどたばたと何かが聞こえてくる。それは、この状況をどう乗り切るかという意味で、考えなければならないことをさらに増やしてくれるものではあった。

　けれども、そのフィアの声だけは、普段ふだんとあまり変わりがなくて。

　どうしてか、少しだけありがたく思えた。
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　縁えん側がわに出した座ざ布ぶ団とんの上にどっかと座り、フィアは憤ふん慨がいしながら煎せん餅べいを嚙かみ砕くだいていた。

「まったく。相変わらずあいつはけしからん」

「うむ。変わったけど変わっちょらんというか。ま、この家的に久しぶりのテンションじゃったのでうちは何気にほっとしました」

　隣となりの座布団にちょこんと正座していた黒くろ絵えが、両手で湯のみを傾けながら微苦笑で言った。吞気のんきなことを、とフィアは口をへの字にしたが、結局は何も言わずに新たな煎餅に着手。

　ばりぼりと小気味いい音を口中で立てながら、ふと、今の黒絵の言葉を思い出した。

　変わった。けれど、変わっていない。

「……」

　きっと、そうなのだろう。春亮も。このはも。この家に戻ってくる過程において、何かが変わった。結果的に変わっていないように見えても、その中身はやはり劇げき的てきに変化してしまっているのだと思えた。見ていただけの自分ですら、そうなって当然だ、と感じてしまうような出来事が──目の前で行われたのだから。

　では。それを見ていたこの自分は……何かが、変わったのだろうか？

「……おっほん」

　フィアはわざとらしく咳せき払ばらいして、ちらりと視し線せんを横へ動かす。声こわ音ねはぼそぼそと、言葉自体は照れ隠しに冗じよう談だんめかして、

「ときに、クロエの介すけ。密みつ談だんをしてもよいか」

「はっ。なんでしょうか殿」

　黒くろ絵えはノリよく即答してくる。座ざ布ぶ団とんの上で正座のまま直角に向きを変え、時じ代だい劇げきふうに膝ひざをこちらに向けてきた。

　フィアはふっと頰ほおの力を抜いた。こいつにはもう、自分の気持ちのほとんどが知られている。腹を割って話せる相手だ。そんな相手が近くにいて、本当に幸運だと思う。

「……ホナツが言っておったよな。誕たん生じよう日び、とか。あれについて聞きたいのだが」

「うん。ハルの誕生日よね。具体的にはいつか知っちょる？」

「いいや」

「えっと、ちょうど十日先になるね」

「おかしいな、そのころ既に何か予定があったような気がするぞ。しかも大事な」

「ああ……そう言えば、ふぃっちー達はテストがあるんじゃなかった？　確たしか、そのテストが全部終わった次の日じゃったと思うよ」

　そう言えばそうだった。今から億おつ劫くうな気分になるが、とりあえずそれは保留して、

「なるほど、日付はわかった。で、知りたいことは他ほかにもあってだな……」

　ここへ来た当初は、勿もち論ろん、誕生日の持つ意味など知らなかった。だがこの日本で生活するようになってもうだいぶ経たつし、その間に誕生日を迎えるクラスメイト達を何人も見ている。それが現代日本人にとって大事な一大イベント、祝い事になっているのは知っていた。

　けれど──問題なのは。

　それが春はる亮あきにとってどうなのか、ということだった。

「よく考えれば、あいつの口からそういうのを聞いたことがない。単に忘れておるだけか？」

「あー……そうじゃねえ。ハルはどっちかと言えば、誕生日だからってあまり騒さわがしいパーティーとかをするのは好きじゃない……かな」

　少し驚おどろく。誕生日にはパーティーがつきものではないのか。盛大に騒ぐものではないのか。クリスマスとかと同じように。

　身を乗り出し、理由をさらに黒絵に聞いてみると──

　それは、知ってしまえば、単純な話。

　春亮があまり誕生日を騒ぐのが好きではない理由は、子供のころはその日だけ父親が必ず旅先から帰ってきていたからだという。小学生ぐらいまではそれでよかったが、中学生になると逆にそれが強引なつじつま合わせのような気がして嫌いになり、できるだけ普通に過ごすようになった──と。ただの反抗期、あてつけのようなものが始まりなのかもしれなかったが、気持ちはわからなくもない。黒くろ絵え達もその日はプレゼントを渡す程度に留とどめているらしかった。

　なんとなく、しょんぼりとした気分になる。

「そうか……パーティーとかはせずに。プレゼント、だけか」

　どうしてこんな気分になっているのだろう、と自分自身の内面を不ふ思し議ぎに思った。

　それは──そうだ。盛大に祝ってやろう、と既に当然のこととして決めていたからだった。そうしたら彼のどんな顔が見られるかなと、楽しみにしていたからだった。クリスマスのときのようなハレンチな顔。春はる亮あきには、できるだけあんな顔をしていてもらいたい。自分はそれを見たい。その隣となりにいて、ぽわぽわした気分を感じていたいのだ──

　そしてさらに思う。勝手に先走って期待し、それが駄だ目めでしょんぼりとする。今の自分は、ちょっとおかしい。なぜそんな短絡的な状態になっているのか。

（……焦っている……の、かな）

　ああ。認めてしまおう。この胸の中にあるのは、確たしかに、焦しよう燥そう感かんだった。

　原因？　それも、わかっている。

　あのときの、このはのせいだ。彼女があんなことをやったのを──告白して、春亮の唇を奪ったのを、間近で見てしまったせいだ。

　あれは春亮とこのはだけでなく、やはり自分の中にも変化をもたらしている。だって、今こうして思い出しただけで胸がどきどきするのだ。対抗して自分も何かをせねばならない、という気分になってしまうのだ。強きよう迫はく観かん念ねんのように、自分の中の何かが乱らん暴ぼうにせっついてくるのだ──動け、動け、何かをしろ、と。彼に自分の存在を知らしめろ、と。

　勿もち論ろん、その手段として最初に思いつくのは、彼女がやったのと同じことだ。でも、それを自分がやることを想像しただけで──

（ぬ……ぬううう……！）

　頭がもわもわと爆ばく発はつしそうな気分に包まれてしまう。だからとりあえずそれは置いておいて、前ぜん哨しよう戦せんとして、せめて誕たん生じよう日びくらいは何も考えずに盛大に祝ってやるつもりだったのだ。その出鼻がいきなり挫くじかれた形だ。

　しかし仕方がない。彼の嫌いやがることをして嫌われては元も子もない。肩を落として、

「ああ……ひょっとしたら、プレゼントを渡すのもウザいとか思われるのでは……やめたほうがいいのかな……」

　ふううと嘆息すると、黒絵が慌てたように手をわたわた動かしつつ言ってきた。

「いやいや、それは考えすぎよ、ふぃっちー！　プレゼントくらいは渡すべき！」

「そうかあ？」

「ハルだって嫌なわけじゃないと思うよ。うちらだって毎年あげちょるんじゃし。ふぃっちーここにあり、というのを示すには避けては通れんよ！　ゼッタイ渡さんとダメ！」

「まあ……お前がそこまで言うなら、そうかもしれんな。プレゼントくらいは渡すか、うん」

　言うと、黒くろ絵えはどこかほっとした様よう子すで息を吐いた。残る問題は、

「何を渡せばいいのだろうか。悩みどころだ」

「うちも今年ことしは何にしようかなー。最終手段として自分にリボンとかもあるけどね」

「なんだそれは？」

「フフ……それがしの口からはとてもとても。殿にもいつかおわかりになる日が参ります」

　また時じ代だい劇げきごっこの口く調ちように戻って、ニヤリと黒絵。よくわからない。

「とにかく、何にするかは当日が来るまでに考えちょかんとねえ。ま、本人に欲しいものを聞くというストレートな手もあるけど」

「ふむ……」

　フィアは煎せん餅べいの補給を再開させつつ、ぼんやりと眼がん前ぜんの庭を眺めた。

　春はる亮あきの誕たん生じよう日びに、テストに、その他もろもろ。考えるべきことは多い。

　どうやらこれからも、まだまだ悩ましい日々は続きそうだった。




　　　　[image: ]




　このはが帰ってきてから数日が経たち。

　治ち癒ゆ力りよくを増進させる黒絵の髪の効果があってか、春亮の肩の傷もなんとか日常生活が送れるくらいには回復していた。まだ微妙に痛みが残ってはいるものの、ずっと固定していなければならないほどではない。

　学校でも、今までは「ちょっと怪け我がしちゃってさ」などと泰たい造ぞう達に説明して腕を吊つっていたのだが、その三さん角かく巾きんが外れたのでほとんどいつもと変わりなく過ごせるようになっていた。ノートを取るのにも支障はない……まあ仮にペンを動かすのに多少の苦労があったとしても、ノートも取らずにぼーっとしていられるような状況ではないのだったが。

　そう、今はテスト週間なのだ。学生の本分は勉強。日常に戻ってきたのだから、とりあえず目の前に迫ったテストに全力で集中すべし──ということで。

　今夜も夜や知ち家けではゲストを招いての勉強会が行われていた。誘ったものの白しら穂ほ達には断られ、結局ゲストは一人ひとりだけになったので、言い換えれば《先生役を招いての》ということになる。

「なあなあキリカ、ここはどういう意味なのだ？」

「どれどれ……ここか。これはだな──」

　春亮は顔を上げ、彼女の顔をちらりと見た。

　フィアに要点を説明している、錐きり霞かの横顔。長い睫まつ毛げ。形の良い唇。優やさしい口調。何やら気恥ずかしい気分になってしまったので、すぐにノートに目を落とす。

　しかし春亮とは違って彼女をいつまでも見つめ続ける人間がここにはいて、

「じ〜」

　しばらくもぞもぞと耐えていたようだったが、さすがに我が慢まんできなくなったのだろう。錐きり霞かは困ったような、あるいは恥ずかしそうな表情で顔を上げ、

「あの──なんというか……崩ほ夏なつ、さん……？　その、そんなに見られると、いささかやりにくい、のですが……」

「うーん。やっぱり、勉強のできる子っていいわよねー。頼りがいがあるって素敵すてきだわー」

「は、はあ……」

　頼りがいがなくて悪かったな、と胸中で呟つぶやきながら春はる亮あきはテーブルの横に視し線せんを向ける。そこには何をするでもなく、依然として謎なぞの女の姿の崩夏が頰ほお杖づえをついて一同の勉強風景をにこにこと眺めていた。正直に言って、ジャマである。

　一方、錐霞は困った様よう子すで首を縮ちぢめているばかりだ。見知らぬ女であると同時に、この自分の父親でもあるらしい謎の人物……どう対応していいかわからないのだろう。

　ちなみに春亮はもう気にしないことにした。このは達もとりあえず同じ結けつ論ろんに至っているらしい。女姿になっている理由をいくら問とい質ただしてもはぐらかして教えてくれないので、もはや《そういうもの》として流すしか方法がなくなってしまったのだ。半ば無視に近いスルー。言いたくないなら好きにすればいい。その代わり自分も聞かないし何もしない。勝手にしろ、と。

「失礼な。春亮くんだって成せい績せきは悪くないんですよ。ねえ？」

　一いつ緒しよに勉強していたこのはがフォローのような言葉を発してくれるが、

「別に……良くもないよ」

　この話題はあまり続けたいものでもなかった。父親そのものにあまり関かかわりたくなかった。今の自分にとって、そこにいるのは羞しゆう恥ちと不理解と困惑の化身でしかなかった。

　だから春亮は曖あい昧まいな愛あい想そ笑わらいでこの話題を終わらせようとする。ちょうど手元の湯のみが空からになっていることに気付いたので、

「ん、お茶が切れてるな。そろそろ急きゆう須すも空っぽだろ？　淹いれ直してくるから──」

「あ。それならさっき虎こ徹てつに頼んでおきましたよ」

　春亮が立ち上がるよりも早く、このはの声とほぼ同時に居間の襖ふすまが開いた。

「……茶である」

　ぶっきらぼうな声、三さん白ぱく眼がん気味の瞳ひとみ。不ふ機き嫌げんなわけではなくそれが素らしい。お盆に予備の急須を載せて現れた虎徹は適当にそれをテーブルの脇わきに置くと、そのお盆からコップを一つ取って、ごく自然な仕し草ぐさでこのはの後ろにちょんと正座した。

「ありがとう。あなたものんびりしてくださいね」

「……は」

　短く答えた虎徹は、真顔で手元のコップを持ち上げる。そこに刺さったストローを咥くわえ、ちうー、と啜すすった。そうして吸い上げられる赤い液体は──

　トマトジュースだ。

（うーむ、やっぱベタな吸血鬼もののマンガみたいだな……ま、それで精神安定できるんならなんでもいいんだけど）

　便べん宜ぎ上じよう、虎こ徹てつの今の所有者は春はる亮あきである。虎徹はさんざん渋ったが、このはが強く言ったので最終的には虎徹も折れてそうなったのだ。「今こ宵よいの虎徹は血に飢えておるわ」と語られるような、《所有者が虎徹の刃やいばに血を吸わせたくなる》という呪のろいはそれで発生しなくなった。

　しかしこのはが《血を見る》という行為に対して特別な意味を感じるように、虎徹もその性質というか癖くせとして《血を飲む》という行為への嗜し好こう性せいは残したままでいる。それをなんとかしようと試し行こう錯さく誤ごした結果、色の似ている赤い液体を飲めば気分が落ち着く、という法則を発見したのだ。その中でも一番効果が高かったのがトマトジュースだ──やはり、昔からのベタなパターンにはそれなりの理由があるということなのか。

　何にしても、虎徹は今のところは大人おとなしいものだった。今まで彼と共に暮らしていたこのはのおかげなのだろうか。つい先日まで敵だったからといって、目くじらを立てて監かん視しせねばならないような気配けはいではまったくなかった。この調ちよう子しなら、このまま本当にこのはの弟のような存在として、この家に定着できるのかもしれない。

　ただ、本当に彼が呪いを解きたいと思っているのかは、春亮としては未知数だった。

　今はまだこのはにその対処のほとんどを任せている形になってしまっているが──いずれは彼の真意を真正面から聞いておかなくてはならないと思う。

　ともあれ、虎徹がお茶を持ってきたのはいいタイミングだった。春亮が何をするでもなく、さっきの話題は流れる。つまりは──父親と話をしなくて、よくなる。お茶を急きゆう須すから注つぎ直し、春亮は勉強に戻った。もうテストまであまり日はない。時間を無む駄だにはできない……

（そうだ。時間と言えば）

　あれからしばらく経たっているのに、別におかしな奴やつらは来ていないな、と思う。

　別れ際に切せつ子こ達が不ふ穏おんな台詞せりふを言っていたような気もするが、きっとあれは何かの勘違いだったのだろう。そのときは本気でも途と中ちゆうで何か事情が変わったのかもしれないし、あるいは、上司がやられたからせめて脅かしておこうという意い趣しゆ返がえしの噓うそだったのかもしれないし。

（ま、何事もないのはいいことだ……とにかく、今は勉強勉強、と）

　にこにこと勉強会を見守っている崩ほ夏なつ、教科書を前に唸うなっているフィア、彼女の面めん倒どうを見てくれている錐きり霞か、たまにこちらの様よう子すを気に掛けながらもマイペースに勉強しているこのは、その後ろでトマトジュースをちびちび啜すする虎徹、なんだか集中できない自分──

　そこに仕事から黒くろ絵えが帰ってきたことで、いつものメンツがいつものように揃そろった。

「ただいまー。お、やっちょるね」

「あ、おかえり、黒絵。さっきメールしたの買ってきてくれたか？」

「牛乳と、こてっちゃんのトマトジュースじゃろ。ばっちりよ。冷蔵庫入れちょくね」

　一いつ旦たん台所を経由してから、黒くろ絵えも居間に腰を落ち着けた。用意してきた自分の湯のみでずずりと熱あつい茶を啜すすって、

「うーん、これが労働のヨロコビ……一いつ生しよう懸けん命めい働いた後のお茶は最高じゃね」

「そう言えば、最近は本当に頑張っていると聞いたぞ。お疲れ様だ、黒絵くん」

　錐きり霞かがふとペンの動きを止めて言うと、黒絵はえっへんとばかりに小さな胸を張った。

「その通り。一刻も早くうちの黒髪を取り戻さんといけんからねー。もうちょっとで完全に色が戻るんじゃけど」

　黒絵がちょいと自分の髪を指先で摘つまみ上げながら言った。その一房は、春はる亮あきの傷を癒いやすために精気を使いまくった反動で白くなっている。あの直後は十センチぐらいの幅でそうなっていたが、今はほんの爪つめぐらいの幅だ。黒絵が一生懸命に仕事を頑張り──つまりは、カットした後のお客さんの髪から精気を補給した結果だろう。

　ありがとな、と春亮は思う。そして同時に、このはがふっと視し線せんをノートに落としたのに気付いてしまった。何も言わず、全すべてを受け入れると決めたような──僅わずかな暗さと、諦てい念ねんを含んだ瞳ひとみ。どこか微笑のようにも見える表情。

　そうだ──黒絵がそうやって限度以上の力を使うことになった、春亮の傷の直接の原因は。

　その肉を抉えぐり取ったものは。

（このは……）

　自分は気にしていない。けれど、それを言っても彼女の気分は楽にはならないだろう。

「そう言えば！　仕事の合間に、実はうちは新しい技とかも開発しちょるんよ！」

　不必要に明るい声で黒絵が言った。ひょっとしたら、彼女もこのはの様よう子すに気付いてのことかもしれない。このはが首を傾かしげながら、

「新しい技……？　いつも事あるごとにやってたじゃないですか」

「うむ。私もその開発シーンは見たことがあるぞ。とてもブキミだった」

「フッフ。技名を考えるレベルじゃなくて。なんというか、髪の制御力とか精気の使い方とか、今までにない感じの発想ができちょる。一回限度を超えて使ったから逆に成長できたんじゃないかと思っちょるよ。死にかけるたびに強くなる、あの超有名な戦せん闘とう民族みたいに！」

「はあ……」

　呆あきれた様子で、このはがまた別方向にかくりと首を傾ける。とりあえず彼女の暗い気配けはいは払ふつ拭しよくできたようだ。黒絵はまたお茶を啜りつつ、

「まあとにかく、お仕事に新技開発、最近のうちはなかなか充実の毎日です」

「ふーん。ま、お前が満足してるんならいいけどな」

「そうそう。お仕事は大事だものねー。えらいっ！」

　なでりなでり、と崩ほ夏なつが後ろから黒絵の頭を撫なでる。まともな仕事をしてなさそうなあんたにだけは言われたくはないだろうよ、と春亮は胸中だけで呟つぶやいておいた。

　それからもしばらく勉強を続け、

「さて──今日きようはここまでにしておこうか。いい時間だしな」

　錐きり霞かのその一言で勉強会はお開きになる。やれやれと思いながら春はる亮あきが勉強道具を片付けていると、同じように鞄かばんに教科書やら何やらを仕し舞まい込んでいた錐霞が、

「あの……崩ほ夏なつさん。一つ、質問があるのを思い出しました」

「私？　うんうんいいわよ、なんでも聞いて？」

「この間、どうして崩夏さんはこの家に入らないまま様よう子すを窺うかがっていたのですか？　自分の家なのですから、すぐに帰ってきてもよかったと思いますが」

　それは自分達がこのはを取り戻すために特訓していたときの話だ。結果的には、家の前にいたその謎なぞの女を竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの人間だと思ったのは完全な誤解だったが。

「んー、チャイムを押そうかとも思ったんだけどね。でも、なんだか大変そうだったから」

「あの日は……む。私があそこに行って、クロエが……まあ、大変であったのは確たしかだな」

「そうそう。だから一応、空気を読んでみたのよー。今日はとりあえずホテルでいいかって」

「そうですか」

　言葉とは裏腹に、錐霞はあまり納得したような様子ではなかった。勉強道具を鞄に全すべて仕舞い終えても、立ち上がろうとはしない。しばらく、正座したまま瞑めい目もくしていた。何かを考えるように。そして次に目を開いたとき、

「馬ば鹿かげたおせっかいかもしれませんが……もう一つ」

　錐霞は崩夏から視し線せんを動かし、一いつ瞬しゆんだけ、春亮のほうを見た。自分には関係のない話だと思っていたので、春亮は少しばかりどきりとする。錐霞はすぐ崩夏に視線を戻し、

「夜や知ち──くん、と、あなたは。私が見ている限り、今日ここで一度も目を合わせていない。そういうのは、健全ではないと思う」

「んー、私のほうはしょっちゅう見てるんだけどねぇ。愛する息子むすこの成長をこの目に焼きつけておきたくて！　でも春亮のほうがこっちを見てくれないのよー。照れてるのかしら」

　勿もち論ろんだ。見ない。見てたまるか。わけがわからなすぎる親おや父じ。何も説明してくれない親父。

　ふ、と錐霞は嘆息したようだった。

「彼の気持ちはわかります。私でもそうします。あえてこの言葉を使って言いますが──未知を未知のまま放置することが強要されているのは、とても気持ちが悪い」

「貴女あなたのこと、ちょっとは知ってるわ。それは昔の立ち位置ではないの？」

「いえ。見る必要もない謎を鍋なべ底そこからほじくり出すことと、鍋から噴ふき零こぼれている謎を見て見ぬふりしろと言われることはまったく別です」

　錐霞はびしりと背筋を伸ばしたまま、裁判官のように続けた。

「教えてください。あなたは今まで何をしていたのか。どうしてそんな姿になっているのか。これから何をするつもりなのか。そこをはっきりさせなければ、あなたと夜知の関係はいつまでも不健全なままだ。勿もち論ろん、我々とも」

　春はる亮あきは崩ほ夏なつの顔を見るでもなく、見ないでもなく──ただ、意い識しきを向けていた。どんな言葉を返すのか。どんな表情を浮かべるのか。それを知るために。だが、その緊きん張ちよう感かんは長くは続かない。崩夏はぱんと掌てのひらを打ち合わせ、申し訳なさそうに首を傾かしげて言った。

「いやー……気持ちはわかるんだけど、ごめんねー。今喋しやべると二度手間になるからさー」

　呆あきれ。怒り。失望。侮ぶ蔑べつ。眩暈めまいのような感覚でそれらが頭に飛び込んできた。春亮は人知れず唇を嚙かむ。最低の父親だ。やはり。

　しかしフィアはその答えに新たな疑問を感じたらしく、

「二度手間とはどういうことだ？」

「んー、勿論、私もみんなに説明したくないわけじゃないのよ？　ただ、同じ説明を何度もするのが面めん倒どうだから、ガブちゃんが帰ってきてからしようって思っててさ」

「ガブちゃんって……」

「うちの灰はい色いろの脳細胞をフル回転させた結果、理事長のことじゃと予想するね」

「そっそー。あの子、まだ世界中を飛び回ってるみたいじゃない。今もどっか行ってるんですって。でも連絡はしといたから、テストが終わるころには日に本ほんに帰ってくるらしいわよ。やっぱり親友には直じかに会って事情を話したいし、そこでまとめてみんなの質問にも答えようかなって思うワケ」

　ぱちん、とウインク。ＣＭに出てくる若奥様のような、ぎこちなさなどまるでない完かん璧ぺきなウインクだったのが逆に気持ち悪かった。

「あ、あとさっきみたいに春亮のことはもー呼び捨てでもなんでもしちゃっていいわよ。さっきは夜や知ち、って言ってたじゃない？　普段ふだん通り、ありのままの姿を見せてほしいな〜。息子むすこの将来がかかってるかもしれないから、そういうとこもちゃんと見ときたいな〜」

「し、将来っ……!?」

　ずがん、と衝しよう撃げきを受けた様よう子すで錐きり霞かが撃げき沈ちん。顔を赤くして俯うつむいた。

　春亮はフィア達と顔を見合わせ、嘆息する。

　結局のところ、崩夏はやはり自分のアレコレについて今すぐ喋るつもりはないらしい。ただ、それにテスト明けという期限が設けられたのだけは前進だった。錐霞の手柄だ。

　しかし、それでも。

（……本当に、理事長のところでちゃんと説明してくれればいいけどな）

　勿論──春亮の中には、自分の父親の言うことを素直に信じられるような気持ちなど、微み塵じんも残ってはいなかった。
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「じゃあ──また」

「ありがと、いんちょーさん」

「またな、キリカ！」

　後ろ手に玄関を閉める。その体勢のまま、つい一いつ瞬しゆん前までそこにあった、別れの挨あい拶さつを口にする彼の顔を思い出す。どこか申し訳なさそうな──真の意味でこちらを見てはいない、視し線せん。物理的には、角度的には確たしかにこちらを見ているけども、彼の心の焦点はどこかずれている。焦点を合わせることを恐れている。

（馬ば鹿か、げている……）

　その理由などわかりきっていた。いろんなことが一度に起こりすぎて、彼の内圧はきっと限界寸前なのだ。

　小さく嘆息し、錐きり霞かは玄関の戸から手を離はなして一歩を踏み出した。何の気なしに携帯を取り出し、時間を確かく認にん。目が留まったのは、携帯の時刻表示ではなく日時のほうだった。

　その数字がいくつか進めば、頭の中のカレンダーに丸がついている日が続けざまに訪れる。まずは中間テスト。この調ちよう子しで頑張れば、まあいつも通りの点数は取れるだろう。そしてその次に待ち受ける重要なイベントが──

（誕たん生じよう日び、か）

　それは一年に一回訪れるものであるから、去年も錐霞は春はる亮あきの誕生日を体たい験けんしている。だがたいしたことをした記き憶おくはなかった。彼は誕生日を騒さわぐのがあまり好きではない、と知っていたからだ。その理由も聞いていた──本人にか、それとも泰たい造ぞうや渦か奈な達をまじえての雑ざつ談だんの中で出た話だったか。それもよく覚えていない。

　不ふ思し議ぎに曖あい昧まいな記憶を辿たどる。その日、去年の自分は何をしたのか。つまらない小物のようなものを学校で渡したような気がする。勿もち論ろん渦奈達と一いつ緒しよに。それから学校帰りには記念にプリクラでも撮とって、軽く買い食いして。それくらいだったと思う。

　ふと、奇妙な感覚に囚とらわれた。そのころの自分にとって、夜や知ち春亮という男はきっと、ただの観かん察さつ対象でしかなかったのだ。自分はまだ研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくにいて、彼は呪のろわれない体質を持つだけの男だった。

　ああ──いつから、自分は彼のことが好きになっていたのだろう？

　明確なきっかけなどなかったような気がする。自然に、ごく自然に、気付けば目で追うようになっていた。観察しろと言われたから観察しているのだ、と、その行為自体を言い訳に使うようになっていた。

　今年ことしは、そんな自分の気持ちを自覚して初めて迎える彼の誕生日ということになる。

　去年と同じではいられない。状況は違う。告白だって済ませている。返事について思うことはいろいろあるが、何にせよプレゼントは選ばねばならない。何がいい？　何を贈おくるべきだ？

　そう──たとえば。もっとも典型的な、自分の気持ちを表すのに最適なものとしてよく聞くのは、自分自身をプレゼントにするという──

「ば……馬ば鹿かげている……っ！」

　頭をぶんぶんと振り、携帯をスカートのポケットに突っ込んで歩き出した。夜や知ち家けの母屋おもやの玄関から敷しき地ちの門まではそれなりに距きよ離りがある。その踏破に必要な数十歩を、ゆっくりと消化することにした。そうしたい気分だった。

　一歩。足元の飛石を踏ふみ締しめて、また一歩。

　そのとき、背後の母屋から何やら騒さわがしい声が聞こえてきた。フィアか黒くろ絵えが騒ぎを起こしたのか。このはが怒っているのか。新参者の虎こ徹てつが何か失敗したか。崩ほ夏なつと春はる亮あきが親子喧げん嘩かでも──していれば、逆にそっちのほうがよほど健全なのだが。

　何にしても、賑にぎやかではあった。遠く届く、背後の喧けん騒そう。

　一方、前方は静かなものだ。門を出れば静せい謐ひつな夜道が待っている。それは明かりの消えた自分のマンションに通じている。

　錐きり霞かは少しだけ背後を振り返って、そっと目を細めた。賑やかな夜知家。幸せな夜知家。

　益やく体たいもない想像を、してしまう。

　もし。もしも、自分もあそこに──

（……いや。そんなのは……望みすぎだ。私は……）

　小さく首を振って、顔を前に戻して。

　そうして錐霞は、夜知家の喧騒を置き去りに、暗い帰路を歩み始めた。
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　電気を消した、部へ屋やの中──

　数日かけて覚悟を決めたので、いよいよ、やってしまうことにする。

　フィアはもじもじとしていた。目を閉じているから何も見えない。だから頭だけが回る。風ふ呂ろはちゃんと入った。一いつ生しよう懸けん命めい洗った。匂におったりも汚れたりもしていない……はずだ。きっと。他ほかに何か忘れていることはないか。歯磨きとかもしておいたほうがよかったのかも。

「よし。じゃあフィア……開いて、いいか？」

「や、優やさしく、するのだぞ。それから、じろじろ、見るなよ」

「わかってるって、いつも通りにやるから」

　いつも通り。そうだ、いつも通りだ。こんなの、今までにも何回もやっていた。単に春亮に自分の一番大事な部分を見られて息を吹きかけられて指で弄いじられてびくんってなって、それから自分のキツキツな亀き裂れつにアレを奥までずぶりと挿入してもらうというだけのことだ。

　なのに──今は、いつも以上に、どきどきしている。

　理由はわかっていた。それは自分の気持ちのせいだ。自分が、この春はる亮あきの手に──恐怖どころか、慈いつくしみを、感じているせいだ。触れてほしい。そのまま、もっと、触れてほしい。恥ずかしくて、とても口には出せないけれど。

「ん、あっ……」

「悪い、痛かったか？」

「い、いや、別に」

　春亮の懐かい中ちゆう電灯で照らし出される、露あらわになった自分の秘部。そうしないと見えないから仕方がないのだが、逆に背徳的な感じが漂って、やっぱりハレンチだ、と思う。きっと春亮もこういうのが大好きなのだ。あんなに真剣な目つきで自分の最さい奥おうを覗のぞき込んでいるのだから。まったく仕方のない奴やつだ。世界中を探しても、春亮にそんなところを見せるのを許容できる心の広い女はおそらく自分しかいない。だから自分は彼にとって特別だ。

「よし、と。じゃあ……入れる、ぞ」

「……ん」

　いきなり入れるのもどうかと思ってのことか、春亮の指がこちらのスリットを優やさしくなぞるのを感じた。意い識しきがビクンとする。存在しない唇を嚙かんで、情けない声が出そうになるのを必死に堪こらえた。ばか。なんのつもりだ。呪のろうぞ。気持ち良すぎて──電気が走ったように、なってしまったではないか。

「ここ、使うからな」

「じゃあ、早く、入れろ……指は、むずむず、して、いやだ……」

　了解、の返事。息を吸って、止めた。彼も息を吸ったのがわかった。そして、

「っっっ……！」

　ずぶっ、と体内に何かが挿入される感覚。異物感があるのは一いつ瞬しゆん、それはすぐに《そこにあるのが当たり前のモノ》であるかのように凹おう凸とつを馴な染じませる。

　自分の中が、最も敏感な部分が、満ち満ちていた。しかし、

「まだ、なの、だろ……？」

「ああ。もう一回、な。続けて一気に行くぞ」

「んくぅっ──！」

　さっきとは別の場所に、同じような感覚。二ヵ所同時に発生する挿入感。じんじんと、むず痒がゆさと痛みの中間の感覚が走る。けれど彼の手でもたらされたものだと考えればそれは別の意味を持つ。証あかしのような。絆きずなのような。

　満ち足りた充足感に包まれる中、彼が淡泊に後始末を始めた。少しばかりむかつく。丸出しだった自分の秘部を隠さなくてはならないのは当然だが、そんなに急いでやることもないのに。

「えっと、ここを、こうして、こう、っと……これでオッケーだな。いつも通りだけど、何か身体からだがおかしなことになったりしたら言えよ。じゃあ俺おれはこれで」

「ま、待て。丁度いいから少し話をしようと思っておったのだ。後ろを向いてそこで待て」

　春はる亮あきが怪け訝げんな気配けはいを出しながらも指示に従うのを確かく認にんし、フィアは人間の姿に戻った。部へ屋やは暗いが油断はできない。とりあえず脱ぎ捨てていたシャツをもそもそと羽は織おった。手探りでそこらにあるはずのパンツを探しつつ、

「それで、その……あれだ。一つ、聞きたいことがあってな」

「ん、何だ？」

「私は、まあ知っての通り、今の人間の世界については知らんことも多々ある。だからだな、誕たん生じよう日び、というものについても、正直まだバッチリとはわかっておらんと思うのだ」

「ああ──別に、そんなたいした日じゃないよ。何もしなくていいって」

　予想通りのドライな返答。少しばかり寂しくはあるが、仕方がない。

「いや、クロエとも話したがプレゼントくらいは渡すべきだという結けつ論ろんに至った。そこで正直に聞いてしまうが、何か欲しいものでもないのかと思ってな」

　テスト勉強の合間にちょこちょこ考えていたのだが、これといった答えは出なかった。だから、黒くろ絵えも言っていたストレートで単刀直入な方法を取ってみることにしたのだ。ベストではないにしろ、無策のまま当日を迎えるよりはいいだろう。

「別にいいって言ってんのに……」

　暗い部屋の中、呆あきれた苦笑の気配。暗くら闇やみに慣なれた目に、眼前に座る春亮の背中が小さく揺れるのが薄うすく映っていた。ところでパンツがまだ見つからない。どこに行った。

　膝ひざ立だちになってそのへんをうろうろぺたぺたと捜索しつつ、

「そういうわけにもいくまい。何でも言ってみるといいぞ」

「本当に……何でもいいよ」

　そう言われてもな、と思う。自分はあまり金を持っていない。バイトなどで稼かせいだものが少しあるばかりだ。何かを買うか。あまり安いものを買っても仕方あるまい。では発想を変えて、店で売っていないものはどうだ。自分に用意できるもの。自分に──あげられるもの。

　そう言えば、と思い出した。黒絵が「最終手段はやっぱり自分にリボン」とか言っていたのだった。意味がわからないので聞き流していたが、今こうして──暗い部屋の中、春亮と二人ふたりきりになって考えてみると──なんとなく、わかってしまった。それが何を意味しているか。

（ハ！　ハレンチな……！）

　一気に頰ほおが熱あつくなる。なんだそれは。そんなのアリなのか？　求められればいいというのか？　そしてパンツはどこだ？　

「……って、さっきから何ゴソゴソしてんだ？」

「ん、わわわっ？」

　手をついた場所にあった何かがずるりと滑って、身体からだが倒れる。ちょうどこちらを振り返った春はる亮あきにしがみつくような恰好になってしまった。

「うお、っと」

「わ、その、すまん」

　どきどきする。暗くら闇やみの中でしがみついた身体から感じる、春亮の体温。丁度、春亮の手が自分の頭の上にあった。それがゆっくりと頭を撫なでるように動き始め、

「さっきの話に戻るけど。いっつも言ってるだろ。普通の人間みたいにいいことをしよう、って頑張るのはいいけど、焦ることなんてないって。だからさ、お前がくれるもんなら何だっていいんだよ。その気持ちだけで嬉うれしいし、絶対文句なんて言わない」

「な、何だっていい。そ、それは、やはり……！」

　と慌てて身を起こしたとき。

　ぱちり、と部へ屋やの電気がついた。

「ほあッ!?」

　春亮が奇声を上げて首を捻ひねる。その視し線せんの先にいるのは──部屋の襖ふすまを開け、電灯のスイッチを押しているこのはの姿。オマケのようにその脇わきには虎こ徹てつもいる。

　一方こちらは、あぐらを搔かいて座っている春亮と、その膝ひざに手をつくようにして体重をかけている自分。春亮の手はこちらの頭の上にあって、自分はシャツ一枚で、そして片手には──パンツがあった。先程ずるりと滑ったのはこれを摑つかんだからだったのだ。穿はき忘れていた。

「いや、待て、違うぞこのは、これは──っ？」

　春亮がぎょっとした顔になる。フィアも同じようにぎょっとした。

　予想外なことに。このはは、ただにっこりと笑っていたのだ。ハレンチなこの光景に怒ることもなく。刀気をだだ漏れにして、手で触れている壁かべやら柱やらを傷つけることもなく。

「お風ふ呂ろ空いてますよ、春亮くん。お先にどうぞ」

「わ……わかっ、た……」

「フィアさんはなんて恰かつ好こうしてるんですか。お風呂上がりなんでしょう？　いつまでもそんな薄うす着ぎでいると風か邪ぜを引きますよ」

「お、おう……？」

　言葉の内容は注意だったが、やはり笑顔えがおのままで、怒気はまったくなかった。

　そしてそのまま、彼女はすい〜とＵターンして立ち去っていく。虎徹もジト目で部屋の中に一いち瞥べつをくれてから、当然のようにその後をついていった。

　目をぱちくりさせつつ、フィアは春亮と無言で顔を見合わせた。感じていることは同じだろうと思う。

　どうしよう。まったく怖くなかったのが、逆にものすごく恐ろしい。
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　正直、不可解ではあった。

「よろしいのですか。村むら正まささまは、あの男を慕っておられるのでしょう」

　だから部へ屋やに帰って腰を落ち着けるなり、虎こ徹てつは率直な物言いで聞いてみた。部屋といってもそこは自室として与えられた場所（ほとんど倉庫として使われていたらしい、雑多な道具に溢あふれた一室だ）ではなく、自分の慕う日に本ほん刀とうとしての先せん達だつが住まう部屋である。

　いろいろ考えた結果、虎徹はとりあえず今までと──前の主のもとで共に暮らしていたのと同じように彼女に接してみることにした。なぜなら、あのときの《彼女》が今の《彼女》の中に含まれているのだということは、もう紛れもない事実であったからだ。

　無む論ろん、違和感がある部分も、違和感がない部分もある。けれどそれはそれとして、不都合が出ればその都度考えればよいと割り切っていた。呼び名も変えていない。向こうとしては村正と呼ばれることには今まで抵抗があったらしいが、「まあ、わたしはわたしですしね」などという一言でそれも許可された──夜や知ち春はる亮あきが僅わずかに驚おどろいたような顔をしていたのを見るに、それは彼女にとって何らかの変化ではあったのだろう。

　ともあれ、村正このはは愛用の座ざ布ぶ団とんに腰を下ろしつつ、唇を微苦笑の形に曲げて答える。

「確たしかにその通りですよ。不ふ思し議ぎですか？」

「は。誠まこと、なぜ仕置きされぬのか疑問でございます」

　言うと、んっふっふ、と彼女は余裕を示すように肩を震ふるわせた。

「実はですね──作戦なのです」

「作戦……？」

「ええ。今までのわたしならば間違いなくお仕置きしていたでしょう。引ひき剝はがしてお説教していたでしょう。しかしですね、もうそんな段階は過ぎました。今までとは違う感じで攻めなくてはならない段階に入っているのです」

　はあ、と生返事をするしかなかった。

「告白したんですからもう焦ることはありません。むしろ今は余裕を見せなくては駄だ目めだと思うのです。怒ってばかりいる子を、男の子が好きになるわけないですしね？　懐ふところの広いところを見せてですね、ライバルとの差別化を図ることこそが今のわたしに必要なアクションだと思うわけなのですよ」

「つまり──その度量の広さを印象づけるために、我慢して、あえて仕置きはしないと」

「その通りです。それに、さっきのは免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを嵌はめてただけだってわかってますし。無防備でおバカなあの子のせいであんな感じの事故が起きるのはいつものことですし。全然我慢なんてしてないですよ、あはは」

　にこにこと笑いながらそう言うのだから、彼女がさっき座ざ布ぶ団とんに腰を落ち着けてからずっと、筒状に丸めた左手の新聞紙を右の手しゆ刀とうでスパスパ空中微み塵じん切ぎりにしているのも我慢の表れなどではないのだろう。真の刀としての斬きれ味あじを維持するための、たゆまぬ努力的な……この自分の考えなど及びもつかぬほど深遠な意味のある切断訓練か何かなのだ。多た分ぶん。

　いつか教えを請こわねばなるまいと思いながら、今はそれを邪じや魔ましないようにじっと見ているだけにする。まずは目で見て盗む。極意というのはえてしてそうやって得られるものだ。

「ところで──虎こ徹てつ。誕たん生じよう日びについてどう思いますか」

　ちら、と彼女が視し線せんをこちらに向けて言ってきた。

「それを祝うことについてでありましょうか。拙せつ者しやにはなんとも。細かく誕生日を祝うのは西せい欧おうの風習で、拙者が主に知る時代は数えで歳としを取るのが当たり前でありました故」

「ですよねー」

「奴やつの誕生日のことですか」

「そう！　そうなんですよ……」

　左手に持っていた新聞紙を全すべて微塵切りにし終え、彼女はそのまま身を前に倒した。べたりと上半身を床にくっつけ、新聞紙の残ざん骸がいに掌てのひらを突っ込む。その感触を楽しむように搔かき回しながら、独ひとり言ごとのように、ぶつぶつと床に向けて言っていた。

「ああ──告白して、新しいわたしになって、初めての誕生日。何か特別に意味があるものにしなくちゃですよねえ。あわよくばそこでお返事をもらえる感じに。でもどうなのかな。それは急ぎすぎなのかな。プレゼントはどうしよう。うーんうーん」

　いつしか彼女の人差し指は床に向けてぴんと立てられ、地面にのの字を書くような動きでぐるぐると新聞紙の残骸を撹かく拌はんしていた。自分の独り言だけで次第に盛り上がってきたのか、言葉におかしな熱ねつ気きが込められていくのに合わせ、そのぐるぐるの速度も上がる。ざくざくと新聞紙が照れ隠しに裁断されていく。

「特別な、プレゼント。でも春はる亮あきくんは、わたしがいるだけで充分、とか言いそう……わたしがいる……充分……？　わたしがいるというプレゼント？　つまり、何でも言うことを聞く券とか。それがあったら、きっと春亮くんは、あのときのことが忘れられなくて……きゃっ。そんな、それこそ早いかも、でも早くないかも、ずっと我慢してきたんですし、えへへ、えへへへへ……」

　さすがにそれが刀としての鍛たん錬れん的てきなものではないのは見てわかった。だらしなく床上で自分の想像に身み悶もだえしている、憧あこがれの刀の姿。

　虎徹は半はん眼がんになってそれを眺めながら、ひっそりと嘆息していた。

　やらねばならないことがあるような気がする。

　何のために？　それは勿もち論ろん、敬愛する彼女の幸福のためだ。だから──

（仕方、あるまい……気は進まぬがな）

　無む論ろん、虎こ徹てつには、それを実行する以外の選択肢は残されていなかった。
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　今日きようもテスト勉強で一日が終わる。ここ数日繰くり返されている日常。

　しかし今夜はさらなる追加イベントがまだ残っていた。

「ううん……ん？」

　寝返りを打った瞬しゆん間かん、布団の中に違和感。それが春はる亮あきの意い識しきを夢の世界からの出口に誘う。刹せつ那な、春亮は数日前の出来事──このはが布団に潜もぐり込んでいたのを思い出した。一気に覚かく醒せい。まさか！　と目を見開いて布団を跳ね上げると、

「なにぃ!?」

　あのときとは違っていた。そこにいたのは──このはではなく、虎徹。

　普段ふだん彼は寝るときにはこのはのパジャマのはずだったが、今はそうではない。これもこのはに借りたのか勝手に家や探さがししてどこかで見つけたのか、よく時じ代だい劇げきで見るような薄うすい和服の夜着。それを小さな帯一枚を巻いて身に着けている。

　虎徹は、軽く四よつん這ばいのような姿勢になって、春亮の身体からだのすぐ横にいた。部屋に射さし込む月光を受け、垂れ下がった夜着の襟えり元もとから虎徹の白い首筋と胸元が大きく覗のぞいている。

「な、な……！」

　虎徹はさらに身体を前傾させ、こちらに顔を近付けてきた。月明かりに照らされ、そこで初めてその表情が明らかになる。恥ずかしそうな、けれども真剣な、その表情。

「何のつもり、だ……？」

「わかったのだ」

「な、何が……？」

「──村むら正まささまほどの女にあれだけ迫られて手を出さない。誠まこと、きさまのそういう態度が拙せつ者しやには不ふ審しんだった。しかし、そこに何かの理由があると考えたなら……答えは一つであった。つまりはそういうことなのだな」

「だから何が!?」

　ずい、とさらに身体を近付けてくる虎徹。もう観かん念ねんしろ、と言わんばかりに、その目がやぶ睨にらみになって、

「もう、わかっている……お前は男色家なのだろう。それで全すべての説明がつく」

「はぁぁぁっ!?」

　男色。男性間の同性愛。衆しゆ道どう。などという辞書的知ち識しきがぐるぐると頭の中を飛び回って大混乱。しかしそんな場合ではないどうしてそうなった早くなんとかしなくてはと無む理り矢や理りに思考を取り戻し、

「いやいや待て待て！　誤解だ！　ひどい誤解だ！」

「誤ご魔ま化かさなくともよい。そう……これは、仕方のない、ことなのだ」

「は？」

「──村むら正まささまの幸せは、拙せつ者しやの幸せ。だから、取引をしよう」

「と、取引……？」

　鸚おう鵡む返がえしに聞き返すと、そこで虎こ徹てつは躊ちゆう躇ちよするように動きを止めた。

「そうだ。つまり、その……」

　そして、ひとしきりもごもごしてから。

　虎徹は──自分の腰に巻いていた帯を、するりと解ほどいた。

　はだけられる夜着。広がる白い肌の面めん積せき。

「な、何をっ!?」

「……貴様の肉欲は、拙者が引き受けてやる」

「はいい!?」

「だから、村正さまには優やさしくするのだ。そういう取引だ。お前は拙者の身体からだを好きに弄もてあそぶがいい。その代わり、お前は全力で、あの方を幸せにすることだけを考えて──」

「正直、意味がわからん！」

　完全に前をはだけた虎徹。垂れた夜着が春亮の身体の上にも被かぶさり、その薄うすい生き地じの感触を伝えてくる。何にしても脱出だ、と身を捻ひねろうとしたとき、一足早く虎こ徹てつの腕が動いた。こちらの手首を摑つかんで、頭の上で固定。そして素早すばやく虎徹は春はる亮あきの身体からだを跨またいでその上に乗った。
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　もう一度、虎徹は身を倒しながら顔を近付けてくる。今までよりリズムが速くなっている吐息。潤うるんだような瞳ひとみ。

「……観かん念ねん、しろ。拙者に、力で敵かなうと、思っているのか……？」

「いーやー!?」

　その通り、力で敵わないのはわかっていたが、全力で抵抗せざるをえない。じたばたと暴あばれる。虎徹の拘こう束そくが緩ゆるむことはなかったが、それは無意味ではなく、

「はわー！　は、はははは、ハレンチな！　なんというハレンチな！　呪のろうぞ！」

「しゅたっ、と素早く到着！　カメラの充電はいつも百パーセントが信条です！」

　騒さわぎに気付いたフィアと黒くろ絵えがいつのまにか部へ屋やの襖ふすまを開けていた。フィアは目を白黒させてルービックキューブを振り回し、黒絵はワクワクといった感じでデジカメを構えている。そして──勿もち論ろん、このはも。

　最近のパターンと同じように、こんな状況でも笑っていた。にこにこと笑っていた。が、

「……」

　ゴゴゴ、と圧倒的オーラがその背中に見える気がする。懐なつかしいような感覚。

「あは、はは。さす・がに・男の子・同士は──見過ごせるレベルを、かるーく、超えてるんじゃないですかねぇー!?」

「おお、なんか久しぶりな──とか言ってる場合じゃねぇー！」

「そこを動くなハレンチ小僧め、成せい敗ばいしてくれる！」

「さすがハル。守備範はん囲いの広さにかけては定評がある。うちの記き録ろくフォルダに新しいジャンル分けを追加しちょかんと」

「春亮くん！　これはさすがにオシオキを解禁せざるをえませんよ！　覚悟してください！」

「待て、なんで俺おればっかり！　これは虎徹がだな──って、もういない!?　ハッ、窓が!?」

「拙せつ者しや、よく月が見える場所を探していたら思わぬ場所に迷い込んでしまっていたようだ……しかしやはり月見には外の庭が良い様よう子す。御ご免めん！」

　夜着の裾すそをはためかせ、ひらりと虎徹は窓の外に飛び出て脱出。

「なんというヘタクソな逃げ方！　ちょっと待てフィア、このは、あいつが全すべての元げん凶きようなのはわかるだろ!?　だから一から説明を……！」

「虎徹にもおしおきは必要ですがそれは後です！　今は……！」

「そうだ春亮、まずはお前からだ！」




　そんな、深夜らしからぬ騒さわがしさに満ちた部屋のすぐ外では。

　崩ほ夏なつが一人ひとり、廊下の柱に身を預けたまま、中の様よう子すを窺うかがっていて。

「ふふ……なるほどねぇ。そろそろ、この家のいつものテンションってものがわかってきたような気がするわ」

　陽気な普段ふだんの態度ではなく、どこか本当に大人おとならしい落ち着きを持った微苦笑で、そんなことを呟つぶやいていた。
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　そんなこんながありつつも、数日が過ぎて。

　中間テストが終わった。正直、出来については──よくわからない。

「あはは。あれ、今日きよう何があったんだっけ？　渦か奈なちゃんは記き憶おくが定かではないですよ？　テスト？　それなに、空から手て家かの掛け声か何か？　テストー！　とかってさ？　あははー」

「こいつはダメだもう助からん！　ところで委員長どうなんだ問三の答えってどうなった!?　あれが合ってればなんとか赤点ラインは越えられた気がするんだ！」

　表情が虚うつろな渦奈、そして切せつ羽ぱ詰つまりすぎの目をした泰たい造ぞうとひとしきり感想戦を交えつつ、下校の準備を整ととのえる。渦奈達は今日から早速部活があるということでそこで別れた。教室を出ようとしたところで、

「おっ、シラホ、お前はどうだった!?」

「ああもう、うざいわね。いつも通りよいつも通り。どきなさい、サヴェレンティと待ち合わせしてるんだから」

　彼女のいつも通りということは結構ヤバイのではないかと春はる亮あきは思ったが、まあ彼女が補習を受けるのは季節の風物詩のようなものなので特に気にしないことにしておく。

　口をへの字にした白しら穂ほを追いかけるような形で下げ駄た箱ばこに向かい、そこで顔見知りの後こう輩はいとも出会う。その千ち早はやは「あっ、白穂さん、お疲れ様です。二年生もテストは今日きようまでですよね？　どうでし──なんでもありません！」と見事な危険回かい避ひ能力を見せ、八つ当たりのようにこちらを睨にらんできた。関係ないのに。

　ともあれ、外で相方と待ち合わせしているらしきその二人ふたりと一いつ緒しよに靴を履はき替え、校舎を出る。下校する生徒達の流れに乗って校門に向かった。

　そして、そこで待っていたものは。

「お待たせ、サヴェレンティ。今日はこれで仕事終わりよね？　一緒に──」

「おかしな騒さわぎとか起こさなかったでしょうね、伍い鈴すず。じゃあさっさと帰──」

　白穂と千早が待ち合わせの相手に呼びかけるが、その相手の様よう子すがおかしいのに気付いたか、二人は言葉を止めてふと首を傾かしげる。

　校門の近くで二人並ぶようにしていたサヴェレンティと伍鈴は、どこか困惑したような様子で門の外にある何かを眺めていた。サヴェレンティは通学（通勤？）用の女子制服で、伍鈴はいつもの巫み女こ装しよう束ぞくだ。

「あ、白しら穂ほ。春はる亮あきくん達も。なんかね、あそこに」

　と、サヴェレンティがこちらの様よう子すに気付いて声をかけてきたとき、

「げっ!?」

　春亮は絶句する。サヴェレンティ達が見ていた門の外。そこには──

「あっ、来た来た。おーい、テストお疲れ様ー！　どうだった!?　手て応ごたえはどうあれ解放感全開でしょ!?　いぇいいぇーい！」

　こちらに向けて手をぶんぶんと振っている、女の恰好をした父親の姿。

「……悪夢だ……」

　春亮は掌てのひらで顔を覆おおう。ただでさえ自分の家族はあまり学校の人間とかには見られたくないものだろう。しかもそれがアレだ。できるなら見なかったことにして全力でスルーしたい。「あの美人誰だれ？」「あそこにいる誰かのかーちゃんじゃね？」「若くていいよなー」などという周囲の生徒達のざわめきから全力で逃げ出したい。

　腕組みをした白穂が、冷たいジト目で春亮を見やる。

「……貴方あなたの関係者かしら、人間。さすが恥を知らない変態行為に毎日勤いそしんでいる人間の知り合いらしく、猛烈に恥ずかしいわね」

「悪い、何も言い返せないからスルーしてくれると助かる……」

「まあ。ついに日ごと変態行為に勤しんでいることを認めたわね。こういう場合、一般人にも逮捕権というものが発生するってテレビで言ってたような気がするけど」

「ちょっと、あたしと白穂さんに近付かないで。受精するわ。汚らわしい」

「そっちじゃねえよ！　猛烈に恥ずかしいってほうだよ！」

　心を落ち着け、改めて視し線せんを前に向ける。崩ほ夏なつはクリーム色のスーツにふわふわヘアーと、仕事もデキる若奥様、のようないつものお出かけスタイル。普段ふだんと違うのは、彼女が一台の軽トラによりかかっていることだった。校門の真正面に停めてあるので、言うまでもなくかなり迷めい惑わくだ。なぜか車体の横には、《山やま本もと酒さけ店てん》と書かれている。商店街で見覚えのある店名のような気がするが。

　ふむ？　とその車に興きよう味みを覚えたらしきフィアが崩夏に歩み寄っていく。気は進まないが、春亮もそれを追うしかなかった。流れでサヴェレンティ達もついてくる。

「で、どうしたのだコレは？」

「うふふ、借りたのよ〜」

「借りたって……これ、明らかに酒屋さんの商売用トラックじゃないですか。なぜ？」

　このはの問いに、崩夏はひらひらと手を振って答えた。

「それがねー。アシ探して街歩いてたら酒屋のタケ坊がこれに乗り込むところにちょうど会っちゃって。耳元で『スナックのミキちゃんにはまだ貢みついでるの？　それはそれとして夜まで車貸してくれない？』とか言ってみたら、どういうわけか快く貸してくれたのよ〜」

　フィアはジト目で、

「おい……それ、脅迫というのではないのか……？」

「やーね、単なるオネガイよオネガイ。『なんで知ってんだあんた誰だれだよ今家族を壊こわすわけには二人ふたり目めの子供が生まれるとこなんだよー!?』とか震ふるえてた気もするけどきっと気のせいね〜」

　脂あぶら汗あせが出る。今ごろ、警けい察さつがこの車を捜し回っているのでなければいいが。

「というわけで、アシもあることだし買い物に行きましょ！　ごーごー！」

「おおう？」

「な、何ですかっ？　ちょっと、お尻しり押さないでもらえます!?」

　崩ほ夏なつはぎゅうとフィアの手を摑つかみ、トラックの助手席に押し込む。それからこのはは強引に荷台に押し上げられていた。

「はいそこの貴女あなた達も全員乗った乗った。人数多いほうが楽しいからねー。わー、綺き麗れいな子ばっかり。春はる亮あきったら、我が息子むすこながらヤルわね！」

「むす……こ……？　じゃあ貴女は、この人間の──って、ちょっと、私は行くなんて言ってないわよ!?　触らないでよ！」

「なんだかわかんないけど面おも白しろそうだね！　ボクも行くー！」

　このはと同じように荷台に押し上げられた白穂を見てサヴェレンティも自主的に飛び乗り、「白しら穂ほさんが行くなら……」と千ち早はや達も続く。残ったのは錐きり霞かと春亮。錐霞は横目でこちらを見てから、嘆息して崩夏に言った。人が乗ってはいけないはずの荷台に目を向け、

「馬ば鹿かげている──道路交通法違反では？」

「細かいことは気にしない！」

「それに、いきなり買い物と言われても。どうしてです？」

「明日あしたはみんなでお出かけするからよ。その用意をいろいろしなくちゃ駄だ目めでしょー」

「……明日？」

　春亮はぴくりと眉まゆを動かした。顔を上げるとにこにこ顔の崩夏と目が合って、しかし喋しやべりたくなかったので無言で逸そらす。明日。まさか。意図を追及したいが会話はしたくない。幸いなことに、錐霞が自分の気持ちを代弁してくれた。

「それは──明日が夜や知ちの誕たん生じよう日びだから、ですか」

　そうだ。テストに集中して考えないようにしていた。もともと、どうでもいい日ではある。好きではない。父親が帰ってくる日。申し訳程度に帰ってくる日。帳ちよう尻じり合わせの日。

　しかし崩夏は手をぱたぱたと振って、

「あー、いや、それはそうなんだけどねー。春亮の誕生日だからってわけでも実はないのよ。それとは別の話。せっかくだからついでに、って考えてるのは否定しないけど」

「どういうことですか」

「明日あした、ようやくガブちゃんが旅から帰ってくるって連絡があってね。でも、親友との久しぶりの対面がいつもの家とか理事長室っていうのも盛り上がりに欠けるじゃない？　せっかくテスト終わりの休みの日だし、みんなをどこか御ご褒ほう美び的てきな場所に連れてってあげたいなー、そこで会わないー？　って言ったら快かい諾だくしてくれたのよ」

「明日、理事長が……」

　もう一度、錐きり霞かの視し線せん。信じてなどいないが、この父親は理事長の前で事情を説明するつもりだと言っていた。万が一、それが真実であるなら──少しは、事態が進むかもしれない。

「その場所に行くのに、何か準備が必要で……だから、買い物、か。どうする、夜や知ち」

「既に乗ってしまっておるのだ、さっさと行こうではないか！　よく考えればこのタイプの車に乗るのは初めてでワクワクするぞ！　そして帰りはできれば私も後ろに乗りたいぞ！」

　銀ぎん色いろ髪がみの小娘が、助手席の窓から突き出した上半身をぴょこたんぴょこたんと動かして出発をアピール。

「しょうがない……行こう、いんちょーさん」

「……だな」

　自主的に荷台に上る。今更だが、周囲の生徒達の目が凄すさまじく痛かった。

「よしよし。じゃあ後は《壇だんノ浦うら》に寄って黒くろ絵えちゃんを確かく保ほすればオッケーね」

　満足げな様よう子すで運転席に乗り込もうとする崩ほ夏なつに、呆あきれ顔がおのこのはが尋たずねる。

「で、大事なところをまだ聞いてないんですけど。明日、どこに行くっていうんです？」

「んっふっふ。それはね」

　運転席のドアを開けながら、崩夏は満面の笑えみで答えた。

「──う・み！　別荘なんて持ってやがるのよガブちゃん！」
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　翌日、テスト開けの休日。

　まだ真夏というにはほど遠いが、既に気温的には充分温かくなっていた。だから浜辺にはたくさんの海水浴客達の姿がある。その中に春はる亮あき達の姿もあった。

（やれやれ……）

　春亮はパラソルの下で溜ため息いきをついた。軽く首を捻ひねると、背後にある一軒の建物が目に入る。真新しいそれが理事長の所有する別荘だ。

（到着が遅れるから先に遊んでてくれ、って言われてもな……そんな気分じゃないんだけど）

　今いる場所は浜辺の一番端である。その先は岩場になっており、ほとんど行き止まりだ。行き止まりまでの最後の砂浜を望むように別荘が建っているという立地なので、この端っこの一角はほとんどプライベートビーチのようなものだった。砂浜の中央部と比べれば海水浴客の姿は少なく、それなりにくつろげる。代わりに海の家や自動販はん売ばい機きなどは遥はるか遠くにあるのだが、それは仕方のないことだろう。

　しかし──春はる亮あきとしては、吞気のんきに全すべてを忘れて遊べるような気分ではないのだった。いろいろ考えなければならないことがある。テストが終わって解放感があるのは確たしかだが、心の底から純粋に海水浴を楽しめるようなテンションではない。

「なんだかなー……」

　特に今日きようは、自分の誕たん生じよう日び、という余計な理由がくっついている。ただの子供じみたあてつけかもしれないが、毎年、あまりアクティブには動かないようにしていた。誕生日に海水浴とか、自分一人ひとりだったら間違いなく拒否していただろう。

　けれど今回は、理事長と一いつ緒しよに父親の説明を聞くという目的があったし──それに。

「ぬおー！　ぐわー！　なんだこれ、ぬもももも、っとしておるぞ足の裏がたいへんなことにヒェー!?　ぬははは、くすぐったい！　だが気持ちいい！」

　ばしゃばしゃと波打ち際で走り回っているフィアの姿を見て、春亮はふっと頰ほおの力を緩ゆるめる。考えるまでもなく、フィアにとっては海水浴など初めての体たい験けんだった。昨日きのう目的地を聞いた瞬しゆん間かんから全力で「行きたい！」オーラを出しまくっていたので、さすがにそれを無む下げにするわけにはいかなかったのである。

「また波が来てー、そして引ひいてー、にゅふふくすぐったい！」

「あはは、ボクもこの波の感覚がクセになっちゃって、んひひ、くすぐっ──ひゃわー!?」

「ぬっ、サヴェレンティめ、さてはコケたふりをして一足先に泳いでやろうという魂胆だな!?　そうはさせるか、負けじと私もダイブだ！　やはり海水浴のメインディッシュは泳ぎだからな、この浮うき輪わさえあればがぼぼぼぼ」

「フィアちゃーん!?」

　水着姿のフィアとサヴェレンティが一緒になって遊んでいた。サヴェレンティはいつかのプールと同じように、男女どちらのバージョンになっても言い訳が利くもの。フィアは水泳部の先せん輩ぱいから貰もらったスクール水着ではなく、昨日きのう買ったらしいおニューの水着を身に着けていた。可愛かわいいことは認めざるをえない……のだが、その金はどこから出たのだろう。あのクソ親おや父じが出したのだろうか。そんな金があるならもっと生活費を増ぞう額がくしてほしいものだ。
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　呪のろわしい視し線せんを巡らせて無む意い識しきにその父親の姿を捜すが、見つからないのはわかっていた。いつ理事長が帰ってくるかいまいちわからないので、別荘の中でその帰りを待っているのだ。

　荷物番という名の時間潰つぶしをしつつ、春亮はさらにぼんやりと周囲を見回す。

　隣となりのパラソルの下では白しら穂ほが座っていて、今にもサヴェレンティに飛びつきたそうにギリギリと歯は嚙がみしている。芸術作品を扱うような手つきで千ち早はやがその背中にオイルを塗っているため動けないのだ。それが終わり次第、フィアからサヴェレンティを強奪しにいくのだろう。

　フィアの代わりとばかりに、ベタな紺こん色いろスクール水着を身に着けた黒くろ絵えは相変わらず砂の城を無む駄だなハイクオリティで建設中。それをぼんやり顔の錐きり霞かが手伝てつだっている。前のプールと同じ、パレオとシャツの姿だ。この辺りはまだ人が少ないとはいえ、さすがにボンデージ服を見られることへの警けい戒かいは解けない。

　またその向こうでは、にこにこと伍い鈴すず──がいるかどうかはわからないが、とにかく同じ顔をした少女が三人ほど、水際で水をかけあって遊んでいる。彼女達は水着ではなく、どう見ても水みず垢ご離りに使うものであろう白しろ装しよう束ぞくを纏まとっていた。神か楽ぐら鈴すず十五人、その全員分の水着などとても用意できないから、ということらしい。無防備にすぎるような気もするが、その下には……さすがに何か身に着けているだろう。きっと。

　最初はその十五人の神楽鈴が全員その白装束姿で「わー。海なんて久しぶりです〜」「……（にこにこ）」「……（にこにこ）」と一列に並んで海に突入しようとしていて、「待て！　さすがにそれは集団入じゆ水すいみたいで怖い！」と慌てて止めた経けい緯いがある。他ほかの海水浴客に通報されかねないので、今は何人かずつ交替で遊ぶことにしているようだった。

　そんなとき、

「はっ……ふっ……はっ……」

　荒い息が近付いてきたので見れば、そこにはＴシャツに短パン型の水着という姿で砂浜をダッシュしている虎こ徹てつの姿がある。ちなみに最初からその恰かつ好こうではなく、二度ほどのモデルチェンジを繰くり返した結果がそれだった。

　一度目は「泳ぐといえばこれだろう」と、古式ゆかしい水着というか下着というかザ・日に本ほん男児！　なFUNDOSHIスタイルで現れ、上半身裸で砂浜に仁に王おう立だちしていたところを速攻で女子一同に連れ去られていた。特にこのはは親をふ褌んどしに殺されたが如ごとき迫力だった。

　二度目は「仕方ない。他ほかに持っているものと言えば、以前に村むら正まささまより拝領したこれしか……」と白いスクール水着でもじもじと現れ、黒くろ絵えが「２Ｐカラーでかぶりかけた！　あぶない！」という感想を言い終わるころにはまた女子軍の手で誘拐。

　そして結局、海の家や近くのコンビニで買かい揃そろえてきたこの無ぶ難なんなスタイルに落ち着いたのだった。髪型のせいか雰囲気のせいか、やはりどうあっても女の子にしか見えないのだが。

「ふう、はっ、はっ……」

　ムッツリ顔で砂浜を往復していた虎こ徹てつが、パラソルの近くで足を止め、腕で額ひたいの汗を拭ぬぐいながらちらりと春はる亮あきを見てくる。何を言われたわけでもなかったが、春亮は手元にあったタオルとペットボトルの水を放ってやった。

「む……」

「使えよ、暑いだろ。ていうか、もう我慢できんから聞いちゃうけどさ」

「なんだ」

「……楽しいのか、それ？」

　ペットボトルの水を飲みながら、虎徹はキリッと背筋を伸ばして即答した。

「それなりに。砂浜を走るのは足腰の鍛たん錬れんによい」

「そ、そうか……」

　虎徹はここに来てから──ちゃんとした水着をゲットしてから、黙もく々もくと砂浜ダッシュをしているだけだった。ひたすらなストイックさ。鍛錬。強くなる、ための──

「……拙せつ者しやは」

「え？」

　こちらではなく、水すい平へい線せんを見つめながら、虎徹は言っていた。

「まだ、何もかもを忘れたわけではない。何もかもを変えたわけではない。変えていいのか、悪いのか。それを模索しているだけだ。だから──刀として、そう生まれついたものとして、何よりも強くなるべきという目的が間違っているとは未いまだ思えぬ。だから、こうしている」

「そう、か」

　ふ、と春亮は息を吐いた。虎徹と同じ水平線を見つめながら、

「俺おれは……別に、お前の向いてる方向にまで文句をつける気はないよ。やり方が間違ってたら『間違ってるぞ！』って言ったりはする。でもそれだけだ。強くなるのが目的なら、それはそれでいいんだと思うぞ。他ほかの人達に迷惑とかかけなきゃさ」

「……ふん。きさまに何を言われようが拙者には関係がない。拙者は拙者のしたいようにするだけだ」

　タオルで顔と頭をごしごししながらそう言って、それから虎こ徹てつはぺいとそれを春はる亮あきに投げつけた。やぶ睨にらみになって、

「もうひとっ走りしてくる。迷惑はかけておらぬのだから文句は言うまいな」

「言わないけどさ。せっかく海に来たんだから、走ってばかりじゃなくて遊んだらいいのに」

「誠まこと、お前に返したい台詞せりふだ。お前こそ、ずっとそこで座っているばかりで──」

「そうですよねぇー。もっと春亮くんも遊んだらいいのに。ところで虎徹、ひょっとして昨日きのうのことまだ気にしてるんですか？」

「あっ。む、村むら正まささま、それは……」

　このはが会話に交じってきた。新しいビキニの水着。豊満な肉体。彼女は悪戯いたずらっ子このように首を傾かしげながらこちらを見て、

「虎徹ったら、昨日わたしの部へ屋やに来てですね。真剣な顔で何を言うかと思えば、『その。海水というのは塩水だそうですが、我々、錆さびたりはいたしませぬのでしょうか……!?』とかすっごく真剣な顔で──」

「村正さまー！」

「ちゃんと拭ふけば大丈夫ですって。錆びたりしません、保証します。ビビって砂浜ダッシュとかばっかりだと楽しくないですよ。命令です、ちょっと水に入って泳いできなさい」

「し、しかし……」

　このははにっこりと笑いながら背中を丸め、虎徹の耳たぶに息を吹きかけるようにして、

「妾の言うことが……聞けぬと？」

「行ってまいります」

　カクカクと直角的な動きで虎徹がダッシュ、「南な無む三さん！」とか言いながら頭から海に突入。それをこのははくすくす笑いながら見送っていた。

「あはは。素直でいいですねぇ」

「そ、そうだ、な……」

　なぜか、どきどきしているのだった。このはの水着姿。髪型が変わっていて、新しい水着。それだけなのに、いつものこのはとは違うような気がする。彼女の肌はこんなに輝かがやいて見えたか。彼女の太ふと股ももはこんなに眩まぶしく見えたか。彼女の胸はこんなに温かそうに見えたか。そして、あのとき触れた彼女の唇は、こんなにも柔らかそうで、実際あのときは柔らかくて──

「春亮くん？」

「はっ!?　な、なんだ？」

　こちらに胸の谷間を見せつけるような前傾姿勢になって、えへへー、とこのはは笑う。ちょこんと人差し指でこちらを指差し、

「さっそく付けてくれてるんですね。ありがとうございます」

「あ……うん。今は何にも付けてなかったし、ちょうどよかったよ」

　このはが指差した先にあるのは、パラソルの荷物の上に置いていた春はる亮あきの携帯だ。そこには、さっき彼女に貰もらったばかりのストラップがついている。デフォルメされた日に本ほん刀とうの形をした、ピンズのようなストラップだ。

「正直……誕たん生じよう日びプレゼントって、こんぐらいがぴったりだと思うよ。あんまり高いものとか貰もらっても気が引けるしさ。ありがとな、このは」

「そ、そうですよね！　やっぱり！　何よりです、ええ！」

　このははぱっと顔を明るくして、しかもなぜか拳こぶしを握にぎり締しめた。むふー、と鼻息。感極まったように明後日あさつてのほうを向き、ぶつぶつと何事かを呟つぶやいていた。

「うふふ。海に持ってこれて、しかも邪じや魔まにならないものと考えた戦略がピッタリ……これで一番に渡したはずだから、インパクトが……そして選んだアイテムも、重すぎず軽すぎず、携帯を見るたびにわたしのことを思い出すようなものという仕掛け……完かん璧ぺき！」

　よくわからなかったが、とりあえず彼女が嬉うれしがっているということだけは伝わってきた。

　そんなに幸せなのだろうか。この自分に誕生日プレゼントを受け取ってもらえただけで。

　──そう、なのだろう。だって、彼女は。彼女は──

「春亮くん？」

　彼女と何か話をしなくては、と思った。その責任がある。だが何を話せばいいのかわからない。プレゼントをありがとう？　それはもう言った。

　彼女の気持ちと、自分の気持ちに、関することだ。

　見つめ合う。今までに何度もやってきた行為が、ここ最近は違う意味を持っている。いや、それを感じているのは自分だけなのか？　彼女は今まで、どんな気持ちでこの自分を見つめていたのだろうか？

　このはも何かを感じ取ったのか、真剣にこちらの言葉を待つ気配けはい。

　だが、まだこちらの言葉の用意はできていないのだ。待ってくれ。もう少し。まだ──

「夜や知ち。そろそろ荷物番を交替しても……」

「ふひぃー。遊び疲れて喉のどが渇いてきたな。おーい春亮、何か……」

　そのとき丁度、このパラソルに錐きり霞かとフィアが歩み寄ってきた。二人ふたりは同時にこちらの状況に気付き、不自然に言葉と動きを止める。

　なぜか、じんわりとした緊きん張ちよう感かんが漂っているように感じた。表面上は、彼女達はまったく普通の表情や態度なのに。本当に、なぜか。

「何か……飲みたいから、買ってこよう。自じ販はん機きはあっちか。お前達、何か欲しいものがあればついでに買ってくるぞ？　……ないか。では行ってくる。いやー、海は楽しいなー。本当に楽しくてたまらんなー」

　自分の荷物から素早すばやく小銭入れを取り出し、フィアは浮うき輪わを腰に抱えたままテクテクと海の家がある方向に歩き出す。何やら不自然な笑顔えがおのような気がするが、気のせいだろうか。

　それとほぼ同時に、

「交替しても……いいかと思ったが、そう言えば私はトイレに行きたかったのだ。もう少しお前に頼む。ではそういうことで」

「あっ！　虎こ徹てつがなんだか妖よう怪かい・海うみ坊ぼう主ずみたいな感じで頭だけ出してこっち見てますね!?　猛烈に寂しそうというか恨うらめしそうなんで、ちょっと相手してきます。では！」

　錐きり霞かとこのはも、たまたま偶然やるべきことを思いついた、というようにくるりと踵きびすを返す。錐霞は別荘のほうへ、このはは海のほうへ。

　そして、最終的には──さっきまでと何も変わらず。

　春はる亮あきは一人ひとり、パラソルの下に取り残されることになった。
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　砂の城作りを手伝てつだってくれていた伍い鈴すずが、にこやかに言った。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、何やら青春真っ盛りのようで〜」

「いかにも。たいへんに甘あま酸ずっぱくむず痒がゆい空気……たまらんよね〜」

　黒くろ絵えも心から同意し、横目でパラソルのほうをちらりと見る──ちょうど、そこから走り出た虎こ徹てつが海に投身自殺のようなダイブを決めたところだった。残ったこのはと春亮が微妙な雰囲気で見つめ合っている。そしてそこにフィアと錐霞がそれぞれ別方向から近付いている。

「うーん、またも青春の気配けはい」

　面おも白しろい。ただ、それと同時に──黒絵は心配もしていた。

《変わる》のは仕方がないが、何もかもがぐちゃぐちゃになって《壊こわれる》のだけは嫌いやだな、と思うのだ。せめてそんな状況が訪れないように目を配ってはおくつもりだった。

　無む論ろん、彼女達の──いや、彼の、か──結論について口出しをするつもりはない。求められればアドバイスくらいはするが、最終的なところでは平等であろうと思っているし、そうでなくてはならない。傍ぼう観かん者しやのルールとして。

　ただ──今の心情としては、出遅れている彼女を応援したい気分ではあった。

「自分の気持ちには気付いたけど……それをどう表に出したらいいかがまだわからん、みたいな状況かなー。それは知ち識しきと経けい験けんにも関かかわることじゃしねえ」

　浮うき輪わを抱えて歩いてきたフィアがパラソルの二人ふたりを、そして錐霞を見て、ぴたりと動きを止める。それから挙きよ動どう不ふ審しんに自分の荷物を探り、小銭入れを手にすぐに立ち去る──

　黒絵にはわかった。逃げた、のだと。

「あと、他ほかの人とのカラミも未体験で、それもまだどうしたらええかわからん、と。一人なら出せた結論も、他人のことを考えると難むずかしくなる──ふぃっちーにはいろいろ厳きびしそうじゃ」

「よくわかりませんが、難しくて厳しいのが青春というものだと思いますよ〜」

「……そうかも」

　ほえほえ巫み女この微笑を見返し、黒くろ絵えはまた頰ほおを緩ゆるめる。

　その難むずかしさを乗り越えることが、きっと彼女には大事なのだ。だから手伝てつだいはしない。

　でも、頑張れ、と背中を押すことぐらいはいいだろうと思った。ほんのちょっぴり、たとえば誕たん生じよう日びプレゼントを渡そうかどうか迷っている彼女の背中を、そっと押すぐらいのことは。

「ふむ。何にしても、ここには持ってきちょらんと思うし。家に帰ってからかなー……」

　黒絵は口の中だけで呟つぶやいて、またパラソルのほうに意い識しきを向ける。

　そこには、今はもう春はる亮あきの姿しか残っていない。ぼんやりした顔で何かを考え続けている。

　彼に対しても、自分の立場は同じだった。直接の手助けはできない。だから、

（悩んで当然じゃけど。でも、いつかは自分なりの答えを出さんとね……頑張って、ハル）

　そんな言葉を、祈るように、胸中で呟いておくしかなかった。
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　錐きり霞かは自己嫌悪しつつ歩いていた。勿もち論ろん、トイレは噓うそだ。ただ、あの場にいていいものかどうかわからなかったから。ただ、居い心地ごこちが悪いような気がしたから──立ち去っただけだ。

　理事長の別荘の前まで来たが、アリバイ作りのためだけに中に入るのは面めん倒どう臭くさい。適当に周りを散歩して時間を潰つぶすことにした。俯うつむき加減に足を進めながら思い出すのは、先程のこと。

（見覚えのないストラップ……つけていた、な）

　おそらくこのはの誕生日プレゼントだろう。とうの昔に、彼女の気持ちはわかっていた。それこそ、出会ったときからと言ってもいいくらいに。

　その強敵である彼女が、必要だった。未完成だった自分の告白を完成させるために、彼女にはここに戻ってきてもらわなくてはならなかった。しかし実際に彼女が彼女を取り戻し、それどころか、さらに前に進むことを彼と自分達の目の前で宣言した今となっては──

（……いや）

　別荘の周囲を無意味に歩き回りながら、錐霞は軽く首を横に振った。

　だからどうした。彼女は彼女。自分は自分。そういうものだろう、上うえ野の錐霞。馬ば鹿かげている。

　自分は自分で全力を尽くせばいい。それでどんな結論が出ようが受け入れられる。正々堂々と戦って戦って戦い尽くせたら、きっと自分を惨みじめに思うことなく、今までよりも前を向いて歩き出せる。そう──その意味で言えば、自分とこのはは似たようなものなのだ。彼に気持ちを伝えることでしか前には進めないと思った。

「全力を尽くす、か……」

　誕生日プレゼント。騎き馬ばによる戦いくさのように、奇き襲しゆう的てき速度を重んじて動いたこのはとは対照的だ。自分は誕生日プレゼントをここには持ってきていない。この海水浴は日帰りの予定だったので、向こうに帰ってから改めて夜とかに会って渡すつもりだった。そうすれば、それは夜や知ち家けを訪れるための正当な口実になりうる──

「……打算的な女だ。馬ば鹿かげている」

　自じ嘲ちようの呟つぶやき。しかし、自分は同じ家に住んでいるこのは達とは違うのだ。意い識しき的てきに彼に会う機き会かいを作らなくては太た刀ち打うちできない。これが自分の戦い方であるというだけだ──

　そんなことを考えながら歩を進めていると、別荘の周りを一巡りし終えた。トイレだと言って立ち去ってしまったのだから、あまり時間をかけすぎると彼があまり好ましくない想像をする恐れがある。そろそろパラソルのところに戻ることにした。

　サンダルの下にあった歩道のアスファルトの感覚が、柔らかな砂の感触に変わる。さくさくという小さな音が心地ここち好よいといえば心地好い。

　見ると、彼は依然としてパラソルの下に座ってぼんやりとしていた。今度は本当に荷物番を交替してやらないとな、と考えながら、錐きり霞かは後ろから彼に近付いていって──

「……っ!?」

　愕がく然ぜんと、足を止める。

　聞いてしまったのだ。そのとき彼が呟つぶやいた、独ひとり言ごとを。

　紛れもない本心からであろう──残酷な、言葉を。




　フィアやこのは達が立ち去って、しばらくの時間が経たっても。

　パラソルの下に取り残された春はる亮あきは、考え続けている。

　思い出すのは、先刻のこと。どことなくぎこちなかった三人のこと。

（……そうだよな。俺おれだけの問題でも、ないんだ……）

　このはは錐霞が自分に気持ちを伝えるのを見てしまった。錐霞とフィアはこのはが気持ちを伝えるのを見てしまった。お互いの気持ちを知っている。そしてそれを自分も知っている……

（どうすりゃ、いいんだろ）

　正直に言って、なんだか微妙にやりにくい。

　それはどうしてだ？　わかっている。このはや錐霞達から逃げているからだ。どう接していいかわからないからだ。

　そもそも告白とは何なのか、と考えた。好きだということ。それを伝えること。勿もち論ろん、理解できる。春亮だって普通の男子なのだから、そういうことを考えたりもする。

　だが、それをもう一段階先に進めて考えようとすると──途端とたんに、何も立ちゆかなくなってしまうのだった。

　二人ふたりは自分に何を求めているのか。わからない。たとえば一般的に、どちらかと付き合うということになったとする。このはと付き合っている自分の姿。錐霞と付き合っている自分の姿。それらを想像してみる──想像できない。難むずかしい。むず痒がゆい。さらに先に進んで、恋人同士がするようなことを二人ふたりとしているのを想像──これも無理だ。一いつ瞬しゆんで頭と胸が飽和状態に至る。

「はあ……」

　春はる亮あきは頭を振りながら、手を腰の後ろについて背筋を伸ばした。眼がん前ぜんにある平和な光景が目に入る。ビーチボールで遊んでいる白しら穂ほとサヴェレンティ、千ち早はやと神楽かぐら鈴すずズ。砂の城の仕上げにかかっている黒くろ絵えと、助手の鈴がまた一人ひとり。喋しやべっているので伍い鈴すずか。ラムネをくぴくぴ飲みながら、綺き麗れいな貝殻か何かを探して歩いているフィア。一いつ緒しよに泳いでいるこのはと虎こ徹てつ──

　自分達の日常を象徴するような、温かな、光景。

　そうだ。このはが戻ってきて、いつも通りの日々になった。しかし──だからこそ、思い出さなくてはならないことがある。忘れてはならないことがある。

　このはが家に戻ってきたら答えを返すと、錐きり霞かと約束していたのだ。

　今は、父親が帰ってきたことによるドタバタで、なあなあの曖あい昧まいな空気で、ロスタイムが引き延ばされているだけだ。答えは出さなくてはならない。しかし、どんな答えを──

　考える。考える。考える。

　容易に答えの出ない物事を考え続けることは。正直、辛つらく、苦しかった。

　だから──つい。

　弱音を、吐いてしまったのだ。

「あーあ……今まで通りが、いいんだけどな……」

「──っ!?」

　その瞬間。

　背後で砂の擦こすれる音がして。

　はっと振り向くと──そこには。

　愕がく然ぜんと目を見開いて立ちつくす、錐霞がいた。
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　それは。なんという。

　残酷な、言葉なのだろう。

　自分はどうしてこんなことをしているのか？

　──変わりたい、からだ。その、変化を真っ正面から受け入れようとする意志そのものが、前に進むための力になると信じているからだ。なのに。なのに──

「い、いんちょーさ……」

　彼が慌てて立ち上がる。しかし錐霞は、

「来るな！　喋しやべるな！」

　短く言って、後ろを向いた。こちらに駆け寄ろうとしていた彼が、はっと足を止める気配けはい。

　ぐらぐらする。眩暈めまいのような感覚。彼は悪くない。当然だ。それでも。

「……わかる。お前の気持ちもわかるんだ。でも、だから、頼む。今は、今だけは──何も、言わないでくれ。何もしないでくれ。一分だけで、いいから……」

「いんちょーさん……」

　願ねがいは通じた。彼は後方で立ちつくしている。おそらく──こちらの背中を見つめたまま。

　錐きり霞かは静かに息を吐いた。落ち着け。

　手に入れた一分で、これからどうするかを考えた。次の行動は何か。対処法は無数にある。

　やはり怒って詰め寄るか。泣いて責めるか。肩を震ふるわせて縋すがりつくか。抱きついて唇を奪うか。謝しや罪ざいして逃げるか……しかし、そのどれもが、馬ば鹿かげていて。

　結局は──釘くぎを刺すことを、選んだ。

　彼に背を向けたまま、言う。

「いつまでも、待っているつもりは……ない、ぞ」

　答えを。答えをくれ。敗北の宣告でもいい。自分は戦えたのだという証あかしを。

「私は、ずっと曖あい昧まいに誤ご魔ま化かされたままで、それでもこの場所にいられるような……面つらの皮の厚い女では、ないのだ……」

　彼が衝しよう撃げきを受けたように身じろぎするのを背中で感じた。

　そうだ。彼を想おもう自分の気持ちが届かないのはまったくもって問題ない。ふられるのは構わない。当然の結けつ論ろんかもしれない。

　けれど──あの告白を、なかったことにされてしまうのは、自分にとって一番辛つらい結末だ。自分の告白は、自分の存在は、彼にとって《その程度のこと》でしかなかったのだということになってしまうから。

　もし、そんなことになったら。

　それは、さっき彼に言った通りだ。自分はそんなに面の皮の厚い女ではない。平気な顔をして、平気なふりをして。そうして彼と同じ空間にいるなんて、無理に決まっている。

（……っ）

　唇を嚙かんで、錐霞は認めた。

　つまり、最悪の場合。

　自分と彼の関係は、そこで──おしまいだ。




　春はる亮あきも悟っていた。微かすかに震える彼女の背中は、何よりも雄弁にそれを語っていた。

　重い言葉。けれども当然の言葉。

　ちゃんと向き合ってくれないと、もう自分はここにはいられない──

　彼女が言っていたのは、きっと、そういう意味だ。

　それほどまでに、本気なのだ。本気の言葉で、本気の想い。彼女があの日伝えてきたのは、そういうもの。

　頭ではわかっていたつもりだったが、今初めて、それが実感として春はる亮あきの胸に突き刺さる。

　ああ──そうだ。逃げてはならない。逃げずに、真剣に考えなくてはならない。

　彼女の本気には、こちらも本気で答えなければならない。辛つらくて苦しいからといって、逃げるわけにはいかないのだった。

「いんちょーさん……わかった。ごめん。今すぐとは言えないけど、近いうちに、絶対、答えは──」

　そう言いかけたとき。

「ぬおっ!?　なんだあれ、何がどうなっておるのだ？」

　まず聞こえたのは、そんなフィアの声。続いて、周囲がざわざわしているのに気付く。それは近くで遊んでいた自分達だけでなく、横の砂浜にいた他ほかの海水浴客達も同じだった。

「何かのイベントかよ？」

「さあ。とにかく、すっげぇな」

　口々に喋しやべりつつ、誰だれもが同じ方向を眺めている。このは達も勿もち論ろん、泳ぎや遊びを止めてそちらを見やっていた。

　釣られるように、春亮と錐きり霞かもそちらに顔を向けてしまう。

　そして、二人ふたりが見たものは──
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　別荘の二階には風通しのいいテラスがあった。その手すりに上半身を乗せるようにして、夜や知ち崩ほ夏なつは外を眺めている。天気はよく、水着にパーカーという姿なので風が心地ここち好よい。

　テラスから望む光景は広く、開放感がある。彼方かなたまで続く海と空。二種の青はけっして同一化せず、しかし離はなれがたい双子のように水すい平へい線せんでその身を触れ合わせている。日が沈むころになれば、その双子は不ふ可か思し議ぎな色合いの服で二人だけのファッションショーを行うのだろう。

「ん〜。いい別荘じゃないの。羨うらやましいわぁ……ていうかゼッタイ高いわよねこれ。昔からだけど、何か悪いことでもして稼かせいでるんじゃないかしら、ガブちゃん」

「はっはっは。今も昔も、お天道てんとさんに顔向けできないような稼ぎ方はしていませんよ」

　ウインクのように片目を瞑つむって苦笑しつつ、崩夏は首を捻ひねって背後を見やった。

　歩いてきたのは、この陽気なのにいつものスーツを着ているガスマスク男。さらにその後ろには彼のスーツケースを転がして運んでいる秘書、北ほう条じよう漸音ぜのん。ちなみに視界には部へ屋やの中でぐでんと昼寝しているその姉、北条銃音がのんの姿もある。彼女は自分達をこの別荘に受け入れるべく、今け朝さからここで待ち受けてくれていたのだ。

「すみません。飛ひ行こう機きが遅れてしまったもので」

「だったらしょうがないわよ。どこに行ってたか知らないけれど」

　予定よりやや遅れて帰ってきた待ち人──世せ界かい橋ばしガブリエルは、そのまま歩を進めて崩ほ夏なつの横に立った。崩夏と同じように、手すりから外を眺める。

　楽しそうな少女達の中──一人ひとり、パラソルの下にいる息子むすこだけがつまらなさそうだった。より正確に言えば、心ここにあらずといった感じだった。それも青春だ、と崩夏は苦笑する。

「今日きようは春はる亮あきくんの誕たん生じよう日びだそうですね？　久しぶりに帰国してきたのはそれが理由ですか」

「んー、ま、そんな感じ。一人息子の誕生日だからねー」

　くすりと笑って、続けた。

「いいプレゼントも用意してあるの。ま、そう言ったら春亮は何かすっごく警けい戒かいするような顔してたけど。失礼しちゃうわー。でもでも、いい子にしてなきゃあげないわよ、っていう親としての正しいルールはもう伝えてあって──」

「という感じで一見普通を装って話してきましたがすみません、好奇心とかいろいろなものがもう限界です。崩夏さん……何があったんです？」

「いろいろ。さて、何から話せばいいかしらねー」

　長い付き合いの親友は嘆息したようだった。それから呆あきれたように首を振って──

「あなたと僕の仲です。無理に喋しやべりを外見に合わせる必要はないですよ」

　崩夏は頰ほおから力を抜いた。そして、

「……別に無理はしていないけれどね、世界橋くん。こういう流れにしておいたほうが面倒はないだろう、と思えただけさ」

　女の声のままだったが、それは世界橋にとって久しぶりに聞く夜や知ち崩夏の言葉だったに違いない。彼は一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、どこかほっとしたように肩を竦すくめながら言った。

「まあ、あなたがそう読むのならばそれでいいのでしょう。僕はどちらでも気にしませんが」

「俺おれも──私も、かな？　君が相手ならばどちらでもいいと思えるね。まあ適当にやるさ」

「ではそれで」

　また二人ふたり、並んで外を見つめる体勢に戻る。

　沈ちん黙もくに混ぜ込むように、風がそれらの言葉を吹き流すタイミングを待っているかのように、世界橋が短く問い掛けてきた。それに崩夏も短く答えた。

「呪のろいですか？」

「違うね」

「望んで？」

「そうなる」

「辛つらくは？」

「もう慣なれたよ」

「では──」

　崩ほ夏なつは苦笑し、手をひらひらと隣となりのガスマスク男に対して振った。

「春はる亮あき達にも、ついでに説明すると約束してしまったからね。たいした事情というほどのものでもないんだが、一応はあいつらを集めてからのほうがいいだろう」

「僕にとっては、恩人に久しぶりに会ったら性別が変わってた、という状況ですよ。たいした事情がないようには思えないんですが……」

「聞いてみれば、なあんだ、と思うレベルのことだよ。むしろ、わざわざここにこうして君と春亮達を呼び集めて、これでございと説明する必要があったのかと今更心配になってくるほどだ。殴られたら助けてくれ。最近、特に俺おれはあいつに嫌われてしまったようだしな」

「今まで何も説明しなかったというのならわからないでもないですね。護ご衛えい代金の前払いとして、もう一つだけ聞いてみますが……その事情は、春亮くんに関かかわっているんですか？」

「ほう。なぜそんなことを？」

「ただの勘です」

「はは。じゃあ答えよう──そうだな。半分は、そうかもしれない」

「もう半分は？」

　手すりからそっと身を離はなして、崩夏は砂浜に向けていた視し線せんを動かす。最も目立つ少女。綺き麗れいな銀ぎん色いろの髪をきらきらと輝かがやかせている少女の姿を見ながら、

「勿もち論ろん……俺が見つけてしまった彼女に、だよ。俺には彼女の行く末に対する責任がある」

　責任だなんてスカした言葉をこちらが使ったことに、笑いを堪こらえているのだろうか。

　そんなことを考えてしまうほどに、しばらく、世せ界かい橋ばしは無言だった。長すぎると思えるほどの無言だった。

　はて、と思って隣となりの彼に向かって首を捻ひねると──彼は、どういうわけか、沖を見つめて動きを止めていたのだった。愕がく然ぜんとした様よう子すで。

「そん、な──馬ば鹿かな！」

　動き出しも唐突に、がばりと手すりの上に身を乗り出す。音がするほどその手すりを握にぎり締しめる。崩夏も彼の視線を追って、水平線の彼方かなた、空と海が交わる境界へと目を向けた。

　そこにあったのは、ある意味では、何の変哲もないもの。

　海という場所には当たり前な、何の不ふ思し議ぎもないもの。

　船だ。

　しかし、ただの船ではない。陸からでもはっきりとその大きさが推測できるほどの巨大さ。

　さらに言えば、それは一隻だけではなかった。形状は異なり、大きさにも多少の違いはあるが、それでも巨大なことには変わりない、似たような船が──十隻ほど。それらが整せい然ぜんと並ぶようにして、この陸地に向かって無言で接近してきているのだった。

　自らを落ち着かせるように、世界橋がガスマスクの下で大きく息を吐く。

　それから彼は室内を振り返り、同じものを見て呆然と立ちつくしていた漸音ぜのんに向かって、隠しようもない戦せん慄りつを含んだ声こわ音ねで言った。

「漸音ぜのんくん。外に出て、急いでフィアくん達を集めてほしい──勿もち論ろん、僕達も行くよ。大事なお客さんが来るような気がする」







　第二章 「水平線より来たる竜頭」/ "His birthday (II)"
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　沖の船団は動きを止めていた。しかしその中から現れた一いつ艘そうの小型ボートが、こちらに向かって一いつ直ちよく線せんに進んできている。

　春はる亮あき達がその動きを見つめること数分──ボートは眼がん前ぜんの砂浜にゆっくりと舳へ先さきを埋め込み、そこから見覚えのない人間が飛び降りてきた。まずは男が一人ひとりと少女が一人……と言うべきか、少女つきの男が一人と言うべきか。

「よっ、と」

　背の高い赤毛の男だった。がっしりとした大きな身体からだつきで、それでいて太ってはいない。巨きよ軀くでありながら全身をしなやかな筋肉に包んでいる、まるで一流のアスリートのような印象を受ける体型だ。ライオンじみた長めの無造作ヘアーの下にあるのは、男性的な彫りの深い顔立ち。全体的に野性味の強い、精せい悍かんな印象の男だった。

　そして、もっとも目を惹ひくのは──一人の小さな少女が、彼の大きな肩と腕に手足を回してくっついていることだ。昔にそんな人形が流は行やっていたような気がするが、勿もち論ろん彼女は玩具おもちやの人形ではないので動く。よじよじと腕を登るようにして少しだけ移動──彼の背中へ。おんぶのような体勢になってから、彼の頭越しに目つきの悪い視線をこちらに向けて睨にらんできた。がるると唸うなり声ごえが聞こえてきそうな感じだ。本当に小さな細身の身体からだ、黒っぽい服、彼の身体にくっついたままでのガンつけ──なんとなく小こ悪あく魔まを連想させる少女である。

　男は特に何を気にする様よう子すもなく、砂浜を踏ふみ締しめて歩き出しながら軽く周囲を見回した。すぐにその視線を一点で留め、

「おっ……おーおーおー！　いたいた、本当にいるじゃねえかよ！　ガブリエルだろお前、カッチョいいマスクなんぞつけやがって！　はっはー、久しぶりだな！」

　破顔一笑、陽気な声でそんなことを言いながら手を挙げる。笑うだけで、その精悍な顔立ちには意外にも少年のような人ひと懐なつっこさが加味されていた。

　春亮はぎょっとしつつ、彼に呼びかけられた人物のほうを見やる。つい先程この浜に姿を現し、しかし何も喋しやべらないまま、沖を見つめて何かを待っていた──自分達の学校の理事長を。

　そしてなぜか、謎なぞの男の声がかかった瞬しゆん間かん、理事長の隣となりにいた漸音ぜのんと銃音がのんがぴくりと肩を揺らしたのが見える。だが理事長は軽く手を持ち上げ、二人ふたりの何らかの動きを制した。それから肩を竦すくめるような動作を見せ、

「──君は変わらないな。マックス」

「そうか？　自分じゃわかんねえけどな」

　そのとき、エンジン音の止まったボートからさらにもう一人ひとり。妙みよう齢れいの女性が砂浜に降りてきた。中ちゆう華かや中央アジアのようなイメージがあるゆったりとした服を着て、その大きな袖そでの中に両手を入れている。ゆったりとした服でも見てわかるほどスタイルはよい──ある部分の巨大さに関して言えば、あるいはこのはを上回っているかもしれない。癖くせなのか、ほとんど閉じかけのように目はずっと細められていた。だから感情がいまいち読み取れない。

　理事長達は彼女に対してもぴくりと反応する様よう子すを見せた。だがそこで、

「おいリジチョーよ。お前らだけで話しておってもわからんぞ。知り合いなのか？」

　フィアが胡う乱ろんなものを見る視し線せんをボートの一団に向けつつ、当然の疑問を発する。

「そうだね。古い友人だよ」

　理事長の答えは簡かん単たんだった。漸音ぜのん達も言葉は挟まなかった。春はる亮あきはそのまま軽く視線を巡らせてみる──このはや錐きり霞か、黒くろ絵えは、自分やフィアと同じように僅わずかな警けい戒かい心しんを持って彼らを見ている。白しら穂ほや千ち早はや達は、自分達には関係ない、と一歩退ひいた態度。そして──

　虎こ徹てつは、全身から殺気を迸ほとばしらせて、眼がん前ぜんの一同を睨にらんでいた。いつでも動き出せるように。いつでも全力攻こう撃げきが放てるように。

　その殺気に気付いているのかいないのか、男はまたにっかりと笑って、

「まずは茶でも飲ませてくれよ。お、あそこがお前の別荘か？　儲もうけてんなー」

　理事長の返事を待たず、男は少女を背中にしがみつかせたまま、別荘に向かって大おお股またで歩き出す。細目の女も静々とその後を追う。

「それは──構わないのだけれどね」

　理事長はちらりとガスマスクを沖のほうに向けた。男はその横を通り過ぎつつ、

「気にすんな、動かねえよ。そう言っといた」

「では……なぜ、あれをここに？」

　男の返事はあっさりとしたものだった。

「ついでだよ、ついで。たまたまって言ってもいいな。ニルシャーキが待ってるんなら俺おれだけで急いで来たが、その目的がなくなっちまったからよ。せっかくだし、のんびり竜りゆう島とうごと移動してきたってわけさ」

「……だから、聞いていたより時間がかかったというわけだね。てっきり、もう来ないものと思っていたけど」

　理事長の声など聞いていなかった。

　男がその名前を出した瞬しゆん間かん──春亮達ははっと顔を引ひき締しめ、腰を落として身構える。虎こ徹てつが彼らの姿を見た瞬間にそうしていたのと同じに。その行動の意味がようやくわかった。

「まさ、か──!?」

　手しゆ刀とうを構え、油断なく男達を見据えるこのは。

　しかしそんな一同の殺気を抑えるように、理事長が軽く手を持ち上げた。向こうが戦う気ならとっくの昔に仕掛けてきている。今は落ち着きたまえ、というような意味合いだろう。

　そうして理事長は、沖の船団に目を向けたまま、春はる亮あき達に言い聞かせるように口を開く。

「そう──あれこそが、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの本部。竜りゆう島とうと呼ばれる巨大移動船団。そして」

　沖から顔を戻す理事長。男の背を追う細目の女性が、丁度その横を通り過ぎた。

「グランオーリ。君が彼のもとにいるということは」

「嬉うれしい／悲しい再会……お久しぶりでございます。事情は貴方あなたのご想像通りかと」

　一いつ瞬しゆんだけ足を止め、前を向いたまま、彼女はそんなおかしな言葉を横顔で語る。それから軽く一礼し、また彼の背中を追い始めた。

　理事長は嘆息し、さらに視し線せんを移動させ──別荘に向かう男の背中に向けて、言う。

「噂うわさには聞いていたが……やはり君が、今の《第一位》なのだね。マックス」
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　別荘の一階、最も大きな空間である吹き抜けのリビング。その中央にあるテーブルを囲むソファーには──もう認めるしかないだろう──竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズのボスらしき男と、侍女のような気配けはいの細目の美女と、彼の肩に未いまだしがみついている少女の三人が座っていた。

「俺おれのことを知らない奴やつらもいるだろうから、とりあえず名乗っておくか。マクシミリアン・ペンドラゴンだ」

　周囲を見回しつつ、にやりと不敵な笑えみで言う。理事長が小さく首を傾かしげ、

「昔はなかった姓がついていることには驚おどろかないけれど……ペンドラゴン？」

「姓でもつけるかって探してたときにたまたま見つけてな。竜の頭、っていう意味があるらしいから、ピッタリだと思ってこれにしたのさ。いいだろ？」

「もちろん！　超カッコイイし！」

「歴史上の人物と同じでたいへん不ふ遜そん／最高な名前だと存じます、マスター」

「相変わらず矛む盾じゆんだらけな物言いだね、君は……何にしても、ただのマクシミリアンだったころよりはいいかな」

　その正面には理事長が座り、彼らと言葉を交わしている。彼の背中を守るように、いつになく真ま面じ目めな顔をした漸音ぜのんと銃音がのんがソファーのすぐ後ろに立っていた。

　一方、春亮達はリビングの壁かべに身を預けるようにしている。黒くろ絵えは勝手にクッションを引いて座っているが。その余裕が羨うらやましい。白しら穂ほとサヴェレンティは吹き抜けの上にある二階の通路からこの場を見下ろしており、千ち早はやと伍い鈴すずは二階への階段の途中に腰かけている。特に興きよう味みもなさそうな白穂と比べれば、千早は多少、その瞳ひとみに真剣さを滲にじませていた。そして崩ほ夏なつは──台所にあるキッチンカウンターに肘ひじをつき、興味深そうな目で事態の推移を見守っている。

　ペンドラゴンがふと、ピリピリした気配けはいで彼らを睨にらんでいるこちらに視し線せんを向けた。やはり邪気のない笑えみを見せて、

「はっはー、いい気合いだな。しかし……まず言っとくが、俺おれはお前達と戦う気は今はあまりないんだぜ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。そっちがどうしてもって言うんなら話は別だけどよ」

「ふん。戦う気はないだと？　最近そういう台詞せりふをよく聞くような気がするが、実際それで荒事が起こらなかったためしがない」

「信じろよ。ニルシャーキを倒したのは、結局、騎き士し領りようのなんとかって奴やつの自じ爆ばくアタックだったんだろ？　厳げん密みつに言えば、お前らがあいつを倒したわけじゃない。二位を倒せなかった奴にトップが出張るのもどうかなー、ってわけだ。俺にも体裁ってもんがあるんだぜ」

　続いてペンドラゴンは、身体からだの脇に垂らした虎こ爪そうをぴくぴくとさせている虎こ徹てつを見やり、

「そんな緊きん張ちようしなくてもいいのに……お前にも別に興きよう味みはないぜ、虎徹。ニルシャーキがいなくなったから、代わりに別の主人のところでお前がお前の強さを手に入れる、ってんなら好きにすればいい。そもそも強さとかどうでもよくなった、ってんならそれも好きにすればいい。わりとそういうところは寛容だぞ、俺は」

「……拙せつ者しやは……別に……」

　虎徹の言葉は途中で消えうせた。何を言えばいいかわからないといった様よう子すで顔を俯うつむかせる。

　それにしても、と春はる亮あきはたった今聞いたペンドラゴンの言葉を思い出した。
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　──寛容？『誰だれよりも強くなるために呪のろいというものは在る』と考える組そ織しきの長が、寛容？　噓うそを言っているような気配けはいはなかったが、それでも信じられない。どういう意図があるのか。

　そんなときだった。事態は唐突に動く。

　今まで押し込めていた誰かの感情が、ついにそのとき、振りきれたのだ。

　その誰かとは。戦せん闘とう力りよくを持っているわけでもなく、この場にいる理由すらもなく、故に、誰もその動きを気に留めていなかった彼女。

　そんな暴ぼう挙きよに出るとは、誰も予想だにしていなかった彼女──

　早川千早だ。

　彼女は座っていた階段から立ち上がり、口を真一文字に引き結んだまま、すたすたとリビングを横断した。台所にジュースでも取りに行くのか、と錯さつ覚かくしてしまうほどの、他ほかの物事を何も気にしていない直ちよく線せん的てきな動き。

　しかし彼女は台所ではなく、ソファーの前で足を止めて。

　短く息を吸って、それと同時に、大きく腕を振り上げて──

　ぱしんっ！

　掌てのひらが頰ほおを打つその音が聞こえた瞬しゆん間かん、

「止まれッ！」

　ペンドラゴンの声。思わず背筋が跳ねてしまうほどの音圧。

　その二種類の音は、ほとんど重なるようにして春はる亮あきの耳に届いていた。そして一いつ瞬しゆんで視界に映る光景は変わっていた。

「止まれ……何もするなよ。リコ。グランオーリ」

「で、でもよー。こいつ、お前のこと殴ったし！」

「非常にいい音が鳴なり響ひびいたことにぞくぞくと子宮が疼うずきました。最高／不覚でございます」

　ペンドラゴンの背中に張り付いていた少女は、一いつ瞬しゆんでその位置を変えていた。今も彼の首を挟んでいる太ふと股ももだけを支えに、自分の身体からだをその前方の空中に伸ばしている。突き出された手は、千ち早はやの喉のど笛ぶえを摑つかむ寸前で止まっていた。

　もう一人ひとりの細目の女性は、ゆったりとした袖そでに入れていた手を閃せん光こうのように抜き放ち、そのまま自分の脇わきの下を通すようにして突き出していた。上に向いた掌てのひら、その鋭するどい指先が、これも千早の胸に触れるか触れないかのところで停止している。

「止めたのは、お前が見るからに素人しろうとだったからだぜ。で……なんでだ？」

　ソファーに座ったまま、ペンドラゴンが視し線せんを上げて千早を見た。僅わずかに赤くなった頰ほおが、千早の為なした悪行を証明している。

　緊きん張ちよう感かん。下へ手たに動けない。春亮はフィア達と共にそれを黙だまって見ているしかなかった。

　千早は──彼の言う通り、ただの素人であるはずの千早は、戦士達の緩かん慢まんな殺気にその肌を撫なでられながらも。眼鏡めがねの下に涙を浮かべながらも。足を震ふるわせながらも。

　それでも、その場にへたり込むようなことはなく。

　意地のように、ぐしゃぐしゃになった怒りの表情だけを保って、

「私は……緋ひ渡わたり夕ゆ銘めの、友達よ……！」

「……ほう」

　ペンドラゴンの目がすっと細められる。

「あの子はあんたの命令で、うちの学校に来たって聞いたわ。そして死んだ。それはあんたのせいであの子は死んだってことじゃないの!?」

「ちげーだろー。実際やったのは騎き士し領りようの奴やつらって話だし。ていうかお前、あんま馴なれ馴なれしく──にゃー!?」

「話がこじれるから黙だまってろ。グランオーリ、お前も座っとけ」

　顔の前に突き出ていた少女──リコの腰を摑つかみ、ペンドラゴンがぶるんとそれを横に放り投げるようにする。首を挟んだ太股を支点にしてリコの身体からだは半回転、プロレスやダンスの技のような動きでまた背中側に戻った。グランオーリと呼ばれたもう一人ひとりの女性のほうも、静かにソファーに座り直す。

「──そうだな。送り込んだのは俺おれだ。あいつが死んだのは俺に原因がある……と、言ってもいいかもしれん」

「かもじゃなくて、そうなのよ」

「だが、それはあいつの選択の結果でもある。自らの身を犠ぎ牲せいにしても、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを助けることを選んだ」

　視界の端で、息を吞のんだように、銀ぎん色いろの髪が微かすかに揺れるのが見えた。どんな表情をしているのかはわからない。ただ──思い出しているのだと思う。彼女にとっても友達であった、初めての後こう輩はいであった、一人ひとりの勇敢な少女のことを。

　千ち早はやは首を激はげしく横に振って、ペンドラゴンの言葉を一いつ蹴しゆうした。

「くだらないわ。そんな状況に追い込んだことがくだらないわ。何が強さのためよ、馬ば鹿かじゃないの！」

　さすがにその言葉は看過できなかったか、リコがむっと眉まゆを寄せるのが見える。しかしそれでも、ペンドラゴンの声は荒れない。むしろ、今までよりも静かなものになっていた。

「ああ。あいつが死んだのは、確たしかに俺おれがあそこに行けと命じたせいだ。それは正直に認める。だが……あいつの、強さを求める思いだけは無視してやるな」

　ペンドラゴンが僅わずかに顔を上げる。声だけでなく、その瞳ひとみも静かで、深い。それに見つめられた千早が、静的な圧力に気け圧おされたかのように身を退ひき、

「ど……どういう意味よ……」

「奴は孤児だった。そもそも日に本ほん人じんですらない。紛争と虐ぎやく殺さつと混乱の中に立ちつくしていたあいつをたまたま俺が見つけ、そしてたまたま拾って育てることになった。なぜか？　決まっている──父親と母親の死体の下から俺おれを見上げる目が、強くなりたい、と望んでいたからだ」

「っ……それは、つまり、あんたが、あの子の親代わり、だったってことで……」

　もごもごと、尻しりすぼみになる千ち早はやの声。言葉は中途半端に消えていく。その曖あい昧まいな言葉に、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの中ではわりとよくある話だがな、と答えてから、

「弱いものが強く在ろうとするのは罪ではないだろう。完かん膚ぷなきまでに自分の弱さを知ってしまったのならば、尚なお更さらだ。それこそが人生の生きる目的になることもある。そんな人間に《強さなんてくだらない》と言うのは──ひどく、残酷なことじゃないか」

「あ……」

「認めろとは言わん。理解も求めない。ただ、否定はしないでやってくれ。奴やつはもう、その否定を否定することすらできないんだからな」

　千早は顔を俯うつむかせた。自分の身体からだを抱えるように肘ひじを摑つかむ。

　それから、長い時間を使ってようやく、小さな言葉を絞り出した。

「それは……悪……った、わよ……でも……」

「うむ！」

　突如としてペンドラゴンが大きな声を出して頷うなずき、千早はびくりと顔を上げる。

「じゃあ、その話はそれでおしまいだ。そして俺がどんな理屈を使おうと、お前にとっては一人の友人が死んだことには変わらない。だから俺はこう言うしかない──すまない、と。それから……あいつを友だと思ってくれて、ありがとう」

　驚おどろくべきことに、ペンドラゴンはそう言って。

　頭を下げた。

　一つの組そ織しきの長が、ただの怒れる女子高生に。

　春はる亮あき達はぎょっと目を見開き、仲間であるはずのリコ達も啞あ然ぜんとした表情を浮かべる。グランオーリは相変わらず細目で表情自体はよくわからなかったが、そんな気配けはいではあった。

　素直すぎる言葉が予想外だったのか、千ち早はやは目をぱちぱちさせているだけだった。

　ペンドラゴンはゆっくりと顔を上げ、千早の顔を真正面から見つめる。そして笑った。

「それにしても、あいつは果報者だ。自分のために怒ってくれる友人なんてなかなか作れない。というか……お前、いい女だな。あいつみたいなハイテンンションな娘の相手、大変だっただろ。それだけで優やさしい奴だってわかるぜ」

「は……はぁ!?」

「俺をぶん殴る度胸もいいし、健康そうな身体からだもいい。ハスキーな声も悪くないな。どうだ、今度よかったら俺と」

「な、何言って、いいい、痛くするわよ、今度こそ全力──」

　顔を真まっ赤かにした千早が再度腕を振り上げようとしたが、

「はいはい〜。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、さすがに他人のお客を二度も殴ってしまうのは無礼にすぎるかと〜。なのでこの辺りで退場を。失礼しました〜」

「あ、ちょ、こら伍い鈴すずっ！」

　背後に忍び寄っていたほえほえ巫み女こ×３が千ち早はやを強引に抱え上げ、わっしょいわっしょいと神輿みこしのように担かついで階段の上に輸ゆ送そうしていく。後は白しら穂ほあたりがなんとかしてくれるだろう。

「こ、このー！　また悪い癖くせ出しやがったし！」

「はっはー。いいじゃねえか、英雄色を好むって言うだろ」

「自分でそれを言う図太さ、素敵すてき／最悪でございます」

　千早が強制退場させられなくとも、そのビンタがペンドラゴンにヒットすることはなかっただろうと思う。リコの身体からだが盾になっていたから──と言えば聞こえはいいが、実際は彼の台詞せりふの途中でリコがまた顔の前に移動し、その襟えり首くびを摑つかんでがっくんがっくんやっていたというだけだ。

　春はる亮あき達は気の抜けた顔を見合わせ、そして少しだけ肩の力を抜くことにした。

　油断はできないが、それなりに眼がん前ぜんの男についてわかったこともある。千早とのやりとりを介して、見えてきたものもある。

　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズのボス。師団長。理事長の知り合い。マクシミリアン・ペンドラゴン。

　彼は、少なくとも、強さという概念に対して真しん摯しではある。そこに捻ねじれや歪ゆがみはそれほど感じられない。どこか真まっ直すぐな印象を受ける人物だ。

　ただし、勿もち論ろん──

　その真しん摯しさが何かの厄やつ介かい事ごとを引き起こす可能性は、また微み塵じんも排除できないのだったが。
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「目的？　決まってんだろ、昔むかし馴な染じみに会いに来ただけだ。それ以外に何がある？」

　そもそもなぜここに来たのか、という問いの答えはそれだった。否定する要素も見つからず、結局は人数分のお茶が用意されることになる。春亮達は適当に床に座ってそれを受け取った。

「おっと、北ほう条じようの妹か、お前も久しぶりだ。まだこいつの腰こし巾ぎん着ちやくやってるみたいだな？　嫌いやになったらいつでも俺おれんとこ来ていいぜ、絶対に満足──」

「お断りいたします」

「相変わらず一いち途ずだねえ……で、姉のほうもいる、と。調ちよう子しはどうだ？」

「……ダルいわ」

　床に寝転びつつ、片手で頰ほお杖づえをついた姿勢で言う銃音がのん。春亮としては、珍しいことに、彼女が言うほどダルそうにはしていないように見えた。つまりはそう言っているだけのような。

　ペンドラゴンは声を出さずに唇を歪ゆがめ、漸音ぜのんから受け取った氷入りの麦茶をぐびりと飲んだ。それから、ストローでガスマスクの下に麦茶を送り込んでいる理事長を見て、

「そうだ、俺おれはお前に言っておきたいことがあった」

「なんだい？」

「勝ち逃げしやがって、ってことだよ。最後の順位争いは、お前が二位で俺が三位……ずいぶん恨うらんだぜ、あんときは」

「それは──すまないね」

　春はる亮あきは思い出す。去年のクリスマス……ココロ・ペンタンジェリが引き起こした事件。それを解決する過程において、自分達は理事長達の過去を知ったのだった。

　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズにいたこと。彼の愛する呪のろわれた槍やり、《騎士トリ道へーズの大ン・ピ逆者アサー》の破は壊かい──そして彼の出しゆつ奔ぽん。それ以来、理事長はガスマスクを被かぶり、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズであった証あかしの刺いれ青ずみを隠して生きている。愛する槍を蘇よみがえらせる方法を探し続けている──

　一気に暗くなった空気をどうにかしようと思ってか、お茶うけの煎せん餅べいをこれみよがしにバリバリ嚙かみ砕くだきながら、フィアが言った。

「ライバルのようなもの、だったということか。お前ら同士で戦ったこともあるのか？」

「おうよ。正直に言うが、たいていは俺のほうが竜ブレ階イズは下だったぜ。今はすっかりポンコツになっちまったみたいだが、昔のコイツは凄すごかった」

「ほう。今はただのヘンタイ仮面なのにか」

「今はただのヘンタイ仮面なのに、だ」

「君達ね……」

　理事長が呆あきれたように軽く首を横に振る。それから、

「まあ──僕の下にいることが多かったといっても、それは君がまだ自分の力にふさわしい武器を手に入れていなかったからだろう。見るたびに得え物ものが違ってた。それじゃ仕方ないよ」

「そのころはそうだな」

「だけど……今は、違うようだ」

　理事長はテーブルの上で手を組み、そこに顎あごを乗せて向かいのソファーを眺める。

「んっふっふ……」

　よじよじ、とペンドラゴンの上を移動し、肩車状態になる少女。ぴょこりと背筋を伸ばし、

「そう！　よく気付いたし！　このあたしこそが、こいつの絶対的な守しゆ護ご者しや──」

「ああ、紹介が遅れたな。こいつはリコだ。お前がいなくなった後で俺のものにした」

「ちょっと、カッコイイ名乗りくらいあげさせろよー！　ていうか、俺のもの、とかはっきり言われると、その、ストレートすぎて、恥ずかしいし」

　古臭く指先同士を擦こすり合わせてもじもじするリコ。春亮としても薄うす々うす想像はしていた。

「やっぱりそうなのか。そいつ、人間じゃ……」

　こちらの言葉に、ペンドラゴンはにやりと頷うなずいた。

「そういうことだ。どんなモノなのかは……ま、やり合うつもりがないんならまだ言わないほうがいいかもな。聞くとやり合いたくなっちまうかもしれないぜ？」

「あほーめ、私達はお前らとは違うのだ。別にどうでもいいわい。で──そこの、起きておるのか寝ておるのかわからん奴やつも同じなのか」

「正解／不正解。私は貴女あなたとは同じ／異なるものでございます」

「はぁ？」

　無表情のグランオーリが、ソファーに身を沈めたままよくわからないことを言う（ちゃんと起きていたらしい）。それにフィアがきょとんと首を傾かしげた。

「ああ、こいつの言うことはいちいちややこしいからあまり気にするな。フィーリングでいいぞ、フィーリングで。ぶっちゃけこいつもお仲間だ」

「ふん……なるほど。では、リジチョーに得物の差で負けておったお前は、こいつらを手に入れてレベルアップ。それで晴れて一番になった……ということか」

「さてどうだろう。正せい確かくには、彼が第一位となる前に手に入れたのは、そこの──リコくん？　だけだと思うよ」

　ガスマスクの奥。吐息のようなものが一つ挟まれて、

「彼女は──グランオーリは、先代の第一位と共にいたものだからね」

　その言葉で、僅わずかに、空間の緊きん張ちよう感かんが高まった。それは春はる亮あき達が発するものではない。過去を知る者達の、空気。それを刺し激げきしないように注意しつつ、そっとこのはが口を開く。

「順位制である以上、トップは移り変わる……考えてみれば当然ですね。つまり理事長は、この彼女とは昔から面めん識しきがあると」

「そうだね。でも、仲が良かったのは、僕というよりは──」

「──リズとは、偶然的／必然的に気が合いました。それだけでございます」

　やはり前を見ているのか見ていないのかわからない薄うす目めのまま、グランオーリはぽつりと呟つぶやいた。リズ。《騎士トリ道へーズの大ン・ピ逆者アサー》。理事長の愛した存在。

「ふむ。結局のところ、お前は前のボスを倒して、こいつの所有権を奪ったというわけか」

「ああ……倒した、か。正確に言おう。さすがに手加減できる余裕はなかった──殺した」

「そうか。そうだろうね……」

　理事長はソファーに体重を預け、軽く天てん井じようを見上げるようにした。独ひとり言ごとのように、

「前の第一位、師団長は──ロンとだけ名乗っていた老人だった。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズという組そ織しきを設立したのも彼だ。名前の通り、中ちゆう国ごく系けいの人物だったのだろう。拳けん法ぽうのような体術を得意として、誰だれにも真ま似ねのできない強さを持っていた。それから──」

「本人の呼び名からもわかるが、名前に対するこだわりがゼロ。それは外せない特徴だぜ。拾った赤ん坊に用意したのは名前だけ。だから大人おとなになってから恰かつ好こういいの探す羽は目めになった」

「それって……」

　春亮は途と中ちゆうで言葉を飲み込む。探してつけた名前。ペンドラゴン。彼も──夕ゆ銘めと同じ立場だったのだろうか。つまり彼は、自分の育ての親を──

「そういや、ちょこちょこ何か教わってたよな、姉のほうは。虚きよ晦かい剣けんは稀まれな素質が必要だ、とか言って、あのじーさんにしては珍しく。モノにしたか？」

「いや。ダルうてな……」

　実のところ。彼の『殺した』という台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かんに、銃音がのんは微かすかに瞳ひとみを揺らしていた。その適当な返答を契けい機きにゆるゆると取り戻されていく、全身の怠たい惰ださ。いや、それは怠惰以上の、投げやりな虚無感と言ってもいいものかもしれなかった。

　肘ひじをついていた腕を変えて、寝返りのように、ごろりと逆方向を向く。呟つぶやき。

「……そっか。死んだか。そやろな……」

　彼女らの、彼らの、過去。自分達が知らないだけで、そこには確たしかな重みがあった。繫つながりがあった。しがらみがあった。

　理事長が息を吐き、

「いつかはそうなると思っていたよ。だが正直……信じられない。君の力がどうこうではなく、僕の知るロンはそれほど圧倒的だった」

「理由は二つある。まず一つは──」

「あたしだ！　このリコ様が、この弱っちいこいつに協力してやったおかげだし！」

「まあその通りだな。よしよし、と」

「ほ、ほわおぅ……す、素直だし。い、いつもそうするといいし、マジで」

　ぴょこんと肩から顔を飛び出させたリコの頭に手を回し、ペンドラゴンはその髪を撫なでながら頰ほお同士をそっと擦こすりあわせた。顔を真まっ赤かにしてリコはもじもじする。

「そして二つ目は……お前が言った通りだ。いつかはそうなる。そのいつかがそのときだったということさ。お前が知るロンならば俺おれが勝てないのも当然だっただろう。だが、いつまでもお前の知っているロンのままではなかった──そういうことだ」

　合が点てんがいった、というように理事長は小さく頷うなずく。

「つまりは……老い、か」

「有あり体ていに言ってしまえばな。少なくとも、俺はそう思っている。あれだけの圧倒的な力を持っていた人間でも、老いる。衰えない人間はいない……」

　静かな声で、ペンドラゴンは呟いた。しかしその手の動きが止まったことを不満に思ってか、リコがびょいーんと彼の肩の上に立ち上がり、

「しかーし！　このあたし達がいれば、そんなことは関係ないほどマクシミリアンは無敵なのだし！　本当は必要ないけど、グランオーリまでもがこっちに来たんだぜ！　前に最強だった奴やつのパワーまで吸収した最強のあたし達、マジ最強だし！」

　氷の音を立てながら、フィアがグラスを床に置く。じろりとペンドラゴン達を見やって、

「はん。強さ、強さ、強さ……いろいろ話したが、結局、お前らも強さという概念に取とり憑つかれているのは変わらんようだ。やはり信用ならん。何か企たくらんでおるのではなかろうな？」

「別に何も。さっきも言ったろ、今はお前達とやりあう気はない」

　彼はちらりと視し線せんを上に向けた。吹き抜けの廊下──そこから顔を出して下の様よう子すを窺うかがっていた千ち早はやが慌てたように首を引っ込める。ペンドラゴンは唇を曲げながら顔を戻し、

「夕ゆ銘めを送り込んだことが証拠にはならないか？　その目的は知っているだろう」

「《托プラン卵・ネス計トパラ画シタード》──とかいったか。よくわからん部分もあるが……私の強さを、盗もうとか。そういう計画だったな」

「そうだ。ニルシャーキに計画を利用されたせいで台無しになったがな。その計画そのものには、お前達と戦おうとかそういう流れは一切含まれていなかった。ただ、傍そばにいさせるだけだ。お前に憧あこがれ、だからこそ、その憧れで強くなれる可能性を持った人間を」

「……」

「第一位になって、その立場から見ることで初めてわかることもあるのさ。強さが欲しいからといって、単に誰だれかに戦いを挑むだけでは仕方がない。それだけでは得られない強さもある……とか、な」

　ソファーの背もたれに肘ひじをつき、ペンドラゴンは静かな表情でフィアを見ていた。フィアは唇を引き結び、彼の本心を見通そうとするかのようにそれを真っ向から受け止める。

　黒くろ絵えと錐きり霞かが小さく呟つぶやくのが聞こえた。

「ふーむ。さすがリーダー、下したっ端ぱとは少々違う余裕っぷり……ってとこかしらん」

「確たしかに、余裕があるのは長の資質かもしれないが。問題はその余裕の奥に何を隠しているかだ。馬ば鹿かげた研究組そ織しきの長のような、最低で最悪の欲望ではないことを祈る」

　春はる亮あきの感想も同じようなものだった。彼は今までの竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズとは多少、物事の考え方が違うようだ。そこはどうやら確からしい。問題は──信じることができるかどうか。

　信じたい。面めん倒どう事ごとはごめんだ。彼はこちらに興きよう味みはなく、戦いをしかける気はない。ここにはただ理事長と旧交を温めに来ただけ。徹てつ頭とう徹てつ尾び、そうであってほしい。

　このまま何も問題が起こらなければ、いいのだが──

　しかし勿もち論ろん、そんな春亮の思いは叶かなわぬ願ねがいでしかなく。

　ペンドラゴン達と関係があるのかどうかはわからないまでも、とにかく解決せねばならない問題であることだけは確かな──

　普通の大事件が、次の瞬しゆん間かん、起こってしまったのだった。

「……む？　何やら外が騒さわがしいぞ」

「何かあったのでしょうか」

　フィアがぴくりと銀ぎん髪ぱつを震ふるわせて言うと、漸音ぜのんがリビングを横断し、砂浜に面する大きなガラス戸を開いた。別荘らしく、そこからはそのまま砂浜に降りていける造りになっている──つまりは、他ほかの海水浴客がいる空間と地続きになっている。

　だから、風に乗って、ざわめく海水浴客達の声が。

　とても看過できない不ふ穏おんな言葉が──届いてきたのだった。

　通とおり魔まが出た、と。
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「タイミングがよすぎるだろう……！　お前達の仕業か！」

「いやいや、知らねーっての」

　などとフィアとペンドラゴンが話しているのを聞きながらも、とりあえず砂浜に向かって走る。銃音がのん、白しら穂ほとサヴェレンティ、そして千ち早はや達は別荘に留守番として残ったが、理事長や今まで静かだった崩ほ夏なつはついてきた。

　騒さわぎの発生源はほどなくして見つかった。砂浜の近くにあるキャンプ用の広場に続く、車の轍わだちで作られたような未み舗ほ装そう路ろに人だかりができている。野や次じ馬うま達を搔かきわけてさらに近寄ってみると、

「おっと──すみませんが、わたしは遠えん慮りよさせてもらいます。虎こ徹てつ、あなたも来なさい」

「……は」

　このはと虎徹はその輪わの中に入るのを諦あきらめ、そっぽを向いて一度離り脱だつした。つまりは──そこに見えたのは海パン姿の一人ひとりの男、そして剝むき出だしの地面に飛び散る赤せき褐かつ色しよくの染み。

　被害者の傍そばでライフセーバーがおろおろしていたので、救急箱を持った漸音ぜのんと黒くろ絵えが歩み寄って治ち療りようを申し出る。スク水の黒絵はともかく、泰たい然ぜん自じ若じやくとした漸音にはぱっと見でわかる安心感があった。ライフセーバーはこくこくと頷うなずいて申し出を受け入れ、二人ふたりは別荘から持ってきた薬くすり箱ばこから包帯やら何やらを取り出して怪け我が人にんの治療に入った。勿もち論ろん黒絵はこっそりと包帯の下に自分の髪を潜ひそませていた。

「腕の傷か……出血は派は手でだが、命に別状はなさそうだ。馬ば鹿かげた状況ではあるが」

「それなら、いいけど。いったい何が……」

　被害者本人に話を聞けるような状況でもないので、春はる亮あき達は一いつ旦たん、彼を囲む輪わの中から出た。待っていたこのはと虎徹に、どうやら命に別状はないらしいと伝えておく。

　腕組みをしたフィアが、じろりと横目で容疑者達を睨にらんで言った。

「もう一度言うが、タイミングがよすぎる。何かの企たくらみではあるまいな」

「俺おれももう一度言うが、知らねーっての。誤解されても面めん倒どう臭くさいから、とりあえず俺がこっちいる間は竜ふ島ねから降りるなっつっといたんだが……まあ一応確かく認にんしとくか。リコ、携帯」

「自分で取れよぅ」

　などと言いつつも、依然としてその腕にしがみついているリコがもぞもぞ手を伸ばして彼のズボンのポケットから携帯を取り出した。ペンドラゴンは沖に停泊している船団にちらりと目を向けつつ、受け取ったそれを操そう作さして耳に当てる。

「テレーズか？　お前ならある程度団員の動きは把握してるだろ。一つ聞くが、俺おれがこっち来てから勝手に動いた奴やつはいるか」

「……」

　何らかの返答。「ふむ。まあそうだよな」と呟つぶやき、簡かん単たんにペンドラゴンは通話を切った。

「師団長に刃向かうのは自由だ、ってことにしている。ただし、それは勿論──それなりの覚悟があれば、という条件つきだぜ。ニルシャーキが俺と戦うためにやったみたいにな」

　にやりと不敵に笑って、

「だから、むしろ俺としては刃向かうのを期待してる部分もあるんだが、残念ながら今回は違うようだ。勝手に動いた部下はいない」

　それを聞き、理事長がふっと肩の力を抜くような仕し草ぐさを見せて言った。

「では、この通とおり魔まは絶対に君達の仕業ではないと？」

「実を言えば、前からこの国に上陸してる団員が何人かいないわけじゃねえけどよ。今この地域にいそうなのは一組だけで、そいつらには通り魔なんてする理由がない。あれの呪のろいは閉じ込めて精気を補充することだしな」

「それは──もしや、セツコ達か？」

「お前らとは面めん識しきがあるんだったか。最近伸び悩んでるみてーだが、有望株だ……とにかく、ひょっとしたら俺に挨あい拶さつでもしようかと近くにいたかもしれねえ。連絡してみっか。えーっと、穏おん天てん崎ざき、穏天崎、と……あれ、ねえぞ？　そうか、ぷに子こで登とう録ろくしたんだったけな。あいつ、チビなわりに意外と腰回りが」

「あっ！　なんか思い出しちゃだめなこと思い出してやがるし!?」

　仕舞いかけていた電話を再度取り出し、リコに頭を叩たたかれながらぽちぽちと操そう作さ。耳に当てるが、相手はすぐには出ない。数十秒ほど経たってからようやく、

「よう。俺だ。今どこにいる？」

　その言葉に対する返答を聞いて、ほう、とペンドラゴンが口を動かすのが見えた。

　それから彼は、少しだけ携帯電話を口元からずらし、こちらに視し線せんを向ける。そして、何かを面おも白しろがるように唇を曲げて──

「ビンゴだ。あいつら、その通り魔とやらを今まさに尾行してるところらしいんだが……どうする？」




　治ち療りようを続ける黒くろ絵えと漸音、そして理事長と崩ほ夏なつを被害者のところに残し、春はる亮あき達は走っていた。理事長が残ったのは、ライフセーバーの呼んだ救急車が到着すれば騒さわぎはさらに大きくなるだろうし、場合によっては公権力に何か力を働かせる必要があるかもしれない、という理由だ。崩夏は……よくわからない。理事長の手伝てつだいをするという体裁を取ってはいたが、単に走りたくないというだけかもしれない。いや、それ以前に、さっきから微妙にペンドラゴン達に対しては距きよ離りを取っているような、あまり接触しないようにしているような気が──

「むっ」

　フィアの呻うめき声ごえが聞こえて顔を上げると、前方には見知った小さな人ひと影かげがあった。セーラー服にポーチ、いつものお団子頭。穏おん天てん崎ざき切せつ子こだ。

「この少し先です。お話は走りながら」

　目的地はまだのようだった。一いつ旦たんスピードを緩ゆるめたが、切子と合流してさらに足を動かす。

　今進んでいるのは、あの砂浜を上がったところ──通とおり魔まの事件現場の道路をそのまま山側に進んだ場所だ。周囲には木々が多くなり、踏ふみ締しめているアスファルトの細い道も、車が通行するための道路というよりは景色けしきを楽しむための遊歩道といった意味合いが強くなってきたように思える。やはり夏の流は行やりは山よりも海なのか、とりあえず人ひと気けはなかった。

「あの……お、お久しぶりです、師団長」

「よう、ぷに子。今日きようもぷにぷにしてるか？　暇なら後で久しぶりにぷにってやってもいいぜ」

「は、はあ……暇、なら……はい……」

　切子がぽっと顔を赤らめて俯うなずき、リコがまたキシャーと犬歯を剝むき出だしにする。

「《ぷにってやる》なんて動詞、聞いたことないし!?　何するつもりなんだよー！　エロいのか!?　やっぱりエロいことなのかー!?」

　並走するこのはが呆あきれの溜ため息いきを吐つき、

「うるさい人達ですねぇ……」

「同感だな。通り魔に近付いてるんだから、少しは静かにしてほしいんだけど」

「ハレンチ小僧達に同意だ。それから、セツコよ」

「はい？」

「ただの通り魔なら、お前達が興きよう味みを示したりはすまい。迷わず尾行を始めたということは──こちら側の関係者だとわかったからか？」

　フィアの言葉に切せつ子こはにこりと笑って、

「さすがフィアさん、ご明察です！　何やら呪のろわしい気配けはいがするー、とかフォートが言ってたからですね。ほぼ同時に悲鳴が聞こえてきたのでそっちに行ってみたら、そこには被害者の人と、武器を持った見るからに怪しそうな人がいまして。その武器であの人をヤっちゃったんだなー、ってすぐわかるレベルです。で、切子は最近ずっと武器を探してるので、とりあえずあれも試しに使わせてもらえたらなって思って追ってみたわけで──」

「頃ころ合あいを見て襲おそって奪う気でした、という意味なのだろ。まったく、相変わらずどうしようもないな……というか、お前はそんなに武器を探しておるのか」

「はい、ヨワヨワな切子がもっと強くなるにはやっぱり武器が必要だなーって。というかですね、これはフィアさん達のせいでもあるんですよぅー。前にフィアさん達に負けたときに全部持ってかれちゃって、そこからなかなか同じようなレベルの禍具ワースの補給はできなくて。いろいろ苦労してるんです……いやまあ、切せつ子こごときが簡かん単たんにいいアイテムとかゲットできるわけがないのは知ってますけど。運悪いですし。チビですし。ヨワヨワですし。寸ずん胴どう体型ですし」

　真ま面じ目めに頷うなずいたり頰ほおを膨ふくらませたり落ち込んだ顔になったり、ころころ表情を変える切子。フィアはふんと鼻を鳴らし、

「そんなの知ったことか。で、その怪しげな武器とやらはどんなものだったのだ」

「それは──ああ、切子ごときが説明するよりも実際に見ていただいたほうが早いと思いますよ。もうすぐっぽいですし」

　そのとき音もなく、一同の先頭にマント姿の女が舞まい降りてきた。切子の代わりにぎりぎりまで通とおり魔まを尾行していたのだろう、フォーティーンだ。彼女はちらりと一同を見て、

「あのカーブの向こうだ。普通に歩いている」

「よおし！　逃がさんぞ！」

　フィアが最後の加速。指し示されたカーブを、峠とうげを攻める暴ぼう走そう車しやのような勢いで曲がった。

　右手にはコンクリートで補強された斜面、左手側には頼りないガードレール。その先は木々が生はえた下りの斜面になっている。そちら側はある程度視界が開けており、緑の頭越しにきらきら光る海の姿が見えていた。

　そんな人ひと気けのない道の真ん中を歩いていたものが──ゆっくりと、振り返る。春はる亮あきは息を整ととのえながら、ごくりと唾つばを飲み込んで、

「あいつが……！」

「通り魔か。はん、確たしかに怪あやしい姿をしておる」

　フィアの言う通り、見るだけで怪しいポイントが二つあった。一つは、その人物が長い槍やりを持っていること。特に派は手でな装飾や作りはしていない。ただの真まっ直すぐな柄と鋭するどい先端があるだけの槍だ。それを持っている人物の性別は、おそらく、少女──だろう。断言できないのは、その顔にバイザーのような兜かぶとらしきものが装着されているからだった。見えるのは頰ほおと口元だけ──言うまでもなく、それが二つめの怪しいポイント。

　それ以外は動きやすい恰かつ好こうをしている。しかし普通の服装ではなく、やはり《戦せん闘とう》を意い識しきした装しよう束ぞくのようなものに思えた。どこかしら鎧よろいのような印象も受ける。軽けい甲かつ冑ちゆうと布の衣服の中間にあるような衣装だ。

　彼女はバイザーをこちらに向け、微かすかに息を吐いたようだった。

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブか……いささか見つかるのが早いが。元より時間の問題ではあった」

「私の名前まで知っておるとはな。やはり関係者か」

　フィアが顔を顰しかめて呟つぶやき、このはが眉まゆを寄せて叫ぶ。

「なぜ通り魔のようなことをしたのです！　答えなさい！」

「答える必要は──ない」

「どうせ何かの呪のろいに関かかわることだろう。馬ば鹿かげている。それから、先に確かく認にんしておくが──」

　言いながら、ちらりと錐きり霞かは視し線せんを後方に向けた。さすがというべきか、息一つ切らしていないペンドラゴンがリコの乗った肩を竦すくめ、

「一応言っとくが、見覚えなしだぜ。うちの団員じゃねえ……よなぁ？」

「はい。切せつ子こもあんな人は知らないのです」

「同意する、の一言で片付けられる」

　ペンドラゴンがひょいと切子達にも話を振るが、二人ふたりはあっさりと頷うなずいた。「拙せつ者しやにも見覚えはないぞ」と虎こ徹てつもその正しさを裏付けしてくれる。となると、

「あのヨロイっぽい服が私は気になるな。ヨロイと言えば騎き士しだろう。お前、騎き士し領りようか？」

　見たままの短絡的なフィアの問いかけだったが、意外にもあっさりと相手は認めた。

「そうだ。自分は、この世から呪のろわれた道具を一掃する使命を持つ者」

「大きく出ましたね。騎士らしく名前くらい名乗ってほしいものですが」

「呪わしい貴様達に名を呼ばれるなど、吐き気と怖おぞ気けが止まらぬ不快よ。だが、騎士の礼は見せねばならない──スレイブとでも呼ぶがいい」

　フィアがまた鼻を鳴らし、

「奴スレ隷イブ、か。騎士の割にずいぶん卑ひ下げした名前だな」

「……好きに思っておけ。間違ってはいない」
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　バイザーのように目を覆おおった兜のため、表情はわからない。見えているのは頰ほおと口元だけだ。そこから見る限り、この状況でも相手は落ち着いているように思える。先程、名を呼ばれるのが不快だとか言っていたときは、言葉通りに嫌いやそうに口元を歪ゆがめていたが。

　その兜かぶとが微妙に動き、彼女の視し線せんの向く先が変わったことがわかる。何かを確たしかめるような間があって、

「そこの貴様──やはり、マクシミリアン・ペンドラゴンか……」

「はっはー、俺おれ達はとりあえず見物させてもらうぜ。何か手を出すつもりはねえよ」

　スレイブの呟つぶやきとほぼ同時にペンドラゴンはそう言い、両手をポケットに突っ込んですっと後ろに下がった。その身体からだにしがみついているリコとグランオーリも無む論ろん一いつ緒しよだ。

「ふん。どこまで信用していいものやら……キリカ、とりあえず春はる亮あきを頼む。油断するな」

「わかった」

「お前も無む茶ちやするなよ、フィア！」

　こちらの言葉には答えず、相手の槍やりを油断なく見つめながら、フィアがパーカーのポケットからルービックキューブを取り出して一歩を踏み出した。

「さて、スレイブとやら。さっきの話に戻ろう。もう一度聞くぞ。なぜ人を傷つけた？」

「災さい禍かを撒まき散らす禍具ワースは言葉すらも臭くさい。会話という行為が不快だ。もう一度だけ答える──答える気はない、と」

　ヒクリ、とフィアが頰を引ひき攣つらせるのが見えた。そして、

「聞くまでもなかったな、どうせロクな理由ではあるまい。これ以上おかしなことをされてはたまらん、拘こう束そくさせてもらおう！　あと誰だれの口が臭いのだ呪のろうぞー！」

「そんなことは言ってなかった気がしますけどね！」

　フィアとこのはが、逃がすものかとばかりに突進して間合いを詰める。

「……仕方があるまい……」

　そう呟いたスレイブは、手にしていた槍を──構えると思いきや、逆に素早すばやくそれを背中に回して固定。代わりに彼女は腰に差していた鞘さやから剣を引き抜いた。

　長さはそれなりにあったが、華きや奢しやで細い剣だった。西せい洋ようの細レイ剣ピアというものだろう。主に突くことを目的として作られた剣。軽く、使いやすそうではあったが──

「は、そんなもので受けきれるものか！　二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈》"A hatchet of lingchi"！」

　フィアが長大な鉈なたを大上段に振り下ろす。質量も体たい積せきも、その二つの得え物ものの存在感は比べ物にならない。結果は火を見るより明らかだと思えたが──

「なにっ!?」

　止まった。かつりと小さな音を立てただけで、スレイブの細レイ剣ピアがフィアの処刑鉈を受け止めたのだ。傍そばから見ていた春亮ですらも不自然さを感じるような、フィアのモーションから予想していた激げき突とつの衝しよう撃げきが、丸ごとどこかに飲み込まれてしまったかのような軽さ──

「この──っ！」

　気を取り直したフィアがさらに横よこ薙なぎの鉈なた。だがスレイブは素早すばやく身を捻ひねり、それにも剣先を下に向けた細レイ剣ピアを打ち合わせる。そしてまた止まる。フィアが舌打ちした瞬しゆん間かん、スレイブがその剣先を離はなして後退。このはが繰くり出す連続手しゆ刀とうを、やはり不自然な軽さで受け止めていく。

「く……どういう受け方ですか!?　気持ち悪い手て応ごたえですね……！」

「気持ち悪い？　お前達そのものがそうであるのに、今更何を……ふっ、ん……」

　何やら吐息のようなものがたまにスレイブの口から聞こえ始めたが、目元を隠す兜かぶとのせいでやはり表情はわからない。二人ふたりの攻こう撃げきを、スレイブはその細く頼りない剣一本で受け続ける。

「さては……これも、呪のろわれた剣か!?」

「ええ。これだけやっても折れないのは異常としか言えません。手応えも妙ですし」

「口を閉じろ禍具ワース。耳が腐る」

　かくん。かつり。つるり。致命の武器が打ち合わされているとは思えない、気の抜けた音。不自然に受け止められる攻撃。やりにくそうにしながらも、フィア達は止まらない。

「はん、久しぶりに騎き士し領りようらしい騎士と会ったような気がするな！　一つ聞くが、お前はあの女──リリィハウルと関係があるのか!?　あいつを追ってきたとかではないのか！」

「知らん。奴やつは今や、ただの離り反はん者しやだ」

「ただの、ときたか。あいつは──死んだぞ。ニルシャーキと相打ちになって、殺された仲間の仇かたきを取ってな！」

「それは知っている。だが私とは関係がない」

　リリィハウル関係ではないのか、と春はる亮あきは少し意外に思う。騎士領の騎士とくれば、てっきり彼女が何らかの要因になっていると思ったが。それではなぜ、あのスレイブはここにいる？

　春亮がそう考えていたとき、誰だれかが身体からだの脇わきを擦すり抜けた。我慢しきれなくなった誰かが。

「どけ」

「のわっ」

　フィアを押おし退のけ、体重を乗せた虎こ爪そうで虎こ徹てつがスレイブに襲おそいかかる。直ちよく線せん的てきな威力重視の攻撃。しかしそれも彼女の細レイ剣ピアを凌りよう駕がするには至らない。一いつ旦たん飛び離れて舌打ちしてから、

「──村むら正まささま。加勢いたします」

「いいですけど、手加減は忘れないように」

　フィア達三人の波状攻撃。スレイブは後退し続け、同時に攻撃を食らわないようにしながらその全すべてを軽妙な剣けん捌さばきで受け止めていく──一回も攻撃に転じることなく。何を企たくらんでいるのか、とフィア達も徐々に慎重になってきているようだった。

　一方、スレイブが漏らすおかしな呼こ気きの頻ひん度どは増すばかりで、

「ん……う・くっ、は、あっ……」

「苦しいんですか？　だったら降参してもいいですよ！」

「っ──失笑が漏れる台詞せりふだ。っ、はぁ、んっ……」

　しかし、見た目からはスレイブにはいかなる異常も起こっているようには感じられない。バイザーのような兜かぶとで顔が見えないせいか、あくまでも冷静にフィア達の攻こう撃げきを捌さばいているように見えた。おかしなただ呼気が交じっているだけだ。

「っ、は──箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは、くだらぬ……」

「なにおう!?」

「……長なが曽そ祢ね虎こ徹てつは、半はん端ぱだ。村むら正まさが、一番、マシではある……っ、ん」

「守ってばかりで手も足も出ない負け惜しみか!?　このまま耐えて逃げきるつもりなのだろうが、そうはいくか。諦あきらめて──」

「ふ、ん。っ、あ、あ、く、あ、は……あ──あああっ──！」

　嘲あざけるように鼻を鳴らした直後、不意に吐息のリズムが速まる。そして、何かの頂点を迎えたか、一際大きな掠かすれ声ごえ──時ここに至り、ようやく彼女の身体からだにも反応が現れた。びくんと震ふるえる肩。小さく開かれた口から涎よだれが零こぼれる。きゅっと寄せられる内うち股もも。

「く、あ……この、程度で、いいだろう……」

　自らの身体の反応に動揺した様よう子すもなく、むしろそれを予期していたかのように、彼女は地面を蹴けって大きく飛とび離はなれた。だがフィア達を振りきれるような距きよ離りは稼かせげない。三人はしつこく間合いを詰めようとする。そのとき、初めてスレイブが受け以外の構えを見せた。

　手にしていた細レイ剣ピアを、すっと振りかぶって。

　相手はまだ、その剣にはかすりもしない間合いにいるのに──振り下ろす。

　何をしているのか、と春はる亮あきが怪け訝げんに思ったのはその瞬しゆん間かんだけ。

　刃やいばが届く距離でなくとも、ただの素す振ぶりのようにしか見えなくとも。

　それは、間違いなく──攻撃だったのだ。

「な、にぃぃっ!?」「くっ！」「村正さま！」

　細レイ剣ピアでの受け流しと、不自然さは同じだった。《予想される当然の結果》を裏切る光景。

　繰くり出されたのは、可視化された斬ざん撃げきの塊のようなもの。切れ味を持った空間の歪ゆがみのようなもの。細い剣身から放たれたとは思えないほどに、巨大で強大な規模だった。大口径の砲弾のような、暴ぼう走そうする列車のような、強大な圧迫感を持ってそれはフィア達に迫る。

　本能的なものか、彼女達は咄とつ嗟さに身を寄せ合い、同時にその剣圧に全力での攻撃を繰り出していた。処しよ刑けい鉈なた。手しゆ刀とう。虎こ爪そう。だがその三つを以もつてしても相そう殺さいしきれず、三人の身体がそれぞれ別方向に弾はじけ飛ぶ。

（って、待て、こっちにまで……!?）

　巨大で圧倒的な形ある剣圧は、彼女達を弾き飛ばしてもその勢いを失わない。地面のアスファルトをがりがりと抉えぐりながら、道みち端ばたの木々を余波だけでへし折りながら、止まらず一いつ直ちよく線せんに進んでくる──

「……リコ」

「しょーがないなあ。あちょー！」

　そのとき春はる亮あきが見たのは、すっと前に進み出たペンドラゴンが腕を伸ばす姿。そこに依然として摑つかまったままのリコが、拳こぶしの先にひょいと頭を出し、冗じよう談だんのような動作でチョップ。それだけで──ばきん、と空間の捻ねじれるような異音が響ひびいて。斬撃の塊の進路がずれた。春亮達の脇わきを通り過ぎ、後方のガードレールを吹き飛ばし、海を望む空中に消えていく──

「あっ、意外と痛いし！　くそー、なんであたしがこんなこと……」

　掌てのひらをふるふると振りながら顔を顰しかめるリコ。ペンドラゴンが別の手でその頭を撫なでていた。

「まあまあ、乗りかかった船って奴やつだろ。いい仕事したぜ、リコ」

「も、もっと褒ほめるといいし。嬉うれしくなんてないけど、その、お前の気分を無む駄だにしないためのあたしの思いやりだし！　だから、えと、もーちょっと強めにグリグリしても許すぞ？」

　騒さわがしい彼らはともあれ、転がるように着地したフィア達がはっとこちらを見やってくる。

「春亮、キリカ！　無事か！」

「ああ、こっちは……あ」

　ふと気付く。身体からだが勝手に、隣となりにいた錐きり霞かの肩を抱え込んでいた。彼女の体温。髪の匂におい。

「っ……」

　だが、気付いた瞬しゆん間かん、春亮の身体は錐霞の手でそっと押おし退のけられる。錐霞自身がその自分の手の動きにはっとしたように瞳ひとみを揺らす。彼女にとっても無む意い識しきの動きだったのか。

　微妙な拒絶の気配けはいに、春亮は言葉を忘れて。数瞬の間、ただ彼女と見つめあっているしかなかった。思い出すのは、こうなる前のこと。ペンドラゴン達が来る前のこと。パラソルの下での失言。彼女の気持ち。自分がしなくてはならないこと──

　先に、錐霞が目を逸そらした。その理由を誤ご魔ま化かすように、彼女は顔を前に向ける。

　一いつ直ちよく線せんに削り取られ、暴ぼう力りよく的てきに捲めくれ上がったアスファルトの地面を眺めながら、ペンドラゴンが呟つぶやいていた。新しい玩具おもちやを見つけた子供のように、楽しそうに、興きよう味み深ぶかそうに。

「はっはー、威力はなかなかだ。だが、これを最初からやらなかったのはなんでだろうな。よほどの精神集中か、何かの溜ためが必要なのか……ふむ」

　一方フィア達は、顔を顰めてその亀き裂れつの発生源を睨にらんでいた。

　完全に体勢を崩されて──それでも追つい撃げきがなかった理由としては、至極当然なことに。

　既に、そこには誰だれの姿もなかった。
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　夜を迎えた。いろいろあった一日も終わろうとしている。

　春亮達は夜や知ち家けに戻り、思い思いに時間を過ごしていた。夕食を済ませ、その後片付けも終えた春はる亮あきは、自室に向かいながら今日きよう一日のことを思い出す。

　治ち療りようをしていた黒くろ絵え達から聞いたところによると、通とおり魔まの被害に遭あったあの人は無事に救急車で運ばれ、命に別状はないらしい。不幸中の幸いだ。

　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズは、結局最後まで妙な動きをすることはなかった。理事長と再会し、とりあえずの用は済んでいる。これからの予定的には「せっかくだからこの国にいる他ほかの団員を回収しておく」ということらしい。つまりしばらくはあの海で待たい機きしていると言っていた。目立たないよう沖に行ったとしても不ふ審しん船せん扱いされるのではと思うが、竜りゆう島とうは基本的に世界中の海をうろうろしているという話だ。きっと政治的な取引か何かもお手の物なのだろう。

　そうしてこの国の人員を回収した後は──わからない。

「ニルシャーキが死んだから二位が空いてるんだよな。だが三位が普通に上がるんじゃつまんねえ。トーナメント大会でも開催してみっかなぁ……」

　とかペンドラゴンは子供のような顔で別れ際に呟つぶやいていたが、

「知ったことか。何にしても、私達とは関係のないところでやるのだぞ」

　というフィアの反応が全すべてだ。気にはなるが、今のところペンドラゴン自身は何もしていないのでどうにもできない、というのがひとまずの結けつ論ろんだった。

（やれやれ。このまま何事もなく済めばいいけどな……）

　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長と聞いたときにはびっくりしたが、とりあえず戦うようなことがなくて本当にほっとした。できればこのまま永遠に平へい穏おんな時間が維持されればいいと思う。逃げたスレイブの行方ゆくえが未いまだ杳ようとして知れないのが、多少不安ではあるが……

　嘆息を一つ。

　そうしてがらりと自分の部へ屋やの襖ふすまを開けたとき、春亮はテーブルの上に見覚えのないものが乗っているのに気付いた。リボンが巻かれた、弁当箱ぐらいのサイズの箱だ。近寄ってみると──その箱が小さな紙を押さえているのがわかる。そこに書かれている文字は、『ハッピーバースデイ！　いろいろ考えたけど、やっぱり誕たん生じよう日びプレゼントは渡しておくことにしました。使い方は自由です。春亮の好きなように。でも、もし使い方に迷ったら相そう談だんしてください。お父とうさんより』──

　一気に肩から力が抜けた。誕生日プレゼント？　使い方は自由？　まさか現金でも入っているんじゃないだろうか。ないとは言いきれない。あのクソ親おや父じのことだ。

　文字はさらに続いていた。『ＰＳ・ちょっとやることができたのでしばらく留守にします。今回はすぐ帰ってくるつもり。ごめんね！』……

　は、と失笑が漏れた。またか。引っかき回すだけ引っかき回して、また自分の都合で、何も言わずに姿を晦くらます。無責任にも程がある。そう言えば、女の姿になっている理由も、ペンドラゴンやスレイブのごたごたのせいで有う耶や無む耶やになってしまった。説明を聞いていない。きっと丁度いいから誤ご魔ま化かしてしまえと思っていたのだろう。最悪だ。約束していたのに。どこにでも行ってしまえばいい。そうだ、いっそ、帰ってこなければ──

「春はる亮あき？　その……うーん、えっと……」

「フィアか。どうしたんだ、何か用か？」

　振り向くと、フィアが部へ屋やの入り口でもじもじしていた。声をかけると、意を決したように一歩、部屋の中に入ってくるが……そこでもまた、挙きよ動どう不ふ審しんにもじもじ。手をずっと腰の後ろに回しているので、何かを後ろ手に持っているのかもしれない。

「いや、その、えっと……用、というか……やはり今日きよう中じゆうがいいよなあと思いつつも、今日はいろいろあったからまた落ち着いてからのほうが印象がいいような気がしたり、とか、まあとりあえず来てみたのだが、やはり迷いが、だな」

「何言ってんのかわからん」

「お、お前は何をしておったのだ？　今はアレだ、暇で暇でたまらなかったりするのか？　それとも今日はいろいろあって疲れたからもう何もしたくないという感じか？」

　フィアがにかりと不自然な笑えみで聞いてくる。何をしてたのか、と言われれば──

　春亮はちらりと机の上の箱を見て、顔を顰しかめた。説明するという約束を破って、またどこかに行ってしまったクソ親おや父じからの、現金の可能性すらもあるどうでもいいプレゼント。開けるのも気が進まなかったし、正直見るのも嫌いやだった。

　だから、それを手の甲でずずいと机の隅に押おし退のけつつ、

「あのクソ親父のおかげで、また疲労感が増したとこだよ。まったく、何がプレゼントだ。本人はまたどっか行ったみたいだしな。それはむしろいいけど」

「その箱は、もしや、ホナツからの──？　む、むむぅ。そうか。そうだな。やはり、タイミングが、今は多少──」

「タイミングって？」

「い、いやいや何でもない！　何でもないぞぉー。ホナツが飯の後から姿が見えなくなって気になっておったがタイミングよくその謎なぞが解けたぞ、みたいな！」

　こちらに背中を見せないまま、ずずり、とフィアは後じさり。やはり手は後ろに隠したままだ。はて、と春亮が首を傾かしげたとき、

「どすこいどすこーい」

「うひょうっ!?」

　部屋から出て行こうとしていたフィアが、ぴょんと飛び跳ねる。そのお尻しりに相撲すもうの突っ張りをかましながら現れたのは黒くろ絵えだ。部屋の中に押し戻されたフィアが抗こう議ぎの目を向けるが、黒絵はいつものぼんやり眼まなこで、

「やっぱりこれは当日に渡してこそ。日付が変わると微妙にテンションが落ちるしね〜。というわけで、ふぃっちーの後押しのためにうちがまず渡します。はいハル、誕たん生じよう日びおめでとお。ちなみにクーリングオフはききません」

「お、おう。ありがと、う……？」

　後ろ手ならぬ後ろ髪で保持されていた何かが、はい、と手渡される。とりあえず受け取ってはみたが。

　一抱えできるほどの大きさをした、柔らかい布と綿で作られた、ぬいぐるみのような……人形のような、何かだ。人型である。デフォルメされた長い黒髪の女の子である。ちんまりとした体たい軀くで、どこかその目はぼんやりとしていて、そう、それはまるで眼がん前ぜんにいる──

「お前じゃねーか！」

「く、クロエだー!?」

　フィアもぎょっとしたように目を瞬しばたたかせてそれを見つめる。黒くろ絵えは満足げに頷うなずいて、

「うむ、特製・黒絵ちゃんぬいぐるみです。商店街の手芸屋さんにいろいろ習って、うちが本当に自分の手で頑張ってちょこちょこ作ったんよ？　大事にしてネ」

「……いや……うん、まあいいけど……これでどうしろと……」

「使い方はあなた次第！　飾るもよし抱いて寝るもよし、とても口には出せないようなことに使うもよし！　本当のうちと思ってご自由に……って、何でひっくり返したり中身揉もんだりしちょるん？」

「いや、盗とう聴ちよう器きとか隠しカメラとかが入ってるんじゃないかと」

「残念ながら、今回は時間とお金の余裕がなかったので見送りました」

「今後もずっと見送ってくれ。というか……人形といえばこうするのが定番、みたいな理由で中にお前の髪とか入れてないよな。夜中に突然動き出したりしそうで怖いんだが」

「……」

「なぜ目を逸そらす」

　いろいろ不安ではあるが、黒絵が手間と時間をかけて手作りしてくれたものであるのは確たしかだった。彼女らしいトリッキーな贈おくり物ものではあるにしろ、迷惑だとまでは思えない。ホラーなドッキリが仕込まれていないことを心から願ねがいつつ、とりあえず本棚に置いておいた。

「で……ほら。ふぃっちー」

「う、うむ……しかし……」

　黒絵はフィアの後ろに回り込み、その背中を押すように。

「渡さないと恥ずかしい話が次々と出るよー。たとえば、このプレゼントの前の第一弾プレゼントのときの──」

「わ、わー！　わかった、わかった！　渡す！　うう……ええいっ！」

　さすがにもう、春亮にもわかっていた。さっきからずっと、フィアが後ろ手に隠していたもの。それは──黒絵と同じ、自分への誕たん生じよう日びプレゼントだ。

　目を瞑つむったフィアが、にゅっとそれを突き出してくる。反射的に仰のけ反ぞりつつ、

「おお。それは……フライパン……か？」

「フライパン、だ」

　真新しい、ぴかぴかの調ちよう理り器具だった。ポップな色合いをしていて、地味にお洒落しやれな感じがする。フィアが柄を握って突き出しているのだから当然それは剝むき出だしで、しかしなぜか、

「リボンが……ついてるな」

「ぷ、プレゼントにはリボンだろう。いや、最初は店員にプレゼントだと言ったら包装してその上にリボンをかけてくれたのだが、それはなんだか見た目がゴワゴワしててあまり可愛かわいくなかったので店員と二人ふたりでいろいろ試し行こう錯さく誤ごした結果こういうことに──な、なんだ、何か文句があるのか！」

「うふふー。可愛いねえ、ふぃっちーは。きゅんきゅんするよー」

　背伸びしてフィアの後頭部を撫なでる黒くろ絵え、勇者の剣のようにリボンつきのフライパンを突き出し、ぎろりとこちらを睨にらんでいるフィア。

　春はる亮あきはふっと笑って、フィアの手からそれを受け取った。

「──ありがと。使いやすそうだな、これ」

「そ、そうか。ならばよかった。いいか、これでお前はこれからも私のためにうまーいものを作り続けるのだぞ。そういう気持ちを込めた、そのためのアイテムだ。手抜きはいかんぞ、わかったな」

「はは、努力するよ」

「それはうちからも望む所存。ぜひクリスマスのときにうちが送った包丁も使ってじゃね……というか最初はふぃっちー、包丁をプレゼントにしようと思って買ってきちょったんよねえ。その後でうちがクリスマスプレゼントでそれ送ってたの思い出して、『カブってしまったではないか！　ばかー！　うあああどうしよう！』と顔面蒼そう白はくになったり転がって悶もだえたり半泣きでうちの背中をぽこぽこ殴ってきたり、まったくあのときのテンパったふぃっちーは可愛かわいいことこの上なし──」

「こ、こらー！　結局言ってしまっておるではないか、呪のろうぞ!?　あれはその、ちょっとした手違いで、とにかく返品が利いたからいいのだ！　危なかったが大丈夫だったのだ！」

「はは……ま、そんなに真剣になんなくても。貰もらってたのが包丁でもありがたく使ってたよ」

　軽い気持ちで言ったが、それを聞いたフィアはふっと視し線せんを落とした。僅わずかな間があって、

「……真剣にもなる」

「ん？」

「お前は……誕たん生じよう日びとか、嫌いやなのかもしれんが。あまりいい記き憶おくとかはないのかもしれんが。それでも、記念日ではあるのだろう。その意味は、きっと、大事だ」

　フィアと目が合った。真しん摯しな視線。

「こうしてプレゼントを貰ったら──そして来年また誕生日を迎えたら、きっと去年の誕生日のことを思い出すだろう。そのときのプレゼントを、そのときの記憶を。一年前の記憶が残っている日付なんてそうはない。だからきっと、お前にとってはそういうものなのだ。過去を思い出すきっかけになる日が、自分が生まれた日なんて、少しばかりロマンチックではないか」

「そう……かもな」

　それに、とフィアは少しだけ頰ほおを緩ゆるめた。

「渡す側にとっての意味もちゃんと知っておるぞ。誕たん生じよう日びプレゼントは、この世に生まれてきてくれてありがとう、とそいつに伝えるためのものだ。多た分ぶん、お前も、他ほかの奴やつらも、それがあまりにも当たり前の建前になってしまって、だから忘れている。だが私は、初めてだから忘れない。それはとても大切な新しん鮮せんさだと思う」

　フィアは視線を動かさなかった。無む垢くな子供のような、全すべてを赦ゆるす慈じ母ぼのような微笑ほほえみで、続ける。

「春はる亮あき。私は、お前がここにいてくれて、よかった。今日きようこの日に生まれてきてくれて、よかった。心から、そう思う──」

　その顔は、とても、優やさしすぎて。

　逆に、悲しいことを言うなと叱しかられているような気がした。誕生日が大切でないわけがないと。真剣になって当然の、一年に一度しかない記念日なのだと。

　だから春亮は少しだけ申し訳ない気分になりながら、笑えみを返した。

「誕生日……苦手だけど、嫌いやなわけじゃないぞ。うん。本当に……ありがとな、フィア」

「そ、そうか。ならよかった」

　では帰るぞ、と顔を赤くしたフィアが踵きびすを返す。さっきのお返しとばかりに、ニヤニヤしていた黒くろ絵えの背中をどすこいどすこいと張り手で押して出て行こうとする──そこで春亮は大事なことを思い出した。一応、言っておいたほうがいいだろう。

「あ。お前、気付いてないのかもしれないけどさ」

「ん？」

「お前の誕生日、九月にちゃんとあるからな」

　ピタ、とフィアの動きが止まった。それから人形のような動きでぐるんと首を回して、

「なぬ？」

「当たり前だろ。その、当たり前すぎて、勝手に決めて悪いとか全然思ってないからな」

「い、いつなのだ？　わ、私にそんなものが──」

「馬ば鹿かな質問するなよ。さっきのお前の理り論ろん通りだろ……お前が、一年前のことを一番覚えてる日。生まれて初めて食べたせんべいの味とか、さ」

　ふんわりと、フィアの顔に理解の色が広がっていく。

「そうか……私にも……誕生日……あったの、だな。えへへ」

「おー。よかったねえ、ふぃっちー。その日は盛大に祝わんと」

「うん！　そうだな──楽しみだ！」

　そんなふうに、フィアが満面の笑みを見せて。黒くろ絵えも微笑ほほえんでいて。

　春はる亮あきは、ひょっとしたら、来年は自分の誕たん生じよう日びもあまり苦手には感じないかもしれないな、とそんなことを思っていて──

　けれど。この今日きようという日は、そんな安あん穏のんとした時間では終わらなかった。

　そのとき聞こえてきたのは、廊下を走る騒さわがしい足音。

「大変です！」

　このはが慌てたような表情でこの部へ屋やを覗のぞき込んできた。フィアはデヘヘと蕩とろけていた顔をはっと引ひき締しめ、照れ隠しのように口を尖とがらせて、

「お、驚おどろかせるなウシチチめ、呪のろうぞ！　何が大変だというのだ！」

「通とおり魔まのことが！　テレビで！」

「ニュースになっておるのか。まあ仕方あるまい」

「理事長、大事にはならないように手を回すとは言ってたけどな。ま、さすがにニュースの一つくらいは流れても不ふ思し議ぎじゃ──」

「そうじゃなくて！」

　このははぶんぶんと首を横に振った。そして彼女が続けた言葉は、

「今日だけで、四件。つまり……あそこで逃がしてから、もう三件、別のところで通り魔が起こってたらしいんです！」

「なっ……！」

　春亮は絶句する。フィアはぎろりとこのはを見て、

「手口は同じなのか」

「ニュースはあまり詳しい手口とか言ってませんでしたけど、おそらくは。被害者は鋭えい利りなもので貫かれている、という共通点があるようです」

　フィアは強く奥歯を嚙かんだ。瞳ひとみに苛いら立だちを込め、

「やはり、あいつか。逃がさなければよかった。何のつもりだ、何のために、あいつは──」

「今は目的なんてどうでもいいでしょう。とにかく、通り魔なんて看過できません。この街に住む全すべての人々にとっての一大事です。誰だれが被害に遭うかわかりませんよ」

「ああ。止めなくちゃ、な……」

　三人、真剣な顔を見合わせたとき、その空気とは相あい反はんするような気の抜けた音が響ひびいた。玄関のチャイムだ。こんな時間に誰だれだろう、と思いながら玄関に移動してみる。

「はいはーい。今開けます……って、いんちょーさん」

「夜分遅くに……すまない」

　玄関にいたのは錐きり霞かだった。挨あい拶さつもそこそこに、持っていた紙袋を差し出してくる。

「たいしたことでは、ないんだ。そう──ただ、誕生日プレゼントを、渡していなかったから。つまらないものだ。エプロン。ポケットが多くて機き能のう的てきだから、いいと思う。私の家にあるものと色違いで……いや、深い意味はなく、だから機き能のう的てきでいい品なのがわかっているというだけだ。お前の家にあるものはだいぶくたびれていたし、それは私がしょっちゅう借りているせいでもあるし……高いものでもないから、受け取ってくれると、嬉うれしい」

「あ、ありがとう。その、それはともかく、いんちょーさん……？」

「うん……？」

　大丈夫か、と聞こうとしたのだった。

　錐きり霞かの様よう子すは、どこかおかしかった。どこがどうとは言えないが、全体的に、いつもの錐霞ではない。表情。雰囲気。声。その全すべてに精気がなく、覇は気きがなく、力がない。

　けれど──こちらの声を受けて、上向いた彼女の表情は、微笑ほほえみだった。

　心ここにあらずといった様よう子すで。

　それでも、無む理り矢や理りに形作られた──微笑み。

「どうか、したか？」

　それを見て、なぜか、言葉が出なくなった。

　何かが変なのは確たしかだ。だが、聞いていいものかどうかわからない。どうしてなのだろう。昼間の出来事のせいか。自分が答えから逃げていたせいか。いや、それだけではないような気がした。根拠はなかったが、どこか、それだけが理由ではないような──

「いや、えっと……上がってく？　お茶ぐらい──」

「遠えん慮りよしておくよ。もう夜も遅い。本当に、それを渡しに来ただけだから」

　じゃあな、と軽く言って、彼女は踵きびすを返した。そうしてあっさりと、彼女の姿は門の外に消えていく。

　何か声をかけようとしたものの、かける言葉は思い浮かばず。

　春はる亮あきは、夜の深い暗くら闇やみが彼女を飲み込むのを、黙だまって見送っているしかなかった。
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　彼女が夜や知ち家けを訪れる、その数十分前。

　錐霞は自宅のソファーに突っ伏していた。思い出すのは、フィア達がスレイブと戦っていた最中の出来事。自分を守ろうとしてくれた彼の身体からだを、押おし退のけてしまった自分──

（どうして……あんなことを……）

　そしてさらに、彼の口から出たあの台詞せりふを思い出してしまった。

　──今まで通りが、いい。

（っ……）

　彼はそれに対するフォローはしてくれた。ちゃんと考えて答えを出す、と約束してくれた。しかし──あの言葉が、ふと漏れたあの言葉が彼の心の中にあったのは、紛れもない事実だ。

　不安だけが増していく。

　自分の告白は告白にすらなっていないのではないか。自分は恋愛対象にすらなっていないかもしれない。それを実感させられてしまうのは辛つらいものがある。

　負けるのならばそれでいい。だが、戦場に立たせてもらえないのはあんまりだ。

　どうしてだ。自分が友達付き合いをずっとしていたからか。その時間が長すぎたからか。日に本ほん刀とうの彼女のように、プライベートな時間を積つみ重ねてはいないからか。それとも──

「やはり、これの……せい、か……」

　ソファーの上で仰あお向むけになり、錐きり霞かは自分の服の胸元を引っ張った。黒い革のボンデージ服、《ギメストランテの愛》。逃れられない自分の呪のろわしさが網もう膜まくに映る。

　は、と吐息が漏れた。自じ嘲ちようのような。

　考えたくはない。けれども、事実として、これはここにある。その可能性がないと考えるのは馬ば鹿かげている。少なくとも、要素の一因ではあるのかもしれない。その考えを完全に排除するほうがよっぽど不自然だ。だから。

「こんなものをつけている女は……やっぱり。告白を告白としてすら捉とらえられない、ただの厄やつ介かい事ごとでしかない、のかな──」

　震ふるえて、引ひき攣つれた、独ひとり言ごと。

　彼のことを信じているはずなのに、そんな泣き言を言っている自分自身が嫌いやになった。

　結局は、この呪われた服からは逃れられない。もはや慣なれてしまっていると言ってもいい絶望感が、久しぶりに鎌かま首くびをもたげた。この呪いはどこまでも、いつまでも、自分を縛しばる。それを受け入れて、そのうえで前に進む決意はしているが、それでも──

　目を瞑つむる。何も考えず、自分の身体からだごと力任せにこの服を引き裂けたらどんなに楽かと思う。馬鹿げている。全すべてが、馬鹿げている……

　そんなとき、横のテーブルに置いていた電話が鳴った。誰だれだろう。彼らか。もう少ししたらプレゼントを渡しに行こうと思っていた。先にそれを言っておいたほうがいいのかどうか。黙だまっていたほうがサプライズ感があっていいか。いやしかし、今は少しばかり顔が合わせにくいから、あまり大おお袈げ裟さにはしないほうが──

　というようなことをぐるぐる考えながら携帯を摑つかみ、拍子抜けした。ディスプレイに表示されているのは見覚えのない数字の羅ら列れつ。誰だろう。

「はい」

『やあ、久しぶりだね錐霞。切らないで聞いてくれると嬉うれしいけど』

　久しぶ、のあたりで反射的に電源ボタンに手が伸びていた。吐き気がする。世界で一番嫌いな男。自分にこの呪われた服を着せた男。自分の兄──闇やみ曲まがり拍ぱく明あき。

　通話を切らなかったのは、単なる指の筋肉の気まぐれでしかなかった。急いで親指を押し込むのすら今の自分には億おつ劫くうだったという、それだけの話。

　相手に聞こえるよう、不ふ機き嫌げんな嘆息を電話口に吹きかけて、

「……何の用だ」

『婉曲的ラウンダバウトなのは好みではないだろう。単刀直入に言うよ。取引がしたい』

「取引だと？　馬ば鹿かげている。いいか、私は──」

『そう言うと思った。だから先に見返りを提示しておこう。話を聞くかどうかはそれから判断すればいい』

　なぜか、ひどく優やさしく聞こえる拍ぱく明あきの声。気持ち悪い。どうかしている。馬鹿げている。そんなことを感じるとは、自分はきっと疲れているのだ。弱っているのだ。

「見返り……？」

　それはきっと、どうしようもなく正しかった。

　最悪のタイミングで、正しかった。

　だから、なのだろう。

　弱っている自分の耳に。絶望を思い出していた自分の耳に。

　その言葉は──まるで、悪あく魔まの囁ささやきのように、するりと無ぶ遠えん慮りよに飛び込んできて。

　背筋をぞくりと震ふるわせたのだった。

『錐きり霞か。お前の《ギメストランテの愛》……死なずに脱ぐ方法があるとしたら、どうする？』




　そして今、春はる亮あきにプレゼントを渡し終えた錐霞は、早足で夜道を歩いている。

　拳こぶしを固く握っていた。奥歯を強く嚙かみ締しめていた。歯が砕けてしまっても構わない。どうせすぐ治る。

　向かっている先は、自分の部へ屋やがあるマンションではない。

　人ひと気けのない駐ちゆう車しや場じようで──待ち合わせを、していた。

「我が発言・来るとは思いませんでしたという本音」

「……私自身もだ。馬鹿げていることだが」

　暗くら闇やみからその姿を現したのは、褐かつ色しよく肌はだに白衣を着た女──ン・イゾイー。あの男の手下。

　錐霞は彼女を睨にらむように見つめつつ、さらに強く拳を握り締めた。

「最後だ。これが、間違いなく、人生で最後。今回だけ、もう一回だけ──あいつの言うことを、信用してやることにした」

　断じて《信頼》ではない、と錐霞は胸中で付け加える。信用だ。信じて用いる……ただ、利用する、だけ。それだけだ。

「何にせよ、自分は指示された通りの行動を取るだけだという主張を主張します。今回の作戦の情報はどこまで既知にしていますか」

「……スレイブと呼ばれる騎き士しの居場所を、現在、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくは幸運にも把握できている。通とおり魔ま行為は、奴やつの持っている《槍やり》の呪のろいだと推測される。私がすべきは──」

　目を細め、拍ぱく明あきからの電話の内容を思い出しながら続けた。

「その《槍》を研究用として研究室長国に持ち帰ること。お前があいつと戦って注意を惹ひいている間に、《可か憐れん》で後方から盗み取る」

「充分な既知です」

　ぼんやり眼まなこで頷うなずくン・イゾイーを見ながら、錐きり霞かはもう一度、やるせない感覚に拳こぶしを握にぎり締しめた。だが、これは彼らへの裏切りではない。ないはずだ──

　ン・イゾイーとではなく、フィア達と共にスレイブと戦ったとする。彼女達も通とおり魔まの原因をあの槍やりだと判断するだろうから、おそらく破は壊かいすることになるはずだ。それが最も安全だし、武器破壊の術に長たけたこのはがいるのだから、あるいは盗むよりも簡かん単たんかもしれない。

　フィア達に全すべての事情を説明すれば盗む方向で動いてくれるのかもしれないが、そんな個人的な理由でスレイブとの戦いに余計な面めん倒どうさを持ち込むわけにはいかなかった。苦労するのはきっと、前で戦う彼女達だ。あるいは彼だ。それは違うと思う。自分のために苦労するのは自分であるべきだし、拍明に槍を渡して罪の意い識しきを感じるのも自分一人ひとりで充分だ。

　こちらの表情で何かを察したか、ン・イゾイーが言った。

「今回の作戦に関して、彼女達に何かを話すつもりはありませんという約束を約束します」

「約束か。馬ば鹿かげている……」

　気を遣つかっているのか何なのか。正直、ン・イゾイーが何を考えているのかもいまいちよくわからない。じろりと見やって、

「お前は……夜や知ち達の味方なのか？」

「我が返答──わからない、という事実」

　一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみを閉じて、ン・イゾイーはそう言った。それから、彼女もじっとこちらを見つめてくる。錐霞はふと、その瞳に普段ふだんとは違う何かを見たような気がした。それは薄うすく、微かすかすぎて、容易には言語化できないものだった。迷いかもしれなかったし、困惑かもしれなかったし、焦しよう燥そうかもしれなかったし──憐れん憫びんかも、しれなかった。

　そうしているうちに、彼女はふっと視し線せんを逸そらした。地面に向けて、

「……あの解答は……きっと。室長が言うなら、真実……どういうことか。未知です。誰だれかに──いえ、誰にも、聞くわけには──」

　などと一人でぶつぶつと呟つぶやいている。やはりいつもの様よう子すではなく、何か気がかりなことでもあるようだったが、付き合ってやる義理はない。

「さっさと済ませたい。そろそろ行くぞ」

「我が返答・是ぜ」

　歩き始める。気を抜くといろんなことが頭に浮かんできて、それに全てを支配されてしまいそうだった。彼のこと。告白のこと。今日きようのこと。これからのこと。自分の身を包む呪のろいのこと。拍明との取引のこと。だからあえてどうでもいいことを聞いてみる。

「アマンダは？」

「室長の命令で、今日きようは休みです。最近ずっと働きづめだったので」

「ふむ……？」

　いささか引っ掛かる。スレイブは騎き士し領りようで、アマンダも元は騎士領の人間だ。戦せん闘とうはできないにしても、情報などで貢献はできるだろう。

（拍ぱく明あきがわざわざ言った……あえて、アマンダをこの作戦から外したということか……？　作為を感じなくもないな。ただの偶然で、考えすぎなのかもしれないが……）

　そんなことを考えながら歩を進めていると、しばらくして目的地に辿たどり着いた。

　郊外にある一軒の雑居ビルだ。四階立てで、それほど大きなビルではない。中のテナントは全すべて営業を終了しているらしく、窓は暗く、建物自体もひっそりとしていた。

「この屋上のようです」

　アマンダ以外の監かん視し要員がいるのだろう、電話での確かく認にんを終えたン・イゾイーが言った。

「相手の武装はわかりますか、という質問を質問します」

　普段ふだんなら、知ったことか馬ば鹿かげている、と切って捨てるところだったが、今はこいつと二人ふたりで敵に挑もうとしているのだ。情報は共有しておくしかない。

「私が見たのは、戦せん闘とうに使ったわけではないが、あの槍やりと──細レイ剣ピアだ。形を持った巨大な斬ざん撃げきとでも言うべき強力な攻撃を飛ばしてくる……いわゆる鎌かま鼬いたちのような現象が大砲レベルに強大化されたものと考えればいい。放つ前に溜ためがいるようだったが」

「それより先にカタをつけます。我が方針・最初から全力で行くという宣言。槍を戦闘には使わなかったということは、背にでも差していましたか」

「ああ」

「では、相手が私と戦っている間に、できれば貴女あなたは背後に回り込んで槍を。どこかに放置されたままであればより楽ですが」

「極力、私は姿を晒さらさないまま動く。せいぜい注意を惹ひいておけ」

　小声で作戦会かい議ぎのようなものを済ませてから、動き出す。自分達にとっては階段など必要ない。誰だれにも見られていないのを確認してから、錐きり霞かは屋上に向けて《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばした。フェンスなどはないようだったので、適当な角を摑つかみ、黒ベルトを縮ちぢめて上昇。ン・イゾイーは窓枠の出っ張りを摑んだりパイプを摑んだりして、猿のように音もなく、体術だけでするすると外がい壁へきを屋上まで登っていく。

　ン・イゾイーが先に屋上に到達し、悠然とその場に降り立った。

「……む」

「我が名は研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくのン・イゾイーという名乗りを名乗ります。お覚悟を」

「研究室長国。呪のろわしい醜しゆう悪あくを利用する根ね暗くら。反へ吐どが出る」

　一拍遅れて、錐霞はそっと屋上の縁へりから顔を出して様よう子すを窺うかがう。足ナイフのン・イゾイーと、やはり細レイ剣ピアを抜いたスレイブが早くも打ち合っていた。槍はその背にある。さすがに放置されているものをこっそりと、とはいかないらしい。

　錐きり霞かは屋上に姿を出さないまま、《可か憐れん》を使って横に移動した。四角い屋上の縁へりに沿うようにして、ン・イゾイーが姿を現した場所の対たい角かく点を目指す。首尾よくそのベストポジションに移動し、再び顔を出して屋上の様よう子すを窺うかがってみると、

「我わが疑問・不可解な手て応ごたえの防御だという感想」

「っ、ふっ、ん……貴様は、よい。これ以上なく。すぐ終わる」

「まだまだ終わらないという返答を返答します」

　ン・イゾイーの足から繰くり出される高速攻こう撃げきを、スレイブはあの細レイ剣ピアで次々と受け止めていた。相変わらずおかしな吐息が出ている。

　さっきのン・イゾイーの怪け訝げんそうな声と、刃物同士がぶつかっているにしては小さすぎる剣けん戟げき音おんからするに、やはり昼間と同じく不可解な衝しよう撃げき吸収力が働いているらしい。それが呪のろいの力なのか、はたまたスレイブ自身の技術か。

　ともかく、準備は整ととのった。都合よくスレイブはこちらに背を向けており、目的である槍やりがよく見える。《黒くろ河かわ可憐》で摑つかんで引き抜くようにすれば簡かん単たんに奪えるだろう。戦せん闘とうを開始してからの時間も、昼間フィア達が戦っていた時間の半分ぐらいしか経たっていない──つまりはあの大技もまだ使えまい。ここで動かない理由は何一つなかった。

　錐霞はコンクリートの縁に手足をかけ、一気に屋上に上った。間かん髪ぱつ入いれず《黒河可憐》をスレイブの背中に伸ばそうとする──が、そのとき。

「あ、ふぁ、っ、お、んぐッ！」

　引ひき攣つれた声。何かの限度を超えたかのように、全身をびくびくと震ふるわせるスレイブ。

「は、ぁ……すぐ終わる、と言ったのはやはり正しい。充分だ」

　それから彼女は後退し、間合いを開ける。フィア達にそうしたのと同じように、とても剣先など届かない距きよ離りからその得え物ものを振り上げた。

　馬ば鹿かな、と錐霞は目を疑う。なぜ、もう撃うてる？　

「お前が研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの狩かり人うどか。噂うわさ通りに速い。だからだ」

「何を言っているのか、未知……いえ。まさか……っ!?」

　はっと眉まゆを寄せつつも、撃たせるものか、とばかりにン・イゾイーがスピードを上げて踏み込む。だがスレイブは慌てることなく、細剣を横よこ薙なぎに繰くり出し──

「意地汚い鼠ねずみの如ごとき知者気取りよ。腐乱した餌えさ代わりに教えてやろう……これは《速度応報カルマスピード》。貴様の速度、存分に喰らったぞッ！」

　刹せつ那なに錐霞は悟る。攻撃に必要な溜ため。勢いが打ち消される防御。それらは表裏一体──あの細レイ剣ピアの力は、敵の攻撃の《速度》を吸収し、溜まったそれを放つというものだったのか。ならば誰だれよりも《速い》ン・イゾイーは、その剣にとって恰かつ好こうのエサだったに違いない。

（くっ……！）

　しかし今更《可憐》を止めるわけにはいかない。行け。届け。早く！

　スレイブが横よこ薙なぎに振るった剣から、猛烈な剣圧が発生する。あの強大で巨大な、空間が裂ける現象だ。正直に言えば、錐きり霞かはン・イゾイーが死んだと思った。間合いが近すぎる。

　だがン・イゾイーは咄とつ嗟さにその場で跳ちよう躍やくし、足で摑つかんでいたナイフを苦し紛れの盾のように斬ざん撃げきに対して突き出す──無む論ろん、そんなもので打ち勝てるわけがない。立った状態で攻撃を受け、為なす術すべなく身体からだを両断されるよりはマシだと咄嗟に判断したのだろう。身体を宙に浮かせていたことが幸いし、その巨大斬撃に乗るような形になって、ン・イゾイーは人形のように空中に吹き飛ばされた。砕けて散らばるナイフの欠片かけら。くるくると広がって回る灰はい色いろ髪がみ。どう見てもこの屋上に着地できるとは思えない軌道で吹き飛んでいるが、あの野生児なら自分でなんとかすると思うしかない。

《黒くろ河かわ可か憐れん》が、斬撃を放ったスレイブの背中に到達。あの《槍やり》を彼女の背中から引き抜くことに成功する。

「なに……っ！」

　驚きよう愕がくの声を漏らしつつ、バイザーじみた兜かぶとがこちらを向いた。遅い。しかも仕事熱ねつ心しんな野生児が最後の置き土産みやげを残してくれた。

　吹き飛ばされた空中で、ン・イゾイーは素早すばやく身体を丸め、叩たたくようにして自分の足の親指に触れていた。その次の瞬しゆん間かんには、逆に背筋と脚が一本の棒のように伸ばされており──足の親指に巻いていたゴム弓が、最大限まで引き絞られている。

　間かん髪ぱつ入いれず、射出。

　空中に吹き飛ばされながらも狙ねらえるとは、どういう射撃技能なのか。あるいはただの偶然だったのか。ともあれン・イゾイーが空中から撃うち放ってきた矢は、振り向きかけていたスレイブの持っていた細レイ剣ピアに当たり、それを大きく弾はじき飛ばした。

　ン・イゾイーはそのまま重力に引かれて落下、ついにこの屋上から見えなくなる。あのあたりには他ほかの建物や木などがあったはずだし、おそらく死にはしないだろう。それよりも、

（……いける）

　錐霞は確かく信しんする。相手は武器を取り落とした。自分は既に槍を摑つかんでいる。あとはこのまま引き寄せ、素早く屋上を降りて離り脱だつすれば──

「させるかぁぁっ！」

「っ!?」

　スレイブが激げつ高こうしたように叫び、飛ぶような速度で錐霞に突進してきた。《可憐》の引き寄せ速度にも匹敵する突進力。身軽すぎる。

　しかし相手の手に武器はない。このまま肉にく薄はくされても肉弾攻撃がせいぜいだ。たとえそれを食らってこのビルから落下したとしても、落ち方によっては逃げられる。問題はない。

　錐きり霞かは来たるべき衝しよう撃げきに備えて奥歯を嚙かみ、眼がん前ぜんに迫るスレイブの姿を見つめて──

　そして、たった一つの単純な誤算が、全すべてを台無しにした。




　ン・イゾイーは、ひとまず状況を確たしかめようとさっきのビルに戻ってきていた。

「……」

　無表情のまま、ン・イゾイーは屋上を見回す。先刻の戦せん闘とうが噓うそだったかのように静かだ。物音一つなく、勿もち論ろん誰だれもいない。

　ただ、ここで何が起こったのかを示唆する物品だけがあった。

　いや、物品なのか？　微妙なところだ。

　ン・イゾイーはそれをじっと見つめつつ、スカートから携帯を取り出した。なんとか電話帳からの通話方法を思い出して操そう作さし、繫つながるのを待つ。

　眼前のそれを、見下ろしていた。

　そう。はたして──切断された人間の脚は、物品と呼んでいいものなのか？

　太ふと股ももから下の部位。滑らかな切断面。周囲に飛び散る、色いろ鮮あざやかな血液。

　その血肉は、切断面からうじゅうじゅと溶けるようにして消失しつつある。本体とくっついていないまま放置されているため、本体側が新しい脚を切断面から生はやす形での治ち癒ゆを始めたのだろう。重複しているこちらは不要だとあの服に判断されたということだ。

　そこで電話が繫がった。

『はいはい、僕だ。首尾はどうだい？』

　彼女からの連絡がない以上、眼前の光景が意味することは一つだった。

　ン・イゾイーは淡々と答える。

「失敗しました。そして彼女が攫さらわれたようです」







　第三章 「懇願する死なない彼女」/ "Our birth (new)"
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　焼けるような熱ねつ。無数の羽は蟻ありに嚙かまれているような痛み。脂あぶら汗あせ。不快感。ちらりと下半身を見下ろす──右みぎ膝ひざまでが出来上がっていた。どこに形状が記き憶おくされているのか知らないが、それは膝の形も肉の厚みも、紛れもない自分の脚のもの。馬ば鹿かげているほどに呪のろわしい。

　錐きり霞かがいるのはどこかの森のような場所だった。両手は後ろで固く縛しばられ、身動きが取れない。当然のように《黒くろ河かわ可か憐れん》も奪われている。下半身は言わずもがな、斬きられた脚を生はやしている最中だ。動けはしない。

「なぜ──私を攫さらった？」

　眼がん前ぜんにはスレイブが立っていた。奪えなかったあの《槍やり》を手に、こちらを見下ろしている。無言。バイザーのような兜かぶとのせいで表情もわからない。相手の意図が読めない。

「言っておくが、私がその槍を狙ねらったのは、ただの闇やみ曲まがり拍ぱく明あきとの取引のためだ。だから目的を問われても答えられない。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくには何の義理もないから、それ以外のことなら教えてやってもいいが」

　自分がこうして連れ去られたのは情報を得るためだろう、と推測して口を開く。それ以外に考えられない。だが、

「知っている。お前は上うえ野の錐霞。《ギメストランテの愛》の着用者だな」

　独白のように言って、スレイブは槍の穂ほ先さきをこちらの身体からだに伸ばしてきた。冷たい刃やいばの感触が、本能的に背筋を震ふるわせる──が、それは肉の中ではなく、肌の上にあるものだった。服を裂き、穂先で布地を捲めくり上げる。そこにある黒革のボンデージ服をじっと見つめ、

「醜しゆう悪あくで不快な禍具ワースだ。おぞましく、虫むし酸ずが走る。不死など人の世に在るべきではない」

　錐霞は唇を嚙む。知っている。そんなことは、自分が一番よく知っている。だから、それをどうにかしたかったのだ。

　ああ、でも、こんなことになってしまった。間違っていたのだろうか。どうにかするという拍明の悪あく魔まの誘いになど乗らず、今まで通りに、これを受け入れて、乗り越えて進むべきだったのか──しかし、でも、夜や知ちは──

　思考が道を踏み外しかけたそのとき、スレイブの言葉で、はっと現実に引き戻される。

「そう、貴様は救いようもなく呪わしい。だが、それが好都合だ」

「なに……？」

　怪け訝げんに顔を上げて──熱ねつ。

　内部に。胸に。冷たいものが温度の中。溶けて爆ばく発はつする。硬い異物が自分を犯す。敏感な肉の奥の奥の奥の奥に触れてちくりびちりと痛みが、

「っ……ああ、あああああっ！」

　スレイブの握る槍やりの穂ほ先さきが、胸を貫いていた。

　堪こらえようとしても堪えられない。身体からだがのたうつ。勝手に涙が零こぼれる。酸素、酸素酸素。痛み。落ち着け。こんなものは慣なれている。だが、敵はこちらのことを、この服のことを知っている。まずい。多少の損害ならともかく、相手が意図的にこの服を完かん膚ぷなきまでに切り裂いたなら──この服は、破は壊かいと同時に、その呪のろいを発はつ露ろさせるだろう。

　つまり、自分は、本当に。

　死ぬのだ。

「か、あ、はっ……」

　動かなくては。逃げなくては。戦わなくては。

　けれど、視界には、自分の胸から零れた血がぼたぼたと地面に染み込む光景しか映らない。スレイブも、どうしてか、兜かぶとの奥からじっとそれを眺めているようだった。

　自分の人生を賭かけた焦しよう燥そう。

　だが、次の瞬しゆん間かん──錐きり霞かの感情を嘲あざ笑わらうように、あっさりと。

　スレイブは槍を引き抜き、その穂先を錐霞の肉から解放した。

　傷口の空白感。ぽっかりと開いた穴。空気が触れるだけで痛む。引き抜かれたことで、より出血が激はげしくなった。ぼとぼとぼと。足元の血だまり。やはりスレイブはそれを見ている。

「不死者でも構わないということは、調しらべがついている……役に立ってもらうぞ……」

　どういうことか。わからない。

　激はげしさを増した出血のせいで、一気に視界が暗くなる。頭の回路がぶつぶつと落ちていく。少なくとも、相手が《ギメストランテの愛》を今ここで破壊するつもりがないことだけはわかった。どういうつもりかは知らないが、自分はとりあえず死なずには済んだらしい。

（はっ……じゃあ、これは何だというんだ……？　馬ば鹿かげて、いる……）

　どこか自じ暴ぼう自じ棄きな胸中で、そんなことを思って。

　いつも通りに、錐霞は死んだ。
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「──以上が、今までにあったことだという報告を報告します。何か質問は」

　居間には沈ちん黙もくが満ちていた。春はる亮あき。フィア。このは。黒くろ絵え。テーブルを見つめて、厳きびしく目を細めている。虎こ徹てつだけがニュートラルな表情で話を聞いていたが、無言なのは同じだった。

　ン・イゾイーは一同の顔を一通り眺め、質問がないのを確かく認にんすると、

「では。今後の展開について室長と話をする必要がありますので」

　立ち上がって歩き出すン・イゾイー。そこでフィアが我慢ならなくなった様よう子すで顔を上げ、

「待て！　まだ話がある！　お前は、お前ほどの使い手がいて、なぜキリカを──！」

「フィア！　止やめとけ！」

　春はる亮あきは短く言った。視し線せんで、ン・イゾイーを見るように促す。フィアも彼女の姿を見て、むぐ、と口を噤つぐんだ。春亮は努めて何でもない口く調ちようで、

「悪かったな。なんでもない」

「……では失礼、と失礼します」

　一いつ旦たん足を止めていたン・イゾイーが、こちらを振り向かないまま歩みを再開させた。居間を出ていく──ひょこりひょこりと、微妙に片方の足を庇かばっているような歩き方で。

　彼女も無傷ではない。スレイブが予想以上の手て練だれだったということだ。ン・イゾイーを責めるわけにはいかないだろう。しかし、それにしても──

「なんで、だよ……いんちょーさん……」

「闇やみ曲まがり拍ぱく明あきとの取引──上うえ野のさんの呪のろわれた服に関係する情報だと言っていましたね。それが、よっぽど知りたいことだったのでしょう」

「うん。普段ふだんは平気なように見えても、やっぱりきりりんにとっては一番重要なことで、いっつも気にしちょることじゃったんと思うよ」

　フィアがむっつりと腕組みをして呟つぶやく。

「それにしても、だ。あいつのことなどもう二度と信じることはない、というような調子だったのにな……取引などに応じるとは。どういう心境の変化だ」

「さて。どうしてでしょうね。上野さんじゃないんですから、わかりませんよ」

　このはの言う通りなのだろう。それでも、春亮は考えざるをえなかった。自分に何か責任があるのではないかと。自分の行動が何かの引き金になって、錐霞のスタンスを揺るがしてしまったのではないかと。

　心当たりは──ある。だから、真実はわからないけれど、心が砕けそうになる。

（いんちょー、さん……俺おれ……）

　テーブルの下で拳こぶしを握にぎり締しめる。このは達の視線を感じたが、気付かなかったふりをした。

「今の褐かつ色しよく女おんなの言うことを信じるのか。拙せつ者しやの記き憶おくが確たしかならば、奴やつは闇曲拍明の腹心だろう」

　居間の出口をちらりと見つつ、虎こ徹てつ。春亮はその言葉に顔を上げ、

「あいつは──クラスメイトでもある。噓うそはついてないと思う」

「ふむ。ではどうする？」

　答える声には、思わず力が入った。当然すぎる、答え。

「勿もち論ろん、いんちょーさんを助けに行くんだ。決まってるだろ！」

「その通りだ。捜しに行かなくては！」

　フィアも気合いの入った顔で言い、ぐっと拳こぶしを握って立ち上がった。だが、それとは対照的に、ひどく冷静なこのはの声が聞こえてくる。

「待ってください。わたしには思うところがあるのですが」

「何だ。言ってみろウシチチ」

「まず、相手の目的がまったくわからないのを忘れてはいけないと思います。あのスレイブという騎き士し領りようの人間が何を考えているのか。何を目的として動いているのか。そこがわからない以上、こちらの行動も慎重であるべきです」

「それは……そうだな」

「そして騎士領だけでなく、これには闇やみ曲まがり拍ぱく明あきも関かかわっています。あちらの動きも不明です」

「誠まこと、あの男の動きは読めませぬ。遺い憾かんなことですが」

　虎こ徹てつが目を閉じて頷うなずき、うむうむとこのはの言葉を肯定する。実感が籠こもっていた。

「さらには──今は、沖にまだ竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの船団が来ています。今は静かでも、これからどう動くかわかったものではありません」

「……それも、遺憾ながら同意です」

　そんな虎徹の言葉を聞きながら、このははじっと春はる亮あきを見つめてきた。聞き返すしかない。

「だから……？　このは、何が言いたいんだ……？」

「さっき言った通り、慎重になりましょう。慎重になりすぎて悪いということはありません。いいですか、騎士領の意図がわからない以上──たとえば、全すべては春亮くんをおびき出すのが目的だってこともあるわけです」

「それは……」

「だから！」

　鋭するどい声で、このはは春亮の言葉を遮さえぎった。真しん摯しな瞳ひとみで、続ける。

「春亮くんは、この家から出てはいけません。上うえ野のさんを捜すのはわたしがやります」

「ちょ、待てよ!?　なんで、俺おれだって──」

「理由はさっき言った通りです。騎士領。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こく。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ。その三つの混こん沌とんが入り混じった場所に、春亮くんを行かせるわけにはいかない。絶対に」

　言いながら、このはは立ち上がった。

　彼女はまだ、こちらを見ている。真摯な──いや、真摯なだけではない。それは今までずっと見てきた、こちらを見守る姉のような存在としての、どこか庇ひ護ごされているような温ぬくもりを感じる視し線せんではなかった。そこにあるのは、より強く、こちらの手の届かないところにあるような、強く眩まぶしい意志の光を持った瞳だった。それに気け圧おされるようになりながら、

「ちょ、ちょっと待てよ。そんな強引な」

「知っています。納得はしてもらわなくてもいいです。けれど、力ずくでも従ってもらいますよ。これは春亮くんのためなんですから」

「ふん。いささか強引だと思いはするが、理屈は通っておるな。確たしかに、何をするのかわからん奴やつらが三つも同時におるというのは気持ちが悪い。念には念を入れておくのもよかろう」

「そうですか。言い忘れていましたがあなたも家から出ないように、フィアさん。春はる亮あきくんをここで守るのがあなたと黒くろ絵えさんの役目です」

「な、なにおう！　私はキリカを助けに行く気満々だぞ！」

「ありゃ。うちはまあ、それでもええけど」

「このは、危険があるのはわかるけど、俺おれだっていんちょーさんを助けたいんだ。それに、人手は多いほうが……」

　そう言って腰を浮かせたとき、このは以外にも立ち上がるものがいる。当然のように。

「拙せつ者しやがゆく」

「ええ。虎こ徹てつ一人ひとりで充分です。血の匂においには敏感ですし、わたしと同様に長く戦場に身を置いていたんですから、気配けはいを探るのもそれなりに得意でしょう」

　虎徹はお任せあれといった様よう子すで頷うなずく。それを見てからこのはは続けた。

「春亮くんが外に出ると危険性が増します。不ふ確かく定てい要素だらけの現状では、たとえ護ご衛えいとして傍そばにフィアさん達を置いたとしても、メリットとデメリット、優ゆう位い点てんと不利点の釣り合いがまったく取れません。家にいて、安全を最優先にしたほうがいいに決まっています」

　断定的な言葉だった。そうなのだろうか。そうかもしれない。理屈はわかる。けれど、それでも、心情的には納得できるわけがなく、

「で、でもさ」

「そうだ、ちょっと待てーい！」

「定期的に連絡はします。いいですね？　勝手に家を出ないでください。出たら許しませんよ。絶交レベルです」

　このはは一方的に会話を打ち切り、こちらの抗こう議ぎの声に背を向けて泰たい然ぜんと居間を出ていった。虎徹もその後を追う。二人ふたりの歩みを押おし留とどめられる言葉も、力も、春亮は持ってはいなかった。

　そして春亮達は居間に残される。腕組みのフィアが、不ふ機き嫌げん顔がおでどっかと腰を下ろした。

「まったく……勝手に一人で決めおって！　何様のつもりだ、あのウシチチめ！」

「フィア。どう、するんだ……？」

　助けを求めるように、聞く。フィアはしばらく目を閉じて何かを考え、それからちらりと片目だけを開けて、こちらを見て、口を尖とがらせながらぼりぼりと頭を搔かいて、最後に嘆息した。

「さっきも言ったが、納得はできんにしても、奴の言うことは理に適かなっておる。お前を連れ歩くのがリスキーなのは事実だ。とりあえず従っておくしかあるまい」

「そう、か……」

「ま、しょうがないねえ。いいほうに考えちょこうよ。うちらが出るまでもなく、二人のスーパー調ちよう査さパワーのおかげであっさりきりりんが見つかるかもしれんし」

「はん。そうでなくば困るがな。それに、居場所を見つけた後はさすがに私も遠えん慮りよする気はないぞ。スレイブをぶっ倒してキリカを助けねばならんという場面になったら、そこで全力でストレス解消させてもらおうではないか」

　そんなフィア達の声を聞きながら、春はる亮あきはぼんやりと、このはが出ていった居間の出入り口を見つめていた。彼女の瞳ひとみを思い出していた。

　今までに感じたことのない、突き放されたような感覚が、あった。

　こちらを無条件に甘やかしてくれていた、今までのこのはではない、と感じる。姉のような感覚で接してくれていた彼女では。

　変わった。

　そうだ、変わりたいと彼女は言っていた。だからなのだろうか。その変化は、あのときと──あの、彼女の唇の温度を知ったときと同じ──彼女の想おもいに、起因するものなのだろうか。

　わからない。矛む盾じゆんしているような気もするし、していないような気もする。

（何、なん……だよ……今は、いんちょーさんが大変なのに。俺おれは、こんなとこで……）

　春亮は顔を伏せ、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　いつも通りに──いつも以上に。

　無力感が、ひどく寒々しく、自分の背筋を震ふるわせていた。
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　深夜の街を、二人ふたりで歩く。

「──はい。では、何かありましたらよろしくお願ねがいします」

　電話を終えて、ふうと一息。電話の相手は理事長だった。彼の協力により、街の不ふ審しん者しや情報などが警けい察さつに入れば、それをこちらにも伝えてもらえるようになった。錐きり霞かを捕らえているとはいえ、スレイブが通とおり魔ま的な行為を止めるとは限らないのだから。

「……やはり、向こうの狙ねらいが何一つわからないのが困りものですね……」

「村むら正まささま」

「なんです？」

　振り返ると、一歩下がったところを歩いていた虎こ徹てつが、神妙な面おも持もちでこちらを見ていた。

「よかったのですか？　その──あの小僧を、強引に……」

「仕方ないでしょう。今も正しいと思っていますよ。ここはわたし達二人で全力捜索するのが正解です。春亮くんをみんなで守りながら、というのはどっちつかずにも程があります」

「はあ。誠まこと、それには拙せつ者しやも同意いたしますが」

「強引すぎたのでは、ということでしょう？」

　このはは虎こ徹てつの首が小さく縦たてに動くのを見た。彼が何を気にしているのかは考えなくともわかった。数日前、部へ屋やで話したこと。春はる亮あきの寝床に侵入した理由。優やさしいんだか何なんだか、とこのはは胸中だけで苦笑して、

「……いつまでもね。姉のようなもの、という立場でやってても仕方ないな、と思うんですよ」

　自覚している。そこまで自うぬ惚ぼれてはいない。告白して、唇を奪ったが──彼にとって自分は、まだ、昔からの村むら正まさこのはのままだろう。ずっと一いつ緒しよの家で暮らしていて、姉のような立場で、高校生になってようやく同い年設定になっただけの。

　それでは──先に進めない、のだった。きっと。

「姉と弟のように、一方的な過か保ほ護ごさで気を遣つかうのは止やめました。これからは、対等のものにならないと駄だ目めなんです。だからわたしは、対等の過保護さで、たとえ彼が嫌いやがろうとも、わたしが良かれと思うことをする。春亮くんがそれでむっとしたり不ふ機き嫌げんになったりしてもいいんです。それが対等ってことなんですから」

「はぁ……よくわかりませぬが……」

　目の前で横断歩道の信号が赤になった。足を止め、嘆息。

「ふぅ。ううう。でも……」

「でも？」

「寂しいのは、寂しいんですよねぇー！」

　本音が漏れた。がっくりと項うな垂だれて、

「……わたしだって、ずっと春亮くんと一緒にいたいですよ。一緒に行動したいですよ。それができないってだけなんです。ふう。あああ。うあー」

「む、村正さま……お気をつけを。その、蛙かえるの首が、捥もげかねぬので……」

　ふと気付くと、自分は傍そばにあったカエルの人形の頭をバッシバッシと叩たたいてしまっていた。ここにある薬くすり屋やのものらしい。刀っ気が漏れていなくてよかった、壊こわして弁べん償しようするのは勘弁だ。

　しっかりしろ自分、と活を入れる。信号が青になったので、カエルの人形を最後に一ひと撫なでしてから歩き出した。

「……さて、気合いを入れて探りますよ。場合によっては手分けする必要もあるでしょう。迷子まいごにならない程度には街の造りを覚えておきなさい」

「は」

　精神を徐々に鋭するどくしていく。刀としての繊せん細さいさで、周囲の空気を探る。異変はないか。殺気を抱いているものはいないか。

　錐きり霞かは絶対に見つけなくてはならなかった。大前提として。紛れもない本心として。

　虎徹と二人ふたりだけで行くのが最善だ、と判断した以上──その判断の正しさを全力で証明せねばならない。そうでなくては、それは自分と春亮の関係性のために彼女をダシにしたことになってしまう。それは恥で、屈辱だ。自分自身が赦ゆるせなくなるだろう。

　そこでふと、思った。

（ニルシャーキのところにいたわたしを、助けに来たとき……上うえ野のさんは、どんな気分だったんでしょう……）

　結局のところは、同じようなものだったのではないかと思う。自分と彼女は、共に持っているのだ。真まっ直すぐ進まねばならないという意志を。逃げてはならないという覚悟を。

　それは、きっと。

　恋する乙女おとめとしての、武士道。

「馬ば鹿かげている……ってやつですかね……？」

　彼女の口くち癖ぐせを真ま似ねして呟つぶやいてから、このはは気を取り直すようにして瞳ひとみに力を込める。全身を一つの感覚器官と化して、唯一の目的のために全力で稼か働どうさせ始める。

「もう少しだけ、耐えてくださいよ……上野さん……」

　知らず、祈るような言葉が、口から漏れていた。
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「はっ……ぐ、は、あっ……！」

　土の上で身を捩よじり、頰ほおに小石の感触を感じながら、錐きり霞かは周囲の状況を整せい理りしていた。夜だ。林のような場所。市内ではあるだろう。遠くに外灯の明かりが見える。公園の奥にある林か。どの公園かまではわからない。

　ぬぷ、と胸の中から何かが引き抜かれる感触。見ないでもわかる。あの槍やりだ。

「っ、ぐ、はぁっ……は、はは……まるで、死体のように、トランクに押し込められて。で、外に放り出されたと思ったら、これ、か……もう、三回目だぞ？」

　死体のように。馬鹿げている台詞せりふだ。そんなことを考えつつ、全力で皮肉を込めて、眼がん前ぜんのスレイブに唇を曲げてやる。相変わらず手足は拘こう束そくされていて身動きが取れない。

　兜かぶとの奥の表情に変化は生まれなかった。内心舌打ちしつつも、

「何か、変化が欲しいな。死なないと言っても、痛いのには変わりがない。馬鹿げたことだが、さすがに飽きてくる。ああ、傷が治るのを観かん察さつしたいのなら、そろそろ槍ではなく……」

「黙だまれ」

「喋しやべるぐらいしか楽しみがない。実は私のこれに興きよう味み津しん々しんなのか？　素直になるといい」

「侮辱、屈辱、汚辱ッ！　何が興味津々かッ！」

「いっ……ぎ、ひは、ぁっ!?」

　スレイブが突如、胸の傷口に指を突っ込んできた。じゅくじゅくと肉を蠢うごめかせて治ろうとしていた秘裂が受け入れる異物。乱らん暴ぼうに、搔かき回される。入れて出しての繰くり返し。指を曲げて内部を引っ搔く侵入者。汁がぴゅるると飛び散る。電気の明滅のような刺し激げきが自分の身体からだを前後に揺らす。涎よだれが勝手に垂れる。のたうちまわる。

「ひ、は、あ、あ、あ、あっ!?」

「忌いまわしい禍具ワース……！　こうか、こうか、こうかッ！　こう、しても、治るのかッ！」

「んぎ、っ、あ──ひ、ぎぃ、かはっ！」

「貴様の纏まとうは、醜しゆう悪あくにして無様ぶざま、寸見したくもない邪悪！　弁わきまえろッ！」

「は、はぁ……だが……」

　苦痛から逃れるように身を捻ひねり、地面を齧かじるようにしながら、震ふるえる唇を動かして口を開く。

「さすがに、もう、わかっている、ぞ。私の、これの、せいで──貴様は、こうして私を捕らえて……傷つけている。そうするのが、お前にとって有用だからだ。他ほかの一般人が、通とおり魔まのように害されるよりは、いい……はは、は」

　自じ虐ぎやく的てきな心持ちで、言った。

　む、とスレイブが呻うめくのが聞こえる。自分の荒い息だけが聞こえる。こちらの傷口を弄いじるのに飽きたか、やっと指が抜かれた。肉の蠢うごめく感覚の復活。倒れたまま、地面の窪くぼみに溜たまっている自分の血をぼんやりと見つめた。

「そうだ──わかった、こともある」

「……何がだ。言ってみろ」

　喉のどの滑りが多少はよくなった。血の味がする液体を飲み込んで、

「貴様の目的だ。今まで……最初の通り魔から、この、私をトランクに入れて連れ回し、外に出して槍やりで貫いた三回。他に通り魔をしていたのだとすれば、そこでも同じだろう。それが必要で、つまりはそれが条件だというわけだ」

　スレイブは無反応だ。わかっていた。死にかけの死なない女が少しばかり言葉を発したところで、事態を劇げき的てきに逆転させることなどできるものか。だから、これはただの嫌いやがらせでしかなかった。お前が黙だまっていることがわかったぞ、ざまあみろ、というだけの。

「──《土の地面》に《血液》を流すことが必要なのだろう？　お前は私を刺した後、そこから流れる血をよく見ている。そして今までの犯行は全すべて、その血が土の地面に染み込むような場所で行われている。偶然？　馬ば鹿かげている。たまたま人ひと気けのない場所を選んだだけだとしても、この街はそれほど田舎いなかではない。人気のない駐ちゆう車しや場じようや裏路地などいくらでもある。なのに毎回が土の地面だということは、そうなっている必要があるからで──」

「なるほど。よくわかったな。褒ほう美びだ」

「っ、ぎ、あああ！」

　今度は太ふと股ももに槍の穂ほ先さきが捻ねじ込まれた。それどころか肉を貫通し、地面に縫ぬい止められるような形になる。

「同じ場所で、二度目の血、とは、大おお盤ばん振ぶる舞まい、だ……」

「……」

「何が狙ねらい、なのか。この行為が、どういう儀ぎ式しきで……どういう呪のろい、なのかは知らないが。無む駄だであることを、祈ろう。外に出た私の血は、体内に戻るか、消えるかのどちらかだ……」

「無用な心配だ」

　槍やりにさらなる体重が加えられ、全身がばらばらに砕けるような激げき痛つうが太ふと股ももを起点にして走る。錐きり霞かは声もなく身を仰のけ反ぞらせた。

「この刃やいばによって《土が血で汚されること》が必要なのであって、その血が後で拭ぬぐわれようと問題はない──超常的理由で体内に戻ろうが、消失しようが、結果としては同じことだ。それは実証されている」

　あまりの痛みに明滅する視界。鸚おう鵡む返がえしに聞き返すしかなかった。

「……実証……？」

「お前のような不死者が──疑似不死者が──今まで一人ひとりもいなかったとでも思うのか？」

　兜かぶとのせいで表情はわからない。ただ声は平坦で平静なものだった。その代わりに、また槍に力が込められる。突き立った地面を支点に、ぐりぐりと捏こねるようにして動かされる。ぐちゃぐちゃになった筋肉繊せん維いがその撹かく拌はんに巻き込まれて悲鳴を上げた。

「ああ、ああ、ああああああっ！」

「貴様が何をどう推測しようとも、意味はない。血を流してもらう不運な人間をその都度道端で見つけ、隠おん密みつ裏りに処理をするよりは──いくら血を流しても目減りしないタンクを持ち歩いていたほうが簡かん単たんだ、というだけだ。口を閉じろ。血を流せ。貴様の役目はそれだけだ」

「ああ、はっ、っ、ぃぃぃいっ！」

　スレイブはひときわ大きく槍を捻ひねってから、血に塗まみれたこちらの太股を蹴けりつけるようにして乱らん暴ぼうに穂ほ先さきを抜いた。壊こわれた楽器のように、自分の喉のどがリズミカルに引ひき攣つれて喘あえぎ声ごえを発する。スレイブは槍を振って血ち糊のりを飛ばし、蠢うごめくこちらの傷口をまた見下ろしていた。

「汚物じみている。死なぬことしか能のない、脆ぜい弱じやくな原虫の如ごとき女よ」

　侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おの籠こもった口く調ちよう。今度は単純に、ボールのように、蹴られた。何度も何度も。

　繰くり返される痛みと痛みと痛み。身体からだの中、身体の外、こころの中。全すべてがとめどなく痛む。頭の回転数が落ちていき、意い識しきが泥土に包まれていく。

　そこで、錐霞のぼんやりとした視界に、スレイブが錐霞の太股を蹴るのを止やめ、背後に向かって身を回したのが見える。誰だれかが来た。助け？　馬ば鹿かげている。そんなはずはない。

「──そこな騎き士し。強いそうだな。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ、狗く留る孫そん山ざんイタクという。竜島本部に戻る道すがらに見つけられたのは幸運だ。手合わせ願ねがいたい」

「邪じや魔まな客だ。沈ちん黙もくせよ。永遠にな」

　ほら。やっぱり。助けなんかであるはずがない。ただの闖ちん入にゆう者しやだ。まあ本当に助けてくれるのならなんでもいいが、おそらく無理だろう。

　二人ふたりが戦い始める光景が、とても遠く、とても淡く、まるでスクリーンに映し出されている映画のように見える。

　勝手にやればいい。たった今、スレイブの言ったことは全すべてが事実だ。否定する言葉など持たない。自分は無力で汚らしい。だから自分にはどうすることもできない。

（その通り、だ。自分は、そういうモノ、なのだ……）

　忘れていた。わかっていたはずなのに。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくでモノのように繰くり返し実じつ験けんされていたときから認めていたはずなのに。忘れていた。

　不死ではあるが、誰だれよりも脆ぜい弱じやく。ただ不死であるだけの、弱々しい化け物。それが自分。上うえ野の錐きり霞かという女だ。汚く、不ふ潔けつで、気持ち悪く、呪のろわしい存在だ──

（ああ……そう、だった、な……）

　倒れて横を向いたまま。目め尻じりに、熱あつい温度を感じる。

　それが何かは理解できなかった。

　胸中を包むひたすらに暗い感情は、理解という前向きな意志を脳の表層に浮かび上がらせることすら──今は、許してはくれなかった。
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　交替で仮眠を取ることにしたが、よく眠れるわけがなかった。春はる亮あきは予定よりだいぶ早い時間、日の昇る前の空が薄うすく明るんできた時刻に目覚める。このは達からの連絡は──仮眠の寸前にもらった『定期連絡。進展なし。引き続き捜します』というメールのみだ。錐霞を見つけたという電話が欲しい。まだなのか。早くしてくれ。

　携帯を握にぎり締しめ、とりあえず居間へ。廊下を歩いてその前に辿たどり着いたとき、不意に居間の中で何かがピカリと光ったような気がした。ぎょっとして居間を覗のぞき込んでみると、

「なんだ……黒くろ絵えか」

　中では黒絵がぼんやりと立ちつくしていた。彼女はぱちぱちと瞬まばたきをしてから、

「わお。ハル。驚おどろいた」

「お前がぼーっとしてただけだろ。何してたんだ？」

　言うと、黒絵はかくりと自分の身体からだを見下ろした。それからはっと何かを思い出した様よう子すで、

「そうよ！　やっぱりうちはレベルアップしちょった……特訓の成果により、ついに新たな技が完成！　いや自分でもできるとは思わんかったけど！　これはもうホントにスゴイ！」

「あーはいはいすごいすごい」

　なんだまたいつものか、と春亮は脱力して適当に答えた。言われてみればさっきの光は、黒絵が治ち癒ゆの力を髪に込めるときに一いつ瞬しゆんだけ光るあれと似ていたような気がする。最近の黒絵は新技開発の特訓をマイブームにしているようだったし、今日きようもそれをやっていたというだけだろう……よく見れば微妙に彼女の服は襟えりがよれたり捻ねじれたりしている。どれだけ本気で特訓していたのやら。

　むー、信じちょらんなー、と微妙に不満げな黒くろ絵えを置いて、とりあえず台所に行って茶を沸かした。その間にもいろいろなことを考えた。錐きり霞かのこと。このはのこと。崩ほ夏なつのこと。さっきの黒絵のこと。黒絵がいつも通りに奇き天て烈れつなことをやっていたのは、空気を重くし過ぎないようにという彼女なりの気き遣づかいだったのだろうか。美お味いしい茶を淹いれてやろうと思う。

　居間に戻り、携帯を御ご神しん体たいのようにテーブルの上に置いていつでも取れるようにしつつ、茶を飲みながらただ待つ。仮眠をしているフィアを起こさないように、小さな音量でテレビをつけた。ローカルニュース番組。通とおり魔まの情報はないか。ない。

　そうこうしているうちに日が昇った。そろそろフィアも起きてくる時間だろう。

　いつでもいいのだ。準備はできている。このは、虎こ徹てつ、まだか。連絡は、まだか──

　そして。

「……っ！」

　ぴる、と最初の一音が鳴った瞬しゆん間かんに電話を取った。

「もしもし!?」

『はーい、もしもし〜？』

　視界がふっと暗くなった。慌てていたせいで、とてもディスプレイ表示など見る暇はなかった──電話をかけてきたのはこのはではなく、それより億分の一ほどもどうでもいい相手。ただ苛いら立だちの感情しか受け取れない相手。

　用事があると言って昨さく夜やから留守にしている、自分の父親だ。

『話はガブちゃんから聞いたわ。大変なことになってるみたいね』

「わかってんなら……電話してくんなよ。いろいろ忙しいんだ」

　キャッチホン機き能のうがついているので、こうして話していてもこのは達からの連絡を受け取り損ねる恐れはない。けれどもこの通話相手とは、好んで言葉を交わしたい気分ではなかった。

『はいはい。これからは私も錐霞ちゃんを捜しに出るわ、っていうのを伝えとこうと思ったのよ。この街にはたくさん知り合いがいるし、とりあえずそこから情報を集めてみるつもり』

　それは──いいことなのだろう。猫の手も借りたい状況。錐霞は絶対に助けなくてはならない。けれども素直に礼を言える気分にはならなかった。

　そんなとき、崩夏が急に話題を変えて、

『ところで──私のプレゼント、どうした？　使った？』

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。遅れて、それが昨日きのうの誕たん生じよう日びプレゼントだということに気付く。かっと頭に血が昇った。こんなときに何を言っているのか。

「そんな余裕、あるわけないだろ！　開けてすらいねえよ！」

『……ふぅん。そっか……』

　返ってきた崩夏の声は、失望でも、怒りでも、疑問でもなかった。どうしてか──不ふ思し議ぎなほど、静かで真剣な声こわ音ねになって。

『開けたほうがいいわ。あるいは……今だからこそ、開けるべきなのかもしれない。あれを見て、考えるべきかも』

「は……？」

『──開けて、中を見なさい、春はる亮あき。メッセージにも残しといたけど、それをどう使うかは任せるわ』

　強い言葉ではない。むしろ優やさしさすら感じる口く調ちよう。それでも、そこには抗あらがいようのない真実味のようなものがあった。真理を伝える賢けん者じやの言葉のような、絶対的な確かく信しんがあった。

　こちらにその言葉が染み込むのを待っているかのような、しばしの間。

　それから崩夏は、ふ、と気配けはいを柔らかくして言った。

『頃ころ合あいを見て、またそっちに帰るから。じゃあね』

「あ……」

　何を言う暇もなく、一方的に通話が切れる。一方的。いつもそうだ。そこも好きではない。

「……何だってんだよ……」

「ハル？」

「なんでもない、親おや父じからだった」

　首を傾かしげて聞いてくる黒くろ絵えに短く答え、携帯を閉じる。

　しかし、まだ胸中がもやもやしていた。原因はわかっていた。

（くそ……意味深な、わけのわかんないことばっかり……）

　迷ったのは、ほんの数すう瞬しゆん。

　春亮は黒絵を残して居間を出て、自室に戻る。あれはどうしただろうか。そうだ、机の上に放置してそのままだ。

　机に近寄ってみると、あの箱は確たしかにそこにあった。ほとんど受け取り拒否のような気分で押おし退のけたきりの姿。

「本当に……何なんだよ」

　唇を一度嚙かみ締しめてから、春亮は乱らん暴ぼうにそのリボンを解ほどいた。包装も破く。そして、箱の蓋ふたを持ち上げて──息を、吞のんだ。

「うそ……だろ……？」

　そのとき、かたん、と背後で音がした。

　振り向く。そこには、仮眠から目覚めたらしいフィアが立っていて。

「春亮。それ、は……」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、見つめていたのだった。こちらの手元を。

　つまりは、誕たん生じよう日びプレゼントの箱の中に入っていた──




　十枚以上の、免罪符機構を。
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　わけがわからない。なぜ崩ほ夏なつが？　だが本物だ。間違いない。

　春はる亮あきの部へ屋や、フィアは畳の上に並べて置いたその免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをじっと見つめていた。

「くそ……出ない。クソ親おや父じめ……」

　春亮は応答のない携帯を耳に当て、顔を顰しかめている。それをちらりと見てから、フィアはまた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクに顔を戻した。

　ずっと欲しかったもの。捜し求めていたもの。集めようとしていたもの。自分の暗黒を抑えるために、必要としていたもの。

　それが、今、眼がん前ぜんに並べられているのに──どうしてか。

　胸中には、自分でも不ふ思し議ぎに思うような感覚しか浮かんでこないのだった。

　それは、迷いだ。葛かつ藤とう、と言い換えてもいい。

「フィア……どうする……？」

「少し、待て……」

「そりゃ、待つけどさ。それはお前がずっと欲しがってたもんだって知ってるからな。心配しなくても、お前のしたいようにすればいい。手伝てつだうよ」

「ああ。これは私がずっと欲していたものだ。数えてみたら、この枚数は、現在生き残っている私の機き構こうのほとんどを封じるに足りている。残るのは一つか二つだろう。だが──」

　畳の上に置いていた拳こぶしを、ぎゅっと握にぎり締しめて。

　春亮の顔を見上げて、言った。

「だが！　今、これを嵌はめてしまえば──私は、いざキリカを助けようと戦いに出たときに、ほとんど力を使えなくなるということだ。ほとんど戦えなくなるということだ！　そのせいでキリカが助けられなく、なったりしたらっ……！」

「あ……」

　春亮の瞳ひとみが揺れる。しかしすぐに表情を緩ゆるめ、

「じゃあ、いんちょーさんを助けてから、ってことになるのか」

　春亮ならばそう言うと思っていた。だが、違うのだ。根本的な問題は解決しない。

　フィアは首を横に振った。視界の端で揺れる銀ぎん色いろ。

「確かく証しようが、ない……」

「え？」

「これからも、こんなことが起こらないという確証が……ない」

　ゆっくりと息を吸って、続けた。

「考えてしまったのだ。キリカを助けて、これを嵌はめたとして。私の機き構こうのほとんどを封印してしまったとして。その後で、また同じようなことが起こったら？　今度はお前が攫さらわれるかもしれないし、クロエかもしれない！　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは一度嵌めたらもう外せないのだ。力はもう取り戻せないのだ！　そのせいで、本当に、取り返しのつかないことになってしまったら──私は、きっと。私を、許せないだろう！」

　想像しただけで動どう悸きが激はげしくなる。瞬しゆん間かん的てきに、語ご調ちようが強まった。

「なあ、春はる亮あき。本当に、私は！　私は……！」

　けれど、それでも。

　その問いは、囁ささやくように言うしかなかった。

　シャボン玉のように脆もろい、とても大事な言葉のように、思えたから。

「戦う力を、失ってしまっても、いいのか……？」

　今までにも何度も考え、その都度答えを出してきたことではあった。そのはずだった。

　しかし──今は現実に、解決の手段が明めい確かくな形を持って目の前にある。それはまったく異なる重みで、こちらを食らい尽くそうとしているような凶きよう暴ぼうさで、今までとは比較にならない切迫性を持った問題として、こちらに圧のし掛かかってきているのだった。

　おかしい。と、素直に思う。

　これはずっと欲しかったもののはずなのに。手に入れられたら、幸せになれると思っていたのに。どうして──

「とりあえず、保留じゃあ……駄だ目めなのかな……」

　ぽん、と頭の上に感触が生まれた。それは、見ないでもわかる。

　春亮の、手の感触だ。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを前にしゃがみ込み、俯うつむいている自分。その横に春亮が歩いてきていた。こちらの頭に手を置いて、そっとその場に腰を下ろす。互い違いの向きで、右肩同士を触れ合わせているような位置関係。

「……保留でよいのかどうかすら、わからん」

「だよな。なんでも保留していればいいってもんじゃ、ないよな……俺おれも……」

　何かを思い出しているような口ぶりで、春亮は言った。

　その顔を見るのが、恥ずかしいような、悔しいような、苦しいような気持ちになったので。

　フィアは座ったままもぞもぞと身を動かし、背中を春亮にぶつけるようにする。春亮も身を捻ひねって──自然、二人ふたりで背中をくっつけあうような形になってしまった。

　今は、それでいいと思う。触れ合った背中から、支え合う背中から、その体温を感じる。

「考えることが、多すぎて……わけがわからん、な」

「ああ……」

　天てん井じようを見上げて、フィアは怠たい惰だに息を吐き出した。耳の横に春亮の髪の感触を感じ、きっと春はる亮あきも同じようにしているのだろうと思った。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。それはわかっていたが。

　少しでも、時間の流れが遅くなればいいのに──と。

　いくつかの理由で、そう思った。
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　今までずっとモノであったのだから、当然に。

　今でもまだモノだった。これからも、そうかもしれない。

　痛苦。けれどもその痛みが今はどこか遠い。自分という肉袋が破れて赤い液体をとろとろと零こぼすのを、錐きり霞かはどこか他ひ人と事ごとのように眺めている。

　蹴けり倒されるようにして穂ほ先さきが抜かれる。それに安あん堵ども怒りも感じない。ただ、抜かれたな、と思うだけだ。しばらく経たった後、どうせまた自分の身体からだの中に帰ってくるのだ。別れを惜しんでも仕方がない。

「……無気力。拍子抜けだ。醜みにくい禍具ワースに呪のろわれたものには、醜い命いのち乞ごいが相応ふさわしいが」

　表情のない兜かぶとを見上げて、本当に久しぶりに、口を開く。別に開かなくてもよかったが。

「すまない、な。期待に添えなくて……」

「そんな皮肉が精々か。意地汚い悲鳴はないのか。嘲ちよう笑しように値する痴ち態たいはないのか」

　ない。眼がん前ぜんの騎き士し殿どのが期待しているとすれば余計にだ。その答えは本当に口を開く必要がなかったので、無言のままでいた。スレイブは小さく舌打ちをする。

「──呪いに満ちた存在にはそれに相応しい末路があるべきだ。小こ綺ぎ麗れいな諦てい念ねんと悟りを胸に終わるなど、呪われた罪人が選んでいい結末ではない」

　そう呟つぶやいてから、スレイブは何かを考えるように兜を地面に向けた。しかしほどなくして、

「……もう少しではある。いいだろう。教えてやる」

　それはさすがに聞き返さざるをえなかった。貧血のために暗い視界の中、必死に首を持ち上げて、錐霞はスレイブの兜を見返す。

「何を、だ……？」

「これが何のために行われているか。お前の血が何のために使われているか、だ」

　そして、スレイブはこちらの耳元に口を近付けて。

　そっと──その答えを──

「ああ、ああ、ああああっ……！」

　台詞せりふの意味を、理解してしまった瞬しゆん間かんから。

　震ふるえが止まらなくなった。全身の温度が一気に下がったような気がする。寒い。暗い。恐ろしい。そうだ、恐ろしい──恐ろしい！

　目を見開いて、息を荒げて、スレイブを見る。彼女はどこか満足げだった。

「それだ。その目だ」

「お前、お前っ……お前達、はっ……！」

「絶望せよ。呪のろわしい貴様達にはそれがお似合いだ。無様ぶざまに泣き叫べ。呪わしい貴様達にはそれがお似合いだ。憐あわれみを乞こえ。呪わしい貴様達にはそれがお似合い──」

「うう、あああ、あああああっ！」

　縛しばられた手足を無む茶ちや苦く茶ちやに動かして、スレイブに体当たりをしようとする。喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎってやろうとする。しかし腰が浮いた瞬しゆん間かん──

「がっ……!?」

　槍やりが、再び、心しん臓ぞうに刺さった。思ったよりも早い、冷たい刃やいばの帰き還かん。

「だが──怒りは不当。それは呪いにより幸福を奪われた人間にこそ相応ふさわしい」

　こぽ、と新たな鮮せん血けつが口から零こぼれ出る。そんなことはどうでもよかった。恐ろしい。彼女のしようとしていることが、どうしようもなく、馬ば鹿かげているとすら言えないほどに、ただひたすらに、恐ろしくて──

　悪お寒かんと痛苦で意い識しきが千切れそうになる。けれども精力を振りしぼって叫んだ。

　叫ぶことしか、それを防ぐためにできることはなかった。

「うあ、ああっ！　殺せ！　殺して……くれぇぇッ！」

「ほう」

「頼、むっ……！　そんなことに、加担、してしまうくらいなら、死んだほうがましだ……！　私が、私の、せいでっ……そんなの、絶対に、嫌いや……」

「貴様が死んでも、これまでと同じように他ほかの人間を代わりにするだけだ。犠ぎ牲せい者しやを増やせとは、さすがだ。畜生にも劣る下げ衆すよ」

　面おも白しろがるように、スレイブは言った。

「醜みにくい足あ搔がき。実に呪わしい。貴様は貴様自身を呪いつつ、最後まで絶望に叫喚しながら私に利用されつくすのだ。それこそが正当な末路である」

「……ぁぁああ……ッ！」

　死にたくても死ねない自分の身体からだが、かつてないほどに呪わしい。

　もし、舌を嚙んで終わることができていたなら。

　それはきっと、何よりも魅み力りよく的てきな解決策になっていた。
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　いつしか、背中から寝息が聞こえてくる。きっとフィアにとっても、さっきまでの仮眠時間は名ばかりのものだったのだろう。

　その寝息を聞きながら、畳の上にある免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの存在を感じながら、鳴らない電話を呪のろいながら──春はる亮あきはいろいろなことを考えて、時間を過ごす。途中で一度黒くろ絵えが様よう子すを見に来たが、背中合わせに寝こけているフィアを見て、そのまま微笑で去っていった。

　既に日は昇り、窓の外は明るい。普段ふだんなら学校に行っている時間だな、と考えた。

　学校。いつもの光景。みんながいる光景。フィア。このは。泰たい造ぞう。渦か奈な……錐きり霞か。

　首を回して、机の上を見る。錐霞が誕たん生じよう日びプレゼントとしてくれた、真新しいエプロンがあった。これを持ってきたとき、彼女はどんな気分だったのだろうか。既に拍ぱく明あきと取引して動くことを決意していたのだろうか。そこまでして望むものとは、いったい──

（わかってるくせに……卑ひ怯きようだな、俺おれは……）

　そのエプロンを見ていると、身み悶もだえするような感覚が胸の奥で生まれた。身体からだの芯しんにある何かが揺らされる気配けはい。その振動はだんだん大きくなっていく。

　フィアのことを考えた。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク。無力であること。無力になること。保留の功罪。

　このはのことを考えた。突き放されたような感覚。今までとは違う、変化。変わっていく物事と、自分達の関係性。それを受け止めて問いかける彼女の瞳ひとみ。

　振動が、ぐらぐらと、ぐらぐらと、身体の奥底を揺らして。言ってくる。

　動け。

「……」

　春亮はそっと身を捻ひねって背中をずらし、居眠りするフィアの身体を畳の上に横たえた。その寝顔を数すう瞬しゆん見つめてから、立ち上がる。そして歩き出そうとしたとき──

「どこへ……ゆくのだ」

　寝ていたフィアが、手を伸ばして、こちらの腕を摑つかんでいた。

　彼女はさらに身を起こして膝ひざ立だちになり、摑んだこちらの腕を抱き締しめるようにして、自分の胸元に引き寄せる。強い力。

「やっぱり……我慢できないんだよ」

「ウシチチが怒るぞ」

「ああ……このはに絶交されても、仕方ないかもしれない。それでも──今、やんなくちゃ。動かなくちゃ。そうしないと……」

　唾つばを飲のみ込んで、続けた。

「お前がさっき言ったのと、同じだよ。自分で自分が、許せなくなる……！」

　それでも、フィアはこちらの腕を離はなそうとはしなかった。俯うつむいたまま。銀ぎん色いろの頭頂部が微かすかに震ふるえているような気がした。

「昨日きのうは、ああ言ったが……正直に言えば、私も、お前を出歩かせるべきではないというウシチチの意見には同感なのだ。仕方なくあいつの言うことを受け入れてやった、ではなく──あいつが言わなければ私から言っていた、というぐらいの強さで」

「フィア……」

　そこでばっと、銀ぎん色いろが舞まって。フィアの顔が、こちらを見上げる。

「根拠はない！　だが……嫌いやな予感がするのだ。今回は、何か、いつもとは違う気がする。何かとんでもないことが起きているような気がする。何かを一つ間違えば、取り返しのつかないことが起きてしまいそうな……！」

「取り返しのつかないことが起きる前に、なんとかしたいんだよ。自分が出ていったからって、何ができるかはわかんないけどさ」

「何ができるかできないかではない！　何かが起こってからでは遅いから！」

「でも、もういんちょーさんは捕まってる！」

　真剣な瞳ひとみのフィアと、見つめあう。議ぎ論ろんが平へい行こう線せんなのはわかっていた。彼女は心の底から、こちらの身を案じている。自分は自分の都合で、ただの衝しよう動どうで外に出ようとしている。根拠のない危険性に備そなえることと、実利のない自己満足を求めること。どちらが正解なのか。わからなかった。じっとフィアと見つめあっても、答えはわからなかった。

「どうしたら……いいんだよ……」

　その呟つぶやきに、まったく予想外なところから答えが返ってくる。

　はっと気配けはいを感じた春はる亮あきとフィアが、部へ屋やの入口を見やると。

「好きにすればいいんじゃないかなー？」

　嘲あざけりも呆あきれもない、ただの自然体での提案として。

　にっこりと笑いながら、彼女は──夜や知ち崩ほ夏なつは、そう言っていた。




　いつのまにか帰ってきていた崩夏は、物珍しそうに首を回しながら春亮の部屋の中に入ってくる。プレゼントを置くときとかにも勝手に入っていたはずだが。

「そう、好きにすればいいのよ。流れに身を任せるのも悪くないわよ」

　泰たい然ぜん自じ若じやく、余よ裕ゆう綽しやく々しやくな表情と態度でそんなことを言いつつ、椅い子すではなく春亮の勉強机にひらりと座る。行ぎよう儀ぎの悪い父親だ。

　そこでフィアがはっと我に返って立ち上がった。畳に並べた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを指し示し、

「ホナツ！　ようやく帰ってきおったな、これについての説明を求めるぞ！」

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクっていうやつね。知ってるでしょ？」

「知っておる。これだけの量、どうやって手に入れたのだ!?」

「どうやって、と言われても……頑張って。としか言えないわねぇ。大変だったのよー」

　飄ひよう々ひようと言う父親の姿に、ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。怒ど鳴なるように、

「親おや父じ！」

　フィアはビクリとしたが、崩夏はふっと薄うすい笑えみを浮かべただけだった。

「なあに？」

「もういいだろ。喋しやべってくれよ……全部。理事長のところで話すって約束も守られてない。いい加減、教えてくれ」

「……そのつもりで帰ってきたんだけど。信頼ないのねー、私」

　口を尖とがらせるようにして言ってから、嘆息。当たり前だ。信頼などあるわけがない。

「さっきのだって、誤ご魔ま化かすつもりはないのよ。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをどうやって手に入れたか……頑張って、いろいろ、としか言いようがないの。情報を集めて、騎き士し領りようの保管庫にコッソリ侵入してゲットしたり。騎士様が寝ている隙すきに、それが装着されてる道具をコッソリ拝借してゲットしたり。回り回って全然別の組そ織しきの人が持ってることもあったりしたけど、基本はそんな感じね。裏の情報屋とか闇やみオークションとかでゲットしたこともあったかな」

　ふと、春はる亮あきは以前に京きよう都とで会った調ちよう達たつ屋やの人間が言っていたことを思い出す。『最近、コレは以前より格段に見つけにくくなっている』──それは何な故ぜだったのか。

　世界中からそれを集めて回っている人間が他にいた、からか？

「もしや……私をここに送りつけた後、今まで帰ってこなかったのは……」

「ま、そうやって免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを集めて回ってたからよね。それだけが理由ってわけじゃないけど。貴女あなたを見つけてこの家に送ったのは私なんだから、アフターサービスもちゃんとしとかないとね、って感じで」

「そん、な……」

　今まで、どこで何をしていたのかと思っていた。フィアを送ってきてから、父親は普段ふだんより長いスパンでこの家を留守にしていた。その間──ずっと捜し続けていたというのか。最初から、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを集めるのが目的だったというのか。

「し、しかし……とても信じられんぞ。相手は騎士領だ。他ほかの奴やつらを相手にしたと言っても、それは研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくに竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ、ビブオーリオ家フア族ミリ会ーズ……いろいろいる」

「最近は《フリードリヒ商しよう業ぎよう連れん合ごう》とか《ザ・リマインダーズ》とか、新しい組織も出てきてるけどねぇ。まだちっこい組織だから、これからどうなるかはわからないけど」

「それは知らんが──とにかくだ。どんな組織だろうが、呪のろいの道具に関かかわっている以上、危険なのは変わらんはずだ。一ひと筋すじ縄なわではいかん奴らばかりだろう。無事でいられたのか」

「あー、まあ直接バトルとか全然ニガテだから、基本はコソコソくすねる感じで動いてたわよ。ゲーム的に言うと、私、ジョブタイプはシーフとかエクスプローラーとかトゥームレイダーとかそんな感じなんだもの。完全に武ぶ闘とう派はで、しかも盗み出す隙すきとかがない相手とかは端はなから諦あきらめて後回しにしてたわ。たとえば……そうねえ、復ふく讐しゆう者しやネトーとか」

　あいつか、とフィアが嫌いやそうに眉まゆを寄せる。結局のところ、そのネトーの《痛ザ・苦ペイ所ング在ラフ点アー》に組み込まれていた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは既にフィアの中に収まっているのだったが。

「ふむ。今までずっと盗ぬす人びとのように免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを搔かっ攫さらい続けていた、ということか……いや、それにしてもよく五体満足でいられたな。たまには見つかってバトルのようなことになったこともあっただろう」

「そりゃもう逃げるのよ。逃げて逃げて逃げまくるのよ。とりあえず私の目的は敵を倒すことじゃないんだしね。あ、でも、五体満足で済んだかって言われたら……どうかなー？　って首を傾かしげるしかないかなー」

　あはは、と崩ほ夏なつは笑う。対照的に春はる亮あきは、なぜか、ぞっとした感覚を覚えていた。

　自分の、頭の中が。何かに気付きかけている。

　しかし崩夏はあっさりと言葉を続け、

「騎き士し領りようの施設とかに入って盗んで入って盗んで、とか散々繰くり返したら向こうも本気になっちゃってねぇ。いやー、マジで全世界指名手配・豪華懸けん賞しよう金きんつき！　みたいな感じで寝ても覚めても追っ手が来るようになってたのよ。完全に包囲されちゃって、にっちもさっちも行かなくて、もう大ピンチね。ヨーロッパから出るのすら難むずかしいって感じになっちゃって、ああもうこの家にも帰れないのかなーってちょっと弱気になったときもあったりなかったり──」

「そ、それで!?　お前はどうやって、その包囲を振りきって──」

　言いかけたフィアの言葉が、ふと止まって。

　その目が、愕がく然ぜんとしたように見開かれて。

　同時に、春亮も、気付いてしまった。

　その答えに、辿たどり着いてしまった。

　眼前では──父親が、父親ではない顔で、微笑ほほえんでいる。

　女の姿になってこの家に戻ってきた父親が、微笑んでいる。

　目を細めた、優やさしい表情。事実を告げる、静かな声こわ音ね。

「全力で、手加減なく。心の在り方を、肉体の在り様を、ぜんぶ、作り替える……それぐらいしなきゃ、とてもあの包囲は抜けられなかった。この家には帰って来られなかった」

「そ、んな……」

　自分の口から、呻うめき声ごえが漏れる。平衡感覚が失われて、ふらりとよろめく。

　世界のそこかしこが裏返ったような眩暈めまい。白と黒。表と裏。今までは見えなかったものが見えるようになっていた。今まで自分は、何を見ていた？

　呼吸が苦しい。動どう悸きが激はげしい。

　けれど父親はあっけらかんと手を振りながら、

「性転換とか整せい形けいの技術、最近は物もの凄すごく進歩しててさー。時代の流れってやつ？　助かったわー。中身とか立たち居い振ふる舞まいも全力で女に見えるように注意して──よく考えれば、このはちゃんが昔にやってたこととあまり変わんないわね。もう癖くせになっちゃって、逆に女言葉以外を使うと違和感が出るようになっちゃってるのよ。気持ち悪いかもしれないけど、ごめんねー」

　春亮は、視界の隅でフィアがぎゅっと拳こぶしを握るのを見た。俯うつむいて、唇を嚙かんで、彼女は呟つぶやく。

「……私はな。正直に言えば、ずっと、疑問に思っておったのだ」

　崩ほ夏なつの視し線せん、春はる亮あきの視線。フィアはそれを銀ぎん髪ぱつで受け止めて続ける。

「最初の敵──あのピーヴィーという騎き士し領りようの女が来てからだ。あれほど私の破は壊かいを求めていた組そ織しきにしては、その後の動きが……散発的すぎる、とな。あの後でアイコの所有者だった騎士や、ネトーやリリィハウル達が来たが、それでもまだ少なすぎる。ネトー達の目的が私ではなかったことを考えると、アイコの持ち主一人ひとりだけだったと言ってもいいかもしれん。だから不安に思っていたのだ。なぜ騎士領は私を放置しているのだ？　壊こわしたがっていた私に対して、もっと、もっと、どんどん騎士を送り込んでこないのだ？　とな」

「ふんふん。平和なのはいいことだけどねぇ」

「その理由が──今、わかったぞ。きっと、騎士領は、それどころではなかったのだ。もっと厄介な、メンツをかけてどうにかすべき相手に、かかりきりになっておったのだ……！」

　フィアはゆっくりと顔を上げて、真正面から、崩夏の顔を見る。

　崩夏は微笑ほほえんでいる。

　フィアは、嚙かみ締しめるような声で、小さく続けた。

「お前も──戦っておったのだな。今まで、ずっと、一人で」

「そんな恰かつ好こういいものじゃないわ。私は私のすべきことをしただけよ」

　春亮の耳にも、勿もち論ろんそれらの言葉は届く。

　ああ、そうだ。父親はこの家にはいなかった。ではどこにいたか？　世界中にだ。何かの理由で、何かの事情で、世界を飛び回っていた──そして自分は、そこで思考停止していた。

　考えてもわかるわけがないと。

　世界を遊び回っている、ぐらいの認にん識しきをしておけばたいした違いはあるまいと。

　とんだ勘違いだ。ひたすらに免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを捜し続けて、危険を顧かえりみずに集め続けて、恨うらまれた組織から逃げ続けて。それは──フィアの言う通り、戦いではないか。

　自分一人の戦いを、命がけで、続けていたということではないか。

「なんで！　なんで、そんな……親おや父じ……」

　一歩を踏み出して聞くと、ふふ、と崩夏は声に出して笑った。

「さっきも言ったでしょ。アフターケア。呪のろいを解きたいか、って私はあの城の隠し倉庫でフィアちゃんに聞いた。イエスと答えたからこの家に送った──じゃあ、その目的を達成するために最大限協力しなくちゃ。呪いを解くまでの間、力を抑えることができるアイテムなんて絶対見逃せないでしょー」

　答えになっているようで、なっていない。それは必ひつ須すではない。自分の身を犠ぎ牲せいにしてまで、そうした理由は何だったのか。何のために、そうしたのか──？

　決まっていた。春亮は拳こぶしを握にぎり締しめて、顔を伏せて、それを悟った。

　自分達のためだ。

　呪いに飲み込まれる危険性のあるフィアと、その一番近くにいる夜や知ち春亮という馬ば鹿かな息子むすこのためだ。二人ふたりが何の心配もなく、安全に、呪のろいを解くための日々を送れるようにだ──

「馬ば鹿か……だろ……」

「ん？」

「なんで、そこまで……自分の身体からだ、犠ぎ牲せいにしてまで……親おや父じ……」

　睨にらむように、顔を前に向けた。そうしなくては、父親の顔を見ることなどできなかった。

　それでも、崩ほ夏なつの顔は優やさしい。机に座って、足をぶらぶらと揺らせて、

「そうしたほうが、《流れ》がいい……と、思ったからよ」

「む。どういうことだ？」

　フィアが軽く首を傾かしげて聞くと、

「あれ、言ってなかったっけ？　私……なんとなーく、《流れ》が見える、みたいな力があるのよ。なんていうかこう、フワッとした感じだけど」

「はあ？　私は初耳だが」

「俺おれも、知らない。どういうことだよ？」

　フィアと一いつ緒しよになって追及の視し線せんを向ける。崩夏はぽりぽりと頰ほおを搔かいて、

「《流れ》としか言いようがないのよねえ。こうしたほうがいいんじゃないか、とか、このままだとまずいことになるなー、とかいうのが読めるってこと」

「……占い的なものか？」

「そんなニュアンスもなくはないけど、ちょっと違うわね。なんとなく、呪いの力があの人に向かって働いてるかも、みたいなのもわかるから……うん、やっぱり《流れ》っていう概念に敏感ってことなのかしら。ぶっちゃけて言えば勘がいいだけなのかもしれないし、勘違いがたまたまいい方向に向かってるだけかもしれないけど」

　一息入れて、

「とにかく──それに従って、私は今まで生きてきたのよ。廃城の地下から古い呪いの《流れ》を感じて、隠し扉を見つけて入ってみたら、そこでおかしな立方体を見つけたりね」

　フィアに向けて、一つウインク。そんな動作が気持ち悪いのは変わりなかった。

「で……《流れ》が、言ってた。家にその立方体を送ったきりだと不充分。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを集めたほうが、よりみんなの幸せに繫つながるって。だから集めた。それだけよ」

　当然のことのように、崩夏はにっこりと笑って言う。

　詳しくはわからなかったが、その《流れ》が見える力に従って崩夏が生きてきたというのは、きっと本当なのだろう。だから、呪われた道具に関かかわる何でも屋のようなことができていた。理事長はいつも失敗しているのに、呪われた道具を見つけては持って帰ることかできていた。このはや黒くろ絵えやフィアを見つけて、この家に連れてくることができていた。

（そう……だった、のか……）

　いろいろなことが、腑ふに落ちた。意味不明で理解できない行動ばかりをしている、と思っていた父親に、初めて見えた──理由と理屈。

　ぐ、と唐突に喉のどの奥が引ひき攣つれた。何かの発作のように。だが堪こらえる。全力で。

　フィアは心配そうな、しかし同時に安あん堵どするような目で、こちらを見ていた。

　崩ほ夏なつは優やさしい笑顔えがおのままだった。

「ところで……私のことは、これでもうだいたいわかってもらえたと思うから言うけど。さっきの答えは決まった？　行くの行かないの、っていう」

「む。それは──」

　フィアがじろりとこちらを見てくる。自分も退ひく気はない。見返した。

　崩夏はそれを見てまた笑い、

「私のアドバイスは、さっきも言った通り。流れに身を任せるのも悪くない──よ。だから、春はる亮あき。行っちゃいなさい」

「……！」

「多た分ぶん、それがさらにいい流れを生み出すわ。具体的に何がどうなるかはわからないけれど」

「こらホナツ、何を言っておる！　軽々しく！　何が起こるかもわからんというのに！」

　フィアがずずいと崩夏に詰め寄っていく。んー、と小首を傾かしげていた崩夏は、唐突にその右手を伸ばして、

「えい」

「むにょっ」

　フィアの顔にアイアンクローをかました。詰め寄っていたフィアがじたばたする。銀ぎん色いろの頭越しに、春亮は崩夏と視し線せんを合わせた。苦笑いのように、崩夏の顔が歪ゆがむ。それは今までに見たことのない顔だった。彼女が彼女として帰ってくる前の顔に、どこか似ていた。

「違和感があるけど、喋しやべれないってわけじゃないからな。今だけはこれで行こう。春亮」

「っ……!?」

　喉から出るのは女の声。けれどもその口く調ちようは、聞き覚えのある、誰だれかの喋り方。

「春亮……お前は、もっと我わが儘ままになってもいいんだぞ。こいつみたいにな。お前はこの家で大人おとな役やくになる必要があったんだろうが……今は、俺おれがいる。言いたいことを言え。やりたいことをしろ。俺にとっちゃ、フィアもお前も同じ子供だ。好きにしてみろよ」

「あ……」

　しばらく、そのまま見つめあって。

　やがて崩夏は照れ臭そうに視線を逸そらした。ぽっと頰ほおを赤く染めて、

「あー、うー、ゲフンゲフン。なんだか恥ずかしいわねぇ」

「そっちの女言葉のほうを恥ずかしがるのがフツーだろうが！　とにかく離はなせ、呪のろうぞー！」

「今はもーちょっと、親子水入らずでよろしく、よ」

　春亮は不ふ思し議ぎな気分を味わっていた。

　胸の奥に、熱あつい塊がある。今にも溶けて、弾はじけて、全身に広がっていきそうな。そうしたら、自分の身体からだはかつてないほどに動くだろう。それは燃ねん料りようなのだ。注入された駆動力なのだ。

　ああ、本当に、不ふ思し議ぎだ。

　こんな、無責任な父親の無責任な言葉で、後押しされるなんて。

　けれど──認めないわけには、いかない。

　今、確たしかに自分は、背中を押されたように感じている。進んでいいのだ、進むべきだ、と感じている。

　だから、動こう。この家で待っているよりはずっといい。動こう。

「む、むぅぅん……ぷはっ！　あっ、春はる亮あきめ、何かよからぬことを考えている目だなそれは！　私の意見は変わらんぞ、こいつが何を言ったところで危険なのは変わりない。何が起こるかわからんのだ。ウシチチだって許さんし、私だって──」

　崩ほ夏なつの手から逃れたフィアが、今度は春亮に詰め寄って言う。しかし春亮は、先刻の崩夏の言葉をただ思い出しているだけだった。

（……好きにしてみろ、か）

　そうかもしれない。好きにしていいのかもしれない。たとえば、このはが姉のようではなくなったのならば、自分だって弟のようではなくなっていいのだ。ただ怒られることに首を縮ちぢめているだけでなくとも。その言いつけをまず守ろうとするところから始めなくても。

　胸にあるのは、開き直りのような感覚だった。

　行くと決めた。だから行く。そこはもう変わらない。

　では、行ってどうするか──外に出て、本当に自己満足だけで終わっては仕方がない。

　父親が戦ったのだから、自分も戦おう。父親のように、戦い方は人それぞれだ。自分には自分の戦い方があるのかもしれない。

　崩夏が性転換して逃げながら、一人ひとりで免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを集めるという戦いをしていたように。

　自分に、夜や知ち春亮にできる戦いとは何か。

　錐きり霞かを助け、先に進むために、できることは何か──？




　……そして、春亮は結けつ論ろんに至る。

　父親の言葉によって生まれた開き直りの感覚が、導みちびき出す答え。好きにしてみろ、という単純な方向性ルールに従ってみれば、意外なほど方程式の解は近くにあった。彼女を助け出すためにすべきこと。

（……はは）

　同時に、その単純な開き直りは、ここまでずっと悩み続けていた問題にも答えを見み出いだしてくれる。全すべての束そく縛ばくを捨て去って、ニュートラルな状態で、全力の自由度で心の中を見つめ直してみたら──結局、彼女に伝えるべき言葉は一つしかなかった。それに気付いてしまった。

　彼女を助けるための方法と、助けた後のこと。

　答えが見つかれば、後は実際に動くだけだ。

　間違っているかもしれない。正しくないのかもしれない。それでも、きっと、これは──

　とても、自分らしい。

　春はる亮あきは唇を曲げつつ、口をへの字にしてこちらを睨にらんでいるフィアに向けて言った。

「フィア。何かが起こるかもっていうんなら、何も起こらないようにすればいいんだろ」

「はあ？」

　それから春亮は視し線せんを動かす。

　久しぶりに、本当に久しぶりに──父親に向けて、我わが儘ままを、言ってみた。

「親おや父じは業界にはそれなりに顔が利くよな。頼みたいことがあるんだけど」
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　夕暮れの砂浜。

　一昨日おとといと同じ場所に、春亮達の姿はあった。フィアに黒くろ絵え、崩ほ夏なつ。しばらく待っていると、まず待ち人達第一弾がのっしのっしと現れる。不ふ機き嫌げんな顔をしたこのはと、虎こ徹てつだ。

「春亮くん！　あれだけ外に出ないようにって行ったのに！」

「悪いな、このは。でも……俺おれも、いつまでもお前の弟じゃいられないから」

　一方的に電話で呼びつけたので、怒っているのは予想できていた。時間をかける気はない。真まっ直すぐに彼女の目を見つめて、いきなりの本音をぶつけた。

「だから、対等の存在として、俺は勝手にお前の言いつけを破るよ」

「っ……」

　このはは反射的に何かを言いかけ、しかし自分を落ち着かせるようにゆっくりと瞳ひとみを閉じた。深呼吸するように息を吸って、

「対等の存在として、ですか……」

「ああ」

　目が開く。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが、静かに問い掛けてきた。

「これからずっと、ですか？」

　春亮は頷うなずいた。証拠が必要だろう、と思った。自分が本気であることの。

「一いつ緒しよに高校生になったときにした約束。なあなあで破っちゃってたけど、俺は今から、あれを本当に守ることにする。誓うよ──俺は二度と、お前を《この姉》とは呼ばない」

「……」

　ふう、とこのはは嘆息した。それから──

　力なく、呆あきれたように、微笑ほほえむ。

「あーあ……これでいいのか、悪いのか。望み通りのような気もしますけど、別に今すぐじゃなくてもよかったのになー、みたいな……ま、いいでしょう。今回はわたしが折れておきます」

「ありがと、このは」

「でも、ちゃんと打つ手はあるんでしょうね？　あまり成果を出せなかったわたし達が言うのもなんですけど」

「誠まこと、その通り。《作戦がある》という電話一つで呼び出されたのだ。拙せつ者しや達は何もわからぬ。なぜまたここに戻ってきた」

　虎こ徹てつがじろりとこちらを睨にらんで言う。フィアが、疲れたように目を閉じた表情で答えた。

「道すがら説明されるだろう。お前達が納得するかどうかは知らんがな」

「うむー。うちらはもう諦あきらめた感じ」

「……なんか嫌いやな予感がしますね……？」

　そんなとき、どこどこというエンジン音が聞こえてきた。待ち人達第二弾は、自家用のクルーザーに乗って海から現れる。

「お待たせいたしました」

「ああ……揺れに耐えるの、ダルイわ〜」

「すまないね、久しぶりに動かすから整せい備びに手間取ってしまって。さあ乗りたまえ」

　それに乗っているのは、ガスマスクの理事長に、操そう縦じゆうを受け持っている漸音ぜのん。早くも船の縁へりに摑つかまってぐったりしている銃音がのんの姿も見える。揺れのせいというよりは、その手にある缶ビールのせいなのかもしれない。

　足元を濡ぬらしながら、全員でクルーザーに乗り込む。ほどなく発進。

　デッキはそれなりに広く、風が気持ちいい。春亮は船の進行方向を眺めつつ、ちらりと横目で隣となりにいる崩ほ夏なつを見た。気になっていたことを聞いてみる。

「そういや、なんでこないだはネコ被かぶってたんだよ」

「ネコ？」

「やけに静かだったじゃないか。別荘にペンドラゴン達がいたとき」

「いやー、単純に怖かったからよ？　ガブちゃんが竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズを抜けるとき、私がいろいろ協力したからさ。なんか恨うらまれてるんじゃないかって思って」

「おい……そんなんで大丈夫なのか？　コレ」

「連絡したときは別に『きっさまー！　許さねえ殺す！』とかいうテンションでもなかったわよ。サバサバした返事だったし、私の考えすぎだったみたいね。嬉うれしい誤算よ」

「誤算って……流れが読めるんじゃなかったのかよ」

「そりゃ読めないことだってあるわよ。フワッとした勘みたいなものなんだから」

「……わーい」

「なんだこのは、いきなり虚うつろな笑顔えがおで万歳なんかして」

　傍そばにいたこのはの奇行にビクリとして聞いてみる。このははジト目で、

「理由は二つあります。一個は、なんとなく距きよ離りがあった春はる亮あきくんと崩ほ夏なつさんが普通に話せるようになってて嬉うれしいなー、というわーい」

「べ、別に……前から普通だったけど。もう一つは？」

　このはは大きな息を吐き、さっき銃音がのんがそうしていたように船の縁へりをぐったりと抱だき締しめた。

「その会話の内容で、行き先がなんとなくわかっちゃったからですよ。嫌いやな予感が的中したことに対して、もうお手上げだという意味でのわーいです」

　その姿勢のまま、顔だけを上げて、このはは船の進行方向に待ち受けているものを諦あきらめの視し線せんで見ていた。釣られるように、春亮もそれを見る。意い識しき的てきにそうするまでもなく、実を言えばさっきから視界の中には入っていたのだが。

　依然として沖に停泊している、巨大船団《竜りゆう島とう》──竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの本拠地は。

　無数の舳へ先さきをこちらに向けて、ただ泰たい然ぜんと、このクルーザーの接近を待ち受けていた。




　その船は巨大で、広大だった。

　平面的な甲かん板ぱん。広い。ひたすらに広い。視界を遮さえぎるものはなく、足元はぎしぎしと心地ここち好よい音を立てる木板が整せい然ぜんと敷しき詰められている。しかしよく見ると、それは真新しい板と傷だらけの板が混在していた。染みのような汚れも見える──赤黒い色の。

　甲板の茶ちや色いろと、空と海の青あお色いろしかない空間。

　その真ん中に、場違いのように白い円卓と、それを囲む椅い子すが置いてあった。かなり大きいテーブルで、それに合わせて椅子の数も多い。その中の一つに、

「ようこそ、《決戦船リヴァイアサン》へ。好きに座ってくれ。心配しなくても、いきなり甲板に穴が開いて椅子ごと落ちたりするような仕掛けはないぜ。はっはー」

「なにそれ。でもそんな仕掛けがあったらちょっと面おも白しろいし。今度作ろうぜ。お前が誰だれかにセクハラするたびに、紐ひもを引いてヒューって落としてやるし！」

「想像するだけで子宮が疼うずくほど心苦しい／愉快な仕置きでございます」

　ペンドラゴンが円卓の上に足を乗せて座っていた。リコがその太ふと股ももの上に横向きに座っていて、グランオーリはいつもの細目でペンドラゴンの後ろに侍はべっている。

「うーん、シビれるネーミングセンス。今時なんの衒てらいもないベタさが逆に素す晴ばらしいね。ところで決戦船ってなんじゃろ？」

　黒くろ絵えが首を傾かしげながら言うと、

「見ての通り、闘とう技ぎ場じようの役割を持った船、竜島付属の一施設ってところだな。広くて平らで動きやすく、実力を充分に発揮できる。ところどころ汚れてるかもしんねえが、ま、気にするな」

「ふん。やはりこの汚れは血か……気分が悪い場所だな」

「気を遣つかってやったんだぜ。船の奥の奥にあるギチギチに狭い会かい議ぎ室しつとかに連れていってもよかったが、そしたらお前ら、罠わなとか気にするだろ。閉じ込められたらどうしよう、とか。ここなら見晴らしが良すぎて誰だれも何もできねえ。安心しろよ」

「余計な気き遣づかいどうも、と言っておきましょうか」

「とりあえず座ろうか、みんな。今から気を張っていても仕方ないよ」

　理事長の言葉で、恐る恐る春はる亮あきは椅い子すの一つに腰を下ろした。フィアがどっかと隣となりに座り、緊きん張ちようした気配けはいのこのはがその逆隣に。虎こ徹てつと黒くろ絵えも適当に座り、漸音ぜのんと銃音がのんは腰を下ろすことなく理事長の背後に立っていた。

「あ。そういやあんた、夜や知ち崩ほ夏なつなんだってな。こないだ全然気付かなかったぜ」

「あら、ごめんなさい。聞かれなかったからー」

「は。心配すんなって。電話でも言ったかもしんねぇが、あんたがガブリエルを逃がしたことに関しちゃ別に恨うらみとかねえよ。ロンのじいさんはどうだったか知らねえがな」

「それはラッキー。今後ともお手柔らかに〜」

　にこりと笑って、崩夏も椅い子すに座る。ふわふわとした髪を軽く搔かき上げて、長い脚を組みかえる──ふむぅ、とペンドラゴンが僅わずかに身を乗り出した。

「ところで……勘違いかもしれねえが、あんたは男だって聞いてたんだが……」

「まあ、いろいろあってね。今はオンナノコなのよ。完かん璧ぺきに」

　何がオンナノコだ、と春亮は胸中で呻うめいた。そしてさらに耳を疑う台詞せりふを聞く。

「なるほど……今は女、か。そうだよな。じゃあいいんじゃねえの、って気がするぞ。息子むすこがいるってことは逆に子持ち人妻属性で、たとえ過去がどうだったとしても俺おれ的てきには何の不都合も──」

「グランオーリ、穴だー！　やっぱり絶対こいつの足元に穴を開ける仕掛けがいるぞー!?」

　向こうは相変わらずぎゃあぎゃあやっていたが、こちらはそれどころではなかった。ピリピリした気配で、ただ時間が経たつのを待っていた。

　そして、それから数分後。

「やあやあ、お待たせ。さすがに海の上に研究室はなかったものでね、思ったより時間がかかってしまったよ。これを機きに僕達も水上研究室の一つくらい作るべきかな？」

　フィア達がぴくりと肩を動かして、その人物を──最後の待ち人である闇曲拍明を見た。彼は軽い口く調ちようそのままに、何の気負いもなさそうに黒の白衣をはためかせて歩を進め、空いていた椅子に座る。勿もち論ろんその後ろには褐かつ色しよく肌はだの少女が付き従っていて、いつものぼんやり顔をこちらに向けて軽く会釈してきた。

　椅子に座った拍ぱく明あきはそのにやにや顔を横に向け、

「やあ。はじめまして、マクシミリアン・ペンドラゴン。僕は闇やみ曲まがり拍明。しがない研究者のようなものさ。以後お見知りおきを」

「……ああ。顔は覚えとくぜ」

　ちらりとその顔を見返し、ペンドラゴン。「なんかスカしたやつだし！」とリコはその太ふと股ももの上でじーっと拍ぱく明あきを睨にらんでいた。拍明は肩を竦すくめ、

「なんだ、つれないなあ。初対面だからもっといろいろあるかと思っていたのに」

「興きよう味みがなくはないが、少なくともお前が強いって噂うわさは聞いたことねえしな。そんなにシャカリキになるほどじゃねえ。それよりも──」

　ペンドラゴンが、腹の上で組んでいた指をぴくりと動かした。刹せつ那な、

「おおっと!?」

　拍明の目の前で光る刃やいばが停止していた。だがその刃は彼を狙ねらったものではない。逆だ。それは拍明の背後にいたン・イゾイーが、彼の肩越しに褐かつ色しよくの脚を伸ばし、その指に挟はさんで突き出しているもの。彼を守るための盾としてスカートの奥から引き抜かれたもの。

　拍明は驚おどろきの声を一つあげただけで、すぐにいつもの飄ひよう々ひようとした態度に戻る。その足ナイフの刃に自分の顔を映しつつ、

「ふむ。新しい髭ひげ剃そりスタイルといった感じだ。君の脚きやく線せん美びが視界いっぱいに広がって、実に眼がん福ぷくだね」

「そうですか。我が感想・そんな発言をされた場合は代金を請せい求きゆうしてもよいというのを既知にしていますという報告。四し乃の穂ほ木ぎ分室長が教えてくれました」

　言いながらも、ン・イゾイーの視線はじっとペンドラゴンに向けられている。細く鋭するどい、その瞳ひとみ。先程の僅わずかな動きに何か感じたものがあったのだろう。たとえば──本当に些さ細さいで微かすかすぎる、超一流の戦士にしか感じられないレベルの殺気とか。

　そこで初めてペンドラゴンはにやりと笑い、これ見よがしに頭をぼりぼり搔かいた。ふ、とン・イゾイーの気配けはいも緩ゆるみ、その足がゆっくりと拍明の肩の後ろに引き戻されていく。

「噂通り、いい犬を飼っているようだ」

「知ち識しき欲よく旺おう盛せいな高級犬さ。譲ゆずれないね」

　それから拍明はこちらに視線を向けてきた。より正せい確かくには崩ほ夏なつに。

「やあこんにちは、夜や知ち崩夏さん。久しぶりですね。二、三度お会いしたことがあったかと思──ええっ、いつのまにか女の人に!?　一体何が!?」

「下へ手たな芝居は止やめてねー、拍明くん。むかつくから。私のことぐらいどうせ全部知ってるんでしょ？」

「はは、手て厳きびしい」

　春亮はじろりと父親に視線を向けて、囁ささやき声ごえで聞く。

「面めん識しきがあったのかよ」

「別に仲良くはないわよ。あっちの研究者チームと、発掘現場で呪のろわれた道具の盗みあいとか何回かしたことがあるって感じ。人体実じつ験けんとか非道なことを止めて、もっと人のためになる研究をいっぱいやってくれたらいいのにねー」

　そんなことを話していると、ぱん、とペンドラゴンが手を打ち合わせた。

「さて、と。いるべきメンツは揃そろった。本来、あまり顔を合わせるべきではないメンツがな。始めようじゃないか」

「そうだねえ。無む駄だ話ばなしばかりしていても仕方がない」

　理事長も頷うなずき、それで場の緊きん張ちよう感かんが一気に高まった。

「禍具ワースあるところならどこにでも姿を現し。何事にでも首を突っ込んでくる──そんな名高い何でも屋、夜や知ち崩ほ夏なつの呼びかけで集まった俺おれ達だが。その実、ここでどんな話をするのかについては何も知らされていない。そうだろう？」

「いかにも、未知だね」

「では、何の目的なのか。明らかにしてみるといいだろう。つまらない話じゃないことを祈るぜ。この会合の主催者──夜知春はる亮あきよ」

　ペンドラゴンと、拍ぱく明あき。二人ふたりの組そ織しきの長の視し線せんが、同時にこちらを向いた。

　さすがの圧力。だが、退ひけはしない。覚悟はとうの昔にできている。

「まずは、ペンドラゴン──あんたに聞きたいことがある」

「ほう。いいぜ」

　さっきのこのはとの会話と同じだった。覚悟ができていて、話すことが決まっているなら、自分達に余計な前振りなど必要ない。ただ純粋に、瞳ひとみに真剣さを込めて、自らの考えを直球でぶつけてみるだけだ。
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「質問だ。あんたらは《強さ》って奴やつにこだわってるけど……呪いを濃くすると強くなるのか？　それとも、呪いを解くと強くなるのか？」

　フィアにこのは。黒くろ絵え。そして、虎こ徹てつ。彼女達の視し線せんを感じる。

「ペンドラゴン、あんたはどう思う？　ここにいる俺達を見てどう思う？」

　彼は、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長は──にやりと笑って。

　短く答えた。

「場合による」

　やっぱりか、と春はる亮あきは静かに息を吐いた。予想していた通り。期待していた通り。

「じゃあ。それはつまり、あんたも《呪のろいを解いて強くなる》可能性を認めているってことだ」

　わかっていた。《フィアの強さを間近で見ることで強くなれるかもしれない》という考えの下に緋ひ渡わたり夕ゆ銘めを送り込んできた彼は、戦って戦って戦うことこそが強くなる方法だ、という単純で愚直な行動原理に従うだけの他ほかの団員達とは違う。道の極致に到達してしまった彼だけは、その方法だけでは得られないものがあることを知っている。だから、強さを得るために他の方向性を模索する柔軟さを持ち合わせている──

　春亮は真まっ直すぐにペンドラゴンの目を見つめたまま、続けた。

「だったら……手を組める余地は、あるはずだよな？」




　このはが音もなく嘆息し、諦あきらめの表情でふるふると首を横に振っているのが見えた。虎徹が驚おどろきの表情でこちらを向いているのが見えた。既に大枠を説明しているフィアはむっつりと腕組みしたまま、黒絵はぼんやりしたまま。理事長達と崩ほ夏なつはただこちらを見守っていた。

「手を組む？」

「ほほう、ほうほう。それはなかなか面おも白しろい発言だねぇ」

　ペンドラゴンは片目を細めて問い返し、拍ぱく明あきは満面の笑えみ。

「それはあんたとも、だよ。闇やみ曲まがり拍明。だからここに呼んだんだ」

「だろうね。目的は何だい？」

　春亮はすっと目を細めた。全すべては一つの目的のためだ。錐きり霞かを無事に救い出すためだ。それを順序立てて言葉にするならば──

「……情報を共有したい、って感じかな。あんたは何か目的があっていんちょーさんをあいつにけしかけた。ここで手を引くはずがない。それと……俺おれは、最後のところでは、あんたがいんちょーさんを見捨てるはずがないと思ってる」

　大事な妹だからか。それとも、大事な研究対象だからかは、わからないが。それでもだ。

　拍明は面白そうに眉まゆを持ち上げただけだった。次に春亮はペンドラゴンに向けて、

「竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズも、一度戦ったあいつの強さを無視してるわけがないと思う。誰だれか襲おそいにいった奴やつの一人ひとりぐらいいるんじゃないのか。そいつは居場所を知ってるってことだろ。もう移動してるのかもしれないけど、ヒントにはなる」

「ふむ……」

「結局のところは、簡かん単たんだよ。俺おれは、あんた達に、いんちょーさんを助けるために力を合わせてもらいたいんだ」

　自分の顎あごを撫なでていたペンドラゴンが、何かを面おも白しろがるような表情で聞いてきた。

　短く、即物的な、当然の問い。

「見返りは？」

「ない」

　こちらの即答に、ペンドラゴンの眉まゆがぴくりと動く。これも考えていたことだった。避けては通れない返答。けれど勿もち論ろん、本当に何もないわけではなかった。

「でも、うちが……夜や知ちの家が、夜知の家のままであること。それが変わらない、ってことが見返りにはなるのかもしれない」

「どういうことだ、夜知春亮？」

　春はる亮あきはふっと息を吐いて、椅い子すの上で背筋を伸ばした。目の前には、武等派組そ織しきの長。自分より遥かに強く、恐ろしく、いとも簡単にこちらの命を奪える力を持つ者。

　だが──だからどうした、だ。

　春亮も、彼に対抗するように、にやりと頰ほおを緩ゆるめて笑った。

「遊びに来るといい、ってことだよ」

「なに？」

　呆あつ気けに取られたようなペンドラゴンの顔。このはは完全に顔を押さえてクラクラしている様よう子すで、フィアは見た目では平静を装っていたが、鼻息は荒く、腕組みした肘ひじに触れている指先がとんとんと激はげしいリズムを刻んでいた。

「遊びに来るといい、って言ったんだ。おかしなことをしない限りは、あの家はお前達を拒絶しない。邪悪なことや、人に迷惑や危害を加えることをしなければ、さ」

「……」

「そんなことをしないんなら、誰だれかを強く鍛きたえる手伝てつだいとかだってしてもいいんだと思う。殺し合いとかじゃなく、ルールとか決めれば、家に遊びに来た誰かと模も擬ぎ戦せんみたいなことだってできる。切せつ子ことかなら毎日でも来そうだな」

　それから春亮は、やはり面おも白しろそうな目でこちらの言葉を聞いている拍ぱく明あきに視し線せんを向けた。

「研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくも──あんたや、ン・イゾイーや、アマンダとかだって同じだ。うちに来れば茶くらい出してもいいし、知りたいことがあれば、おかしなことをしない限りは話とかして好きに調しらべればいいじゃないか。そうだ、スポーツ的な模擬戦とかだったら、ン・イゾイーも暇なら手伝ってくれるだろうし」

　言いながら、視し線せんを拍ぱく明あきの後ろの褐かつ色しよく少女へ。彼女は困惑したような瞳ひとみで自らのボスの後頭部をちらりと見やってから、

「はあ。まあ……暇であれば。あまりに動かなさすぎると身体からだが鈍にぶりますし」

「あんたも、こいつの個人的な動きまでは制限しないだろ？」

「ふふ。そうだねぇ。勿もち論ろん、部下の研究員が友人の家に遊びに行くことを咎とがめたり制限したりなんてできないよ。いくら上司といえどもね」

　拍明はにやにや笑っている。

　春はる亮あきは一度、思考を整せい理りした。ペンドラゴンと拍明、二人ふたりに対して自分が告げるべき言葉は。彼らに協力を求める自分達が示すべき立場は。

「つまり──あの家は、呪のろわれた道具と人との繫つながりを考える場所なのかもしれない、って俺おれは思うんだ。そんな立ち位置を少しだけはっきりさせようってことだと思う。その繫がりっていうのは、強くなることなのかもしれないし、未知を解決することなのかもしれない。手を取り合える余地はあるだろう」

「手を取り合えない余地もあるだろうけれどね」

　組んだ指の上に顎あごを乗せ、意地悪い笑えみで拍明が言った。

「確たしかに、俺達の間には、忌いまわしい呪いって問題がある。俺はできるだけ呪いで誰かに迷惑をかけないようにしたいし、あくまでも呪いは解いたほうがいいと思ってる」

「そうだな。そこは譲ゆずれん。けっしてな」

　腕組みをして目を閉じたまま、フィアが久しぶりに口を開いて言った。重い言葉。

　春亮はフィアに対して頷うなずいてから、

「でも──このはが自己暗示で、血を見れば気絶するっていう感じにしてたみたいに。虎こ徹てつがトマトジュースで衝しよう動どうを抑えるみたいに。身体からだの刃やいばで恋人を殺す人形が、刃を壊こわしてただ抱だき締しめるだけで済んでるみたいに……それぞれ事情とかレベルは違うけど、いろいろ抜け道みたいなもんだってなくはない。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくならそういうのも調しらべたりしてるんじゃないか」

「まあ、してないとは言えないなぁ」

「つまり、認められない部分は認められない部分として、せめて認められる部分では繫つながりを持ってもいいじゃないか、ってことだよ。いつでもうちは歓迎する。誰だれかに危害を加えたり迷惑をかけたりするようなことがあれば、それはそれとして全力で阻止するけどな」

「そういうものとして、あの家は、君達はあそこに在る……と言うのだね。はは、明クラ確リフ化アイされたスタンスを持ち、定義デイフアインされた一団となって、君達は僕ら研究室長国や竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズと対等であろうと望む。それは──」

　喋しやべりながら、拍明がくつくつと肩を震ふるわせ始めた。本当に楽しそうに、笑っている。たっぷりとその笑いを一同に聞かせてから、

「それは、ある意味、新組織《夜知家》というようなものの設立なのかもしれないね？　呪われた道具と人との繫つながりを考える組そ織しき。そうしながら、呪のろいを解いていこうとする組織。他ほかの組織のスタンスには拘こう泥でいしない──一般人に危害を加えない限りは、か。なるほどなるほど」

「あ……」

　そう、なのだろうか。前からやっていたことと、思っていたことと、それほど変化があるわけではない。ただ言葉にしただけだ。拍ぱく明あきとペンドラゴンの前で明めい確かくにしただけだ。しかし、それが意味を持ち、自分達という固まりを再定義するというのなら。

　それは、確たしかに、そういうことなのかもしれなかった。

「戦力は充分。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ、村むら正まさ、虎こ徹てつ……その他ほかにも、声をかければ集まる禍具ワース達が何体も。情報収集と工作担当は、名高いネズミのようなお方が」

「逃げ回りの名人ってことでしょうけど、失礼な渾あだ名なー。ぷんぷん。定着させないでよね!?」

　崩ほ夏なつが頰ほおを膨ふくらませて言うのをちらりと眺めて、次は理事長へ。

「そして資金的なパトロンも。元・竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの二位。カリスマ性も人脈も侮あなどれない」

「資金以外の面に関してはどうかな。僕はカリスマも人脈もない、謎なぞのガスマスク実業家さ」

「はっはっは。まあ、とにかく……」

　拝おがむように手を擦すり合わせ、虚こ空くうを見つめて何かを考える拍明。しかしその思考は数秒で何かの結けつ論ろんに辿たどり着き、

「うん。やっぱりそれは、とても興きよう味み深ぶかいな！　その未知なる興味深さを無視することなんてとてもできないし、状況的なものもある。決めたよ」

「な、何を？」

「言わせるなよ。錐きり霞かは僕の可愛かわいい妹、助けたいのは一いつ緒しよだ。君の申し出を受けよう。この件、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくは君達《夜や知ち家け》に全面協力する」

「……その言葉を素直に受け止められればいいんですけどね」

　話の展開に気疲れしたか、ひどくグッタリした様よう子すのこのはが呻うめく。

「僕だって錐霞が戻ってこないと困るんだ。そこは信じて欲しいね。錐霞を助けるまで、これから何かを企たくらんだり噓うそをついたりするようなことはない、誓うよ」

　両手を開いて降参のポーズのように持ち上げながら、拍明。正直に言って全面的に信じるのはまだ不安が残るが、この件に関してだけはそれなりに信頼してもいいような気がした。

「で……お前はどうなのだ、マクシミリアン・ペンドラゴン。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長よ」

　フィアが横目でじろりとペンドラゴンを見て言った。彼は不敵な笑えみで、

「夜知家に行って模も擬ぎ戦せん……か。確たしかに、あのぷに子こ達は喜ぶかもしれねえな。だが俺おれには正直、どうでもいい。そいつはメリットにはなんねえ」

「っ……」

　春はる亮あきは息を吞のむ。まさか。駄だ目めなのか。協力してくれないというのか。フィア達の緊きん張ちよう感かんもじわりと高まる。しかし──

　そこでふと、彼は視し線せんを動かし、この円卓に座る一同を順々に眺めた。

「……あいつはいねぇんだな？　眼鏡めがねのハスキーボイスちゃんは」

「え？　ああ、千ち早はやか。あいつは別に俺おれん家ちにいるわけじゃないから。たまに遊びに来るぐらいだけど」

　意図がわからないが、とりあえず答えてやる。ペンドラゴンの視線がもう一巡。

「まあ、それならまたいつでも会えそうだ。ほえほえした同じ顔の奴やつらもいたな。あとスタンダードな美人と、くるくる髪と……村むら正まさ、虎こ徹てつ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ……」

「先読みして言ってみるけど、うちは？」

　黒くろ絵えがぴょこんと挙手して言うと、ペンドラゴンはにんまりと笑って、眼がん前ぜんにあるリコの頭をぐしぐしと撫なでながら言った。

「はっはー、勿もち論ろん、綺き麗れいな髪とすべすべの肌をしてるお前も守しゆ備び範はん囲いだぜ！　その証拠はこいつ！　身体からだが小さくても問題ないってことだな。小さいのは小さいのでいろいろ楽しみ方があるんだ。いいか、まずは──」

「のぉぉおい!?　何言ってんだお前、真ま面じ目めな話してるっぽいから黙だまっとこうと思ったら、とんだ油断大敵だし!?」

　顔を真まっ赤かにしたリコがぽかぽかと殴りかかるのを気にも留めず、ペンドラゴンはジト目のこちらに顔を向けて、

「──こんなにいい女が集まってるなんて、だいぶ珍しいぜ。それは俺の理由としては結構大きい。オッケーだ、協力しよう」

「協力の決め方が既に不安だ……本当に大丈夫なのか？」

　フィアが呻うめくと、

「残念ながら、昔からこんな人ではありました」

「せやな〜。通りすがりのパイタッチとか日常茶飯事やったからな」

「誠まこと、その通りだ。拙せつ者しやも何度尻しりを撫なでられたかわからぬ」

　漸音ぜのんに銃音がのん、さらには虎徹までもがウムウムと頷うなずく。ある意味不安ではあるが、キャラクター通りということではあるのだろう。

　春はる亮あきはごくりと唾つばを飲み込んで、

「じゃあ、つまり──」

「三者間同盟のようなものの成立、かな。よろしく頼むよ、ミスター・ペンドラゴン」

「とりあえずこの件が片付くまでは、そこの嬢じようちゃんに手出ししないよう団員どもに言っとかねえとな。ココロ・ペンタンジェリが結局倒せなかった相手ってんで、いろいろ興きよう味みを持ってる奴やつらが多いのさ。まあ俺も褐かつ色しよく肌はだの女とか久しぶりなんで別の意味で興きよう味み津しん々しんなわけだが」

　そんな会話を聞きながら、春亮はほっと息を吐く。

　ついにこの二人ふたりの協力を取りつけることに成功した。賭かけではあったが、理屈では上う手まくいく公算のほうが高いと思っていた──だからこそ、スピード重視でいささか強引に会合をセッティングしてもらったのだが。事後承しよう諾だくになってしまったこのは達には後で謝あやまらなくては。

　ともかくこれで、一歩前に進んだと言ってもいいだろう。

　だが、と春はる亮あきは拳こぶしを握にぎり締しめた。気を抜いてはならない。本番はここからだ。

　絶対に為なさなくてはならない、果たさなくてはならない目的は、この先にある。

（いんちょーさん。待っててくれ。もう少しだけ……！）

　そして、その目的が果たされたなら。彼女を無事に取り戻すことができたのなら。

　もう、怖いものなどない。

　逃げずに、はっきりと、この胸の中にある気持ちを彼女に伝えようと。

　ずっと引き伸ばしていた答えを返そうと、そう決めていた。




　そこからは、ほとんどフィアはただ事態が流れるのを見ているだけだった。

「おう、もしもし？　ちっと聞きたいんだが、竜島本部に帰ってくる途中であの騎き士し領りようの奴やつに会ったって団員がいたろ？　たまたま街で見つけて襲しゆう撃げきしたはいいが、片腕ぶった斬ぎられて帰ってきたカッコ悪い奴。名前がヘンな……狗く留る孫そん山ざん？　そうそう、そいつそいつ」

　ペンドラゴンがどこかに電話をかけてほどなく、他ほかの船から小型船が発進し、この決戦船とやらに向かってきた。大おお怪け我がをした若い団員がこの甲かん板ぱんに現れ、自分がどこでスレイブを襲おそってやられたのかを報告していく。

「ふんふん。このあたり、か。何時ぐらいのことだい？　ふむ、なるほど。とすると──」

　その情報を、テーブルの上に広げた地図に慣なれた手つきで書き加えているのは拍ぱく明あきだ。ペン回しが異様に上う手まかった。

　その地図に書き込まれているのは、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの団員の先走り襲しゆう撃げきでわかった位置情報だけではない。これまでの通とおり魔ま事件が起こった位置も記入されていた。そして、

「実はわたし達も、血けつ痕こんを見つけた場所があります。虎こ徹てつが匂においを感じたんです。今まではその周辺を捜してて──結局、それ以上の手掛かりは見つけられなかったんですけど」

「ほう。その血痕は消えたりしたかい？」

「うむ。拙せつ者しやが見ている前で消えた」

「だったらそれは錐きり霞かの血で確かく定ていだ。実は僕達も、血痕だけを見つけた場所ならいくつかある──血がその時点では残っていたというのなら、まだ《ギメストランテの愛》の忌き能のうで傷が治ち癒ゆされている最中だったってことになる。つまりニアミスだ、惜しかったね」

「……あなた達はあなた達で捜してたんですか」

「大事な妹だって言っただろ？　向こうはそう思ってないかもしれないけどね。とにかくその血痕だけ見つけた場所の情報も組み合わせて、と……ふむ」

　拍明がペンを回しながら地図を見下ろす。春亮達も円卓の全方位からそれを覗のぞき込んだ。

「はー。なんかベタベタなことになっちょるねえ」

「ほんとうに、わかりやすすぎます」

「でも……これはやっぱり、情報量がなくちゃ判断できなかった。あんた達のおかげだ」

　褒ほめても何も出ないよ、とばかりに拍ぱく明あきが肩を竦すくめた。

「さて、ここまでの既知を確かく認にんしよう。今までの例から判断するに、騎き士し殿どのの犯行はきちんとしたルールに基づいて行われている。一つは《土の地面がある》ことだ。通とおり魔まも、錐きり霞かの血痕も、団員くんが先走ったときも、例外はない。そしてもう一つは、こうして視覚化ビジユアライズすれば単純だね──彼女は、この街の周囲を円を描くようにして移動していると推測できる」

　その通りだった。フィアが見下ろす地図の中、拍明の書き込んだチェックは、あの砂浜での最初の事件を始点に、大きな円を描いているように見えた。勿もち論ろん、途中にぽっかりと間が空いている地点もあるが、

「これは単に僕達が確認できなかったというだけだろう。そして──この動きが何らかの意図に基づいて行われているとするなら、まさかいきなり円の中心を突っ切ったりして逆方向に移動することもないはずだ」

「あくまでも円周状に沿って動くと推測できる、ということかな」

　ブフー、と理事長がガスマスクの下で息を吐き出しながら言った。頷うなずいた拍明は、さらにペンをくるくると回転させ、奇術師のように大おお袈げ裟さな仕し草ぐさで、

「そう。だから──犯行間隔と移動距きよ離りを考えれば、次の犯行地点はかなり高い確かく率りつで予測できる。このあたりだ」

　地図の一点に、その先端を突き立てた。

　海の近くだった。そのまま海に沿って進めば最初の砂浜に辿たどり着けるような位置。円を描いて進んでいるのだから、始点に戻るような動きになるのは当然だが。

　春亮が顔を引ひき締しめて、

「待ち伏せする、ってことか……！」

「とはいえ、彼女の動きは完全なる真円を描いているわけではない。移動距離もそれほど厳げん密みつではなく、まちまちだ。だいたいこのあたりだ、という当たりしかつけられないね」

「それで充分だと思います。地面があるところに限定されるわけですし、何箇所かに絞しぼり込めるでしょう」

　このはが地図を睨にらみながら言うと、拍明はペンをさらに動かした。

「そうだなあ……本命がここで、他ほかに抑えとかなくちゃいけないのが、ここと、ここ……あと、ここあたりか。当然、君達が本命のところで戦力を集中させて待つべきだろう。仮押さえの一ヵ所は僕とン・イゾイーが受け持つとして」

「では、僕と漸音ぜのんくん、銃音がのんくんの三人でもう一ヵ所かな。出くわしたら足止めしつつ連絡して本隊を呼ぶ……というぐらいならなんとかなるだろう」

「しょーがねえな、うちの若いのも何人か回すか。同じように足止めと連絡役な。先走って怪け我がする奴やつもいるかもしんねーが」

　理事長とペンドラゴンがそれぞれ言う。どうやらそれで人手はなんとか足りそうだった。

　春はる亮あきはその地図をじっと見つめて、そして大きく頷うなずいた。

「じゃあ早速行こう。向こうの犯行間隔にも誤差があるかもしれない。待つのはいいけど遅れるのはまずい、早く行っとかないと……フィア？　なんかぼんやりしてたけど、大丈夫か？」

　はっとした。頭を振ってみせて、

「いや──これからが本番だ、と気合いを入れておっただけだ」

「そうだな。さ、行こうぜ！」

　春亮が先頭に立ち、円卓を離はなれて歩き始める。このは達もついていく。フィアは目を細めて、一同の最後尾を行くように、春亮の背中を追った。

「はぁ。一時はどうなることかと思いましたけど、まあ今はいい感じに動いているようですし、うるさくは言わないでおきますよ……ところで、それはそれとして、ぐいぐい引っ張る男らしい春亮くんもなかなかですねえ。フフフ」

「おっとこのさん、惚ほれ直したー？」

「なーに言ってるんですか。その通りですけど」

「ふん。誠まこと、あの程度ではまだまだ男らしくなど……男とは、もっとこう、勇いさみさまのように力強く、厳いかめしさが必要なはずで……」

　このは達がそんなことを話しながら、春亮と共に歩いている。強い刀が二人ふたり。優やさしい人形が一人ひとり。ガスマスクの男と、それに仕える忠実な姉妹も。

　春亮の周囲にいるのはそれだけではない。他ほかの一同も同時に動き出していたのだから。

「ところでさ、足の具合とか大丈夫なのか？　こないだ怪け我がしてたろ」

「我が反応・問題ありませんという即答。あの程度、部族に伝わるヌーペンヒを塗っておけば一晩で治ります」

「おっとなんだいそれ、未知の単語だよ。どういうものかな？」

「はい。この国の言葉でどう言うのかは未知ですが、主に床下やゴミ捨て場でよく見かけるアレを磨すり潰つぶしたものが主原料──」

「そこー！　嫌いやな予感がします！　そういうのはわたし達に聞こえないところでやりなさい！」

　褐かつ色しよく肌はだの少女。部族の戦士。長い脚を伸ばして素早すばやく戦うもの。そして、ひたすらに知ち識しきを求める研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの主。

　次に春亮は逆方向に顔を向け、

「ていうか、あんたも俺おれ達のところに来るのか？」

「おいおい。俺が本命チームにいなくてどうする。手は出さねえけどな」

「手を出さないのなら、余計に、なんでって聞きたくなるんだけど……」

「戦いを見物するのが楽しそうだからに決まってるだろ。あと、パ……なんでもない」

「あっ!?　おい、こいつ今ゼッタイ『パンチラとかもありそうだしな』とか言おうとしたし!?」

　誰だれよりも強いであろう、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長。彼の所有する呪のろわれた道具が二人ふたり。

　ああ、とフィアは不ふ思し議ぎな感覚を味わっていた。

　なんという光景なのだろう。なんという視界なのだろう。

　自分の目の前には、春はる亮あきの周りには、こんなにも、いろいろなひとがいる。ひとでないものがいる。

　ひとりでは、ないのだ。春亮も。自分も。

　どうしてか、春亮の背中が、昨日きのうまで見ていたよりも大きくなっているような気がして。

　胸の中に広がるのは──寂しさにも似た、安あん堵ど。

　不思議に温かな気持ちで、思った。

（そうか。ひょっとしたら……本当に、もう、私の力は……）

　彼が振り返って、優しい顔で、遅れているこちらを呼ぶ。

　フィアはふっと頰ほおの力を緩ゆるめて微笑ほほえみを返し、足のスピードを上げた。

　追いついて、みんなと同じ、彼を囲む輪わの中に入って。

　それでも自分は、何も言わない。無言でよかった。ただ歩ほ調ちようを合わせて進んでいるだけでよかった。そういうものだ。

　心配は、きっと、いらない。

　ただ隣となりにいるだけでも、彼はきっと、微笑んでくれるだろう。
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　結けつ論ろんから言えば、拍ぱく明あきの読みは正しかった。

　海沿いの道路。といっても舗ほ装そうはされておらず、地元民しか通らないようなでこぼこ道だ。脇わきにあるのは錆さびたガードレール、そしてその向こうに望のぞむ海。逆側には鬱うつ蒼そうとした林。

　道を歩いてきた足音が止まるのと、春はる亮あき達がその林の中から飛び出すのは同時だった。

「む……」

「スレイブ！　観かん念ねんしてもらうぞ！」

　処しよ刑けい鉈なたを生み出したフィアが、それを眼がん前ぜんの騎き士しに突きつけながら言った。さっきは一いつ瞬しゆんだけぼうっとしていた感じだったのだが、今は普段ふだん以上に活力に溢あふれているように思える。

　スレイブはあのバイザーのような兜かぶとを装着し、腰に細レイ剣ピアの鞘さや、背中に長い槍やりという、前回見た姿のまま。ただし、今は──巨大なスーツケースを引いていた。中に人一人がすっぽり入ってしまうぐらいの。

　それを見た瞬間、春亮の頭にかっと血が昇った。感情を抑えられない。

「このはっ！」

「しょうがないですけど、無理はしないでくださいよ！」

　このはがぽんと弾はじけて日に本ほん刀とうの姿になり、春亮はそれを摑つかみ取る。久しぶりの感覚。

　そこで春亮は、フィアが横目でちらりと視し線せんを向けてきたのに気付いた。さらにその視線は、こちらのすぐ隣となり、手をわきわきさせながら前に進み出ていた虎こ徹てつにも移動する。

「なんだ。拙せつ者しやに何か言いたいことでもあるのか」

　虎徹の言葉に、フィアは「……いや」と軽く頭を横に振る。独ひとり言ごとのような、ひどく小さな呟つぶやきが聞こえてきた。

「……ウシチチは無事に戻ってきた。前と比べて何かが吹っ切れた様よう子すでな。そして、私と同じくらいか、それ以上に戦える虎徹も……そうだな。やはり、心配はいらんのだろう──」

　一瞬だけ、苦笑いのような気配けはいで唇を曲げてから。

　改めて、フィアは銀髪を揺らしてきっと前を向いた。

「何にせよ、今は全力を尽くすだけだ！　行くぞ！」

「お……おう！」

「言われなくとも！」

　フィアを先頭に、三人で突っ込む。スレイブはスーツケースを乱らん暴ぼうに放り出し、鞘から素早すばやく細レイ剣ピアを引き抜いた。

「愚かにすぎる。繰くり返しだ」

「そーだぞー、同じことの繰り返しだとつまんねえぞー」

　見物客のペンドラゴンが、後方でのんびりと言うのが聞こえた。だったら手伝てつだえよと思わないでもなかったが、今更言っても仕方がない。というかそこには、ペンドラゴンに、その肩に乗ったリコ、傍かたわらのグランオーリだけでなく、

「フィアさん達、ふぁいとです〜！」

　なぜか切せつ子ことフォーティーンもいるのだった。どうやら他ほかの場所の見張りは下したっ端ぱに任せ、ボスに倣ならって見物に来たらしい。いよいよ手伝ってもらいたい。

　背後を気にしてばかりもいられなかった。フィア達と共にスレイブに攻こう撃げきをしかける。だがスレイブは前回と同じように、あの細レイ剣ピアでぬるりと攻撃を受け止めていた。

　ン・イゾイーから情報は聞いていた。これは《速度応報カルマスピード》──速度を吸収し、そうして溜ためた速度をあの巨大斬ざん撃げきとして放出するという呪のろわれた剣だと。だからあまり調ちよう子しに乗って攻撃をしかけると、それは相手のカウンター技の発動を早くすることになる。

「っ、ん、はあっ──どうした。温ぬるいぞ、気色悪さの権化である禍具ワース」

「お前こそ気分が悪そう……ではないな。裏が知れれば、なんとなくわかるぞ」

「ふん。誠まこと、拙せつ者しやが断言してやろう。その喘あえぎ声ごえは、快楽だ」

「さてはスピード狂になる呪いでもかかっているのでしょう。素早すばやい攻撃を受ければ受けるほど興こう奮ふんする、というような」

「これも所しよ詮せんは下げ卑びた禍具ワースよ──非力で病弱な貴族が、どうしても決けつ闘とうで殺さなくてはならない仇かたきのために、力を犠ぎ牲せいにし、相手の速度のみを利用したカウンターを編あみ出した。だがその妄もう念ねんの初勝利は、速度に対する快楽と執着をその貴族にもたらした……呪わしい話だッ！」

　こちらの攻撃を、防御に集中することでスレイブは全すべてを回かい避ひしていく。速度を溜めていく。だが今回はこの前とは違うことがある。一つは、この自分が参戦していることだ。つまりは、このはが刀の姿になっていることだ。

「いまいち手て応ごたえがアレなんで時間がかかりましたが、いってみますか」

「……今更だけど、いいのか？」

「もう、昔のわたしをひたすらに忌き避ひするだけのわたしではありませんから。わたしはわたしです。春はる亮あきくんが大好きなわたしです」

　うっ、と呻うめいた。

「おい、今そういうこと言うの止やめろって」

「ごめんなさい。でも、今のは自分に気合いを入れた感じだったんですよ。やるとなれば、少なくとも余波で相手の首を落とさないぐらいの注意は必要ですからね」

　ぺろり、と舌を出したようなこのはの口く調ちよう。しかしそれは次の刹せつ那な、背筋の凍こごえるような、迫力ある冷たい声へと変わり、

「では──往こうかッ……！」

　それも、紛れもない彼女の声。彼女の内にいるもう一人ひとりの彼女の声。春はる亮あきは恐れでも怯おびえでもなく、ただ、信頼をもってその肉にく食しよく獣じゆうじみた声を聞く。

　春亮は大きく踏み込み、このはが自分の身体からだに求めてくるままに抜刀。白はく刃じんを煌きらめかせる──

「《顕けん殺さつ交こう叉さ》！」

「おおおおおっ！」

　それは、相手の攻こう撃げきの力を利用して武器のみを完全破は壊かいする《剣けん殺さつ交こう叉さ》ではない。村むら正まさという存在夜叉の純粋な鋭するどさを顕あらわし武器を破壊する、《顕殺交叉》。相手の攻撃に合わせる必要はないため、防御一辺倒のスレイブ相手にも使えるという利点がある。余波で相手を傷つけるデメリットはあるが、今は最低限、相手の命には影えい響きようがないようにこのはが注意はしている。だから全力での《交叉》には及ばないだろうが、八割ほどの効果はこれでも発揮されるはずで──

　抜き打たれたこのはの白刃が、《速度応報カルマスピード》と接触。ぞっとするほどに美しく流りゆう麗れいな日に本ほん刀とうの刃やいばと、華きや奢しやな西せい洋ようの細レイ剣ピア。砕けるのがどちらかは決まっていたようなものだったが。

　このはの刃が見えたということが、既に異常。本来ならそれは即座に鞘さやの中に戻り、残心の姿勢を形作るはずだった。つまりは。

　このはの《顕殺交叉》のスピードすらも、《速度応報カルマスピード》は受け切ったのだ。その刃を砕く一撃を、速度を奪うことでぬるりと無効化したのだ。

「くうっ……！」

「んっ、あ、は、くふぁンッ……ん、あ・ぃっ──」

　呻うめくこのは、一際大きく艶なまめかしい声を上げて、びくんと背筋を震ふるわせるスレイブ。このははその隙すきに刀を引き戻し、黒の鉄鞘にその身を納めた。さすがに常に抜き身のままで戦うのはいろいろリスクが大きすぎるということらしい。やはり根本的には、彼女は血を流すことや人を傷つけることを疎うとましく思っているこのはなのだ。

「あぅ……やはり恰かつ好こういい。誠まこと、拙せつ者しやは、いつもその状態でよいと思うのですが……」

「こら、興こう奮ふんしておる場合か！　まあ興奮しておるのはお前だけではないようだがな」

　とろんとした目になっていた虎こ徹てつの背中を軽くどつき、フィアが視し線せんを前方に向ける。

　息を荒げたスレイブが、恍こう惚こつの涎よだれを口の端から零こぼしつつ、《速度応報カルマスピード》を持ち上げていた。

「やって、くれる。だが、さすがにそれは、速かった。おかげで──」

「溜たまってしまった、ようだ……春亮、どうする!?　あれをやるのか!?」

「正直、やりたくはないけど。ええい、信じてみるしかないな！」

　このはの武器破は壊かいが効かなかった場合の、作戦その二があった。できれば使いたくはない、効果も定かではない、その核となる人物だけが自信満々に提唱してきた策があった。このままみすみす巨大斬ざん撃げきを打たれるくらいなら、それに賭かけてみるべきなのかもしれない。

　最初にフィアが行動に出た。《速度応報カルマスピード》の動きを防ぐべく強引に鉈なたを繰くり出し、

「二十七番機き構こう・碾式歯輪態《強制磨滅機構ヘルメス"Gearwheel - Trismegistus"》──禍動curse/calling！」

　速度を吸収して受け止められた状態のまま、強引に変形。嚙かみ合った歯車を回転させ、その中にスレイブの細レイ剣ピアを巻き込もうとする。が、

「浅はか！　それも速度に変わりなしッ！」

「なっ!?」

　歯車の回転運動──その速度すらも《速度応報カルマスピード》に吸収され、機構の動きが止まる。しかし刃やいばが引き抜かれたときには、既に春はる亮あきは突進していた。このはの鉄てつ鞘さやを叩たたきつけるが、スレイブの防御が間に合う。ぬるりとした手て応ごたえ。同時に虎こ徹てつもその剣を虎こ爪そうで襲おそっていた。速度を吸収されるが、想定の範はん囲い内ない。虎爪の指をそのまま折り曲げ、《速度応報カルマスピード》の刃を摑つかむ。

　このはの鉄鞘と虎徹が、同時にその刃を押さえているような状態になった。間かん髪ぱつ入いれず、虎徹の身体からだが、その刃を握る手を支点にして翻ひるがえる。

「せぇぇぇえいっ！」

　刃を握り込んだままの、強引な回かい転てん蹴げり。フィアが機を作り、このはの鉄鞘で援えん護ごしたとはいえ、単純な力で刃を押さえながら高威力の蹴りを繰くり出せるのは虎徹の腕力と思い切りがあってこそだ。それがヒットすれば勝負は決まっていたはずだった。だが。

「っ──!?」

　スレイブは咄とつ嗟さに膝ひざをつき、さらには身を仰のけ反ぞらせ、虎徹の空中蹴りを回かい避ひ。《速度応報カルマスピード》を身の捻ひねりでそのまま抜こうとする──

　けれど、その体勢は、完全に崩れているのだった。

　そして自分達の作戦の切り札は、虎徹ではなく、最初から隣となりの林に隠れたまま機を窺うかがっていた彼女なのだった。

（マジで、大丈夫なのかよ……！）

　春亮の視界に映るのは、髪をパチンコのように使って、弾はじかれたような勢いでスレイブ後方の林から飛び出てきた黒くろ絵え。

　その髪はさらに高速で動く。しゅるると、渦を描くようにして──

　彼女自身の小さな手足に、巻きついた。

「うち自身の進化により編あみ出せたこの超絶必殺技。名付けるならば……」

　そして彼女は、いつになく真ま面じ目めな表情で、その技名を叫ぶ。

「モード《キングダム清きよ盛もり》！」

　すると──彼女の手足に巻かれた髪が光を発した。治ち癒ゆのときに一いつ瞬しゆんだけ光るのと同じような輝かがやき。今け朝さ早く、黒絵のいた居間から漏れていたような輝き。そう、それはあのとき彼女が編み出し、練習していたもの。治癒のときと同じような光が出ることからわかるように、他人の髪から集めた精気を使用する技。

　黒くろ絵えが言うには、それは、身体に巻いた髪から精気を送り込むことで肉体自体をパワーアップさせ、さらにはパワードスーツ的に髪を使って動きを補強する技だという。

　スレイブを首尾よく待ち伏せできた後の作戦を考えていたとき、黒絵が言ってきたことだ。この状態になったところまでは自分達もそのときに見て確かく認にんしている。だが実際に動くとかなりのエネルギーを消費するらしく、その効果のほどは実際にはよくわからない。どうなのか。本当に、黒絵が言う通り──

「ごー！」

　刹せつ那な、黒絵の姿が消えた。いや、一いつ瞬しゆんで踏み込んだだけだ。閃せん光こうのように速度を詰めたせいで、その姿が目で追い切れなかっただけだ。

「おおう!?　速すぎるぞっ……!?」

　フィアの呻うめき声ごえが終わるよりも早く、黒絵は体勢を崩していたスレイブの背後に肉にく薄はく。光る髪の巻きついた腕を引き絞り、これまた目にも留まらぬ速度で拳こぶしを突き出す。動作自体は洗練されたものではなかったが、空気を震ふるわせるほどの速度と威力。

　本当だった。これはまるで、雛ひな井いエルシーの《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》にも似た──完全な、身体強化能力だ。黒絵が言うには、効果時間自体は本当に一瞬、彼女のように四分間も保つようなものではないということだが。

　しかし今は、一瞬でもその域に到達していればいい。体勢を崩したスレイブ。《速度応報カルマスピード》は虎こ徹てつとこのはの押さえつけからようやく引き抜かれつつあるという状況で、とても間に合わない。スレイブにできることがあるとすれば、

「くぉっ──！」

　苦し紛れなのか。彼女は膝ひざをついて身を仰のけ反ぞらせた不自然な体勢のまま、空いている左手を黒絵の拳を受け止めるべく動かした。

　無む駄だな足あ搔がきだ。いくら黒絵の小さな拳といえども、そんなもので防げるはずがない。雛井エルシー級の打だ撃げきは、いともあっさりとその左の掌てのひらを粉砕──

「……あ、れ？」

　しなかった。

　黒絵のきょとんとした声が聞こえ、拳と掌の接触面から、自動車同士が正面衝しよう突とつしたような重い衝しよう撃げき音おんが響ひびく。同時、スレイブは右手の《速度応報カルマスピード》をついにこちらの拘こう束そくから引き抜いた。その刃やいばが自由になった刹那、

「──応、報、せよッッ！」

「危ない、春はる亮あきくんっ！」

「うわぁぁぁっ！」

　その引き抜く動作を一振りにして、巨大な剣圧が解放される。無理な体勢だったためにほとんど真上に放たれる感じになっていたが、至し近きん距きよ離りにいた自分達はその影えい響きようを受けずにはいられない。辛かろうじてこのはの刀身で防ぎはしたものの、大きく吹き飛ばされる。きちんとした狙ねらいで撃うつより、まずスレイブは体勢を立て直すことを選択したのだろう。

　このはの身体操作のおかげで、なんとか受け身を取って着地。

「……虎こ徹てつは？」

「無事です。肝は冷えましたが」

「フィアも大丈夫か」

「ああ。というか話が違うぞ、クロエ！」

「いやー、ほんとに。うちは予定通りの動きができたんじゃけど、それ以外のところに大きな誤算があったねぇ……」

　こちらは受け身を取るのに失敗したか、むくりと地面から上半身を起こした姿で黒くろ絵えが言った。全身を包んでいた光がそこで弾はじけるように消えうせ、そして──先程繰くり出した右腕を彼女が持ち上げると、そこに巻かれていた髪がぱらぱらと落ちる。

　断たれていた。

「本当に、誤算じゃ。まさか、人間じゃなくて、うちらのお仲間じゃったとは」

「マジかよ……！」

　呻うめいてはみたが、しかし答えは一つだった。素す手でであの黒絵の攻こう撃げきに耐えられる。触れていた黒絵の髪を素手で切断できる。このはや虎徹と同じ、刃物としての性質か。

「矛む盾じゆんしておるな。わけがわからんぞ。私達と同じ存在であるのに、なぜ騎き士しなど……！」

「矛盾などしていない。死臭のする禍具ワースは呪のろわしく、この世に在るべきではなく、全すべて破は壊かいされるべきだ──この自分も含めてな」

　兜かぶとの奥、感情の見えない視し線せんがこちらを射い貫ぬく。やはり矛盾しているようにしか思えなかった。何かを間違えているとしか思えなかった。自殺願がん望ぼうのようなその台詞せりふ。最も騎士にふさわしくない騎士。

　しかし今はスレイブ本人のことよりも優ゆう先せんして考えるべきことがあった。

（くそ。どうする……？）

　作戦は失敗した。やり直しだ。もう一度あの剣の防御を潜くぐり抜け、スレイブを打破し、錐きり霞かを助けなくてはならない。しかし奥の手の黒絵も見せてしまった。同じ手は二度は通じまい。体力切れのように黒絵はフラフラしているから、そもそも連発も無理だろう。どうする──

　そんなとき。

　スレイブがはっと頭を動かすのが見えた。

　ちらりと振り向くと、そこには、今までまったく動かなかった誰だれかが歩いてきている。

　ペンドラゴンだ。なぜか真剣な目をしている。

「おいー？　何やってんだ、見物だけだったろ？　メンドクサイのはヤだぞあたし！」

「想定外の仕事というものは面めん倒どうで／やりがいがありすぎて困るのでございます」

　リコ達の言葉を聞いているのかいないのか。彼は依然として真剣な表情のまま、その視し線せんを動かして──どうしてか、通り過ぎざまにちらりと黒くろ絵えを見た気がした。

　しかしすぐに彼は顔を前に戻し、微妙に不自然な唐突さで表情を緩ゆるめた。

「はっはー。いや、あんまり見てるだけってのも退屈になっちまってよ。ムラムラしてきたから、一回だけ動いてもいいんじゃねえかっていうアレでな。心配しなくてもお前らを使ったりはしねえから安心しろ」

「む。それはそれでなんか嫌いやだし。まあいいけど……」

「安あん堵ど／残念。では私はここで待たい機きしておきます、マスター」

　主の背中を見送るように足を止めるグランオーリ。春はる亮あきは瞬まばたきをしてから、

「て、手伝てつだってくれんのか？　なんでいきなり？」

「んー……それどころじゃなくなった、っつーか、まあ見てるだけが飽きたってことだな。そろそろ終わらせてもいいんじゃねえの、というわけだ。だから手出しはいらねえぜ」

「ふん。よくもまあ、そこまで自信があるものだ。好きにしろ」

「お手並み拝見、といきますかね」

　そこで春亮の手の刀が小さく動く。怪け訝げんそうに虎こ徹てつを見たようだった。

　虎徹は大きく息を吐き、服の袖そでで汗を拭ぬぐう。緊きん張ちようさせていた手の指、虎こ爪そうを解いてぶらぶらと手首を揺らす。緩んでいた服の帯を調ちよう整せいする──

　こちらの視線に気付いたか、彼はもう一度嘆息し、呆あきれたような声こわ音ねで言った。

「──終わりだ。師団長がじきじきに動くのならば、たとえ禍具ワースだろうが、あの程度の騎き士しに勝ち目はない。拙せつ者しや達にできることはもうあるまい」

　リコを肩に乗せたまま、ペンドラゴンはそのまま自然体で歩を進める。《速度応報カルマスピード》を構えたスレイブとの間合いが詰まっていく。スレイブは僅わずかな逡しゆん巡じゆんを見せていたが、ペンドラゴンの動きが変わらないのを見て取り、何かを決意したように大きく後退──

「よっ、と」

「っ──!?」

　特に速度を上げたとも見えないのに、いつのまにかペンドラゴンが踏み込んでいた。なぜか既にスレイブの身体からだに肉にく薄はくしている。ニルシャーキのように時間をどうこうしたわけではないだろう──おそらく、ただの歩法だ。それが高等すぎて途中経過が飛ばされたように見えただけ。

　ペンドラゴンがゆっくりと手を伸ばす。ゆっくりと、だ。

　スレイブは《速度応報カルマスピード》を構えるが、自らを襲おそう不可解さに呻うめき声ごえを上げる。間合いを広げようとしても、ペンドラゴンはぴったりとそれについていくのだ。腕が伸びていくのだけは変わらない。のんびりと。ゆったりと。身を捻ひねろうが跳ねようが間合いは一定。吸いつくように、ペンドラゴンは彼女への肉薄を維持し続ける。

　そして、緩かん慢まんに伸び続けたその腕は、恐るべき安直さで──つまりは《速度応報カルマスピード》の刃やいばを手の甲でひょいと押おし退のけるようにして、その守りを突破する。シャボン玉に触るようなふんわりとした手つきでスレイブの身体からだに到達した。具体的には、その胸の膨ふくらみの上へ。

「ふむ。小さめだが形はいい。Ｂだな」

「っ！　おのれ……っ！」

　スレイブが呻うめき、リコがセクハラに抗こう議ぎしようと口を開けようとする。

　その瞬しゆん間かん──ペンドラゴンの身体が僅わずかに沈み、そして震ふるえた。少なくともそう春はる亮あきには見えた。それは本当に些さ細さいな、重心の移動。だがそれが生み出す力の変位は刹せつ那なに増幅され、腕へ伝わり掌てのひらへ伝わり、触れていたスレイブの胸へと伝わり──

「なにっ……っ、くぁぁぁっ!?」

　スレイブの身体が、まるでダンプにでも撥はねられたかのような勢いで、激はげしくきりもみしながら空中にふっ飛んだ。いや、ダンプでも足りない。蹴けられたサッカーボールのように、穴の開いた風船人形のように、その身体は木々の遥はるか上空を通過し、横の林の彼方かなたへと消えていく。激はげしいきりもみのせいで固定が外れたのか、彼女の背中にあったあの《槍やり》は途中で吹き飛び、逆方向──ガードレールを越えて、海のある崖がけの下に落下していった。

　ペンドラゴンはスレイブが吹き飛んでいった林のほうを見つつ、

「おっと、予想外に遠くまで飛んだな……そういや人間じゃなかったか。だから軽かったんだな。あとＢだし」

「それは関係ないし!?」

　捜しに行こうという気にもなれないほど、スレイブは遥か彼方に吹き飛んでいった。ペンドラゴンも動く気はなさそうに、ただぼりぼりと頭を搔かいている。

　春亮の手中、このはが唾つばを飲み込むような気配けはいで呟つぶやいた。

「発はつ勁けい、ですか……なんという手て練だれ……！」

「先代の師団長は拳けん法ぽうの達人でした。その手ほどきを受けていたようです」

　虎こ徹てつが頷うなずきながら言い、

「速度が吸収されるのであれば、吸収されない速度で……速度の存在しない攻撃を加えればよい。そして一いち撃げき必殺。言葉にしてみれば単純ですが、誠まこと、生半可に実行できるものではありますまい──」

「うーむ、フラフラしちょるせいで夢でも見ちょったんかと思ったけど、現実じゃったか。あんな簡かん単たんに終わるとはなー。うちも頑張ったのに」

「奴やつがどうなったかはわからんが……まあいい、メインの目的はあいつをぶっ殺すことではないのだ。春亮、キリカを助けにいくぞ！」

「ああ！」

　スレイブが足元に放り投げたきり放置されていたトランクに、急いで走り寄る。その途中、ペンドラゴンに一応声はかけておいた。

「悪い──助かった！　感かん謝しやしてる！」

「ああ。まあ……気にすんな」

　ペンドラゴンは春はる亮あきのほうを見もせず答える。また何か気がかりなことがあるかのように目を細めた表情に戻っていた。その目が見ているものは、スレイブの消えていった林か、それとも──

（……？）

　彼の表情について怪け訝げんに思いはしたが、正直なところ今はそれどころではなかったので、

「いんちょーさんっ！」

　そこからスーツケースに辿たどり着くまでのほんの数歩の間に、その些さ細さいな印象は完全に春亮の頭の中から消え去ってしまっていた。




　鍵かぎがかかっているかどうかを確たしかめるのももどかしく、フィアは鉈なたを振るってトランクの留め具を吹き飛ばす。春亮が慌ててそれを開き──息を吞のんだ。

「キリカ……！」

「い、いんちょーさん！」

　抱き抱えるようにして、春亮が錐きり霞かの身体からだをトランクの中から引っ張り出す。

　ひどい有あり様さまだった。服はぼろぼろになっており、ほとんど半裸の状態で、ボンデージ服を露ろ出しゆつさせている。肉体に傷はない。その呪のろわれた力のせいで。だが。

　目が、虚うつろだった。

「あ……あ……」

　唇が微かすかに動く。半開きになった目は、はたして自分達の姿を認にん識しきしているのかどうか。

　いつのまにか人間体に戻っていたこのはが、虎こ徹てつが恭うやうやしく差し出した服を手早く着こんで近寄ってくる。眉まゆを寄せて錐霞を覗のぞき込み、

「意識が朦もう朧ろうと……酸欠ですかね……？　こんなところに押し込められていたんですから、当然ではあるんでしょうけど……」

　しかし、どこかそれだけではないようにフィアには思えた。錐霞の瞳ひとみにあるもの。それは、かつて、この自分という拷ごう問もん具ぐの前に立つ人間達に見ていた感情の色と同じような気がした。

　そう──絶望の色だ。

　そこでまた、錐霞の唇が動いた。今度はさっきよりもやや大きく、かろうじて呻うめき声ごえではなく言葉を形作る。誰だれも望んではいないような言葉を。

「こ……殺、して、くれ……」

「っ!?　いんちょーさん、何言ってんだ!?」

「たの、む……いや、だ、わたし……そんなこと、に、使われ……」

「キリカ、しっかりしろ！」

「上うえ野のさん！」

「大丈夫だいんちょーさん、あいつはもうやっつけたから、何も心配はいらないんだ、いんちょーさん！」

　春はる亮あきが摑つかんだ錐きり霞かの肩をぐらぐらと揺らすが、彼女の目は虚うつろなままだった。

「……死んだ、ほうが、まし……脱がして……誰だれか……」

「いんちょーさんっ！」

　春亮の手に力が籠こもる。言葉に怒ど気きが籠もる。納得できないのだろう。なぜそんなことを言うのか。絶対に聞きたくはない言葉。彼女の口から聞きたくはない言葉。

　春亮の目が辛つらそうに歪ゆがむ。彼自身の腕に力が籠められる。

　そんな目も、荒あら療りよう治じとして彼が錐霞を殴るような光景も、フィアは見たくはなかった。

　もっと簡かん単たんな手が、あったのだった。

　だからフィアは、一いつ旦たん目を瞑つむって、心を落ち着けてから。

「どっせーい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、春亮の背中を全力でどついた。

「うわっ!?」

　春亮がその行動を予期しているはずもない。錐霞を持ち上げていた春亮の身体からだががくんと前のめりになる。

　仕方ないのだ。殴るのを見たくないのならば、あとはもうこんなショック療法くらいしか思い浮かばない。人肌ショック療法だ。もっとぎゅっとするがいい。もっと、自分がここにいるということを体温と胸板の厚みで錐霞に教えてやるがいい。仕方ないから、今だけは許可してやろう──とか思っていたのだが。

「あ」

　あまりに春亮が無防備すぎて、その予想を超える効果が生まれてしまった。

　バランスを崩した春亮は、錐霞に抱きつくと同時に、その顔もぐいっと彼女に近付けることになって。そして、どういう偶然か、錐霞も同じ部位で彼の顔を受け止めることになって。

　つまるところ──

「んむっ……!?」

「ん……？」

　彼の口が、錐霞の唇に、押しつけられてしまったのだ。

「ヒィー!?　な、何やってるんですかぁー!?」

「わお。ショック療法じゃね」

　何かの絵画のように頰ほおを手で挟み込んで絶叫するウシチチ女、どこか嬉うれしそうに呟つぶやく黒くろ絵え。

　黒絵の言葉通り、ではあった。予想以上の出来事になってしまったが、少なくとも狙ねらっていた人肌ショック療りよう法ほうの効果が生まれることには変わりあるまい。というか予想していたよりも何倍もの大きな効果が生まれるに違いない。錐きり霞かがこの春はる亮あきの行為で多大なる衝しよう撃げきを受けるような立場であることくらいは、とうの昔に気付いていた。

「……」

　無む論ろん、反射的に二人ふたりの身体からだを引ひき剝はがしたくなるような衝動が胸中に生まれてはいる。

　けれど、今だけは我慢した。

　理由があったから。口をへの字にして、ただ見つめるだけにする。

　二人の口元。特に錐霞の口の中の何かかがもごりと春亮の口の中で動いたような気がした。春亮は目を白黒させて全身を硬直させていた。

「……ん……ん……ん……？」

　そうして、しばらくすると。

「んんんんんんんんっ!?」

　錐霞の目が一つ大きく、瞬まばたきをする。それからその瞳ひとみがきょときょとと大きく左右に振られ、また一つ大きく瞬きをし、そしてようやく現状を把握した様よう子すで、

「ぷ……ぷはーっ!?　や、夜や知ち、やややや夜知っ!?　なな、ななななななっ!?」

「いや、これは違うんだ、違わないけど、その！」

「馬ば鹿かげている、馬鹿げて、馬鹿げている……！」

　顔を真まっ赤かにした錐霞。春亮はまだその肩を抱いたまま。このはがはっと我に返って、

「いいんですけど、起きたのはいいんですけど！　方法に抗こう議ぎしますよ、フィアさん、なぜあんなことをっ！」

「ふ、ふん。別に、いいのだ……」

　そうだ。別にいい。

　フィアは腕組みをして明後日あさつての方向に顔を向け、自分の胸中に呟つぶやいていた。　

　必要悪というやつだったのだ。確たしかに、今のは予想を超えた不幸な事故で、好んで見たいものでもなかったが、春亮が錐霞を殴るよりはいい。仕方がない。それに、これで自分的に度量の広さが示せてよかったのではないかと思う。誰だれに？　さあ。神というやつかもしれない。とにかく、いいのだ。

　なぜなら、自分は。これから家に帰った後──

「私は、もっと、すごいことをするつもり、なのだしな……」

　口の中だけでもごもごと言う。自分の頰ほおも赤くなっているのではと思った。

　想像するだけで、それはとても、恥ずかしい。

　結局のところ。

　自分がさっきの状況を看過したのは、ああして錐霞が幸せな恥ずかしさを覚えることを広い心で許してやったのだから、自分がこれからやろうとしている恥ずかしい行動だってきっと許されるだろう、一人ひとりだけ得をしているわけではないし誰だれにも文句は言わせないぞ、という──ある意味、免罪符の代金を先取りして払ったようなものなのかもしれなかった。
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　そうして春はる亮あきは、腕の中の錐きり霞かをじっと見つめる。赤らんだ頰ほお。意い識しきは取り戻したようだった。でも、言わなくてはならないことがあった。胸中には──怒りが、ある。

「いんちょーさん」

「あ……」

　こちらを見上げる瞳ひとみが、自分の中の怒ど気きに気付いたのがわかった。

「頼むよ。死にたい、だなんて……あんなこと、言わないでくれ。なんでだよ……」

「……すま、ない」

「なんで？」

　錐霞の首が微かすかに横に振られた。

「言えない。言いたく、ない……」

　叱しかられた子供のような気配けはい。事実、自分は彼女を叱っているのだった。責めているのだった。どうあろうとも──彼女に、自分の命を諦あきらめてほしくはなかった。

　それでも、今、この手に彼女の温ぬくもりがあるのは事実だった。心地ここち好よい温度。柔らかな肌。

　春亮はふうと息を吐く。

「……おあいこに、しようか」

「え……？」

　彼女の顔を見つめたまま、

「俺おれも──いんちょーさんに、許せない、って思われるようなことをしてた。謝あやまらなきゃいけないことをしてた。だからさ」

「それは……何だ……？」

　正直に答えるしかない。それが自分の望みでもある。

「今まで俺は、本当に、心の底からは──いんちょーさんの気持ちになって考えてみることはしてなかった。いんちょーさんが、どんな気持ちで告白してくれたのか、理解しようとはしてなかった。だから、今まで通りがいい、なんてことを言っちゃったんだ──それを、謝りたかったんだ。ごめんな」

「……わかれば、いい」

　そうして、たっぷりと間を取ってから。錐霞は上うわ目め遣づかいで聞いてきた。

「それで。その。答え、は……」

「ああ、答えるよ。俺は、俺はさ」

　ごくりと唾つばを飲み込んでから。

　怖がるように震ふるえる喉のどを制御してから。

「いんちょーさんのことが、たぶん、好きだ」

「っ……!?」

　跳ねるように、錐きり霞かの顔が上がった。ざわり、と後ろにいるこのは達が狼ろう狽ばいした気配けはいを出したのがわかった。だがとりあえずそちらは気にしない。

「綺き麗れいだし。頭がいいし。想像してみたら、すげえ幸せな気持ちになる。これからも一いつ緒しよにごはん食べられたら。一緒に勉強できたら。一緒に遊びに行けたら……って。でもさ」

「でも？」

　不安げな色に染まる、錐霞の瞳ひとみ。

　正直に。頭を搔かきながら、春はる亮あきは続けた。

「どういうわけか、そこにはやっぱり、いんちょーさんだけじゃないんだよな。フィアとかこのはとかもいるんだ」

「あ……」

　瞳が揺れる。小さな吐息。俯うつむいて、無言を保って、しかしやがて、

「そう、だな。それが、当然だ。私は──」

「あー、ちょっと待って、いんちょーさん。まだ続きがある。ええと……根本的なことを言うと。俺、付き合うとかっていうのがよくわかんないんだ。なんていうかさ、いんちょーさんと付き合う、とか言われると……今更？　って感じがする。おかしな言い方だけど」

「え？」

「なんていうかさ、今までにも家に泊まったりしてるだろ。たいてい一緒にいて、危険な相手と戦ったり、危険なところにいたり。いろんな謎なぞを解いて頑張ったり。だからさ、俺の中では──もう、付き合うとか付き合わないとか、いんちょーさんはそんなところにはいないんだよ。俺の中の、もっと深いところに、もう絶対に切り離したりできないところにいるんだよ」

　錐霞が目を見開く。その意味はわからない。自分は自分の言葉を続けるしかない。

「家族と、一緒。だから、フィアやこのは達と一緒にいる想像しかできなくて──その想像が、とても幸せに思える。だから」

　いろいろわからないこともあるけれど。

　はっきりと、心の底から、願ねがえるもの。

「俺の近くに、いてくれなくちゃ嫌いやだ」

　本当に、そう思う。

「でも。しかし──」

「わかる。その《いる》ってことのかたち……《居い方かた》が知りたくて、はっきりさせたくて、いんちょーさんが俺に気持ちを伝えてきてくれたってことは。だからさ、とりあえずそこをはっきりさせて、一歩前に進むことにしないか」

　そうして春はる亮あきは、言おうと決めていたことを。

　にっこりと笑って、口に出した。

「うちに一いつ緒しよに住もうぜ、いんちょーさん」

「な──」

　錐きり霞かは口と目を開けて動きを止めた。

「勿もち論ろん、そうすると俺おれは嬉うれしい。いんちょーさんのことは好きだから。いつでも会えて嬉しい。あ、でもそれは、呪のろいを解いてくれなくちゃ駄だ目め、ってことじゃないぞ!?　いや解いてほしいのは確たしかだけど、それが何かの理由になったりはしてないっていうか、なんていえばいいのかな、それは副次的なものでさ、いや大事なことではあるんだけど、ええと、それがマイナス要素とかにはなったりはしてなくて──」

　しまった。大事なことを言い切って油断したら台詞せりふがぼろぼろになった。思考と言葉を慌てて組み立て直そうとする。しかし、

「……そうか。なんとなく、わかった気がする」

　ゆっくりと、錐霞は瞬まばたきをして。自分に言い聞かせるように、呟つぶやいた。

「私は──結局のところ、あまりにその行為だけに囚とらわれすぎていたんだろう。どうなるのが最善なのかを、『どうせ』という逃げの言葉を盾に、真の意味で考えようとはしていなかった……そうだな。私の告白は、あるいは、健全ではなかった、のかもしれない──馬ば鹿かげている、ことだが」

「えっと──つまりさ、俺は俺のことしかわかんないから言うけど。我わが儘ままだな、うん。ただの我が儘で言うと、俺は、あの家をもっと幸せな居場所にしたいって思う。そこにいんちょーさんが必要なんだ。それは本当。だから来てほしい。今言えるのは、それだけだよ」

　我慢できなくなったかのように、くっ、と錐霞が唇を曲げた。笑いを堪こらえるようにしながら、小さく、

「ほ、本当に……馬鹿げている。ふふっ。それはまるで、けっこ……とかの、言葉ではないか。はは……」

「あの……いんちょーさん？」

「行くよ」

　あっさりと言われたので、逆に理解できなかった。瞬きをして見返す。錐霞は、いつもの錐霞の瞳ひとみで、どこか面おも白しろがるように言葉を続けた。

「世話になる、と言っているんだ、夜や知ち。もう取り消せないぞ」

　春亮はふっと息を吐いて、

「取り消さないよ」

「私は面めん倒どう臭くさい女だ。劣等感がある。嫉しつ妬ともする。覚悟しておけ」

「……お手柔らかに」

　苦笑いで答えると、錐きり霞かはおや、とこちらの表情に少し意外そうな顔を見せた。それから何かに気付いた様よう子すで視し線せんを動かし、

「ふむ……そうか。二人ふたり目めだから余裕があるのか」

「二人目？　って」

　春はる亮あきも気付く。錐霞の視線の先には、どこか疲労した表情のこのはがいた。錐霞は軽く、明日あしたの天気でも聞くかのように、

「このはくんのほうは、どんな調ちよう子しなんだい？」

「停滞していましたが、順調に再スタートですよ。姉と弟ではなくなりました」

　呆あきれたように肩を竦すくめながら言うこのは。錐霞はその言葉に頷うなずいて、

「再スタート、か……私もそういうことになるのかな。玉ぎよく砕さいして逃げようと思っていたが、夜や知ちはそれを許してくれないらしい。まともに足あ搔がけというのなら、望むところだ」

「ゴールが近ければいいんですけどね」

「同感だな」

　なぜか二人で、わかり合ったように頷く。

「あの──で、いろいろあるけれど、俺おれとしては今後そういう感じでやっていきたい、と、思っていますが……ど、どうでしょう」

　自然と敬語になってしまった。二人はこちらを見やって言ってくる。

「わたしが言いたいのは一つです。夜よ這ばいならお好きにどうぞ、と。いつでも待ってますから」

「なっ!?　い、いや──わ、私も！　その、お前が求めるなら、その、別に……断る、つもりは、ないからな！　馬ば鹿かげていることだが！」

　飛ひ躍やくしすぎだ。クラリと眩暈めまいのような感覚。助けを求めるように周囲を見回す──

「据すえ膳ぜん！　据え膳シフト！　今後はいつも以上にカメラの充電には気をつけねば！」と黒くろ絵えが騒さわぎ、虎こ徹てつはぷくーと頰ほおを膨ふくらませて恨うらめしげにこのはを見ており、そしてフィアは「そ、そうだ。別に気にしない。まだまだ気にしない。ヨユウだ……は、は、は」などと引ひき攣つった顔でピクピク眉まゆを動かしながら、自分の肘ひじをミシミシと摑つかんでいて。

　勿もち論ろん、今後の生活において何かの頼りになりそうな人物は一人ひとりもいなかった。
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「……ところで、スレイブはどうした？」

「ペンドラゴンがボールみたいに吹っ飛ばしたきりだよ。人間じゃなかったみたいだから、死んではないと思うけど」

「ああ……まったく、馬鹿げた誤算だった。あいつが人化した道具だともっと早くに気付いていれば、こうして捕まるようなこともなかっただろうに。まさか素す手でで脚を切断されるとは思わなかった。だから逃げきれなかったんだ」

「このは達と同じ、何かの刃物なのかな」

「かもしれない」

　折り畳まれていた手足を伸ばし、新しん鮮せんな空気を吸いながらそんなことを話していると、それだけで体たい調ちようが戻ってきた。元々、《ギメストランテの愛》の治ち癒ゆ力りよくが働くような大おお怪け我がをしていたわけではない。今まで立ち上がれなかったのは、酸欠と──純然たる、精神的な理由だ。

　そのどちらもが癒いやされ、錐きり霞かは春はる亮あきの手を借りてゆっくりと立ち上がった。役得。しかしそのとき、僅わずかな幸福感はいともあっさりと破は壊かいされ、

「やあ、終わったみたいだね？　大変だったねえー」

「……拍ぱく明あき」

　自分の兄とン・イゾイーがのんびりと歩いてきた。ついさっき、この自分を助けるためにどんな作戦が行われていたかを聞いたところだ。とりあえずは睨にらむぐらいしかできない。

「無事で何よりだね、錐霞。よかったよかった」

「……」

「ところで──約束はどうする？」

　その答えには即答できた。

「必要ない。私がどうかしていた」

「そうか。まあそれは自由だ」

「……一つ聞かせろ、闇やみ曲まがり拍明」

「なんだい、愛いとしの妹よ」

　眼がん光こうに全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を込める。あらゆる噓うそを見通し、あらゆる欺ぎ瞞まんを看破し、あらゆる誤ご魔ま化かしを糾きゆう弾だんするために。

「あの《槍やり》を私達に奪わせて──お前は、何をするつもりだった？」

「へ？　そりゃ、研究に決まってるじゃないか。どんな力があるのかとか、どんな呪のろいがあるのかとか」

　きょとんとした顔で拍明は言う。錐霞はさらに目を細めた。追及したい。追及したい、ところだったが──今、ここで具体的なことを口に出すわけにはいかないのだった。もし本当に拍明が何も知らなかった場合、自分が彼にその情報を伝えてしまうことになる。スレイブが行おうとしていた、身の毛もよだつような目的。あの《槍》の力を──

「……そうか。だったらいい」

　錐霞は息を吐き、何でもない話だったかのように演技して視し線せんを逸そらす。

　それ以外に、できることはなかった。




　しかし勿論、拍明にとってそれは未知などではない。

（錐きり霞かを助けるまで噓うそはつかない、と言ったんだから……今はもう、いいよねえ？）

　内心だけで、拍ぱく明あきは苦にが笑わらいする。

　無む論ろん、あの会合の場に至るまでにも噓などついていなかった。《ギメストランテの愛》を死なずに脱ぐ方法だって、本当にあったのだ。首尾よく彼女が約束を果たしてくれれば教えるつもりだった。

　まあそれは、ある場所に存在する多量の免罪符機構を全て使用して呪いを中和する、という方法なのであって、実際に彼女がその方法を選んだかどうかは未知数だったが。

　その免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク一枚一枚の力を一手に集めて《ギメストランテの愛》に送り込むには、やはり研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくでしかるべき設備を作って調ちよう整せいする必要があった。つまり一時的にせよ、錐霞は研究室長国に戻らねばならないのだ──それを認めるとは思えなかった。

（理論上いけるだろう、ってだけで、実際は……どうかなあ。脱いだ瞬しゆん間かんに仮死状態に陥るとかぐらいはありそうだったね。医療的メデイカルな蘇生システムを完かん璧ぺきに用意してても、その場合の生存確かく率りつは半々ってとこか……ふむ、いい感じの未知ではあったけれど）

　確率を上げるには、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの絶対数を増やすことが必要だったが、それも現実的には無理がある話だ。免罪符機構は元々この世界に三十二枚しか存在していない。

　夜や知ち崩ほ夏なつという盗掘者が世界から搔かき集めたものが十数枚、呪のろわれた立方体の中に既に挿入されているものが十数枚──そして、盗掘者がどうしても手を出せなかった残り。その残りが一枚か二枚かは知らないが、とにかく内訳はそのようなものになっていると予想する。

　だから、数など増やせるわけがないのだった。呪われた立方体の中からディスクを取り出す術は、本人にとっても、夜知家の人間にとっても、自分にとっても未知。既知にしているものはきっと一人ひとりしかいない。そして最後に残った免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは、おそらく世界で最も手に入れにくい場所にある──

（どちらも似たようなことだけどね）

　と、また拍明は胸中だけでひっそりと笑った。そこで思考を切り替える。

　何にしても、こんな仮定の話ばかり考えていても仕方がなかった。今はもっと現実で優ゆう先せんさせるべき事項が存在する。

　拍明は何気ない仕し草ぐさで首を回す。見回す限り、視界の中にあれはなさそうだった。

　やれやれ、と嘆息。

　誤算だ。最もスレイブの出現確率が高い地図上での第一候補を自分達に任せてもらって、彼らには第二候補を担当させたのに。まさかスレイブが第二候補のほうに出現するとは。あのとき逆に言ったのも、噓ではない。苦しいバトル的役割は自分達が受け持とうという善意だ。拍明の中ではそういうことになっている。

（ともあれ──少しばかり計算違いだな。錐霞のことはどうでもいいとしても、あの《槍やり》は簡かん単たんには諦あきらめられない……）

　胸中とは裏腹に、拍ぱく明あきはふっと頰ほおの力を緩ゆるめた。

　そして、できるだけ軽々しく、なんでもないことのように──




「えーと、彼女の持ってた槍はどうなったんだい？　錐きり霞かに言ってた通り、興きよう味みがあるから、できれば調しらべてみたいんだけれどね。まだ騎き士し殿どのが？」

「あー？　いんや、確たしかそっちの海のほうに吹っ飛んでったな」

　どこかぼんやりしていたペンドラゴンが、顎あごをしゃくって海のほうを示す。それから何かを思い出した様よう子すで、

「つーかさっき、ぷに子ことフォーティーンが捜しに降りてた気がするぜ。自分の禍具ワースは自分の禍具ワース、倒した敵の禍具ワースは自分の禍具ワース。これ、うちの教えだからな。おーい、どうだー？」

　横の崖がけの下にペンドラゴンが声をかけると、姿は見えなかったが、切せつ子こ達の声だけは返ってきた。相変わらず気弱な声と、ぶっきらぼうな掃除好きの家の声。

「ふええええ、ヨワヨワな切子ごときには、やっぱり落ちた槍を発見することすら難むずかしいんでしょーかー？　見つからないですぅ……お前の節ふし穴あなアイでは何も見つけることはできねえぜ、槍も、この世の真実もな！　みたいな台詞せりふが聞こえてきますです！　うううう」

「ここの岩場は……乱雑すぎる。ワカメ。空き缶。ビニール袋。くっ、片付けたい……」

　そのとき、春はる亮あきの袖そでが引っ張られる。見ると、錐霞が顔を近付けて囁ささやいてきた。

「夜や知ち。あの《槍》は──まずいものだ。破は壊かいしておく必要がある。誰だれの手に渡すわけにもいかない」

　その口く調ちようがあまりに真剣なものだったので、春亮は声を潜ひそめて聞き返す。

「なんで？」

　錐霞は眉まゆを寄せて躊躇ためらいの表情を作ったあと、

「……口に出すことも不吉だ。破壊するべきだとしか言えない。絶対にだ」

　錐霞がこうも言うのならば、それは紛れもない真実なのだろうと思えた。だが既に切子達は動き出している。

「あいつらよりも先に見つけて、ってことか。もし、先を越されたら……？」

「交渉でこちらのものにするか──あるいは」

　戦ってでも。

　錐霞の目は、雄弁にその台詞を語っていた。彼女は本気だということが十二分にわかる。

　会話は近くにいたフィア達にも聞こえていたらしく、

「よくわからんが、お前がそこまで言うのならば間違いはあるまい」

「ですね。先に見つけて破壊しましょう」

「村むら正まささまがそう言うのであれば」

「うちも頑がん張ばるよ〜。塩水に髪の毛とか浸つけると後が面めん倒どう臭くさいんじゃけど、必殺技を不発させてしまったうちはここで名めい誉よ挽ばん回かいせねばと思う所存」

　そんなとき、にやにや笑いで海のほうを眺めていた拍ぱく明あきも、すっと手を上げて言った。

「大変そうだねえ。これは僕達も手伝てつだってあげなくては……ン・イゾイー、頼むよ。先に見つければ謝しや礼れいの一割ぐらいは貰もらえるだろう」

「我が疑問・物体一つの謝礼一割とは何でしょうかという未知」

「そりゃ、優ゆう先せん的てきに研究させてくれる権利とかじゃないかな。あっちに返すのは未知を調しらべつくしてからになると思うけど」

「……それは世間一般では横取りと言うのだと思いますが」

　ン・イゾイーは一つ嘆息し、それから軽く跳ちよう躍やくしてアスファルトを飛び越えた。当然のように、崖がけ下したの岩場に降り立った音は聞こえない。

「くっ。やはり、早い者勝ちのような暗あん黙もくのルールが！　急がねば！」

　フィアを先頭に、春はる亮あき達も慌ててその後を追う。錐きり霞かにはまだ休んでいてもらいたかったが、とてもそんな提案を聞いてくれるような気配けはいではなかった。

　あくまでも真剣な、錐霞の目。彼女はボンデージ服がほとんど剝むき出だしなのも気にしないまま槍やりを捜す。春亮としては、やはり不ふ思し議ぎに思わざるをえなかった。

　そこまで彼女が本気で壊こわそうとしている、あの槍やりには。

　いったい、どんな力があるというのだろう──？




　だが結局、かなりの時間を捜索に費やしても、槍が見つかることはなかった。

　最終的には水底をのしのし歩けるフォーティーンが岩場の先の海底を調べ始め、それに「魚スクナキを獲とるのも得意です。負けるわけにはいきません」とか呟つぶやきながらン・イゾイーも対抗して海に飛び込み、見ているだけにはいかないこのはも嘆息してダイブするという状況になっていた。「む、村正さまが行かれるならー！」とヤケクソのように虎こ徹てつもそれに続き、黒くろ絵えも髪で海底をさらっていたため、人数的には春亮達が優位だったのだが──それでも見つからない。

　日が暮れ、ほとんど周囲が暗くら闇やみに包まれたころになって、消去法のような結けつ論ろんが現場に漂い始める。

「これだけ捜して、ないとなると……」

「もう遠くに流されてしまったとしか考えられませんね。木製っぽかったですし、充分考えられることでしょう」

「うん。うちの髪でも、わりと広こう範はん囲いをさらったよ。さすがに沈んじょったら見逃さん。海底歩き名人と素す潜もぐり名人の両方に見つからんとも思えんし」

　春亮がちらりと錐霞を見ると、彼女は暗い海にじっとその眼まな差ざしを向けていた。

「──そうだな。だったら、いいが……」

　まだ不満げではあったが、とりあえず納得はしたようだった。小さな息を一つ吐き、彼女は踵きびすを返す。岩場から元の道に登れる場所を捜して歩き始めた。途中、「やれやれ。欲しかったんだけどなあ」とがっかりしている拍ぱく明あき、濡ぬれ鼠ねずみ状態で「申し訳ありません」とか言っているン・イゾイーと合流する。勿もち論ろん錐きり霞かは、もう彼に対して視し線せんも言葉も向けはしなかった。

「はぅぅぅ。やっぱりノーゲット……ヨワヨワな切せつ子こには運もないのです」

「明日あしたは日光浴がしたい。オレのあらゆる箇所を、徹てつ底てい的てきに、乾かしてやる……！」

　さらには、どんよりと肩を落とした切子と、静かに憤ふん慨がいした様よう子すのフォーティーンとも歩みの方向が一致。

　各陣営とは微妙な距きよ離りを保ったまま、ぞろぞろと進む。ふとフィアが口を開いた。

「ところで、これだけ時間が経たてばスレイブが戻ってくるかと思ったが、来んかったな」

「さすがにダメージがあったんじゃないですか。あれだけ飛ばされてましたし」

「戻ってきても……ま、海に流されたのならあいつにも見つけられないよな」

「だといいが」

　まだ微妙に心配そうな横顔の錐霞。そこで春はる亮あきはふと思い出し、

「ところでいんちょーさん、《黒くろ河かわ可か憐れん》は？」

「そう言えば……捕まっていたときに奪われたままだ」

　言われて思い出した、というように右手を持ち上げて呟つぶやく。だが錐霞はそこで吐息のようなものを漏らして笑った。

「まあ──なければないで、そのようなものさ」

「いつかは、俺おれがくれって言ってもくれなかったのに」

「あ、あのときとは……今は、少し事情が違うだろう。馬ば鹿かげている。まあ、身を守るものが何もないというのは多少不安ではある。お前の家の倉庫に何かないか調しらべさせてもらうかな」

「あんまり呪のろいがきついようなのはダメだぞ……」

　何はともあれ、あれがなければ錐霞はもう、誰だれかを縊くびり殺す呪いに──その唯一の実現方法たる自傷行為に苛さいなまれることはない。そこだけはよかったといってもいいだろう。後はボンデージ服の呪いを、あの家で暮らす中でゆっくりと解いていけばいいだけだ。土地の持つ浄化能力が、ゆっくりとゆっくりと、呪いを消していってくれるはずだ。

　崖がけに作られた階段が見えてきた。その上のガードレールあたりに、様子を見に来たのだろう、理事長達と崩ほ夏なつの姿。横にはペンドラゴン達もいた。

　ペンドラゴンはガードレールに身を預け、海を見ている。

　退屈そうでもなく。楽しそうでもなく。不ふ機き嫌げんそうでもなく。

　それは、どういうわけか──

　暗くら闇やみに包まれたその海の彼方かなたに、目指さなければならない新大陸が隠れているのだとでもいうかのような。その光の瞬またたきを見逃すまいと、じっと目を凝こらしているかのような。

　そんな、不ふ思し議ぎな真剣さに満ちた視し線せんだった。




　　　　[image: ]




　その日の深夜。

　さすがに錐きり霞かも今日きようからすぐ夜や知ち家けで、というわけにはいかない。荷物の整せい理りをすると言って自分の家に帰っていた。黒くろ絵えは必殺技のせいか疲れ気味で、風ふ呂ろに入ってすぐ自室に籠こもって寝た模様。このはと虎こ徹てつ、そして崩ほ夏なつも、今日きようはいろいろあった。既に眠っているだろう。

　──だから、邪じや魔ま者ものは、いない。

　フィアはごくりと唾つばを飲のんで、部へ屋やに呼び出した春はる亮あきを見る。

　彼は緊きん張ちようの面おも持もちで、全裸のこちらを──立方体の姿だが──見つめていた。

「ほ……本当にいいのか、フィア……？」

「ああ。いい」

　決めたことだった。

　あの決戦船の上。大きく見えた、春亮の背中を思い出す。

「きっと。お前はもう、新しい力を手に入れているのだ。あのとき出た言葉を使うなら──《夜知家》に関かかわりを持つみんなの、力」

「フィア……」

「それは、信頼してもよいのではないかと思う。少なくとも、私が……何もかもをこの手で守らねばならんのだと、ムキになって暴あばれまわる必要性は、もう、ない気がするのだ」

　ふっ、と語ご調ちようを緩めた。気付いてしまったのだ。言葉で何を言おうが、それは間違いなく、

「……我わが儘ままだな。私の貸せる力は少なくなるが、お前なら他ほかのところから借りてこられるだろうという、甘え……いや、手抜きと言ってもいいかもしれない」

「はは」

　そこでふと春亮は頰ほおを緩ゆるめた。それから目を閉じ、あぐらを搔かいた自分の膝ひざをぱちりと叩たたく。大おお袈げ裟さな仕し草ぐさでむんと胸を張りつつ、

「俺おれの今回の教訓。我が儘は、言ってもいいときは言ってもいい」

　片目だけを開いて、冗じよう談だんめかして続けた。

「クソ親おや父じに教わったことだからな。文句は俺じゃなくて親父に頼むぜ」

「ふ……そうだな。だから私は、我が儘を言う。だが、それも結局はお前の意志次第だ。いやだとお前が言いさえすれば、全すべては方がつく。どうする？」

「言わないよ」

「お前が崩夏から貰もらった誕たん生じよう日びプレゼントだ」

「だったら、俺がどう使おうと自由だな」

　息を吐いた。我わが儘ままを認められて、嬉うれしくて、そして同時に困る。

　けれど、もう引き返すことはできなかった。

「この私には、腕がない。指もない。一人ひとりでは何もできない私は、さらに何もできなくなるために──お前の力を、お前の意志を、必要とする」

　だから、と静かな言葉を挟んで。

　真まっ直すぐに、立方体の瞳ひとみで、彼を見つめて。

「お前の誕たん生じよう日びプレゼントを、私にくれ。お前の意志で、私を、埋めてくれ」

　彼は照れ臭そうに頰ほおを搔かいた。

「……何枚だっけ？」

「十六枚。最初から塞ふさがっていた私の穴もあるから、残るのはたった一つだ」

「いっぱいだからな。優やさしくできないかもしれないぞ」

「お前のペースで、入れていい。今更、文句など言わん、から……」

　一つだけ残るのがキリが悪いと言えばキリが悪いが、逆に考えれば、全すべての戦せん闘とう力りよくを失うわけではないのだ。完全に取り返しがつかない、ということではない。深く考えすぎる必要はないのかもしれない。

　覚悟と決意はできているのに、春はる亮あきのほうがもじもじしているのだった。余計にこちらが照れてくる。

　フィアは息を吸って、

「なあ……あまり、焦じらすな。来て、くれ。そろそろ、入れて、ほしいぞ……？」

　春亮は一いつ瞬しゆん、ぐっと呻うめいて身を反そらしたあと。

　耳まで顔を赤くして、ついに決心したかのように言った。

「わ、わかった。俺も覚悟を決めたぞ。とことん付き合ってやる！」




　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく。

「ん……あっ……あ、ああ、ふぁ……」

「あ、あんま変な声出すなよ。前から思ってるけど、これ、どんな感じなんだ……？」

　窮きゆう屈くつで、少し痛くて、息苦しくて。

　けれど、実は、気持ちいい。

　それはきっと、これを為なしているのが、お前だから。




　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく。

「んー、少しは上達してんのかな、俺」

「初めては、んっ、本当に、ヘタクソだったぞ……」

「今は？」

「ひ、んああっ!?　の……ノーコメント、だ……」

　彼は面おも白しろがるように、半ばまで挿入したあれを揺らして刺し激げきを与えてきたので。

　きっと、本当の答えは、ばれている。




　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく。

「よく考えれば、今までにも何回もやってきたんだよなあ……なんだか懐なつかしいよ」

「っ、は……わ、私は別に、懐かしくもない。忘れた」

　噓うそだ。覚えていることはいろいろある。

　最初の彼の、ぎこちない手つき。

　彼の唇が触れたあの日。

　悲しい出来事や、嬉うれしい出来事の後の、この行為。

　思い出、そのものだ。




　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく。

「おっ……ひ、ん、っ!?」

「ご、ごめん、手が！」

　滑った手が自分の亀き裂れつを触り、彼の爪つめが入り口を擦こすった。

　全身に電気が走るような感覚。

　ああ。認めよう。

　自分はきっと、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクがなくても、これを欲している。

　春はる亮あきに、自分の一番大事なところに触れてほしいと、そう思っている。




　さらに。

　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく。

　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく。

　自分の秘裂が、彼の行為で埋められていく──




「ッ、あ、あ──っ！」

　最後のほうは、もう、何かを考えることすらできず。

　ひたすらに、春亮の顔を見つめて──

　情けない声を、ただ、喉のどの奥から零こぼしていただけだった。




　……そうして、気付けば、全すべての免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが自分の中に収まっている。

「はぁ……は、あ……はあ……」

「終わったぞ。お疲れさん、だ……よく頑がん張ばったな」

　自分の荒い息が聞こえる。春はる亮あきの手で、自分の身体からだがかちゃかちゃと閉じられている感覚。彼はそれにも慣なれたものだ。すぐにその後片付けを終わらせて、どこか恥ずかしそうに、後ろを向く。

「よし。それじゃあ俺おれは──」

「感想は……聞かん、のか？」

　彼の言葉を遮さえぎって言う。春亮はびくりとして、

「か、感想？　えーっと、じゃあ、どんな感じ……だった？」

「……痛かった。それと、怖かった」

「フィア……」

　春亮の背中に、少しの緊きん張ちよう感かん。こちらの声が、少しばかり震ふるえていることに。涙声であることに、気付いたのだろう。

　口にしたのは、本当のこと。

　痛かったし、怖かった。

　だから、

「……アフターケアを、要求する」

「うわわっ？」

　人間の姿に戻って。

　後ろから、春亮の身体からだに抱きついて。

　押し倒した。

「お、おいフィアっ!?」

　春亮が暴あばれたせいで、倒れたときの姿勢は向かい合わせになっていた。けれど顔は見えない。ぎゅっと抱きしめて、強く強く抱きしめて、その首筋に顔を押しつけているから、見えない。

　今まで立方体の姿だったのだから、当然、今の自分は裸だった。その素肌に、春亮の体温がダイレクトに伝わってくる。あらゆる場所に、春亮の温度。

「本当に、痛かったし、怖かった、のだ。だから……気を晴らさせて、もらうぞ……」

　さらに、彼の身体を抱く腕にぎゅっと力を込めた。彼の身体に乗った胸に重みを与えた。鼻先を強く彼の首筋に押しつけた。

　春亮の、匂におい。

　どうしてか、我慢できなくなって。

「あ、ああっ……？」

　舌を伸ばして、ぺろぺろとその首筋を舐なめる。春亮がひどく情けない声をあげた。可愛かわいいと思った。愛いとおしさが胸中に溢あふれてくる。舐めるだけでは足りなくなった。少しだけ歯を出して、甘あま嚙がみしてみる。春亮の身体がさらにびくんと跳ねた。

「な、フィア、おい、何をっ……？」

　何を、しているのだろう。

　何が、したいのだろう。

　自分は。

　その自問は、迷いではなく、ただの確かく認にんだった。

　もう、止まる気はない。

「私は……私は、キリカのように、頭がよくないし」

「え？」

「ウシチチのように、長く人の世に在ったわけではない……まだ、きっと、こどもだ」

　心の奥底から湧わき出る想おもいを、口にする。

　気付いたこと。錐きり霞かの気持ちを悟って、このはの告白を聞いて、気付いたこと。

　それ以前からも、ずっと、ずっと──心の中に、あったもの。

　けれど、ここでこうして抱きついて初めて、言葉にして伝えるべきだと確かく信しんしたもの──

「だから、難むずかしいことはわからん……でも、ただ、願ねがうのだ」

　少しだけ、身を持ち上げて。

　顔を首筋から離はなして。

　身体の下にいる春はる亮あきと、視し線せんを合わせた。
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「こうしていたい」

「あ……」

「私は、力を失っても、お前と、こうしていたい」

　肌を合わせて。温度に触れて。匂においを嗅かいで。味を感じて。声を聞いて。

　傍そばに、いること。

「ただ、それだけが望みなのだ。そうしたいのだ。力がなくなって、不安で、それでも嬉うれしい──今の、限りなく理想形に近付いた私の望みが、それなのだ。だから、お前が忘れないように、言っておく」

「何を、だ……？」

「お前がそれを忘れないための、ずっとずっとそれに束そく縛ばくされるための、言葉だ。お前の中に残る、私のひどく個人的な理由だ。ああそうだ、つまり、これは──」

　目を細めて、告げる。

「──呪われないお前に私が与えられる、唯一の呪いだ」

　春はる亮あきが、自分の身体の下で息を吞のむのがわかった。

「いいか、春亮。忘れるなよ……」

　囁ささやくように、言いながら。

　ゆっくりと、顔を下ろしていって。




「私は、な……私だって、あいつらに負けないくらい、本当に、おまえのことが──」




　言葉の続きは、彼の口の中に、直接送り込んだ。
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　自室で目覚めた朝。

　フィアは何をするよりも早く、ルービックキューブを使って自分の状態を確たしかめていた。

「十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》……」

　床に置いた立方の似姿が、金属の擦さつ過か音おんを小さく立てながらその形を変える。見み慣なれた螺ら旋せん槍そう。硬い柄と、回転する螺旋の刃やいばで構成されているもの。人肉を抉えぐるたの拷ごう問もん具ぐ。

　それが、今の自分に残された、唯一の過去の自分だった。

「うん……」

　柄を摑つかみ、襖ふすまに穴を開けないように気をつけてぶんぶんと振ってみる。いつもの重み。いつもの感触。それにはどこか、ほっとした。

《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》も《フランク王国の車輪刑"Breaking by wheel at Francs"》も《ヴラド・ツェペシュの杭"A skewer loved by Vlad Tepes"》も《星棍"Morgenstern"》も。他ほかの拷問処刑具の形態には、なれなくなってしまったが。偽装立方体をその形に展開することもできなくなってしまったが。

　別に、これさえあればいいと思う。突いてもいい。振るってもいい。投げてもいい。まったく何も、問題はない。たとえ今後何か問題が起こっても、なんとかなるだろう。なんとかならなかったら？　春はる亮あき達を頼れば、なんとかしてくれるだろう。それでいい。

《人体穿孔機"Man-Perforator"》をルービックキューブに戻して、畳に女の子座りしていた姿勢から立ち上がろうとする。しかし、

「う。いた、た……」

　身体からだの一部分が、少しばかり痛んだ。じんじんと痛んだ。昨夜ゆうべの、春亮の、あれのせいだ。

「まったく。春亮め……もう少し優やさしくしてくれても、よかったのに……」

　頰ほおを軽く紅こう潮ちようさせながら、口を尖とがらせて呟つぶやく。だが、その痛みは自分の勇気の証拠のような気がした。恥ずかしいけれど、恥じることはない。むんと胸を張って気合いを入れてから部へ屋やを出た。

　居間には既に、賑にぎやかな談だん笑しようの気配けはいと、味み噌そ汁しるのいい匂においが満ちていた。

「おー、ふぃっちー、おはよう。起こしに行こうかと思っちょったんよ」

「うむ。おはよう」

　黒くろ絵えだけでなく、全員揃そろっている。このは。虎こ徹てつ。崩ほ夏なつ。そして──

「お、おはよう、フィア……」

「あ、ああ」

　朝食の皿をテーブルに並べていた春亮と、目が合って。なぜか急きゆう激げきに心しん臓ぞうの動どう悸きが速くなった。春亮も顔を真まっ赤かにして動きを止めていた。

「ん……？　なんですか、二人ふたりとも。その態度は……？」

　このはが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめたのにはっとして、

「い──いや別に。なんでもない、ぞ？　なあ春亮？」

「そ、そうとも。普通だな、うん」

　昨日きのうのことがあるから、余計にこそばゆい。言葉を交わすのも、視し線せんを交わすのも──いつも以上に、どきどきして、ぽわぽわして。

　幸せを覚える。

「むー……？」

「んー？　何じゃろねえ。何か雰囲気が違うような」

　このは達の怪訝な視線がまた届いてくるが、勿もち論ろん、昨日のことは二人だけのひみつだ……今のところは。

　誤ご魔ま化かすように春亮から視線を外し、

「とにかく！　今日きようの朝飯は何だ、私は腹が空すいてたまらんぞ！」

「おお……そうだ、今日きようの目玉焼きはフィアから貰もらったフライパンで焼いてみたんだ。なかなか使いやすいぞ」

「よいことだ。うむ。お前はこれからもあのフライパンを使って、私にうま〜いものを食わせるのだぞ。食わせまくるのだぞ。だからプレゼントしたのだからな、命令だっ」

　早口で言って、どすんと自分の座ざ布ぶ団とんに腰を下ろした。整せい然ぜんと並ぶ食卓の料理を眺めていると──ふと、頰ほおが緩ゆるんでくる。

　何かが、この今日という日から新しく始まるような気がしていた。新しいフライパン。新しい自分。昨日までより、ほんの少しだけ素敵すてきな日々がこれから待っている。そんな予感。

　しかし、そんなとき──

　春はる亮あきのポケットの中で、携帯が無ぶ遠えん慮りよな着信音を鳴らした。

「見覚えがない番号だな……誰だれだろ。もしもし？」

　通話に出た春亮の表情が、一いつ瞬しゆんで固まった。

　それから、一方的に何かを言われたような間があり、

「あ、ちょっ……！」

　慌てた声で春亮が言ったときには、既に通話は切られてしまっていたらしい。春亮はすぐに携帯を耳から離はなした。

「おい。誰だれから……だったのだ？」

「ペンドラゴンだ」

　春亮は、驚おどろきと困こん惑わくの表情のまま、自分の耳に届いた台詞せりふをそのまま口にする。

「あの槍を見つけた。お前達にやるから取りに来いってさ」
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　無理を言って、また理事長にクルーザーを出してもらった。操そう縦じゆうしているのは相変わらず漸音ぜのんだが、銃音がのんはいつものダルいダルい病で今日きようは家でごろごろしているらしい。というか、自分達が言うのもなんだが、保健医のあの人は学校に行かなくていいのか。

　沖の船団へ向かって進むクルーザーの上、フィアが首を傾かしげる。

「ぷかぷか流れてきたのをたまたま見つけたということはあろうが、切せつ子こ達も欲しがっておったのにな？　仲間ならばそっちに渡すものではないのか」

「武器としてあまり強くなかったということかもしれませんね」

「誠まこと、一理あります」

　錐きり霞かも、いきなりの呼び出しにも拘かかわらず来てくれていた。頷うなずき、

「そうだな。可能性はある。スレイブも武器としては使っていなかったからな」

　しかしその表情に安あん堵どはない。近付いてくる船団の姿を見つめたまま、「……奴やつらも知らないままならば、それでいい。何事もなく終わればいいのだが……」などと、何かを願ねがうような顔で呟つぶやいていた。

「ところでさー、このクルーザー、いくらぐらいするものなの？　……ほう。ほうほう。まあ！　やっぱり悪いことやってるのね、そうじゃなきゃこんなのポンって買えるはずないわ！」

「勘弁してくださいよ、崩ほ夏なつさん。僕はまっとうな実業家を自負してますよ？」

「真っ当な実業家はそんなマスク被かぶっちょらんと思うけどね」

「うんうん。これはその真っ当さをアピールするために今度この船で海上ビールパーティとか開かないと駄だ目めだと思うの。新しん鮮せんなお魚とかも釣って、その場で捌さばいてさ〜」

「ナイスアイディア！　鯛たいやヒラメのおどりぐい！」

「……考えておきます」

　崩夏に黒くろ絵え、理事長はそんな吞気のんきな話をしている。緊きん張ちよう感かんがないなあ、と春はる亮あきは苦笑いで溜ため息いきをついた。その船上パーティーはとても楽しそうではあったけれど。

　そうこうしているうちに、クルーザーは竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの本拠地に辿たどり着いた。この前と同じく、《決戦船リヴァイアサン》に乗り込む。

　しかしあのときとは違って、広大な甲かん板ぱんの上に椅い子すや机は用意されていなかった。

　背中にリコをしがみつかせたペンドラゴンと、細目で佇たたずむグランオーリがいるだけだった。

「おお、よく来たな」

「来たぞ。槍やりが見つかったそうだな？」

　フィアが言うと、ペンドラゴンはぽりぽりと頰ほおを搔かいて。

　そしてあっさりと言った。

「ああ。すまん。ありゃ噓うそだ」

「はぁぁぁぁっ？」

　フィアが目を見開き、おかしな声を発する。

　対照的に、ペンドラゴンの表情は静かだった。

「どうしても欲しいものができた。悪いが、俺おれのモノになってもらうぜ」

　真顔で。真剣な表情で。

　台詞せりふの内容を考えれば、本当に、まるでプロポーズのような真しん摯しさで──見つめている。

「……へ？　うち？」

　黒絵を。

「マックス、待ちたまえ。いくらなんでもいきなりすぎるだろう。説明してほしいね」

「説明か。考えればわかることだと思うがな」

　理事長の声に、ペンドラゴンは息を吐く。

「そいつは、スレイブと戦うときに面おも白しろいことをやった」

「んー？　《キングダム清きよ盛もり》のこと？」

「そういう名前だったか。髪から自分の身体からだに精気を与えて、見違えるほどにパワーアップしたな。あれだ」

「……したね。マックス、まさか君もそうやってパワーアップしたいと？」

「いいや。本質はそこじゃねえ……まあ、できるんなら考える価値もあるかもしれねえがな。問題は、そいつがそこまでの行為を可能とするほどの制御力を持ってるってことだ。気、精気、生命エネルギー、体力、魂──呼び方は何でもいいが、そういう力の操そう作さ技術」

「何を言っておる！　それが貴様にどういう関係があるというのだ!?」

「俺おれは俺だからだ。忘れているようだが──俺は竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの《第一位》だぜ。強さを求める。誰だれよりも強くなろうと望む。さしあたって、俺の頭にあるのは、今まで最も強かった男の唯一の弱さだ。そして俺もその弱さからは逃れられない。そこを凌りよう駕ができれば、俺は真に最強になれるはずだ。竜りゆうになれるはずだ。そう思っていた。俺が日々を過ごしているのは、その答えを見つけるためだった──」

　そこではっと理事長が頭を揺らす。

「今まで、最も強かった──それは、先代の師団長。ロンのことか……？」

「ああ。ガブリエルよ。俺は言っただろう？　知っているよな。なぜ俺は勝てたんだ？」

　春はる亮あきも聞いていたことではあった。

　あの別荘で。ペンドラゴンが、理事長達と過去の話をしていたときのこと。

　とても強かった、勝ち目のほとんどなかった先代のボスを、彼が倒せた理由──

「──《老い》、か」

　思わず呟つぶやいた春亮をちらりと見やり、

「そうだ。だから俺はそれが竜の天敵だと胸に刻んだ。竜は不老でなくてはならない」

「な。それでは、つまり──!?」

　フィアの呻うめき声ごえに、ペンドラゴンは頷うなずいて続けた。

「そいつのその力があれば、精気の制御能力があれば、《老い》を防げるかもしれん」

「待て……馬ば鹿かげている。フォーティーンはどうだ。奴やつの呪のろいも不老だと言っていたぞ！」

「あれは所有者の見た目が変わらないだけだ。美容的な意味での、疑似的な不老でしかない。ぷに子この顔はこれから数十年あのままなのかもしれんが、身体の中身は別だろう。老衰で普通に死ぬはずだ」

　記き憶おく力りよくのいい錐きり霞かならではの言葉も、ペンドラゴンには何の痛つう痒ようも与えられなかった。

「俺が求めるのは、衰えを知らない身体。最強がいつまでも最強で在り続けられる無変化。そういう真の《不老》だ──そのためには、やはりお前が必要だと思う。人にん形ぎよう原はら黒くろ絵え。老いとは綻ほころび。その綻びを補ほ塡てんし、常に新しい活力で塗り替えることのできる可能性を持つお前が」

　ペンドラゴンの強い視し線せんを見返し、ふう、と黒絵は息を吐いた。

「一応、聞いちょきたいねえ。断ると──？」

「断らせない。唯一、俺おれに足りなかったものがお前だ。力ずくでもモノにするぜ」

「ち、ちょっと待てよ！　なんでだよ、今までは、そんな、俺達と戦うなんてこと、全然──」

「何を勘違いしてるんだ？　俺は俺だぜ。ジグソーパズルの最後の一ヵ所だけが空いてて、後はそれに嵌はまるものを探すだけだった。嵌まらない形のピースなら一いち目もく瞭りよう然ぜん、見ただけで自分には必要ないってわかるだろうが。ガツガツする必要なんてねえ──だが、ぴったり嵌まりそうなものを見つけちまえば話は別だろ？」

「……残念ねえ。こないだここでお話したときには、これからもそれなりにいい関係が築けそうだったのに」

　崩ほ夏なつが軽い口く調ちようで、しかし瞳ひとみには真剣さを宿して言う。

　ペンドラゴンはにやりと笑った。

「悪い。共きよう闘とう関係は短かったな、《夜や知ち家け》よ。だが、わかっていたはずだぜ──」

　獰どう猛もうな、獣けもののように。

　何かを喰くらうための牙きばを剝むき出だしにして。

「俺は、ただ巣穴で寝ていたところを起こされただけで、目の前にいる奴らを激げき怒どしてぶっ殺すような。この世で最も身勝手で、この世で最も強い動物──《竜》。その頭あたまだぜ。気紛れでないわけがないだろう？」
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　フィアの心しん臓ぞうは暴あばれていた。

　どうして。どうしてこんなことになる。どうして。

　震ふるえる手で、ルービックキューブを摑つかんだ。最後の力だけが残る、自分の似姿を。

「全力か？　全力なのかー？」

「ああ、頼むぜ、リコ」

「へ、へん。まったく、頼まれたらしょーがないし！　いいぜ、このあたしが抱いてやる！　イっちゃいな、マクシミリアン！」

　彼の背中に乗っていたリコが、彼の首に手を回してさらにぎゅっと抱きついたかと思うと。

　その身体からだが弾はじけるようにして消え──代わりに。

「《死し骸がい鎧がいリコンガロワ》……これが、こいつの本当の名前だ」

　ペンドラゴンが乳白色の鎧を身に纏っていた。それは西せい洋ようの甲かつ冑ちゆうでも、東とう洋よう風ふうの鎧よろいでもない。頭部だけを出した全身鎧であるのは確たしかだが、どこかスタイリッシュで流りゆう麗れいな印象がある。それは一つ一つのパーツの形もそのようなものだった。直ちよく線せん的てきではなく、生物的な曲線を重視して作られたもの──印象だけで言ってしまえば、まるで鱗うろこのような。

　しかし同じ形状をしているものは少ない。大きさも大小様々だ。鱗うろこじみた白い硬質な装甲がいくつか組み合わさってパーツを形作り、全身を覆おおっている。目を惹ひくのは、その装甲のそれぞれが──動いていることだった。

　鎧よろいとしての最適な形状を探しているかのように。どの部分を重層化して守り、どの部分を軽量化して動きやすくするのかを、それ自身が判断しているかのように。生き物のように不規則に、しかし全体的な鎧としての形状は維持したまま、動いている。

「呪のろわれた鎧、ですか……!?」

「はっ。村むら正まささま。防御力は元より、身体能力それ自体にも補強が及びます。用心を！」

　虎こ徹てつが身構えながら言う。緊きん張ちようと警けい戒かいで強こわ張ばった表情は──彼のことを誰だれよりもよく知っているが故だろう。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長である、彼のことを。

「私も、でございましょうか。マスター」

「リコだけ働かせたら不公平だろ。命令するぜ……やれ」

「久方ぶりの、喉のど奥おくを突かれるような高圧的で一方的な命令。心の底から嫌けん忌き／興こう奮ふんする次第でございます」

　細目で傍かたわらに侍っていたグランオーリの姿が弾ける。一いつ瞬しゆん後、その姿は──

　両刃の何かとなって、彼の右手にあった。何かとしか言いようがない。尖とがった先端を持つ、肉厚の刃やいば。ナイフか？　いや──

「《忠義を届けグランオーリし折れ槍・スピア》。あるいは、《矛む盾じゆん槍そうグランオーリ》……もう二度と、見たくはなかったな。君のその姿は」

　もう一人ひとり、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズのことをよく知る理事長が呟つぶやいた。

「お前の知っているころとは微妙に違うぜ。リコのおかげでな」

「ふん、しょーがないから、いつもの配置にしてやるし！」

　ペンドラゴンの鎧、その右腕部分の装甲がぎちぎちと動いて──グランオーリが変じた刃やいばを、受け入れた。保持。固定。あるいは合体。結果的に、手甲からブレードが突き出ているような形になる。

「さあ──いくぜ。気合い入れろよ。死にたくなかったらな！」

　そしてペンドラゴンは、それ以上の無む駄だな言葉を使うこともなく動き出した。

　動き出して、しまった。

　フィアは、このはが刀に変じて春はる亮あきの手中に収まるのを見る。虎こ徹てつが迷いを振り切るように突進するのを見る。黒くろ絵えが髪を伸ばすのを見る。漸音ぜのんが理事長を守って後退するのを見る。錐きり霞かが《黒くろ河かわ可か憐れん》のない右腕を伸ばして、舌打ちするのを見る。

（ま……待て……）

　反射的に、ルービックキューブを《人体穿孔機"Man-Perforator"》に変じさせた。自分に唯一残った、力。

　これだけしか、残っていない。

「う、あ、ああああああっ！」

　頭を意い識しき的てきに真っ白にして突進した。

　そして──




　気付けば、フィアは倒れている。

　時間感覚を見失う。全身に走る激げき痛つう。圧倒的な暴ぼう風ふうに弄もてあそばれた感覚。それはどこか虚脱感に似ている。疲ひ弊へいを訴える肉体と、明滅する視界。甲かん板ぱんに肩をめり込ませて倒れている虎こ徹てつの姿が映る。錐きり霞かは死んでいる。漸音ぜのんが船の縁へりに背を預けてぐったりしている。理事長は無事か。見えない。黒くろ絵えは。春はる亮あきは？

　掌てのひらには硬質な感触がある。握にぎり締しめるしかなかった。

（こんなときに──どうして──）

　手中の螺ら旋せん槍そう。充分だ。これだけで戦える、と思っていた。

　だが、こいつだけは、ペンドラゴンだけは。

　戦えるだけでは足りない。

　それを、根源的な部分で悟ってしまった。

（どうして──）

　どうして力を封じてしまったのか。これでもう大丈夫と思ってしまったのか。

　今、ペンドラゴンの前には、傷ついた春亮が立っているだけで──

　曖あい昧まいな視界の中、その絶望的な状況は、いとも容易たやすくそれ以上の絶望感で塗ぬり潰つぶされる。

「う、ああっ!?」

　日に本ほん刀とうが、装甲に覆おおわれたペンドラゴンの手で摑つかみ取られて。

　春亮の身体からだごと、宙に持ち上げられていた。

「ハル！」

「来る、な、黒絵っ！　下がってろっ……！」

　春亮の後ろには、今まで彼に庇かばわれていたらしき黒絵がいた。苦し紛れに髪を伸ばそうとしているが、それはいかにも頼りない。今から黒絵が何をしても、ペンドラゴンが春亮にする行為を止めることはできないだろう──

（待、て……！）

　フィアの呼吸が止まる。鼓動が止まる。

　本能的に、手中の《人体穿孔機"Man-Perforator"》を投げていた。だがペンドラゴンは左腕の一振りでそれを弾はじき飛ばし、つまらなさそうにこちらを一いち瞥べつ。立りつ方ぽう鎖さで螺ら旋せん槍そうを引き戻しつつ、震ふるえる背筋の導みちびきに従って二個目のルービックキューブを取り出した。もう一本の《人体穿孔機"Man-Perforator"》。だが──これで、どうしろというのか。

　迷いが、動きを止めた。

　鼻を鳴らしたペンドラゴンが、顔を前に戻す。刹せつ那な、

「か───ああああああああっ！」

　その隙すきに、このはが黒くろ鞘さやから強引にその刀身を抜け出させていた。ペンドラゴンが鞘だけを摑つかんでいる状態になり、自由になった春はる亮あきの身体からだを操あやつって一いつ閃せん──おそらくその瞬しゆん間かんだけは、彼の身の安全のために、いかなる忌き避ひも捨て去っていた。

　それでも。

「おっと」

「っ!?」

　ペンドラゴンは素早すばやく鞘を放り捨て、このはの刃やいばを手甲で受け止める。再び、その刀身を握にぎり締しめて、春亮の身体を吊つり上げた。今度は──もはや、逃げる手段はない。

「お前には何の恨うらみもないがな。俺おれの目的のためだ。悪く思うな」

　そして──ペンドラゴンが、弓のように左腕を引き絞るのが見えて。

　フィアの心の奥底が、罅ひび割われた。

（駄だ目めだ）

　春亮。春亮。

　助けなくては。どうにかしなくては。

　力がいる。今はそれだけが全すべてだ。春亮を助ける力がいる。

　こんな槍やり一本では。いや、違う。槍一本でもいい。変えられないのならば仕方がない。

　そうだ──それでもあいつを倒せるような、力さえあればいい。

　たとえ、それが、呪われていようが。

　知ったことか、と思った。

「ああ──あああ──あああああああああああああああああああああああっ！」

　目覚めろ。自分。そこにいるんだろう？

　何者にも負けない呪のろいの力に満ちた自分。

　暴ぼう虐ぎやくと嗜し虐ぎやくと加虐と被虐と痛苦と快楽と興こう奮ふんと絶頂と退廃と悲鳴と血と肉と骨と涙と死と生命と体液と絶望と悲哀と絶叫と禁きん忌きと人の傷つけ方と人の殺し方と人の壊こわし方と人の苛いじめ方と人の狂わせ方を誰だれよりも何よりも知っている自分。

　もはや、それに縋すがることだけが。

　彼を失わないために選べる、唯一の、方法。

　だから。だから。だから。

　おねがいです。

　どうか。

　どうか──




「あ──あ、あ……は……は、は、は、あはははは、ははっ……」




　そうしてフィアは、自らの中に、懐なつかしい暗黒が宿るのを許して。

　その冷たさに、胸が不ふ思し議ぎに落ち着くのを感じながら──

　意い識しきを完全に失った。
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　──次に、目を開いたとき。

　自分は理事長のクルーザーの中に横たわっていた。全身がびしょ濡ぬれだった。両手にルービックキューブを握っていた。

　微かすかに、おかしな臭においがする。

　身を起こすと、視界の端にとんでもない光景が飛び込んできた。

　あの決戦船リヴァイアサンとやらが、中心から真っ二つに折れたような姿を晒さらして──沈没しつつある。誰がどうやったか知らないが、あれが沈みつつあるせいで自分はずぶ濡れなのだろう。そして足場そのものが破は壊かいされたことで、あの場からなんとか逃げ出すことができたのだろう。さすがにペンドラゴンが倒せたなどという希望的観かん測そくはできない。

　視し線せんを、海からクルーザーの中に戻す。

　おかしな臭いの正体が、わかった。

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、目の前のものが、認にん識しきできなかった。

　いるべき者達は、みんないる。けれど。

　春はる亮あきが、目を閉じて、ぐったりしていた。自分と同じように、そして彼と同じようにずぶ濡ぬれになっている人間体のこのはが、彼の身体からだを温めるように抱き抱えていて──

　ぎらぎらとした、本物の殺意を込めた視し線せんで、こちらを睨にらんでいた。

　その視線が、あまりにも直接的なものだったから。

『それ』を為なしたのが誰だれか、すぐにわかってしまった。

　臭いの正体──嗅かぎ慣なれた鮮せん血けつの、根源。

「あ……」

　どくん。心しん臓ぞうの鼓動。時間が止まって、鼓動も止まる。

　傷ついた彼の身体。皮ひ膚ふと肉に刻まれた無数の朱。汚れ破れた衣服はまるで襤ぼ褸ろ。眠るように横たわる彼の存在感は、その実在を疑うほどにひどく希き薄はくだ。ああ、そして、そして──

　逃とう避ひのように、場違いなことを思い出した。自分の願ねがい。自分が願うもの。彼の傍そばに。ずっと。プレゼントしたフライパンで、美お味いしい料理を。

　それは、本当に、叶かなうのだろうか？

　彼は、自分がプレゼントしたフライパンを、振ることができるのだろうか？

　自分が見つめる、視し線せんの先。

　春亮の左手の、指の数が──

　足りなかった。




　誰だれがそれをやったのか。

　答えは、このはだけでなく、この場にいる全員の視線が語っている。




「あ……ああ……！」




　そして、全すべてを理解したフィアは──

　生まれて初めて、子供のように、声を上げて泣いた。







　エピローグ







　結局のところ、彼は全すべてが終わってから真実を語るのが常だった。これからの未知と、既に終わってしまった未知。より興きよう味みがあるのはどちらか、考えるまでもない。

　いつもの室長室。彼は椅い子すに座り、子供のようにその背もたれをぎしぎしと揺らしながら、天てん井じようを見上げて呟つぶやいていた。

「あーあ。あの槍やり、欲しかったんだけどなあ……ま、こうなったら仕方ない。次にどう動くか、を考えることにするかな」

「我が疑問・結局、あの槍は何だったのですか、という未知」

　ン・イゾイーは直球で聞いてみた。

　彼は手をひらひらとさせながら、軽い口く調ちようで答える。

「我らが研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの立場をちょっとだけよくするものさ。研究室長国っていうくらいだから、もうアレの一つくらいは持っておくべきかなーって思ってたんだけど」

「……アレ？」

　ぎし、と椅子を一つ鳴らして。

　背筋を反らしたまま──薄うす笑わらいでこちらを見下ろすようにしながら、彼は言った。

「国土」
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　そして今、その槍は。

　本来の持ち主のところに戻った。

「はい。では、これで取引成立ですねっ」

　穏おん天てん崎ざき切せつ子こは、スレイブから受け取った剣を──《速度応報カルマスピード》を大事そうに胸に抱き、満面の笑顔えがおでそう言った。

　一方、スレイブのほうは、切子から手渡された槍をじっと見つめ、本物かどうかをもう一度確たしかめている。《速度応報カルマスピード》を手て放ばなす前にも、彼女は幾度となくそうしていたのだが。

　用心深い人だなー、と切子は苦笑いで小首を傾かしげた。それは紛れもない本物だ。最初にあの岩場に降りたときに見つけ、誰だれに何を言われるよりも早く、フォーティーンの中に隠していた本物だ。

　閃ひらめきに則のつとった行動だった。

　ここ最近──ニルシャーキのところで模も擬ぎ戦せんをやったときからだろうか──ずっと追い求めている、一つの目的。現在最さい優ゆう先せんさせるべき行動原理。

《自分にふさわしい武器を見つけること》に、有用だと思ったからだった。

　フォーティーンはかけがえのない相棒だが、《呪のろわれた家》である以上、自分が装備して云うん々ぬんということはできない。共に強く在ろうとするならば、自分もそれに比肩する存在でなくてはならない。そのためにはある程度の格を持った武器が必要なのだった。

　残念ながら槍やり自体は特に武器としては使えなかったが、駄だ目め元もとで、捜し出したスレイブに取引を求めてみたら応じてくれた。本当に、よかったと思う。

　一目見たときから──この《速度応報カルマスピード》には心こころ惹ひかれていたから。

　非力で弱すぎる自分に、まさにぴったりのアイテムだと思っていたから。

　また切せつ子こはえへへと笑って、

「ありがとうございますー。でも、切子ごときが言うのもあれなんですけど、いいんですか？」

「これだけは手て放ばなせないからだ。いかなる犠ぎ牲せいを払ってでも、失うわけにはいかぬ。あの方からの《借り物》である故」

　スレイブは小さく、呟つぶやくように言った。それからすぐに踵きびすを返し、

「だが勘違いするな。この私と、吐き気がするほど醜しゆう悪あくな貴様達との立場は何も変わらない。呪われた家……貴様も、いずれ必ず破は壊かいする」

「オレはそう簡かん単たんには片付けられない。そのときには、お前が先に片付けられるのを覚悟するべきだな。同類よ」

　フォーティーンがぼそりと発した言葉に、スレイブはそのまま歩を進めながら答えた。

「ありえぬ。私が砕けるのは、全すべての呪わしい禍具ワースがこの世より消え去ったときと決まっている──それが、最古の騎き士したる私の望みだ」

　視界から消える間際。

　彼女の背中が、まるで殉じゆん教きよう者しやのような気配けはいで、最後の言葉を発した。

「故に。そのときが来れば、私は喜んで自ら砕けよう」
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「つまり。あの槍は、範はん囲いを規定する儀ぎ式しきを行うことで、特定の法則が支配する《領土》を形成するものなのさ。そう、厳げん密みつに言えば、あれは武器ではない。領地を規定する旗を立てるための旗竿だ。それに土台の地面や邪じや魔ま者ものを抉えぐるための刃がついてるってだけ」

「……」

「発はつ祥しようは十じゆう字じ軍ぐんのころ。どうやら十字軍国家を建設するにあたって何やかやがあって、そこで呪われたらしいね。その土地に住まうものを傷つけ、大地に血を流すことで槍に力が溜たまっていくという仕組みだから、まぁあの槍やりを使って原住民の虐ぎやく殺さつでも行われたんだろう。そして、その大地が血を受けた場所によって、同時に範はん囲いが規定されていく、と」

　彼の調ちよう子しが出てきた。置いてけぼりにされないように思考のペースを上げながら、

「大地が血で汚れたポイントを囲むように……ということですか」

「その通り。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの船の上で地図に書いた通りさ」

　ならば今回は、この街のほぼ全域が、だ。それが、どうなると？

　ン・イゾイーは眉まゆを寄せ、拍ぱく明あきが最初に発した言葉を思い出す。

「特定の法則が支配する、というのは、つまりどういうことなのでしょう」

「今回、彼らが規定しようとした法則は──まあ、彼らにとっては何の変哲もない、今までにやってきたのと同じことだろうね。つまり場所を変えたというだけだ、今回のは」

「……？」

　拍ぱく明あきはようやく椅い子すの背もたれから身を戻し、今度は机の上に片かた肘ひじをついた。そして、ン・イゾイーではなく、この室長室の入口のほうを見ながら、

「あの槍──正式には《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》というんだけど。あれは現在、彼女がここに持ってきたもの以外にも、この世界に数本存在している。残りは昔から別の場所で別の領土を規定しているよ」

　拍明がそう言った瞬しゆん間かん──がららんっ、とン・イゾイーの背後でけたたましい音がした。

　振り向く。

　お茶を運んできたアマンダが、愕がく然ぜんとした表情で、手中のトレイを取り落としていた。目を見開いて、震ふるえている。動揺している。ひどく、狼ろう狽ばいしている。

　拍明はその粗そ相そうを叱しかるでもなく、にっこりと笑ったまま、

「そう言えば君は知っているよね。いやー、上う手まく一本くらい掠かすめ取れないかなと思ってたんだけど、残念ながら無理だったよ」

「あ、あれが、この国にある……!?　と、いうことは」

　アマンダの掠れた声に、拍明はうんうんと頷うなずく。

「そう。今まで維持していた領域の面めん積せきを狭せばめてまで、ここに新たな領域を作ろうとしているということだね。さっき言った通り、そこに与えられるのは元の場所と同じ法則ルールだろうけど」

「その法則ルールとは？」

　アマンダをちらりと眺めてから、拍明に向けて聞く。彼女も知っていることだろうが、今はとても答えられるとは思えなかった。小さく震えているだけの彼女には。

「単純さ。同じ所属で、同じ意志を持ち、同じ考えを抱き、同じ目的に向かう彼ら。その《彼らという一団のために在る場所》であれ、みたいな話。領土としてはまさしく正しい定義だと思うよ」

「我が疑問・具体的にはどうなるのですかという未知」

　いい質問だ、とばかりに頷うなずいて、拍ぱく明あきは一本ずつ指を立てていく。

「それがもたらす影えい響きようは、大きく分けて二つある。既に展開されている領土の効果から推測したものだけれどね。一つは、定義された者達に対する聖戦効果。その領域は、彼らがその力の全すべてを発揮できるような、彼らの勝利のために在る空間になる。君だって、部族の聖地を守るために戦うときと駅前の汚い公衆トイレの中で戦うときとは気合いの入り方が違うだろう？　そんな感じさ。その領土の中では、彼らの力は──体力、気力、筋力、精力、持久力、集中力、生命力、精神力、快復力、注意力、直感力、結束力、とにかくそんなものが全般的に増幅される。で、それを何のためにこの街で起こすかというと、単純だ。そうすれば壊こわしやすくなるからさ──禍具ワースを。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを、村むら正まさを、その他あらゆる呪のろわれた存在を」

「っ……!?」

　息を吞のんだ。二本目の指が立つのは止まらない。止めることなどできない。

「そして、二つ目の影響。それはその土地自体にも変化を与える。その領土は彼らが求める土地であり、彼らのためだけに在る土地であり、逆に言うなら、間違っても対立する立場の人間に益を与えるような土地などであるわけがない。《彼らのために在る場所》という概念は、何よりも強くその土地本来の意味を上書きする。だから──もしもその領土の中に、呪いを解くために存在する清浄な場所なんてものがあったとしても、その効能は完全に失われてしまうだろう。つまり」

　満足したように、机の上で手を組み、そこに顎あごを乗せる。いつもの姿勢。

　その顔に浮かんでいるのも、何かを面おも白しろがるような、いつもの微笑でしかなかった。

「夜知家は呪いを解くための場所ではなくなる。その存在意義を完全に失うんだ」

　言葉は出なかった。出るはずがなかった。

　目を見開いて。

　未知と既知の悪あく魔まが浮かべる邪悪な笑顔えがおを、見つめるだけ。

「ああ、それは一つ目の影響にも繫つながっているね。この地にいる、夜や知ち家けを拠より所どころとしている禍具ワース達の動揺は計り知れない。聖戦効果によって強化された領民は、より容易たやすく、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達を破は壊かいすることができるようになる──結局のところ、単純な話だよ。この街の《今まで》と《これから》を説明するには、ただ一言があれば済む」

　そうして、彼は告げるのだった。

　言葉通りに、本当に単純な──同時に、あまりにも絶望的な、その一言を。




「彼らが、ついに本気で《夜知家》というものを潰しに来たってだけさ」
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　その翌日、ン・イゾイーは学校に向かった。

　勿もち論ろん、授業を受けるためだ。

　そして、それ以外にすべきことが与えられなかったからだ。

「おっはよーっ、ンッちゃん！」

「おはようございます、という挨あい拶さつを挨拶します」

「ねえねえ、相変わらずフィアちゃんとかあっきーとかが来てないんだけど、知らない？」

「我が発言・全すべてが未知ですという真実」

「そっかあ……んー、このはちゃんは二人ふたりとセットだからともかく、錐きり霞かちゃんもだからなー。何があったのやら。ミステリーですな！」

「ま、ままままさかまたインフルエンザとかになったんじゃ！　くうぅー、心配だぜ！　このはさん！」

　賑にぎやかな二人は適当に放置し、ン・イゾイーはそっと、空席の多い教室の中を見回す。今日きようはこれらの席が埋まることはないだろうなと思った。あるいは、しばらくは。そしてまた、あるいは──

「……」

　いつものように授業を受け始める。基本的な物事ばかりとはいえ、未開の土地で暮らしていた自分にとっては、大事な未知の既知化だ。疎おろそかにはできない。だが今日は、どうしてか、あまり身が入らなかった。集中力が欠如していた。

　変化が起こったのは、そんな授業の最中。

　突如として、轟ごう音おんが学校の中を搔かき回す。それは文字通り、天から降ってきたものだった。

　音だけではない。風圧で木々が揺れ、ガラスが震ふるえる。

　誰だれもが窓を見、そしてぽかんと口を開けていた。

　──巨大な輸送ヘリが、この学校の校庭に、降りてこようとしていたのだった。

　その瞬しゆん間かん、ン・イゾイーは昨日きのうの拍ぱく明あきの言葉を思い出していた。

（まさか……室長が言っていたのは、このこと……!?）




「しかし、土地の範はん囲いが規定されただけでは効果は発動しないんだ。最後のとどめとして、領域の中心にあたる地面に《所有者本人が》その槍やりを刺さなくてはならない。それを一時的に借り受けて、住民の血の撒さん布ぷと領域の規定という役割を与えられただけの腹心ではなく、ね」

「はあ」

「だから──準備ができれば、来るはずだ。今回規定された領域の、位置的な中心地──かつ、地面が剝むき出だしになっている場所に。僕が見る限り、それは君達もよく知る場所だね。いや、そこを中心にして領域を規定したのかな？　そこは未知だけれど」

「自分には、室長が仰おつしやっていることのほとんどが未知なのですが」

「いずれ既知になるさ、自然とね」

　と、彼は肩を竦すくめながら言って。

「そして、誰だれが来るのかという話になれば、答えは決まっている──あの《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の本当の所有者。イギリスの片かた田舎いなかに刺さって本来の《領》を形成している、残りの槍やり全すべての持ち主でもある人物。その《領》を絶対的に支配する王の如ごとき存在……そう」

　そのときにはもう、さすがにン・イゾイーにもわかっていた。

　答えは一つしかない。間違えようもないほどに明めい確かくすぎる、最悪の答えしかない──




　そのとき彼が発したのと同じ言葉を。

　ン・イゾイーは、教室の窓から見下ろすその光景に向けて、呻うめくように呟つぶやいていた。

「蒐集戦線騎士領の……領主……！」




　広い校庭に降り立つ、巨大なヘリ。

　ローターの回転が止まり、久方ぶりの静けさが訪れる。

　校庭を眺める生徒達は、いつのまにか、着陸したそのヘリの後部に一人ひとりの少女が膝ひざをついているのに気付く。その姿勢に加え、バイザーのような兜かぶとに軽けい鎧よろいのような服という衣装が、「まるで騎き士しみたいだ」という正しい印象を何人かに与えたはずだった。

　ヘリの後部ハッチが開き、そこに新たな人ひと影かげが姿を現す。

　泰たい然ぜんと。悠然と。一歩。地上にはまだ降りない。

　膝をつき、頭を垂れて待っていた少女に向けて、

「愚問ではあるが、問う──準備はできているか。ダインスレイブ」

「はっ。我が領主」

　少女騎士が両手で恭うやうやしく差し出した、一本の槍のようなものを受け取って。

　老いた彼は、老いた王の威い厳げんで、重々しく告げた。




「──ならば、始めよう。《第だい二に騎き士し領りよう》の建設を」







　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せです。[image: ]-シーキューブ-[image: ]巻をお届けします！

　物語も佳境に入ってきたわけですが、この期に及んで新キャラがワラワラと。小こ悪あく魔ま乳／ゆったり乳／兜かぶと乳……かな。相変わらずよくわからない分類だけど気にするな。ちなみにゆったり乳の人は、設定上ではこのはにも勝るこの世界最強レベルの存在だということになっております。たゆんたゆんだぜ。あ、あと一人ひとりムキムキ乳もいるよ！　ひょっとしたらイラストとかで乳首がポロリしているかもしれないよ！　楽しみだね！　となんかⅪ巻のときとデジャブるようなことを言ってみる。

　で、今巻のお話は春はる亮あきの誕たん生じよう日びに絡んだアレコレ。みんなに祝ってもらえるなんてリア充ですね春亮くん。くそう。ちなみに全然誰だれも興きよう味みないと思うけど作者の誕生日は四月二十九日であり、以前にどこかで言ったような気もしますがこの日は天皇誕生日→みどりの日→昭和の日という変遷を辿たどってきた万年休日。つまり生まれてこの方、私は学校とかで誰かに祝ってもらうなんて体たい験けんはゼロなのであります。くそっ……みんな、休み時間にハッピーバースディとか歌ってもらったりしてたんだろ……？　トイレから帰ってきたら机の中に素直になれない幼おさな馴染なじみのあいつからの誕生日プレゼントが入ってたりしてたんだろ……!?　ぬああ許せねえ！　俺おれも誕生日は平日がよかった！　という思いがこの本には込められているとかいないとか。

　さて、前巻のあとがきにも書きました通り、このシリーズもそろそろ終わりを迎えようとしております。予定では次が最終巻。まあ分量的にまだ読み切れていない部分があったりするので、ひょっとしたら分冊のような感じになっている可能性は残っているものの、とりあえず次のエピソードで完結するというのは確かく実じつです。

　まさに今、このあとがきを書き終わったらその執筆に取り掛かろうかという状況なのですが、さすがに最終巻ということを考えると寂しさがあったりプレッシャーがあったり。でもそのぶん、書ききったときの私はそれ以上の何かを得られていると思います。そして同時に、ここまでついてきてくださった読者の皆様に何かを与えることができていればいいなと願ねがっております。というかそうできるように全力で頑張らないとダメですな。ぬおお、書くぞー！　

　最後に、今巻もお世話になった方々に謝しや辞じを。担当編へん集しゆう湯ゆ浅あさ様、いつもいろいろご迷惑をかけております。絵師のさそりがため様、毎回の素す晴ばらしいイラストありがとうございます！　終盤になっても変わらず新キャラデザインとかがあってすみません。ていうか最終巻にもまだ新キャラが一人二人ふたりいそうな気が（汗）。よ、よろしくお願いします……！

　そして勿もち論ろん、この長い物語にここまでお付き合いくださっている読者の皆様へ──心より、ありがとうございました！　残りは少し、この物語の結末を一いつ緒しよに見届けていただけたら幸いです。





水瀬葉は月づき









水みな瀬せ葉は月づき

写真は人生初の野外フェスに参加してきた作者の姿。見た目ではわかりませんがかなり日焼けしてます。個人的興奮のピークは、台湾のメタルバンドＣＨＴＨＯＮＩＣを見に行ったらなぜか武蔵（格闘家の）とマーティ・フリードマンがゲストで出てきたとき。
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さそりがため

表紙が仕上がった直後、ネットで似たポーズのイラストを発見してしまい慌てて修正しました……角度がほとんど同じなんてびっくりです……コワイ！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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